















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　皆みなさまこんにちは。著ちよ者しやの丹藤武敏たんどう・たけとしです。

　まずは本書を手に取っていただいてありがとうございます。

　本書は『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』シリーズの第二巻かんとなっています。前巻の内容を踏まえたうえで書かれている部分もありますので、ご了承のほどを。

　ここで簡かん単たんに本書についての解かい説せつをさせていただきます。ＴＲＰＧ、リプレイについて、すでにご存ぞんじの方は読み飛ばしてもらっても構かまいません。

　この本はＴＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイとなっております。

　ＴＲＰＧというのは、〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。このゲームはテーブルゲームの一種で、司会進行役のゲームマスター（以下、ＧＭ）とプレイヤー数人が集まり、会話しながら物語を進めていく遊びです。プレイヤーは、それぞれひとりのキャラクター（ＰＣ）を担たん当とうし、ＧＭから提てい示じされた状じよう況きように対し、判はん断だんを下したり判はん定ていを行なったりして、障しよう害がいを乗のり越こえていきます。

　そして、このプレイ風景を読み物風にまとめ、文章化したものをリプレイと呼よびます。これを読めば、テーブルトークＲＰＧの雰ふん囲い気きを楽しむことができるようになっています。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ』というゲームのリプレイを書き起こしたものです。

『アリアンロッドＲＰＧ』では、これまで剣けんと魔ま法ほうの世界───ファンタジーの冒ぼう険けんの舞台として、基き本ほんルールブックに掲けい載さいされているエリンディル大陸、戦記物をテーマとした『サガ』シリーズのアルディオン大陸が紹しよう介かいされてきました。

　この『ブレイド』シリーズは、『エリンディル東方ガイド』の発売によって発表された、エリンディル東方を舞台としています。

　エリンディル東方がどういう世界かと申しますと、東洋風ファンタジーの冒険の場として用意されたもので、我われ々われのよく知る東アジア地ち域いきをモデルとしています。




　前ぜん巻かんでは、その東方の国のひとつ、タイクーンを頂ちよう点てんにダイミョウが統とう治ちするダイワ群ぐん島とう国を舞台に、〝おんみつ姫ひめ〟オトハとその仲間たちが世直しをする物語を描えがきました。

　今回は、ダイワを離はなれ、東方随一の文化文明を誇るセーリア大だい帝てい国こくと、遊牧騎馬民族の国タルタル・ハン国を巡めぐることとなります。

　この異い国こくの地で、どのような冒険が待ち受けているのか。

　興きよう味みがありましたら、是ぜ非ひ読み進めていってくださいませ。

　それでは、前置きはこの辺にて。







前回のあらすじ




　エリンディル東方の島国ダイワ群島国にて、アオイ・カゲユキがタイクーンの座に就いた。今のダイワは、地方領りよう主しゆであるダイミョウ同士の争いも絶たえず、天下は乱みだれていた。カゲユキは、ダイワの世直しを志こころざすも、生来病弱ゆえにそれも思うようにいかない。

　カゲユキの妹、アオイ・オトハは、兄の志こころざしを支ささえるべく〝おんみつ姫〟となって、悪を成敗する世直しを決意する。老臣オニノ・サクザエモンから渡わたされた御ご紋もんの印いん籠ろうを片かた手てに、お付きのカンナギ、リンと共に首都オオドへ繰くり出だした。

　そこでオトハが見たものは、普ふ請しん奉ぶ行ぎようオオノキ・ゲンバと悪あく徳とく商人エチゴ屋が結けつ託たくし、つみなき庶しよ民みんを苦しめる様子だった。オトハは、ひょんなことから知り合ったセーリア大帝国の密みつ偵ていチンエン、西方からやって来た吟ぎん遊ゆう詩人ユーノスを仲間にくわえ、〝烈れつ風ぷう！　世直し隊〟を結成、この不正を暴あばき、見事悪を懲こらしめた。

　続いて一行はオオドを離れ、ウツミヤ藩はんに立たち寄よった。そこで、カゲユキの寵ちよう姫きタマ姫暗殺を企くわだてる領主オンダ・タカノシンの陰いん謀ぼうを知る。タカノシンは、娘むすめのアヤメ姫を嫁とつがせるため、タマ姫を驚きよう天てん動どう地ちの罠わなで亡なき者ものとしようと企たくらんでいたのである。

　この陰謀を見事阻そ止ししたオトハ。だが、一方で兄カゲユキの病びよう状じようは重じゆう篤とくに陥おちいるのだった。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆世直し、ふたたび




　はてさて。

〝おんみつ姫ひめ〟ことアオイ・オトハを中心に結成された〝烈れつ風ぷう！　世直し隊〟───。

　悪あく徳とく商人と奉ぶ行ぎようの癒ゆ着ちやくを糺ただし、タイクーンの愛あい妾しようタマ姫暗殺を巡めぐる陰いん謀ぼうを阻そ止しするなど、まずは快かい調ちような滑すべり出だしといったところである。




『ブレイド』第一巻かんと同時に発売された『エリンディル東方ガイド』によって、舞ぶ台たいとなったダイワ群ぐん島とう国だけではなく、セーリア大だい帝てい国こく、タルタル・ハン国といった国々もよりくわしく紹しよう介かいされた。




　あらためて思うことでもあるが、東方世界は広い。

　やはり、冒ぼう険けんをダイワ一国だけで終わらせるのはもったいない。

　第一巻は、馴な染じみの深い時じ代だい劇げき風な冒険にしようと、ダイワを舞台とすることにした。

　だが、この企き画かくの当初から、大陸に渡わたっての冒険も構こう想そうしていたのである。

　私わたしは、時代劇も大好きであるが、香ほん港こん映えい画がも同時に大好きである。

　幼い頃ころより、名優ジャッキー・チェンやジェット・リー（当時はリー・リンチェイ名めい義ぎ）のカンフー映画をそれこそ何十回と観て育った。学生時代は、ワイヤーアクションを駆く使しした武ぶ侠きよう物（古こ装そう片へんと言ったりする）も、レンタルビデオ屋に並ならんでいるものは全部観た。

　セーリアを舞台とする上で、これらを参考にすることでシナリオの方ほう向こう性せいは決まった。

　そんなこんなで準じゆん備びを整えるうち、収しゆう録ろく当日を迎むかえることとなった。




＊　＊　＊




ＧＭ：はい、皆みなさんよろしくお願いします。『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』第三話の収録を始めます。

一同：よろしくおねがいしまーす！




　さてここで、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に集まった五人の面々について紹介していこう。




◆小こ島じまめぐみ

　オフィスワタナベ所しよ属ぞくの女じよ性せい声せい優ゆう。「あたしは清せい純じゆん派は」と自分で言うところがツッコミどころ。声優のお仕事は『ふしぎ星☆のふたご姫』のファイン役など。インターネットラジオ「ふぃあ通」のラジオドラマで、『アリアンロッド』リプレイの各シリーズに登場する名物三下犬いぬ娘むすめことベネットを熱ねつ演えんし、プレイヤーだと勘違いされることもままあるという。

　これまでのリプレイ出しゆつ演えん経けい歴れきは、『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう刊かん）のファム、『ナイトウィザード・リプレイ　モノクロームの境きよう界かい』（エンターブレイン刊）の芳緒菖子よしお・しようこなど。そのダイス目の悪さは特筆すべきであろう。

　本シリーズでは、タイクーンの妹にして〝おんみつ姫〟アオイ・オトハを担当。




◆菊きく池ちたけし

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．副社長にして『アリアンロッド』、『セブン＝フォートレス』などを手がけたゲームデザイナー。〝きくたけ〟の愛あい称しようで多くの人々から親しまれ、これまで無数のリプレイ執しつ筆ぴつを手がけてきた。筆者がＴＲＰＧを遊ぶようになった頃から、リプレイ執筆者として活躍しているベテラン中のベテランである。

　現げん在ざい『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（通つう称しよう〝無印〟）が絶ぜつ賛さん進行中。

　本シリーズでは、暗殺料理術じゆつの使い手、チンエンを担当。




◆久保田悠羅くぼた・ゆうら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．開発部部長。『アリアンロッド』のシステムデザイナーとして、細やかなデータバランスや、世界設せつ定ていの調整などを取り仕切っている。小島さんがプレイヤーとして参加した『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』、先さき頃ごろ完結した『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』の著ちよ者しやでもある。趣味は古武術で、その方面はくわしい。

　本シリーズでは、闇やみの武ぶ術じゆつを使うネコ耳巫女みこ、リンを担当。




◆田中信二たなか・しんじ

　かわいそうな田中、略りやくして〝かわたな〟という愛称で知られるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。ＤＴＰから『ゲーマーズ・フィールド』誌しの編へん集しゆう長ちよう、そしてリプレイの執筆作業と、八はち面めん六ろつ臂ぴに活躍中。かっこいいキャラも多いが、ヘンな性せい格かくのキャラをやることも多い。

　本シリーズでは、自じ称しよう天使の吟ぎん遊ゆう詩人、ユーノス・ローリングスターを担当。




◆丹藤武敏たんどう・たけとし

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属のライター。本書の筆者にしてＧＭ。特とく技ぎはシナリオ作成。時代劇や歴史物が好きなため、『ブレイド』執筆はまさに渡りに船。今回は、もうひとつの趣味である香港映画の知識も活かせそうなので、テンションは高め。




小島：いやー、たんどーさん。『ブレイド』一巻をあらためて読んでみたんですよ。

ＧＭ：ああ、これはこれは。なんだか照れますね。

小島：そこで、ちょっと反省したんです。

ＧＭ：反省ですか？

小島：わたし、たんどーさんのギャグを理り解かいできなかったじゃないですか！

ＧＭ：───ぶっ!?（一同笑）

菊池：ああ、あれか。ダジャレを解かい説せつさせられるという。

小島：（真しん剣けんなまなざしで）今度は大だい丈じよう夫ぶです！　しっかり反はん応のうします！

ＧＭ：やめてくださいよ!?　どういう方向からの攻こう撃げきですかっ!?（爆ばく笑しよう）

久保田：まだ、傷きずは癒いえていなかった（笑）。

田中：さすが小島さん。今からＧＭを動どう揺ようさせる作戦とは（笑）。

小島：違ちがいます違います。ちゃんとダジャレを楽しみにしてきたんですよ！

久保田：（ＧＭに優やさしい目を向けて）小島さんは、ダジャレを楽しみにしてきたそうだよ？

ＧＭ：なんというプレッシャー……。

菊池：ハードル上がったな、たんどーくん（笑）。

ＧＭ：が、頑がん張ばります、はい。……で、前回の内容、覚えていますか？

小島：はいはーい、みんなと世直しをしました！

久保田：ギルド名も〝烈風！　世直し隊〟だし。

田中：エチゴ屋も奉行も、見事成敗しましたね。

小島：悪いヤツらだった……。

ＧＭ：それと、〝釣つり天てん井じよう〟の罠わなを見み破やぶりました。

菊池：そんな罠もあったなぁ（笑）。

ＧＭ：そして、第二話のラストで、オトハの兄、アオイ・カゲユキが倒たおれました。

小島：そうだった！　兄上が倒れちゃったんだ!!




アオイ・カゲユキ

　ダイワ群島国を治める第八代タイクーン。世直しを志こころざすも、病弱なために思うようにできない。小島さんのＰＣ、オトハはカゲユキの妹として世直しを志している。
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ＧＭ：で、今回のシナリオはカゲユキが倒れたところから続きます。

小島：そうなんですか。……ということは、わたしが新たなタイクーン!?

ＧＭ：ちょっと！　まだ死んでませんから！（一同爆笑）

菊池：タイクーンになったら、団子も食べ放題だよね？

小島：そ、それは魅力的です……はっ！　食べ物では釣られませんっ！

ＧＭ：菊池さん、いきなり主人公を不ふ穏おんな野心家にしないでください（笑）。

菊池：うむ、実際そうなったら台無しだな。

ＧＭ：え～、それでは今回予告を読み上げましょう。




●今回予告

　ダイワを統すべるタイクーン、アオイ・カゲユキの病びよう状じようが急きゆう激げきに悪化した。

　世直しの志こころざしなかばにて昏こん々こんと眠ねむるカゲユキに、医者も匙さじを投げた。




小島：ううっ、兄上～。

ＧＭ：なお、カゲユキは意い識しき不明の重体ですが、まだ生きています。

菊池：でも、医者は匙を投げたんだろ？　助かるのか？

ＧＭ：それが、今回のシナリオの大事なところなのですよ───。




　だが、諦あきらめるのは早い。

　セーリア大帝国には、あらゆる病とその療りよう法ほうを網もう羅らした伝説の医い術じゆつ書があるという。

　オトハたちは海を越こえ、多くのモンクたちが修しゆ行ぎようする聖せい地ちショーリン館の門を叩たたく。




小島：セーリア？　昔の中国っぽい国でしたっけ。

久保田：そうですね。大きな国土と、古い伝統と文化の国です。

菊池：そしてチンエンの故郷でもある。……で、この〝ショーリン館〟というのは、拳けん法ぽうでもやってるのかね。

ＧＭ：いかにもそのとおりです。修行僧そうが拳法の修行をすることで有名な、中国の嵩すう山ざん少しよう林りん寺じをモデルとした神しん殿でんです。

田中：セーリアにもあるんだ、少林寺。

ＧＭ：あっても不思議ではないと思ったので、今回のシナリオのために設定しました。まあ、ゲームに登場しますので似にて非ひなるものではありますが。




　そこで待ち受ける数々の試練を乗のり越こえ、

　見事伝説の医術書を手に入れることができるのか？




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

　第三話「激げき突とつ!!　おんみつ姫ひめvsタイガー必ひつ殺さつ拳けん」

　東方の神しん秘ぴがキミを待つ！




一同：タイガー必殺拳!?（爆笑）

菊池：最後の部分で何かおかしな要素が混ざったぞ（笑）。

小島：……も、もう一度タイトルを言ってくださいっ！

ＧＭ：えー……「激突!!　おんみつ姫vsタイガー必殺拳」です。

小島：タ、タイガー必殺拳……（笑いをこらえつつ）。

ＧＭ：昔、そんなタイトルのゲームブック（＊）がありましてねー。

久保田：今どき知らないって（笑）。

田中：ああ、『タイガー暗殺拳』のことね。

小島：このタイトル元ネタあったんですか!?

ＧＭ：はい。それと、『少林寺vs忍者』という香港映画もちょっと参考にしてます。

久保田：だから知らないって（笑）。

ＧＭ：では次にハンドアウトを読み上げましょう。まずは小島さん……アオイ・オトハから。





（＊）ゲームブック　読者が選択肢から展開を選択することによって、ゲームとしても遊べる形態の本。






●ハンドアウト

◆アオイ・オトハ用ハンドアウト

コネクション：アオイ・カゲユキ　　　関係：兄

　サクザから、兄カゲユキの病状が悪化、意識不明の重体に陥おちいったという報せを受けた。




菊池：（低く悪そうな声で）そして、キミはこの国の頂ちよう点てんとなったのだ……くっくっく。

小島（以下、オトハ）：よっしゃー!!

一同：おいっ！（爆笑）

菊池：いいのか清純派。

オトハ：あわわわっ、今のナシ！　オフレコ！　……菊池さん、そそのかさないでください。その気になっちゃうでしょ！

田中：普ふ通つう、そそのかされてもその気にはならんと思いますよ（笑）。

ＧＭ：……えーと。では、続きを読みます。




　カゲユキの病状は重く、医者も匙を投げる始末。

　だが、愛する兄をこのまま死なせるわけにはいかない。

　何が何でも、助けるための方法を見つけねば。




オトハ：なるほど、兄上を助けるための方法を探さがすんですね。

ＧＭ：（覗き込むように見つつ）「兄上が死ねばわたしがタイクーンね♪」などとは微み塵じんも思うはずが……ないですよね？

オトハ：…………ええ！　もちろん！　清純派の姫君ですから。

ＧＭ：今の微妙な間まが怪あやしい（笑）。




◆リン用ハンドアウト

コネクション：おババ様　　　関係：師し匠しよう

　アオイ・カゲユキの病には、医者だけでなく神殿の者たちも総動員で対処をしている。

　通常の病ではないという疑いが濃のう厚こうなためだ。

　師匠であるおババ様は、これがセーリアに伝わる呪のろいであると結論づけた。

　神に仕つかえるカンナギとして、この呪いを祓はらう必要があるだろう。




久保田（以下、リン）：ああ、あのおババ様。

ＧＭ：はい、一巻にもリンのカンナギの師匠として登場しました。彼女曰いわく、カゲユキを苦しめているのはただの病ではなく、呪いによるものであろうとのこと。

リン：呪いですか……たしかに、一国の主なら、呪いの対象にされることもあるでしょうね。

オトハ：恨うらみを買うような人じゃないのに～。

リン：人柄はともかく、支配者というのは恨みを買いやすいのですよ、姫様。

オトハ：でも、セーリアに伝わる呪いってことは……チンエンが怪しい？

菊池：なんでこっちを疑う（笑）。

オトハ：だってセーリア出身だし、ねえ？

ＧＭ：だからといってチンエンとは限りませんよ？　もっとも、誰だれが呪っているかまでは、まだわかりませんが。

リン：それはこれから突つき止めていきましょう！




◆チンエン用ハンドアウト

コネクション：尚しよう膳ぜん太たい監かん（＊）　　　関係：ビジネス

　ダイワにやってきて、オトハの世直しを手伝うようになってからしばらく。

　あなたのもとに尚膳太監からの手紙が届とどけられた。潜せん入にゆう調ちよう査さの結果を問うものであるが、セーリアとしては穏おん健けん派はである現タイクーンの治世が続くことを望んでいるという。

　だが、目下のところカゲユキは病に苦しんでいる。

　オトハたちに協力し、カゲユキの快復に尽じん力りよくせねばなるまい。
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田中：まあ、セーリアとしても、現タイクーンのままがいいってことなんでしょうね。

リン：病弱だし、間違っても侵しん略りやく戦争仕し掛かけたりするような人材じゃないですからねぇ。

田中：隣りん国ごくからすると、人じん畜ちく無害で楽だな。

菊池（以下、チンエン）：妹のオトハを傀かい儡らいとして操あやつった方が楽なような気もするが。

オトハ：ちょっとー!?

チンエン：……というのはあくまでも密みつ偵ていとしての内心の声だ。

田中：先さき程ほどはオトハをそそのかしていたし、怪しいですねチンエン。

リン：国外追放しましょう（笑）。

チンエン：怪しくない！　ものの弾はずみだ！（笑）

リン：ものの弾みでそそのかすのは、どうなんでしょう？

チンエン：はははは、気にしては駄だ目めだ。

ＧＭ：では、ユーノスのハンドアウトです。





（＊）尚膳太監　セーリア大帝国で宮廷の料理を仕切る役職。密偵も放っており、チンエンの上司名はジャン・リャン。






◆ユーノス・ローリングスター用ハンドアウト

コネクション：登とう龍りゆう極ごく医い書しよ　　　関係：噂うわさ

　ダイワに渡わたる前、旅の最中でこんな噂を耳にしたことがある。

　セーリア大帝国には、あらゆる病気の症しよう状じようとその治ち療りよう法ほうを記録した『登龍極医書』なる伝説の医術書があるという。この医術書が実じつ際さいに存そん在ざいするなら、医者も匙を投げたタイクーンの病気も、この書物があれば快復するかもしれない。




田中（以下、ユーノス）：本か!?　人じゃなくて書物がコネクションなのか？（笑）

リン：しかも、関係は〝噂〟って（笑）。

オトハ：この『登龍極医書』というのがあれば、兄上は助かるの？

ユーノス：ボクのハンドアウトから類推するに、そうなんでしょうね。

オトハ：よし、ならそれを早く取りに行こう！　さぁ行こう！（遠くを指差す）

一同：早っ！

ＧＭ：え～、まだプリプレイですので（笑）。

オトハ：ああ、なるほど～。

ＧＭ：それでは、ハンドアウトも配ったところで、キャラクターの成長に移うつりましょう。




●キャラクターの成長と報ほう告こく

　プレイヤーたちは、前回までに獲かく得とくしている成長点を消費してキャラクターの成長の作業に取りかかった。そして、あれやこれやと相談すること、しばらく───。




▼アオイ・オトハ（10レベル）の場合

ＧＭ：では、キャラクターの成長報告を。オトハさんからお願いします。

オトハ：はーい。10レベルになりました。【ＨＰ】84点、【ＭＰ】47点、フェイト９点です。

ＧＭ：10レベル……そろそろクラスチェンジが見えてきている頃ころですね。

オトハ：クラスチェンジはまだしてないです。スキルは《ストライクバック》（＊）を２レベルに、《スピリット・オブ・サムライ》（＊）を４レベルに上げ、小こ烏がらす丸というのを取りました。

ＧＭ：オトハは、《スタイル：シンエイ》（＊）を取得しているので、いい成長ですね。

チンエン：ああ、それ強いよね。

オトハ：それと装そう備びですが、修しゆ羅らの鞘さやから羅ら刹せつの鞘に替えました。これで攻こう撃げき力りよくがちょっと上がっています。あと、生命の呪じゆ符ふを買いました。

ＧＭ：サムライは《レイジ》（＊）をするので、生命の呪符があると便利ですよね。

オトハ：これで安心して死ねるです。

ＧＭ：死なないでください（笑）。





（＊）《ストライクバック》　リアクションの代わりに相手に攻撃するサムライのスキル。

（＊）《スピリット・オブ・サムライ》　サムライのみが装備できる刀を取得、装備できるサムライのスキル。

（＊）《スタイル：シンエイ》　《ストライクバック》と同時に使用し、勝利するとダメージを受けない一般スキル。

（＊）《レイジ》　自分が受けているダメージを攻撃のダメージに上乗せするサムライのスキル。
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▼リン（10レベル）の場合

リン：では、報告。レベル10になりました。【ＨＰ】62とモンクの自動取得スキル《インテンション》（＊）を解かい放ほうすることで、＋50……合計[image: ]点でございます。フェイトは８点です。

ＧＭ：【ＨＰ】が三桁の大台に。強い……。

リン：【ＭＰ】69。《アクロバットⅡ》……【敏捷】の判定に＋２する《アクロバット》の効果を、回避判定にも及ぼすヴァーナのスキルと《ラストレイトウェポン》を取りました。




《ラストレイトウェポン》

　対象のダメージロールで振ふったダイスのうち、ＳＬ（スキルレベル）×２個このダイスを振り直すことができるカンナギのスキル。




リン：で、胴どう部ぶがセイクリッドローブに。あと、聖印が高位聖印に変わって、《ヒール》の効こう果かに＋３されます。補ほ助じよ防ぼう具ぐがドラゴンブーツになったので、蹴けりのダメージも上じよう昇しよう。

ＧＭ：ああ、これで金的も蹴れますね。

リン：そうそう、金的も……って、何を言わせるのか（笑）。





（＊）《インテンション》　【ＨＰ】を［キャラクターレベル（ＣＬ）×５］点追加するモンクの自動取得スキル。
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▼チンエン（10レベル）の場合

ＧＭ：じゃ、チンエンの成長報告を。

チンエン：ほい。レベルが10になりまして、【ＨＰ】47、【ＭＰ】84、《ファミリア》（＊）を解放すると＋[image: ]点で、[image: ]になります。フェイトは７点。

ＧＭ：さすが、潤じゆん沢たくなＭＰだ。

チンエン：そして、新たに開かい眼がんした技わざは《フードアデプト》。これは自分がスキルで使うための食料のレベルがＳＬ＋１されるというもの。

リン：服をばっとはだけると、調味料がばーっとあるみたいな？

チンエン：そうそう、そんな感じ。

ＧＭ：おお、かっこいいじゃないですか。

チンエン：それと、《ソウルフード》を取りまして。これは、使し用よう済ずみスキルの回数を増やすというスキル。この料理は魂たましいを震ふるわせ、ふたたび立ち上がる力を与あたえるというもの。

ユーノス：まあ、ボクの《インタラプト》（＊）やオトハさんの《レイジ》を増ふやせるのは強い。

チンエン：装備は特に変更なし。料理各種を買ったよ。以上。





（＊）《ファミリア》　【ＭＰ】を［ＣＬ×10］点追加するサモナーの自動取得スキル。

（＊）《インタラプト》　対象のスキルを自動的に失敗させるシーフのスキル。
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▼ユーノス・ローリングスター（10レベル）の場合

ユーノス：ではボクの番。レベル10になりました。【ＨＰ】65、【ＭＰ】72。フェイトは８点。スキルは《アベイディングソング》（＊）を上げて、新たに《カノン》を取得しました。




《カノン》

　対象の判定を振り直しにするバードのスキル。《カノン》を使用するには、未行動でなくてはならず、使用すると行動済になる。




ユーノス：行動済になると、《ジョイフルジョイフル》（＊）が使えなくなるので、戦せん闘とうよりはミドルフェイズの判定に使うことになるかと思います。あと生命の呪符を買いました。

チンエン：ユーノスは待機して誰だれかを行動させるのが基き本ほんだからなー。

ＧＭ：……というか、ユーノスを狙って攻撃する時は、ユーノスを倒たおしても大たい抵てい意味がない局面になっているということが多かったような（笑）。

ユーノス：はっはっはっ、狙う価か値ちがないことによって狙われないという戦せん術じゆつです（笑）。





（＊）《アベイディングソング》　呪歌の効果を上昇させるバード専用のレジェンドスキル。

（＊）《ジョイフルジョイフル》　メジャーアクションで使用し、行動済のキャラクターを未行動にするバードのスキル。
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●ギルドスキルの決定

ＧＭ：さて、ギルドスキルの決定となりますが、今回ギルドは成長しましたっけ？

オトハ：６レベルのままで、成長なしじゃ。

リン：我われ々われのレベルは10レベル……だから、ギルドスキルは全部もっていけます。




　今回、烈れつ風ぷう！　世直し隊が持っていくギルドスキルは次のとおり。

《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《祝福》《限げん界かい突とつ破ぱ》《情じよう報ほう網もう》《高機動部隊》《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》




チンエン：ギルドの成長は、次の機会だな。

オトハ：というわけで《高機動部隊》の効果で全員【行動値】＋５されまーす。

リン：《限界突破》を宣言すると、判定とダメージに＋６。まあまあですね。

ＧＭ：では、準備が終わったところで、海を渡った先の大陸がどんなところか、確認しておきましょう。地図を見るとわかると思いますが、結構な広さです。

オトハ：ほんと、ダイワと比べるとおっきいなぁ～。

ユーノス：さて、この地に何が待ち受けていることやら。

ＧＭ：では、これでプリプレイは終しゆう了りよう。オープニングに移りたいと思います！
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆タイクーン、危き篤とく！




　タイクーン、意い識しき不明の重じゆう篤とく───。

　その報ほうは、世直しの旅を続けるオトハのもとにも届とどけられた。

　敬けい愛あいする兄の一大事に、オトハはお城しろに飛んで帰ってきたのだった。




ＧＭ：では、オープニングを始めましょうか。まず、リンとオトハが登場となるシーンです。

オトハ＆リン：はーい。

ＧＭ：世直し旅の途中で、カゲユキの病状が悪化したとの報せを受け、オトハたちは急いで戻ってきたわけですが───。

オトハ：（ＧＭを遮さえぎって）あにうえ──────!!

ＧＭ：早いな、おい!?

オトハ：そりゃもう心配だから当たり前なのじゃ。たたたーっと廊ろう下かを駆かけ抜ぬけて、兄上の部屋へダイヴ！

リン：姫ひめ様さま、落ち着きなさい！　ていっ！（手刀を突き入れるジェスチャー）

オトハ：げうっ！（笑）と、ともかく兄上は？

ＧＭ：オトハがバーンとタイクーンの部屋に入ってくると、布団ふとんの上で昏こん々こんと眠ねむり続ける兄カゲユキの姿すがたが。

オトハ：あ～に～う～え～！　お、遅おそかった！　がくり……。

ユーノス：いや、死んでませんから（笑）。

ＧＭ：すると「姫様、落ち着きなされ！」と、一いつ喝かつするサクザの声が飛びます。

オトハ：おっ？　おお、サクザ……。

ＧＭ：「お騒さわぎめさるな！　上様は絶ぜつ対たい安静なのですぞ！」

オトハ：す、すまぬ。動転していた。で、兄上の具合は、どうなのじゃ？

ＧＭ：「それが、急に倒たおれたきりずっと眠ったままなのでございます……」サクザの視し線せんの先には、布団に寝ねかされているタイクーン、そして医い師しと重臣たちがずらーっと居い並ならぶ。

リン：で、医者が首を振ふって、薬箱を片かたづけ始め……。

ＧＭ：「こりゃいかんわ」と、匙さじを投げ。

オトハ：ちょ!?　もうちょっと頑がん張ばって！

ＧＭ：まあ、どうにも手の打ちようがないという状態ですね。で、眠り続けるカゲユキの脇わきには、悲しげな表ひよう情じようで付き添そうタマ姫の姿があります。

オトハ：ああ、タマ姫……。




　タイクーンの傍かたわらに座すわる、ひとりの美び姫き。

　彼かの女じよこそ、タイクーンの寵ちよう愛あいを受け、その身辺を支ささえるタマ姫。

　表情に焦しよう燥そうを見て取れるも、その美しさが霞かすむことはなかった。
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チンエン：前回ラストのマスターシーンで怪あやしかった人か。

ＧＭ：それは、プレイヤーしかわかりませんから（笑）。

オトハ：そう、そんなことはわたしも知らない。

ＧＭ：「……オトハ様、上様のご政せい務むについてはわたくしがいろいろとお話を聞いております。マツヒラ・サダノブ様と共に、相談して進めていく所しよ存ぞんでございます」

オトハ：サダノブ？　ああ、〝知ち恵えサダ〟か。嫌いやなヤツだった。

ＧＭ：「まさか上様のご容よう態だいがこのように急変してしまうとは。わたくしがずっと気き遣づかっておれば……」と、よよっと泣なき崩くずれるタマ姫。

オトハ：じゃあ、そっといたわります。いや、タマ姫のせいではない。

ＧＭ：「お優やさしいのですね、オトハ様は」

オトハ：しかし、兄上のこの病状は一体？

ＧＭ：では、ふたりとも眠っているカゲユキの首くび筋すじに、奇き妙みような形をした痣あざのようなものがあるのに気づきます。

オトハ＆リン：痣？

チンエン：気づけよ、医者！（笑）

ＧＭ：はっはっはっ、これが何故なぜか不思議なことに気づかないのですよ。

リン：奇妙というと、どのように奇妙なのですか？

ＧＭ：まるで、狐きつねのような形をしています。

リン：……狐、ですか？

オトハ：こんな痣は、兄上にはなかったはずよな？

ＧＭ：そうですね、オトハも初めて目にします。すると、脇に控ひかえていた老婆のカンナギ……リンの師匠であるおババ様さまが、くわっと目を開き───。

オトハ：おババ様、いたのか。

ＧＭ：神しん殿でんの長ですから、祈き祷とうやら何やらで呼よばれていたのです。

オトハ：ああ、なるほど。

リン：じゃ、あたしもおババ様に目配せをします。

ＧＭ：おババ様も「少しいいかの？」と、席を外して相談をしようとリンに合図をします。

オトハ：それは気になる、わたしもついて行くのじゃ！

ＧＭ：では、一いつ旦たんこの場をすすっと離はなれて、別室に向かうということで。




　おババ様に合図を送り、オトハとリンは一旦カゲユキの側そばから離れる。

　後ろ手にすっと襖ふすまを閉しめ、周囲に気配がないかを確たしかめる。




ＧＭ：というわけであなたがたは別室に通されました。部屋にいるのは、おふたりとおババ様だけです。

リン：どうしたのですか、おババ様？

ＧＭ：「……うむ。このババも上様のご容態を拝はい見けんしたのだが……あれは何か呪のろいを受けたものではないのかと見立てておる」

リン：たしかに、普ふ通つうの病ではございませんね。

オトハ：やっぱ、あの狐の痣が怪あやしいよね？

ＧＭ：「姫様もお気づきになったか。上様の首筋にある怪しげな狐の形をした痣……あれは何かの凶きよう兆ちようかもしれませぬ」

リン：何か、そのような凶兆について聞いたことはございませんか？

ＧＭ：おババ様は「昔、隣となりの国のセーリア大だい帝てい国こくで、狐の魔族に呪のろわれた者がいたという話を聞いたことがある」と、話します。

オトハ：おおっ。して、どんな内容じゃ？　どうやって助かったかとか。

ＧＭ：残念ながら、その辺りのくわしいことは判然としません。わかるのは、それがセーリアでの話だったということだけ。

オトハ：あちゃー。

リン：でも、セーリアにあった呪いというだけでも情報は得られましたわ。

ＧＭ：「そのセーリアでこの呪いが昔話として語られているところを見ると……どうやら解いた者がおったということじゃな」

オトハ：なるほど、その方法がわかれば！

ＧＭ：「あの国は進んだ大国ですからのう。医い術じゆつ、魔ま術じゆつ、錬れん金きん術じゆつ……すべてにおいて、ダイワを凌りよう駕がしております。呪いを解く鍵かぎも、彼かの国ならばきっと……」

リン：しかし、セーリアとはまた遠とおうございますね。

オトハ：待てよ、セーリア？　ちらっ（チンエンのプレイヤーを見つつ）。

チンエン：はっはっはっ、来なさい。

オトハ：リン、チンエンのところに行くぞ！　ダッシュじゃ！

リン：姫様、お待ちを～。とにかくあとを追いかけます。

ＧＭ：では、ふたりが慌あわただしく部屋を飛び出したところでシーン終しゆう了りようですね。







◆Opening 02◆伝説の医術書




　オトハと共に、世直しをすることになった仲間、チンエンとユーノス。

　お互たがいそりが合わないと思いつつも、何故か一いつ緒しよにいることになってしまう不思議な縁えん。

　今日もまた、オオドの小料理屋でオトハの登場を待っていた。




ＧＭ：では、次のシーン。チンエンとユーノスのシーンとなります。

チンエン：おい、ユーノスと一緒なのか。

ユーノス：はっはっはっ、それはこっちのセリフですよ。

オトハ：このふたり、仲がいいのか悪いのか（笑）。

ＧＭ：あなたがたはオトハと一緒に世直しの旅をしていたのですが……兄カゲユキ危篤の報しらせを受けて、急きゆう遽きよダイワの首都オオドに戻もどってきています。

ユーノス：ボクたちは、オトハと一緒にお城にはいないんですか？

ＧＭ：怪あやしい天てん狗ぐと怪しいセーリア人ですからね。国こく賓ひんでもない外国人なので、ずーっと城に居られるわけじゃないですから。

ユーノス：天狗じゃなくて天使なのに……。

チンエン：ともあれ、宿がないのは困る。どうしよう？

ＧＭ：ご安心を。一巻かんで働いていた小料理屋でお世話になることができますよ。

ユーノス：ああ、あのおミツさんが働いていた店ですね。

チンエン：では、さっそく料理の腕うでを振ふるいましょう。はーっ！　今日の炒飯ちやーはんは、あん肝きもと野の苺いちごのコラボだー！

一同：あん肝と野苺!?（爆ばく笑しよう）

ユーノス：ひどい、ひどすぎる！　これが先進的なセーリアの料理だというのか!?

ＧＭ：何故、あん肝……。

チンエン：うむ、ただの思いつきだ。ユーノス、食べていいですよ。

ユーノス：いりませんよっ！（笑）

ＧＭ：えー、ではそうこうしていると「チンエンさんにお届とどけ物ものよー」と、こう笠かさを深々と被かぶったセーリア人らしき者が訪たずねてきます。

チンエン：おや、ワタシに届け物？

ＧＭ：ええ、手紙です。尚しよう膳ぜん太たい監かんからのものです。

チンエン：おお、これはこれは。ユーノス、ちょっと厨ちゆう房ぼうは任まかせますよー。

ユーノス：ボクが!?　あの、客席で歌でもサービスしていたいんですが……まぁ、ちょっとだけならいいですよ。

チンエン：では、こっちは人目につかない裏うら口ぐちかなんかで、手紙の内ない容ようを確かく認にんしよう。




　それは、尚膳太監から中間報ほう告こくを求めるものだった。

　ダイワに渡わたってから、早ひと月ほど。そろそろ異い国こくにも馴な染じんできたところである。




ＧＭ：「まずはダイワへの潜せん入にゆうがうまくいったようでなによりだ」というような書き出しで始まっています。要は、中間報告を求めるものですね。

チンエン：そういえば前からどのぐらい時間経たってるんだろうね？

ＧＭ：まあ、一ヶ月ほど経ってるところでしょうか。

チンエン：ふむ。まぁこちらは順調と報告して差さし支つかえなさそうですね。

ＧＭ：「報告を行ない、そのままタイクーン周辺の調ちよう査さを続行すべし」という内容ですね。

チンエン：タイクーンが倒たおれたって話は、もう一いつ般ぱんに流れているのかな？

ＧＭ：今、ちょうど、ニュースで流れたそうな。

チンエン：ニュース？

ＧＭ：いやまあ、瓦かわら版ばんや巷ちまたの話題というか。「さて、報告にあった新タイクーンであるが。政せい策さくは穏おん健けんであり、我わが国くにとしても彼かれのような人物が君主であることは望ましい」

オトハ：（リンに）これは兄上が評価されているのかのう？

リン：……ちょろい相手とナメられてるのでしょう（笑）。

オトハ：ひどいっ！

チンエン：はいはい、外野の声は聞こえないので、そのまま読み進めますよ～。

ＧＭ：「もし便べん宜ぎが必要であるのなら、こちらもそれなりのものを用意しよう」と、手紙は締しめくくられています。特に重大な手紙ではありませんでしたね。

チンエン：なるほどー。しかし、まだタイクーンの容よう態だいに関しては知らないのだよねー。

ＧＭ：すると店に客がやってくる。「てえへんだてえへんだ！」「どうしたい、ハチ？」みたいな、そういうやり取りが。

チンエン：じゃ、手紙を焼き捨て、裏口から戻ってきましょう。そんなに慌あわててどうしたんですか？

ＧＭ：「いやあ、お城のタイクーン様が倒れたってよ。医者も匙さじを投げたらしいぜ」

リン：もう、情じよう報ほうダダ漏もれ（笑）。

ＧＭ：ま、隠かくし通とおせるものではないですからね。

チンエン：それは大変ですねー。

ＧＭ：「今度はまともなタイクーン様だと思ったのによう」

ユーノス：思ったよりも深刻みたいですね。オトハさん、大だい丈じよう夫ぶですかねえ？

チンエン：まあ、あとで報告があるだろう。

ＧＭ：てなところで一旦シーンを終了、次はユーノスの回想シーンにします。

ユーノス：おお、なるほど。







◆Opening 03◆伝説の医術書




　東へ、東へ───。

　ユーノスは、みずからが語るべき伝説を求めて、旅を続けていた。

　目指すは、東方の島国ダイワ群ぐん島とう国。

　船は、ユーノスを乗せて大おお海うな原ばらを進んでいく。




ＧＭ：それでは、ユーノスの回想シーン。見渡すかぎり海、ユーノスがダイワに向かう船上の人となったときです。

ユーノス：では、ポロロンポロロンとリュートを奏かなで、弾ひき語がたりでもしていましょうか。

ＧＭ：そうすると、「いいぞ～、にいちゃん」と囃はやし立たててくれる見知らぬ人たちが集まっています。長い船旅になりますので、暇ひまな乗客と仲良くなったりするわけですね。

ユーノス：ギャラリーがいてくれるなら張はり合あいがあるというもの。では、借金を返すために奮ふん闘とうする姉妹の物語でも。

リン：（乗客になって）「お兄さん、もう一曲！」

チンエン：すっかり流しのお兄さんだな。

ＧＭ：「お兄さん、これからどちらへ？」

ユーノス：ダイワに行こうと思います。ぼろろ～ん♪

ＧＭ：とかなんとか、そのように船で過すごしていると……乗客のひとりが急に顔色が悪くなり「い、痛たた、痛たたたたっ……」と、脇わき腹ばらを押おさえて苦しみ始めます。

ユーノス：おや、急病人ですか？

ＧＭ：「お客様の中にお医者様はいませんか？」と、女じよ性せい乗じよう務む員いんが慌てて聞いて回っていると、乗客のひとりが「私わたしは医者だが？」と手を挙げます。

ユーノス：おお、名乗り出た！

ＧＭ：その医者は「なるほど、これは………」と呟つぶやいたかと思うと、鮮あざやかに処しよ置ちを済ませます。すると、瞬またたく間まに患かん者じやの顔色がよくなります。

ユーノス：おお、あっという間に治ってしまうのですか。これはすごい。

ＧＭ：「もう、これで大丈夫だろう」と、その医者は言います。

ユーノス：おお、これは素す晴ばらしい！　そのお手て並なみ感動しました。是ぜ非ひ、お名前をお聞かせ願いたい！

ＧＭ：えっ、名前ですか？　……えーと。「……ブラック・チャックだ」と名乗ります。

ユーノス：ブラック・チャック!?（一同笑）

リン：そのニセモノ感がばっちり漂ただよう名前は何っ!?

ＧＭ：特に、名前を決めてなかったもので……。

チンエン：ああ、ただのエキストラなのね（笑）。

ユーノス：なるほど、ブラック・チャック先生。いや、それにしても見事な腕うで前まえです。

ＧＭ：「いや、これも『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』に書いてあったとおりに処置しただけだ」

ユーノス：ぴくっ！　『登龍極医書』？　なにやら伝説の匂においがしますよ！

ＧＭ：『登龍極医書』、それはセーリア大帝国に伝わる伝説の医術書───。

オトハ：ナレーション入った!?

リン：漢字が、画面にダン、ダン、ダン！　背後にぐわーっと昇のぼり龍のエフェクトが！

ＧＭ：「その名のとおり、いかなる病人でも、昇り龍のごとく快復させるという伝説の医術書。古今の難なん病びようの症状と治ち療りよう法ほうが記されているという……」

ユーノス：つまり、伝説の医術書というわけですね！　キラキラ（←興きよう味みの視線）。

ＧＭ：「……もっとも私が見たのは、その写本にすぎないのだがね。原本に比べると、情報量も少ないらしい」

ユーノス：写本であなたほどの名医が生まれるとなれば……原本を手にしたとなれば、まさに神の領りよう域いきにいたれるのでは？

ＧＭ：「まさしく。人の命を左右し、神にも悪あく魔まにもなれるだろう！」

オトハ：神にも悪魔にも!?

ユーノス：それは凄まじい。写本とおっしゃいましたが、原本はどこへ？

ＧＭ：「原本は、セーリアのモンクたちが修しゆ行ぎようをする場であるショーリン館に秘ひ蔵ぞうされているという。そこで、厳げん重じゆうに管理されているということだ」

ユーノス：ほう、ショーリン館？　なるほど、ダイワを巡めぐったあとに訪おとずれてみましょう。




＊　＊　＊




ＧＭ：……というところで、ユーノスの回想は終わり。

ユーノス：ほわんほわんほわん～♪

オトハ：回想終わりの音が（笑）。

ユーノス：回想を終えたボクはこう思うわけですよ。きっと、タイクーンも『登龍極医書』さえあれば、治すことができるでしょうに……。

ＧＭ：はっ、そう思っていただくと話は繋つながります（笑）。

チンエン：あとで、このことをユーノスが思い出せば話が繋がるんだな。

ユーノス：では、タイミングを見て話すことにしましょう。

ＧＭ：というところで、このシーンは終しゆう了りよう。次のシーンで皆みなさん合流してもらいます。

一同：はーい。







◆Opening 04◆いざ征いかん、大陸へ




　チンエンとユーノスが世話になっている小料理屋へ、勢いきおいよく駆かけ込こんでくる者がいる。

　こうと決めたら、脇わき目めも振ふらず一いつ心しん不ふ乱らん。

　それが、ダイワの世を直そうという、おんみつ姫ひめの心意気である。




ＧＭ：それでは、次のシーンです。ＰＣ全員登場となります。チンエンとユーノスが働いている店に───。

オトハ：バターン！　ダカダカダカダカッ！

チンエン：うおっ、さっそく来た!?

ＧＭ：……と、オトハがものすごい勢いで駆け込んでくると。

オトハ：チンエン、いるかー！

チンエン：（とぼけた声で）はいはい～、ワタシはここにいますよ？

リン：あたしも姫様のあとを追って登場です。

チンエン：一体どうしました。あん肝と野苺の炒飯でも食べに来ましたか（笑）。

リン：いらんわっ！（手刀で突つく動作）……そんなことより、姫様が聞きたいことがあるとのことです。

オトハ：そうそうそう！　チンエン、おぬしにセーリアについて聞きたいのじゃ！

チンエン：ほう、ワタシの故こ郷きようについてですか？

オトハ：（わたわたしながら）ええと、兄上が、呪のろいにかかったのじゃ。

チンエン：……ほ、ほう？

オトハ：それでな、狐きつねの痣あざができたのじゃ。大変じゃ！

ユーノス：すみません、まったく話が呑み込めません（笑）。

オトハ：（両手をブンブン振り回し）だーかーらー、兄上の一大事なのじゃ！　痣が！　狐が！　ビャーって！

ユーノス：何言っているかわかんねー（笑）。

リン：もう、落ち着きなさい姫様。びしっ！

オトハ：ぎゃうっ!?

ユーノス：息ぴったりですね、この主しゆ従じゆう（笑）。

チンエン：で、どうしたので？

リン：あたしからかいつまんで話しましょう。上様のご病気はセーリアに伝わる呪いの可か能のう性せいがあり……それを解とく鍵かぎが隣りん国ごくセーリアにあるかもしれないということなのです。

チンエン：なるほど、だからセーリア出身のワタシを頼たよってきたというのですね。

オトハ：そうそう。つまりそういうことじゃ（笑）。

ユーノス：では、ダイワに渡る途中で会ったブラック・チャック先生の話をしましょう。彼かの地ちには……『登龍極医書』なる医術書があると聞いたことがあります。

リン：『登龍極医書』!!

オトハ：どーん！

ＧＭ：はいっ、ここで『登龍極医書』の書き文字がバックに浮うかび、昇り龍と雷かみなりのエフェクト入ります！　ごろごろ、ぴしゃー！　きええええん！

ユーノス：おお、龍が吼ほえた！

チンエン：エフェクトがさっきより派手になったな～（笑）。

オトハ：……それがあると、どんな病でも治せるのか？

ユーノス：ええ、ボクはそう聞いています。

チンエン：『登龍極医書』……そういえばワタシも聞いたことがあります。

オトハ：おお、知っておるのかチンエン!?

ユーノス：これまた定番のやりとりですね（笑）。

チンエン：だが、それを手に入れるのはこの国の人間には無理だ。『登龍極医書』は、ショーリン館のモンクたちが守っていると伝え聞く。眼鏡めがねをかけてシリアスモードになるぞ。

リン：なんとかなりません？

チンエン：なんとかしよう。……今のタイクーンに倒たおれられたら、どうも御お国くにの方も困こまるらしいからな、と心の声で付け加えつつ。

オトハ：頼たのむぞ、チンエン。

チンエン：ところで……ショーリン館って、うちのツテでなんとかなるものなのか？

ＧＭ：ショーリン館は帝てい室しつとも関係が深いので、尚膳太監のコネでなんとかなります。

チンエン：ほほう、そうなのか。では、その辺のことを説明しよう。




　というわけで、チンエンはショーリン館の件けんが何とかなりそうだと告げた。

　ただ、自分がセーリアの密みつ偵ていであることは伏ふせている。




リン：……ここはチンエンのコネに頼りましょう。

オトハ：チンエン、ありがとう！

チンエン：（眼鏡を外し）ははは、あなたのためならどんなことでも協力しますよ。

リン：うさんくさい（笑）。

ユーノス：怪あやしい、怪しすぎる。

リン：……まあ、チンエンが何か悪いこと企たくらんでたら一いち撃げきかますということで。とりあえず、今は協力してもらいましょう。

オトハ：そうじゃな。

チンエン：今、何か不ふ穏おんな言葉を聞きましたよ？

リン：まあ、細かいことは気にしないということで（笑）。

チンエン：細かいことではないですよ？　一撃かまされる身としては（笑）。

ユーノス：それはともかく。問題は、どうやってセーリアに渡るかですが……。

チンエン：ああ、セーリア行きの船なら、こちらの方で用意しておきましょう。

リン：船をですか？

チンエン：用意できるよね？　謎なぞのツテで（笑）。

ＧＭ：もちろん、用意できますよ。

オトハ：すごい、ツテがいっぱいある。

チンエン：というわけで、人数分のチケットを用意して船に乗る準備も調えよう。

ＧＭ：では、日を替かえまして、港からセーリアに向けて出航になります。

オトハ：おおっ、なんか胸むね躍おどるのう！




　空は快かい晴せい、波は穏おだやか。

　海を渡ってセーリアに向かうには、絶ぜつ好こうの日だった。

　港には、オトハたちが乗のり込こむ大型の船が停てい泊はくし、異国へ向かう客たちを乗せていた。

　旅たび支じ度たくを調えオトハたちも、乗り込んでいく。

　数日ほど波に揺ゆられれば、そこは東方の大国セーリアである。




ＧＭ：というわけで、みんなで船に乗り込み、いざセーリアへ。

オトハ：いざ！

リン：姫様、あたしたちは観光に行くわけではありませんよ？

オトハ：わかっておる、兄上の呪いを解くためじゃ。

ユーノス：まあ、それはそれとして、海を渡るとなれば心躍るというものですね。

リン：まだ見ぬ異国への旅ですからねえ。

オトハ：きっと、ダイワにはないうまいものがあるに違いない！

チンエン：いきなり食い物かよ！（一同笑）

ＧＭ：では、ザッパーンとみんなを乗せた船が出航したところで、オープニング終了です。




　いざ、海を越こえてセーリアへ。

　大陸でオトハたちを待ち受けるのは、いかなる苦く難なんか困こん難なんか。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆大国の息吹いぶき




　セーリア大だい帝てい国こく───。

　広大な領りよう土どと億にいたる人口。そして洗せん練れんされた文化文明の国。

　オトハたちは、その首都フワンジンへとやって来た。

　幅はば広ひろい通りに、行ゆき交かう、人、人、人……。

　まさに、東方世界の中心地にふさわしい繁はん栄えいであった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズを始めましょう。最初のシーンは、全員登場となります。今、皆みなさんはセーリア大帝国の都フワンジンに着いたところです。

リン：はやっ!?

ＧＭ：到着までには数日経過していますが、その行程は省きました。

オトハ：なるほどー。

ＧＭ：さて、海路から内陸を旅してきたあなたたちですが、フワンジンはセーリア大帝国の都だけあって、とても巨きよ大だいな都市です。見み渡わたすことができないほど巨大な城じよう壁へきに囲まれ、大きな通りには雑ざつ多たな店や露ろ天てん商しようが並び、大おお勢ぜいの人々が行き交っています。

ユーノス：やはりセーリアというと、ジャ～ンという銅ど鑼らの響きや、琴きんの音が聞こえてくるイメージなのですよね～。

ＧＭ：そうですね。街中から聞こえてくる音楽や雑踏のにぎわい、そして風に乗ってやってくる匂においは、やはりダイワとは別のもので、異国に来たということを感じさせてくれます。

オトハ：ダイワのオオドよりも栄えておる……。

リン：東方一の大国の首都でございますからね～。

ＧＭ：いろんな屋台も並ならんでいます。オトハが初めて見るような、それでいて美味おいしそうな食べ物の数々が目に飛とび込こんできますよ。肉まんとか。

オトハ：肉まん!?




　超ちよう反はん応のうである。




リン：とりあえず、姫ひめ様さまの腰こしにヒモを回して結んでおきます（笑）。

ユーノス：今にも屋台に突つっ込んでいきそうな勢いきおいですからね。

オトハ：リン、肉まん！　肉まんじゃ！

リン：姫様、今我われ々われの所持金は六四〇Ｇしかないんですよ？

ＧＭ：そして、屋台からは羊ヤンロ肉ウチ串ユアンや油ヤウ条テイウの香こうばしい匂においが漂ただよってきます。

オトハ：それ、どんな料理ですか？

ＧＭ：羊肉の串焼きと中華風揚げパンですね。どっちも屋台の定番だそうで。

オトハ：ふらふら～、びーん！　ふらふら～、びーん！（←ヒモで引ひっ張ぱられる音）

リン：ほほほ、おとなしくしましょうね姫様。

ユーノス：しかし、ショーリン館の場所はわかっているんですか？

ＧＭ：フワンジンから半月ばかり歩いて行った山やま奥おくにあります。まあ、手ぶらで訪たずねても入山できるかどうかはわからないところですが。

リン：そこは、チンエンの謎なぞのコネに頼たのめばどうにかなりますよね？（笑）

チンエン：ん、まあ任まかせてくださいよ。というわけで、尚しよう膳ぜん太たい監かんに会いたいのだが。

ＧＭ：尚膳太監は宮廷にいますよ。

チンエン：ああ、宮廷か。

ＧＭ：フワンジンの中央にある、一ひと際きわどでかい、大だい皇こう帝ていがおわす宮きゆう殿でんです。フワンジンは城じよう壁へき都市ですが、その中にもさらに堀ほりと城壁に囲まれた宮殿があるのです。

オトハ：ふえー、つくづくでっかいのう。

チンエン：では、これから宮殿に行って、ちょっとショーリン館に行けるように手て筈はずを整えてもらおう。あっ、みんなには宮廷に行くことは内ない緒しよね。密みつ偵ていだってことはまだ秘ひ密みつだし。

リン：ただ、言動は怪しい（笑）。

チンエン：じゃあ、ちょっと用事に行ってきます。ワタシを信じてお任せあれ。

ユーノス：その間、ボクたちはどうしましょう？

ＧＭ：宿を決めてどっかで落ち合うとか、そんな感じになると思います。その間は、フワンジン見物でも。屋台の食べ歩きとか。

オトハ：おおっ、食べ歩きとな!?

リン：いえいえ、ウィンドウショッピングでございますよ。お金がないんですから。

オトハ：お願いします！　せめて一品！　一品だけでも食べさせてくだされ～っ！

ユーノス：これはダイワの姫君とは思えぬ腰の低さ！（一同笑）

ＧＭ：では、さっそく胡ご麻ま団だん子ごを売っている屋台がオトハの目に入ります。

オトハ：おお、胡麻団子じゃ！　　リン、一個だけ！　一個だけでいいから！

リン：ふう、仕方ないですねえ。一個こだけですよ？

オトハ：わーいっ。

ＧＭ：といったところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 02◆チンエンの裏うらの顔




　フワンジンの中央にある、宮廷。

　限かぎられた者しか参さん内だいすることができぬその場に、チンエンはやって来た。

　通されたのは、宮廷内にある尚膳太監の部屋である。




ＧＭ：では、チンエンのシーンとなります。あなたが宮廷を訪おとずれると、尚膳太監の執しつ務む室へと通されます。

チンエン：じゃあチャキッと眼鏡めがねを掛けて……お久ひさしぶりでございます。

ＧＭ：「よくきたチンエン。しばらくだな。ダイワのタイクーン、アオイ・カゲユキの病びよう状じよう、深しん刻こくであると聞いておるぞ」

チンエン：さすがお耳が早い。一説によるともう手の施ほどこしようがないとのこと。

ＧＭ：「ふむ。それは由々しき事態だな。彼のように穏おん健けんな男がタイクーンの座にいてくれるのがありがたいのだが……」

チンエン：ですが、我わが国くにに伝わる伝説の医い術じゆつ書があれば快復できるということで。

ＧＭ：「『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』のことだな。そういうと思って、ここに───」

チンエン：おお、もうすでに極医書が！

オトハ：はやっ！　シナリオクリア？

ＧＭ：違います（笑）。彼が取り出したのは、一通の書状。

チンエン：それは？

ＧＭ：「用意したのは、私わたしからの一筆だ。受け取るがいい」と紹しよう介かい状じようを渡わたしてくれます。

チンエン：紹介状……つまり、これでオレたちはショーリン館の門をくぐれるのか。

ＧＭ：「うむ、ショーリン館と帝てい室しつの関かかわりは古い。優ゆう秀しゆうなモンクは大皇帝をお守りする護ご衛えいとして推すい挙きよされることもある」

チンエン：なるほど。そして、閣かつ下かの一筆があればその由ゆい緒しよあるショーリン館もオレたちを迎むかえてくれ、『登龍極医書』を渡してくれる、と。

ＧＭ：「うむ。我々としても、今のタイクーンに倒たおれられると面めん倒どうなことが多いのでな」

チンエン：なるほど。では、さっそく向かうとしましょう。

ＧＭ：「そうそう、これは噂うわさなのだが……」

チンエン：ほう、なんですかな？

ＧＭ：「ショーリン館に、腕うでの立つチューシが流れ着いたというぞ」

チンエン：腕の立つチューシ……？

ＧＭ：「───話によると、翼つばさの付け根に十字傷を持つ男だそうだ」

チンエン：翼の付け根に、十字傷……だと!?

ユーノス：どこかで聞いたことがある特とく徴ちようだ（笑）。

チンエン：まさしく、兄テイエンの仇かたき！




　チンエンの兄テイエンは、真しん剣けん料理勝負に敗れて死し亡ぼうした。

　兄を敗死させた男の特とく徴ちようは、翼の付け根にある十字傷だという。

　その特徴ゆえに、ユーノスに疑うたがいが持たれた。




ユーノス：その特徴はボクにケンカを売るためにチンエンがその場ででっち上げたものだと思ってましたが……。

オトハ：本当にいたんだ（笑）。

ＧＭ：チンエンは、兄の仇の姿すがたを思おもい浮うかべ……。

チンエン：もはや『登龍極医書』は関係ねえ！　ビリビリ！

一同：破やぶいた!?

ＧＭ：「え、破っちゃうの？」と、尚膳太監も驚おどろきますが。

ユーノス：尚膳太監も驚きのあまり口調が変わっていますね（笑）。

チンエン：ああ、ショーリン館に入んなきゃいけないのは変わりないのか。えーと、セロハンテープ、セロハンテープ（笑）。

ＧＭ：「紹介状に修しゆう正せいがあったりすると、心証悪いよ？」（一同笑）

ユーノス：バイトの履り歴れき書しよかよ!?

リン：まあ、修正液で直したりすると心証悪くなりますけど（笑）。

オトハ：なんか妙に生々しいのう（笑）。




　履歴書や大切な書類を作成するときは注意しましょう。




チンエン：すいません。では、ひとつ新しいのを。

ＧＭ：「もう、これっきりにしてよ」と、いそいそと新しい紹介状を（笑）。

ユーノス：セーリアって、こんなフランクな職しよく場ば環かん境きようなんですか？

ＧＭ：ほら、官かん僚りようの腐ふ敗はいがひどいらしいので、職場も緊きん張ちよう感を失っているんですよ。

ユーノス：腐敗って、そんな程度で済むんですか（笑）。

ＧＭ：ええ、まあ。

チンエン：ともあれ、そのチューシ、必ずやこの手で倒してごらんにいれましょう。

ＧＭ：「……いや、チューシは別にどうでもいいんだけど」（一同爆ばく笑しよう）

チンエン：なんでだよ!?　オレの仇だろっ！

オトハ：ど、どうでもいい……!?（←突つっ伏ぷしている）

ＧＭ：いやー、尚膳太監としてはカゲユキの病気が治ればそれでいいので、チンエンの仇討ちとかいうプライベートな問題に口出しする気はないですから。

リン：ああ、それはたしかにそうですよね。

ユーノス：なるほど、部下の私生活には立ち入らないと。

ＧＭ：それでいて、情報はそれとなく渡す。部下思いじゃないですか。

チンエン：いいんだよそういう細かい気を回さなくても！　勘違いしちゃっただろ！（笑）

ＧＭ：「まあまあ、そう熱くなるでない」

ユーノス：あっ、口調が戻った（笑）。

チンエン：……まあいい。つまり、オレには極医書以外にもショーリン館へと赴おもむく理由ができたということだな。

ＧＭ：はい、左様にございます。尚膳太監は「ともあれ、頑がん張ばってくれたまえ」と、ひらひらと手を振ふってあなたを送り出しますね。

チンエン：うむ、密偵としての使命も、個人的な復ふく讐しゆうも両立させてみせようではないか。

ユーノス：また人違いでないといいんですけどねぇ……。

チンエン：なあに、今度は間違えんさ。

ＧＭ：では、ここでシーンを終しゆう了りよういたしましょう。







◆Middle 03◆大都会フワンジンで見たもの




　チンエンが用を済すませている間、オトハたちはフワンジンを見物することとなった。

　建たち並ならぶ屋台には、見たこともないような食べ物が所ところ狭せましと並ならんでいる。

　誘ゆう惑わくに負けぬよう、オトハは買ってもらった胡麻団子をじーっと見つめるのだった。




ＧＭ：次のシーン。では、オトハ・リン・ユーノスその三人のシーンです。チンエンの用事が終わるまで、フワンジンを見物しているところです。

チンエン：こっちの用事は済すんだから、適てき当とうなタイミングで戻もどろう。

ＧＭ：ちなみに、このシーンの登場判はん定ていは８です。で、オトハたちですが───。

オトハ：今、胡麻団子をじーっと見てるところじゃ（笑）。

ＧＭ：食べないんですか？

オトハ：だって、一個しかないから……食べたら、なくなってしまうではないか！

チンエン：子こ供どもかよ！（一同笑）

ユーノス：いえ、これはこれで可愛かわいらしい仕草といえなくもない（笑）。

リン：……仕方ありませんね、何か買って食べましょう。

オトハ：わーい！

ＧＭ：では、その辺の屋台で点心のコースでも。




　野外に設もうけられた席に、焼売しゆーまい、ちまき、小しよう籠ろん包ぽう、月げつ餅ぺいに杏あん仁にん豆どう腐ふといった点心が並ぶ。

　途と端たんに、きらきらと目を輝かがやかせるオトハ。まさに、食の宝ほう石せき箱ばこといった様相だ。

　旅の醍だい醐ご味みとは、これだとばかりに、次々と頬ほおばっていく。




オトハ：おおっ、美味うまいのう、美味いのう！　セーリアはやはり栄えておる！

ＧＭ：文明の尺しやく度どは、美味いもんがあるかどうかなんですな（笑）。

リン：でも、あたしたちにとっても珍めずらしい料理ばかりですよね、きっと。

ＧＭ：ああ、小籠包とか初めて食べると危き険けんですよね（笑）。

オトハ：おっ、これは美味おいしそうじゃ。……ぱくっ、熱ーっ！（一同笑）

ＧＭ：このように、熱いスープが口の中を強きよう襲しゆうしますから。

ユーノス：オトハさん。この小籠包というのは、まずレンゲの上に載せて箸はしでちょっと皮を破って、スープを冷ましてから食べるのですよ（笑）。

オトハ：おお、なるほど！

ＧＭ：妙みようにくわしいユーノスであった（笑）。

ユーノス：まあ、旅をしてきたのですからこのくらい知っていてもいいでしょう。

リン：ここの会計は、チンエンのツケにしときましょう（笑）。

チンエン：残念だが、無い袖そでは振ふれん（笑）。

リン：なら『アイテムガイド』の普通の食事を参考に、２Ｇ払っておきましょうか（笑）。

ＧＭ：では、ここで登場している人は、難なん易い度ど９の【感知】判定をしてください。

オトハ：【感知】？　なんじゃろうな。

リン：（ダイスを振る）はい、達たつ成せい値ち11で成功でございます。

ユーノス：ボクは、13です。

オトハ：……えっと、わたしは８じゃ。

リン：ああ、姫ひめ様さまは気づかない（笑）。

ＧＭ：一いつ心しん不ふ乱らんに点心を食ってるオトハさんは別として……「ここがセーリアの都なんだな～」と、いかにもお上りさんなヒューリンの若わか者ものがひとり。

ユーノス：おや。

ＧＭ：飾かざり気けのない道着と雰囲気から、修しゆ行ぎよう中のモンクであることがわかります。リンと同じ一八歳さいくらいですね。体たい格かくはいいんですが、どこかおっとりしている雰囲気です。

ユーノス：まさかとは思いますが、ショーリン館のモンクでしょうか？

リン：それは気になりますね。ちょっと様子をうかがいましょう。

ＧＭ：すると、そのモンクの前に、「いいカモを見つけたぜ」って顔をしたヤツがふらふら～っと寄よってきて、すれ違ちがいざまに懐ふところから財さい布ふを掏すっていきます。

リン：……あら、スリのようですね。




　大勢の人々が行ゆき交かう、大都市フワンジン。

　都会に慣なれていない田舎いなか者ものを、格かつ好こうの獲え物ものとして狙う悪いヤツも少なくない。




リン：では、そのスリが逃にげようとする前に、すっと立ち上がって逆ぎやく手てを取ります。

ＧＭ：あっ、また関かん節せつ技わざが！「ぎゃああっ、痛ててて！」

オトハ：おや、何事じゃ？　……わたしはここでようやく気づくのじゃな（笑）。

ユーノス：そこのお人、そのお財布は早く持ち主に返した方がいいですよ。

リン：そうですよ。拾ったんなら、ちゃんと持ち主に返さないと。

ＧＭ：「か、返そうと思ったんでい！」と、叩たたきつけるように掏った財布を渡しますよ。

リン：なら、パッと手を離はなします。ま、官かん憲けんに突つき出だすのは勘かん弁べんしてあげましょう。

ＧＭ：そうすると、スリは脱だつ兎とのごとく逃げていきます。で、さっきのモンクは懐の財布がなくなっていることに気づき、ワタワタと慌あわてています。

リン：そちらの方ー。お財布落としましたよー。

ＧＭ：「ああ、これはありがとうなんだな。助かったんだな！」

ユーノス：……なんだな？

リン：なんか、しゃべり方もおっとりしていますね。

チンエン：〝裸はだかの大将〟山やま下した清きよし画が伯はくみたいな口調だ（笑）。

ＧＭ：「こ、この財布を落としていたら、館長様からのお使いができなかったところなんだな。本当に、ありがとうなんだな」

ユーノス：都は華はなやかな場所ですが、危険も多いのですよ。気をつけた方がいいです。

ＧＭ：「こんなにぎやかなところに来たのは初めてで。いつもは、お山で修しゆ行ぎようしているから」

ユーノス：お山で修行というと……やはり、あなたはショーリン館の修行者なんですね。

ＧＭ：「ショーリン館で修行している、チョウユウなんだな」

オトハ：なんと！

チンエン：ここで登場しよう。（ダイスを振る）達成値は10、成功だ。

オトハ：おや、チンエン。戻もどってきたのか。

チンエン：ええ、ショーリン館への紹介状をもらってきましたよ。……で、そちらの方は？

リン：ショーリン館の修行者チョウユウさんです。

ＧＭ：「よ、よろしくなんだな」

チンエン：……（すっと眼鏡めがねを掛かける動作をしつつ）ほう、興きよう味み深ぶかい。

オトハ：ここでシリアスモードか!?（笑）

チンエン：……お前に、聞きたいことがある。ぽきぽき、ぽきぽき（←指を鳴らす音）。

ＧＭ：「……はっ、この闘とう気きは!?」思わず身み構がまえるチョウユウ。

チンエン：……お前のところに、新しいチューシが入ったと聞いた。

ＧＭ：「ああ、あの人のことかな？」

チンエン：（ドスの利きいた声で）ほう、心当たりがあるようだな？

リン：チンエンの雰囲気が、妙に重苦しいですね。

オトハ：なにやら殺気立っておるのじゃ。

ＧＭ：「な、なんだか怖こわい人なんだな……。たしかに、今ショーリン館には変わったチューシが逗とう留りゆうしているんだな」

チンエン：そうか。何はともあれ、この目で確かめる必要があるな。

オトハ：チョウユウ、わたしたちはちょうどショーリン館に行く用事があったのじゃ。

ＧＭ：「そ、それならお礼に僕ぼくが案内するんだな！」

オトハ：おお、ありがとうチョウユウ！

リン：とりあえず、ひと安心ですね。

ＧＭ：「ショーリン館までは半月くらいなんだな」と、チョウユウに案内してもらうということでシーン終了です。







◆Middle 04◆拳けんの聖せい地ちショーリン館




　フワンジンを発たってより半月。

　オトハたちは、霞かすみの中に切り立った岩山が立ち並ぶ、幽玄な景色の中にいた。

　目の前には、目も眩くらむような石いし段だんが延えん々えんと延びている。

　この石段の先に、拳の聖地ショーリン館はあるのだ。




ＧＭ：では、次のシーンです。都を離はなれ、半月ほど。まるで山水画のように、霞の中に険けわしい山々がそびえる地へとやってきます。そして、目の前には石段がずーっと続いています。

オトハ：着いたか～。

ユーノス：結構長い旅をした感じですが。

ＧＭ：実じつ際さい、半月ほどかかりました。人里離れた山奥なので、大変な旅です。

リン：やっぱり、そういう険しい場所にあるんですね……。

ＧＭ：ただ、チョウユウがいたおかげで大分マシでしたが。

オトハ：そうなのか。ありがとう、チョウユウ。

ＧＭ：「れ、礼にはおよばないんだな」と照れながら言います。

チンエン：石段を登っていくといよいよショーリン館か……。

ＧＭ：その石段をずーっと登っていくと……ショーリン館の山門が目に入り、気合いのこもったいくつもの掛かけ声ごえと、しゅっ、しゅっ！　と空くうを裂さく音が聞こえてくるんですよ。




　気の遠くなるような石段を登り、オトハたちはショーリン館の山門をくぐった。

「哈はっ！　哈っ！　哈っ───!!」

　大勢の若わかいモンクたちが石いし畳だたみに並ならび、裂れつ帛ぱくの気合いと共に突つきを放つ。

　繰くり出だされた拳は空を裂き、踏ふみ出だされた脚あしは大地を震ふるわす。

　ここは、五体を武ぶ器きとし、精せい神しんを鍛たん錬れんする修行者が集つどう、武ぶ術じゆつの聖地である───。




オトハ：おお～、格好いい。拳けん法ぽうの練習をしておるのだな。

リン：きっと、足元の石畳は丸く窪くぼんでいるのですね。

オトハ：ん？　そうなのか？

ＧＭ：はい、長年多くのモンクたちが強く踏み込こみ───震しん脚きやくというんですが、それをずっと繰くり返かえしているので、石畳が窪んでいるのですよ。

オトハ：石畳が？　すごっ！

リン：さっそく、挨あい拶さつしてみますか。

オトハ：うむ。たのも───!!

ＧＭ：すると、モンクたちが一いつ斉せいにギロッとオトハの方に向きますよ。

オトハ：こ、これが目に入らぬかー!?（印いん籠ろうをかざす仕草）

リン：姫様、早うございます。びしっ！

オトハ：あう!?　……だって、みんなこっち向くから怖こわかったんだもん！

ユーノス：だからって、いきなり権けん威いで威い嚇かくしなくても（笑）。

リン：あたしたちには、チョウユウさんがいるからご安心ください。

チンエン：それに、ワタシの紹介状もありますからねー。

オトハ：そうだった、大丈夫大丈夫（笑）。

ＧＭ：では、あらためてご挨拶をどうぞ。

オトハ：「こちらの館長殿はどちらにいらっしゃる？」

ＧＭ：師し範はんのモンクが「館長にご用ですか」とオトハに挨拶をします。で、若いモンクたちが後ろで「うひょ～！　女の子だぜ！」「うお、すっげぇ！」「やべっ、可愛かわいくね？」と大いに盛もり上あがっています。

ユーノス：なんでそんなに俗っぽいんですか、こいつら!?（一同笑）

ＧＭ：だって、男子校に女子がやってきたようなもんでしょ？

チンエン：いや、そうかもしれんけどさ。

ユーノス：もっとこう、ストイックな場所だと想像していましたよ……（笑）。

ＧＭ：若いうちはストイックになれないもんですよ、ええ。で、師範が「こらー、お前ら騒さわがない！」と注意するという。

リン：中学生みたい（笑）。

オトハ：騒ぎは無視して、自己紹介するのじゃ。わたしたちは、館長に用があってダイワから参った。

ＧＭ：「ダイワから？　それはまた、はるばる遠くからおいでになったな」

チンエン：こちらに、紹介状もあります。

ＧＭ：チョウユウも助けてもらった経けい緯いを話しています。すると、「わかりました、そういうことでしたら、館長のところまでご案内します」と、会わせてくれるようです。

オトハ：おお、ありがたい！

ＧＭ：では、奥おくの方に皆さんは連れて行かれ、館長と面会します。




　オトハたちは、師範の案内で館長がいるという奥の院に案内された。

　ショーリン館は伝でん統とうある古こ刹さつである。時代を感じさせる建けん築ちく様式の廊ろう下かを渡わたり、いよいよ館長と対面となった。




オトハ：どんな人物なのかな？

チンエン：やっぱり、異い常じような巨きよ体たいとか？

ＧＭ：そんなに大きくないですよ。がっしりとした体格のネヴァーフで、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを掛かけた初老の人物です。ただ、手のひらはぱんぱんに膨ふくれあがったグローブみたいになっていて、首の筋肉が発達して肩かたとの区別がつかない感じですが。

チンエン：それは、リアルに強そうだな（笑）。

ＧＭ：「おや、女じよ性せいの入門者かね！　これは珍めずらしい」と、ここの館長は第一声を上げます。

リン：いやいや、違ちがいます（笑）。

ＧＭ：「ほほう、キミたちぃ、モンクになりたいのだね？」

リン：だから、違いますって！（笑）

ＧＭ：「モンクはいいぞぉ、ケンカに強くなれるからねえ！」

リン：話を聞けっ！（手刀）

ＧＭ：では、リンの手刀ツッコミを防御もせず喉のど仏ぼとけで受け止めます。「はっはっはっ、なかなかいいぞキミ！」その手応えは、まるで鉄のよう。

リン：うっ、つ、強い……！

オトハ：リンのツッコミを受けた……ここで修行すると、そんなに強くなれるのか？

ＧＭ：「もちろんだよ。当ショーリン館では、ケンカに勝てる実戦的拳法を教えておるからねえ。他の拳法など、所しよ詮せんはダンスだよ、ダンス！」

一同：ダンス!?（一同笑）

ユーノス：他た流りゆう派はをダンス呼よばわりとは。恐おそろしいところに来てしまった……。

リン：ダンス呼ばわりされて闘志がうずきますが、今は抑おさえましょう。チョウユウさん、館長さんに事情を説明してください。

ＧＭ：すると、館長も「なるほど。キミたちがチョウユウを助けてくれたのかね」と話を聞いてくれそうです。

ユーノス：あ、真ま面じ目めに話してくれそうだ（笑）。

ＧＭ：「今どき、なかなかできないことだよキミぃ！」

オトハ：いやぁ～、それほどでも（←照れ照れ）。

ユーノス：助けたのはリンさんで、オトハさんは気づかず点心を貪むさぼっていたのでは？

オトハ：こ、細かいことはいいんじゃ！（笑）

リン：それで、こちらに『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』なる書物があるとうかがいまして。

チンエン：それについては、ここに紹介状がある。まずは読んでいただきたい。

ＧＭ：「ほほう、これは……」と館長は紹介状を受け取って一読した後「なるほど。事情は読ませてもらったよ。そういうことなら『登龍極医書』、お貸かししよう」と。

ユーノス：……えっ、いいんですか!?

ＧＭ：「何か、困こまることでもあるのかね？」

ユーノス：いえ、嬉うれしいんですけど、こんなに早くＯＫが出るとは思ってなかったので。

ＧＭ：「それはキミ、この紹介状があるからねえ。さすがに断ことわる理由はないよ」

オトハ：チンエン、この紹介状すごいな！

チンエン：いやぁ、このくらい。

リン：どういう知り合いなんですか？

チンエン：角のタバコ屋の親父おやじぐらいな人ですよ、ええ（笑）。

オトハ：世の中、いい人がいるものじゃ。

ＧＭ：「ただねえ、この『登龍極医書』は大だい聖せい堂どうに安置されていてねえ」

チンエン：……その大聖堂、地下にあるとか言うんじゃないでしょうね？

ＧＭ：「いや、この山の頂ちよう上じようだよ」

オトハ：まだ上に登るのか……。

リン：まあ登るだけでしたら。

ＧＭ：「大聖堂への道どう程ていは、険けわしくてねえ。そこに辿たどり着つくこと自体が当館では修行の一いつ環かんとなっておるのだよ」

リン：は、はぁ……。

ユーノス：つまり……大聖堂に辿り着くことができなければ、書物を持ち出す資し格かくなしとおっしゃるのですか？

ＧＭ：「大聖堂には、『登龍極医書』の他ほかにも、セーリアに伝わる重宝の数々が安置されていてねえ。ゆえに当館は大皇帝陛へい下かとも縁えんが深いのだが……これを狙ねらう盗とう賊ぞく、果ては魔ま族ぞくまでおってな。そのようなしきたりになっておるのだよ」

リン：魔族まで……。

ＧＭ：館長はオトハを見て「年とし端はもいかぬ娘むすめさんには、ちと無理なことかもしれんがね。はっはっは」と豪ごう快かいに笑います。

オトハ：むむっ。これはナメられてるのか、挑ちよう発はつされているのか。

ＧＭ：館長も達人であれば、オトハがかなりの使い手であることは見抜いています。その上で、「この試練に打ち勝てるか？」と挑発しているのでしょうね。

オトハ：……わかった。

ＧＭ：「ほほう？」

オトハ：その試練、受けて立つぞ！

一同：おおっ！

オトハ：兄上のため、それにダイワの女おな子ごの心意気を見せるときじゃ！

リン：……姫ひめ様さま、成長なさいましたね。団子ばっかり食っていたかと思ったのに。

オトハ：リン、ひと言多い！（笑）

ＧＭ：「ほほう、受けるかね？　では、ちょうどキミたちと同じく、新たに大聖堂への試練に挑いどむ弟子たちがおるのでな。彼かれらに道案内をさせよう」

オトハ：おお、なるほどなるほど。

ＧＭ：「今回は、四人ばかり受けることになっているからね。まずは、チョウユウ。キミも挑みなさい」と言うと、チョウユウは慌あわてて「は、はいぃ、受けるんだな！」と答えます。

オトハ：おお、チョウユウも一いつ緒しよに受けるのか。それは心強いな。

チンエン：そうかな？　彼は、ちょっと頼たよりない気がしますよ。

オトハ：何を言う、チョウユウはいいヤツじゃ。なっ、頑がん張ばろう、チョウユウ！

ＧＭ：「う、うん！　頑張るんだな」と、オトハの励はげましで自信を取とり戻もどしたようです。

リン：残りの三人は？

ＧＭ：「では、こっちに来たまえ。まずはシュウネン───」

オトハ：ほう、シュウネン。

ＧＭ：眼鏡を掛けた、神しん経けい質しつそうなモンクですね。「秀しゆう才さいの〝秀〟に、専せん念ねんの〝念〟と書いてシュウネン……そう覚えてください」と、眼鏡をくいっと上げながら自じ己こ紹介します。
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オトハ：よろしくな、シュウネン。

ＧＭ：するとシュウネンは「フンッ」と鼻で笑って答えます。

オトハ：むっ、なんかやなヤツ！

ＧＭ：「続いて、ハンカイ」むっつりと黙だまったままのモンクが現あらわれ、一礼します。

オトハ：ハンカイは無口キャラじゃな。

リン：あとひとりですね。

ＧＭ：「最後に、ジャクソン───」

一同：ジャクソン!?（爆笑）

オトハ：ちょっと待って！　なんかひとりだけ違う！

ユーノス：なんでひとりだけジャクソン！　明らかに怪あやしいでしょう！

ＧＭ：いや、静せい寂じやくの〝寂じやく〟に、尊そん敬けいの〝尊そん〟で、寂尊───ジャクソンですよ？

オトハ：そう言われると……普ふ通つうの名前、かな？

チンエン：……そ、そうか？

ユーノス：いやー、でもジャクソンって言われると。

ＧＭ：そして「ＦＵＵＵＵ!!」と奇き声せいを発しながら、ジャクソンがノリノリで登場！

オトハ：やっぱり普通じゃなかった───!!（一同爆笑）

ＧＭ：「ジャクソンでぇぇっす！　歌って踊おどれるモンクを目指してまぁぁっす！」と、足首からぐっと四五度傾かたむいて、ビシッとお辞じ儀ぎをします。

ユーノス：ちょっ、すげえ!?

オトハ：なんかすごいな、ジャクソン！

ＧＭ：ちなみに、彼は実在の人物とは金輪際まったく関係ないです、はい。

オトハ：そ、そうなのかぁ……（笑）。

チンエン：ユーノスよ。キャラ的に負けていないか？

ユーノス：たしかにキャラ的に被かぶりそうだ。リュートの早はや弾びきで威い嚇かくしましょう。

ＧＭ：何故なぜ、威嚇？（笑）

ユーノス：見よ、この攻こう撃げき的てきでエキセントリックなリュートテクニック！　べべべっ、べべべべべべっ、べべべべべべん♪（←早弾きらしい）

ＧＭ：「ＦＯＯＯＯＵ!!　すごい早弾きだ！　キミ、僕とユニットを組まないかぁぁい？」

ユーノス：フッ……あなたも伝説を作りそうだが。ボクは夢ゆめと希望を振ふりまく天使として、こちらのオトハさんの伝説を書き上げねばならないのですよ。

リン：ああ、そういう設定でしたね、ユーノスは（笑）。

ＧＭ：「たしかに、キミのこの翼は天使のようだぁ。ＦＵＵＵ！　美しい……」と、うっとりとしてユーノスの翼を撫なで回まわします。

ユーノス：フッ、そうでしょう。ボクの美しさに、魅み了りようされてしまったようですね。

ＧＭ：「ボクとユニットを組むために神が遣わしたんだねぇぇぇっ！　感動だ！」

ユーノス：ちょ、ちょっと待ってください!?　何を言ってるんですか!!（一同笑）

ＧＭ：「ＦＵＵＵ、ボクとユニットを組むまで逃がしませんよ？」とジャクソンはじりっじりっ、とユーノスをスローステップで追おい詰つめるようににじり寄り。

ユーノス：い、いや！　ボクには天使としての使命がですね……！

ＧＭ：「そう、キミは僕の天使！　だからこそ、僕とユニットを組んで一緒にスターダムを駆け上ろう！」くねっくねっと動きつつ。

ユーノス：きっぱりお断りします！

チンエン：いいパートナーに恵まれたな、ユーノス。

ユーノス：どこがだ！（一同笑）

ＧＭ：「はっはっはっ、仲良きことはよきことかな！」と館長もご機き嫌げん。

ユーノス：とめろよお前っ!?（一同爆笑）

チンエン：というか、この館長も大たい概がいだろう（笑）。

オトハ：まともなのは、チョウユウだけじゃな。

ＧＭ：「さて、今日はもう遅おそい。夕飯にして明日に備そなえた方がいいぞ」と館長が言います。

チンエン：ああ、飯か。……そういえば、ここの厨ちゆう房ぼうには変わったチューシがいると聞いたのだが？　眼鏡を掛けて、きりっ！

オトハ：おお、チンエンの本気モード！

チンエン：かくいうオレもチューシ。せっかくだから、この腕うでを披ひ露ろうしよう。厨房に案内してもらおうか。

ＧＭ：では、チョウユウが案内してくれるので、ここでシーンを切りましょう。







◆Middle 05◆仮か面めん料理人現あらわる




　チンエンは、厨房に向かっていた。

　このショーリン館の厨房には、兄の仇かたきと同じ特とく徴ちようを持ったチューシがいる。

　この目で確たしかめ、雪せつ辱じよくしなくてはならないのだ。




ＧＭ：では、チンエンはチョウユウの案内で厨房に通されます。

チンエン：おお、それはありがたい。

ＧＭ：シーンプレイヤーはチンエンで、他のＰＣが登場するなら登場難なん易い度どは８です。チンエンの同行者にしてもらうなら、宣せん言げんはいりません。

リン：せっかくですから、皆みなで同行させてもらいましょう。

オトハ：おお、そうじゃな。

チンエン：では、みんなに同行してもらおう。

ＧＭ：では、ジャクソンも同行を。

ユーノス：なんでだよ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「君が僕と組むと言うまで、離れないよ？」

ユーノス：組まないから離れなさい!?（一同笑）

ＧＭ：「ＦＵＵ……仕方ないですねえぇぇぇ」と、くるっと背せを向けて去っていきます。

ユーノス：か、帰ったか……。

オトハ：案外素す直なおじゃな。

ＧＭ：───と背を向けたと思ったら、そのまま後ろ向きに接せつ近きん！（一同笑）

リン：でた、ムーンウォーク！

ユーノス：もう、いい加か減げん帰りなさい！

ＧＭ：「組むまで諦めないからねえぇぇぇっ！」と言い残し、今度こそ帰りました（笑）。

ユーノス：うう、くそう。なんであんなのに見込まれるんだ……（ぐったり）。

オトハ：セーリアというのは、いろんな人がいるんだなー。

リン：みたいですねー。

チンエン：フッ、我わがセーリアは文化文明の頂ちよう点てんに立つ国。多様な価か値ち観かんがあるのだ。

ＧＭ：で、ジャクソンを追おっ払ぱらい、厨房にやってきました。大おお勢ぜいのモンクの胃い袋ぶくろを満たすべく、厨房は広い造つくりになっているのですが、そこで働いているのは、ひとりだけです。

チンエン：……ほう、ひとりか。

ＧＭ：ええ、その腕は炎ほのおが龍りゆうのように舞まい、食材が虎とらのように躍おどるほど。

リン：よくわかりません（笑）。

オトハ：すごいんだか、すごくないんだか……。

チンエン：では、さっそく襲しゆう撃げき！

オトハ：いきなりいった!?

チンエン：菜さい箸ばしを構かまえ、とあああああっ！

ＧＭ：「料理はまだできておらん！」とチンエンの奇き声せいに振ふり返かえる！　そいつは背に白い翼つばさを持ち、顔には仮面を被かぶっている。

チンエン：───仮面だと？

ＧＭ：そして、チンエンの菜箸をお玉で弾はじきつつ……「何者だ!?」と誰すい何かする。

チンエン：やるな、この菜箸をかわすとは、なかなかの料理の腕前。

ＧＭ：「……貴き様さまもな。その箸捌き、一歩間ま違ちがえていれば、今日の料理の味付けを変えられていたところだ！」

ユーノス：えっ、これって料理対決なんですか!?（一同笑）

チンエン：貴様の名は？

ＧＭ：「名乗る名など持たぬ」

チンエン：むっ？

ユーノス：えー、それだと困こまりませんか？

リン：ええ、まあ、たしかに困りますよね。

ＧＭ：「呼よびたければ〝仮面料理人〟と呼ぶがいい───」

チンエン：か、仮面料理人……だと!?（一同爆笑）

オトハ：面おも白しろい人じゃ！　また面白い人が出たのじゃ！

リン：本当にもう、次から次へと……（笑）。

ＧＭ：「……そういう貴様は何者だ？」

チンエン：オレの名はチンエン。兄の名はテイエン。この名に聞き覚えがあるはずだ。

ＧＭ：では、仮面料理人がピクッと反はん応のうし───。

チンエン：（間かん髪はつ入いれず）そこじゃー!!

オトハ：いきなり奇き襲しゆうした!?

リン：チンエン、卑ひ怯きようすぎ（笑）。

ＧＭ：パンッ！　チンエンの攻こう撃げきを振り払はらいます。

チンエン：……ちっ！

ＧＭ：「甘あまいな。貴様が攻撃している間に、私わたしは玉子焼きをひとつ仕上げたぞ」

オトハ：マジで!?

ユーノス：一体、どういう勝負だこれ（笑）。

チンエン：勝かち誇ほこるのはやめてもらおうか。その横に添そえられた大根おろしを見よ。

ＧＭ：「むっ、いつの間に───!?」

チンエン：……貴様への攻撃と同時に、左手で摺り下おろしたものだ。

ＧＭ：「……ほう、やるな」

チンエン：お前の出す料理は、瞬しゆん時じにして見切っている。

ＧＭ：「……私がオムライスにいかず、何故なぜ玉子焼きを仕上げると読んだ？」

チンエン：その筋きん肉にくの動きを見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんよ。

ＧＭ：「フッ、言いよるわ……」




　ゴゴゴゴゴ……。

　チンエンの前に現あらわれた、謎なぞの仮面料理人。

　睨にらみ合あうふたりの間で、高まっていく緊きん張ちよう。

　まさに完成直後のグラタンのごとく闘気が滾たぎっていた！




リン：いい加減にしなさい、そこの仲良しふたり！（一同笑）

ＧＭ：あ、いや。つい興きようが乗ってしまい（笑）。

チンエン：そもそも、何の話だっけ？　ああ、兄の仇かどうかだったな。……おい、仮面料理人とやら。もう一度聞く。テイエンというチューシに覚えはないか？

ＧＭ：「……知らんな。私以外のチューシの名など、いちいち覚えておらん」

チンエン：なんだと？　では、その翼の付け根に十字の傷きずはあるか！

ＧＭ：「───ある、と言ったら？」

チンエン：くわっ！

オトハ：目を見開いた！

チンエン：その傷こそ、兄テイエンの仇の証しよう拠こ！　あらためさせてもらうぞ！

ＧＭ：「フッ、貴様もチューシなら、料理勝負で挑いどんだらどうだ？」

オトハ：おおっ、料理勝負じゃ！

チンエン：いいだろう。オレが勝ったら、服を脱ぬいでもらうぞ？

ＧＭ：「……貴様、そんな趣味があるのか!?」と、仮面料理人は身を離はなしつつ（一同笑）。

チンエン：違ちがうわ馬ば鹿か者もの!?　仇かどうか確たしかめるんだよ！

リン：あたしたちは、厨房の外からその様子を見守るということで（笑）。

ＧＭ：「今日のメニューは焼売しゅーまい。私より美味うまい焼売を作ることができたなら、貴様の言うことを聞いてやってもよい」

チンエン：ほう、焼売か。で、これは判定になるのか？

ＧＭ：ええ、料理の判定は【器用】、もしくはチューシの特異な技の冴さえを見せるための魔術判定となります。好きな方を選んでいいですよ。

チンエン：オレは魔術判定なら３Ｄ振れる。こちらでいくぞ！

ＧＭ：なんと！　こっちも負けるものか！




　チンエンと仮面料理人、両者が振ったダイスの結果は───。




チンエン：……こっちは達成値23だ！

ＧＭ：……20。ダイス目が５しかない……。

オトハ：えっ、仮面料理人負けちゃったの!?

リン：あれだけ大物っぷりを見せておきながら（笑）。

オトハ：じゃあ、私がてこてこ出て行って、ふたりの焼売を食たべ比くらべるぞ。……もぐもぐ。うん、美味いのは、チンエンの方じゃな。

ＧＭ：「ほう、なかなかやるな───」と、感心するように言う仮面料理人。

チンエン：なんだ、ずいぶん余裕だな？　……さあ、服を脱いでもらおうか！

ＧＭ：「い、いいだろう……」仮面料理人は、服を脱ぎます。その下には───。

チンエン：やはり、翼の付け根に十字の傷が？

ＧＭ：下着を着ています！

チンエン：おい貴様ぁぁぁぁぁっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

オトハ：ちょっ!?　えええええええっ……!?

ＧＭ：「私は、全部脱ぐとは言っていない───!!」

リン：言い切った！

チンエン：てめえ野や球きゆう拳けんじゃねえんだぞっ!!（一同爆笑）

ユーノス：待ってください！　それでいいんですか!?　ホントにそれでいいんですか!?
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オトハ：ず、ずるい!?　こ、こんなのずるいっ！（爆笑し、突つっ伏ぷす）

ユーノス：いや、たしかに言われてみれば！　彼かれは全部脱ぐとは約束していなかった！　これは、ルールを確かく認にんしなかったチンエンさんの負けは必定！（一同笑）

ＧＭ：「……フッ、そういうことだ、チンエンとやら」

チンエン：お前……きた、汚きたねーな!!（笑）

ユーノス：いやはや。料理に勝って勝負に負けましたね、チンエンさん。

チンエン：うるせーよ！（一同笑）

ＧＭ：「まあいい、その料理の腕に免じて、テイエンについて教えてやろう」

チンエン：……やはり、我が兄を知っているようだな。

ＧＭ：「テイエンは生きている───」

チンエン：……何？　どういうことだ!?

ＧＭ：「今言えるのは、それだけだ。用よう件けんが済すんだなら去るがいい」

チンエン：今さら格かつ好こうつけてもまったく無意味だぞ、貴様っ！（笑）

ユーノス：大体、あなたは何しにここにいるのです？

ＧＭ：「……私は流る浪ろうの料理人だ。この地に、邪じや悪あくな気配を感じて流れ着いた」

ユーノス：そんなご大たい層そうなキャラだったんですか？

ＧＭ：「そういうお前たちは、こんなところに何の用だ？」

ユーノス：実は、このショーリン館に、『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』なる素す晴ばらしい書物があると聞きまして、それを受け取ろうとやって来たのですよ。

ＧＭ：「『登龍極医書』を？　あれを手に入れるためには、大だい聖せい堂どうへといたる試練を受けなければならぬはずだが」

オトハ：そうなのじゃ、明日にでも挑いどむ予定じゃ。

ユーノス：厳きびしい試練のようで、ボクたちも気が重いのですよ～、ははは。

ＧＭ：「なら、そんな試練など諦あきらめ、早々と帰ることだな」

ユーノス：おっ？

チンエン：フン、料理勝負に負けたヤツのセリフとは思えないな！

ＧＭ：「勝負は時の運という！」（一同爆笑）

チンエン：おいふざけんな!!

ユーノス：運が悪かったことにしている!?（笑）

チンエン：……こいつは、きっと兄の仇ではないような気がしてきた。こんなのに殺されたのだとしたら、我が兄が浮うかばれん（笑）。

ＧＭ：「ともかく、試練など諦めて早々に帰るがいい！」

チンエン：なんでそんな話になるんだよ（笑）。

ＧＭ：「このショーリン館には、邪悪な気配が忍しのび寄よっている」

オトハ：邪悪な気配とは、どういうことなのじゃ？

ＧＭ：「……魔ま族ぞく、だ」

チンエン：魔族だと？

リン：館長も言っていましたね。盗とう賊ぞくや魔族が、大聖堂の秘ひ宝ほうを狙ねらっている、と。

オトハ：ふーむ。

ＧＭ：「忠ちゆう告こくはした。諦めないというなら、好きにしろ」

チンエン：好きにするとも。貴様のようなヘタレに言われるまでもなくな！

ＧＭ：「フッ、私をヘタレと呼ぶと、後悔することになるぞ？」

チンエン：どヘタレだろお前！（一同爆笑）

ユーノス：一体、どういう後悔をするというのか？（笑）

リン：と、ともかく、このシーンはこれで終わり？

ＧＭ：まあ、そろそろ夕食ですからね。ここらで区切りましょう。

チンエン：この仮面料理人はなんだったんだ……。

ＧＭ：えー、次のシーンへ移うつります（笑）。







◆Middle 06◆ショーリン館の極ごく意い




　仮面料理人とチンエンが作り上げた焼売が大皿に盛もられ、大食堂に並ならべられる。

　モンクたちがずらーっと一堂に会かいし、その焼売を平らげていく。

　修しゆ行ぎよう中とはいえ、腹はらは減へるのだ。




ＧＭ：では、次はショーリン館のモンクたちと、食堂で食事をするシーンです。全員登場となります。卓上には、チンエンと仮面料理人の作った料理がどっさりと。

チンエン：まあ、勝負に勝ったワタシの料理が先になくなるんですけどねー（笑）。

ＧＭ：くくっ……。

オトハ：片隅で仮面料理人が悔くやしがっておる。……ええと、おぬしのも美味しいぞ？

ＧＭ：同情は無用です（笑）。それはそれとして、ずらりと館長をはじめ一同みんな揃そろい、「おお、美味うまい！」と舌した鼓つづみを打っています。

ユーノス：さて、せっかくだからボクもいただきましょう。

ＧＭ：では、このユーノスの隣となりにはジャクソンがさっと座すわってきます。

ユーノス：ちょっと！　待ってください!?（一同笑）

ＧＭ：「キミが僕と組むと言うまで、離れないよぉぉぉ！　ＦＵＵＵ！」

ユーノス：やめてください……ああ、もうやめてー。

オトハ：盛り上がっておるのー（笑）。

リン：そうでございますね。

ユーノス：何故なぜ、こんなことに。ああ、悲しみの唄うたを歌おう。オロロ～ン♪




　ユーノスの悲しみの唄が響ひびく中、皆みな焼売の美味さにうなりながら箸はしを進める。

　若わかいモンクたちも、オトハたちに興きよう味み津しん々しん。

　一方のオトハも、ショーリン館についていろいろと訊ききたいことがあった。




オトハ：ところで館長殿。ひとつ質しつ問もんがある。

ＧＭ：「おお、なんでも訊いてくれたまえ」

オトハ：このショーリン館で教える拳けん法ぽうには、奥おう義ぎみたいなのはあるのか？

ＧＭ：「奥義？　ほう、キミもショーリン館の武ぶ道どうに興味があるのかね？」

オトハ：うむ、剣けんならば多少指南を受けておる。

ＧＭ：「なかなか実戦的だねえ。キミぃ、武道はそうでなくてはいかんよ」

オトハ：であるから、後学のために何か教えてもらえればと。

ＧＭ：「それはキミぃ、モンクの奥義といったら《ソウルバスター》だよ」

オトハ：《ソウルバスター》が？




《ソウルバスター》

　攻撃でダメージを受けた直後に宣言、受けたダメージを相手にも与あたえるモンクのスキル。




リン：たしかに、モンクを代表するスキルですわね～。

ユーノス：まあ、相手がモンクだとまず《ソウルバスター》を警戒しますね。

ＧＭ：「右みぎ腕うでをやられたら左腕、左腕をやられたら今度は右足。右足もやられたら左足。それをやられたら頭がある。そして五体すべてをやられたら、相手を呪のろい殺してでも勝つ！　……これがショーリン館で教えるモンクの心意気だよ、キミぃ」

ユーノス：……ずいぶんまた実戦的な教えですね（笑）。

オトハ：なんとしても勝つという精せい神しんじゃな。

ＧＭ：「ケンカは、勝たなければ意味がない！」

オトハ：おお、それは同意なのじゃ！

リン：何か、姫ひめ様さまの情じよう操そう教育に大変よくない気がします（笑）。

ＧＭ：「つまり、不屈の心こころ構がまえで《ソウルバスター》を打うちにいく。それが奥義だよ」

オトハ：なるほどー。

ＧＭ：「しかし、それでいて相手を思いやらなければならない。愛無き力は暴ぼう力りよく、力無き愛は無力だからねえ」

オトハ：難むずかしいのー。

リン：ふむ。素知らぬ顔をしながらも、耳はそばだてておきます。なんだかんだいっても、まったく理合の異なる他流派なので勉強になります（笑）。

オトハ：リンも武人よのう。

ＧＭ：そんな中、黙もく々もくと一いつ生しよう懸けん命めい飯を食っているハンカイが。

チンエン：ハンカイ？

ＧＭ：ほら、明日大聖堂の試練に一いつ緒しよに向かううちのひとり。

オトハ：ああ、無口なヤツ。

ユーノス：もうジャクソンしか記き憶おくにない（笑）。

リン：あとは、チョウユウさんと眼鏡めがねキャラのシュウネンがいましたね。

オトハ：そうであった。で、そのハンカイがどうしたのじゃ？

ＧＭ：焼売をひと口頬ほおばり「───美味い!?」と言うと、みんなが一いつ斉せいに振ふり向むき「……ハンカイがしゃべった、だと!?」と、ざわざわと騒さわぎになります。

ユーノス：そんなキャラ立ての演えん出しゆつなんですか!?（笑）

ＧＭ：そりゃもう、仲間のモンクたちも今まで声を聞いたことすらないという。

オトハ：やっぱり、ハンカイは無口キャラだったのじゃな（笑）。

リン：ところで、大聖堂の試練というのはどういうものなんでしょう？

ＧＭ：そうすると、シュウネンがクイッと眼鏡を上げて「それは僕ぼくから説明しましょう」と言い出します。

リン：シュウネンさんは、試練がどんなものかご存ぞんじなんですね。

ＧＭ：「いえいえ。僕も初はつ挑ちよう戦せんですので、くわしくは知りませんよ。ただ、性せい格かく上こういったときに事前調ちよう査さを欠かさないものでして」

オトハ：シュウネンは博士キャラじゃな（笑）。

ＧＭ：「大聖堂にいたる試練では、三つの力が試されると言われています」

オトハ：三つの力？

チンエン：……え～昔から、知力、体力、時の運と申しまして。

ＧＭ：「何故わかったのですか？」

チンエン：えっ、本当にそうなの!?

ＧＭ：「……ええ、大聖堂にいたるまで、修しゆ行ぎよう者しやの知力、体力、時の運を試す試練が用意されているのです。それを乗のり越こえれば、僕たちも一人前のモンクとして、昇しよう段だんします」

オトハ：昇段……空手や柔じゆう道どうの黒帯みたいなものか？

ＧＭ：ええ、そのようなものです。

オトハ：そうかそうか。

ＧＭ：「まあ、僕にとってはひとつの通つう過か点てんに過すぎませんがね」と、シュウネンは勝かち誇ほこるように言います。

オトハ：やっぱり、シュウネンは嫌いやなヤツじゃ！

リン：そういえば、チョウユウさんも一緒に登るんですよね？

ＧＭ：ええ。ですが、チョウユウはさっきから不安そうにうつむいたままです。

オトハ：どうした、チョウユウ。食べないのか？

ＧＭ：「ち、違うんだな。食べたいんだけど……なんだか、箸が進まないんだな」

オトハ：もしかして、明日のことが不安であるのか？

ＧＭ：「……うん。僕はのろまだから、試練なんて合ごう格かくできそうもないんだな」と、不安そうに言います。

リン：きっと、自分に自信を持てないタイプなんですね。

ＧＭ：するとシュウネンが「おいおい、チョウユウ。明日そんな調子で僕たちの足を引ひっ張ぱらないでくださいよ？」と、嫌味ったらしく言います。

オトハ：むっ、ひどいこと言うな！　共に修行する仲間であろう？

ＧＭ：「はっ！　仲間なら、僕たちの足手まといにならないはずですよね？　なら、せいぜい期待してますよ。皆みなさんも、チョウユウを励はげましてやってください」

ユーノス：うーん、これはわかりやすいほど嫌なヤツ。

オトハ：あんなヤツのこと、気にしてはいかんぞ。

ＧＭ：しかし、チョウユウは黙だまって落おち込こんでしまいます。

ユーノス：……というか、館長は注意しないんですか？

ＧＭ：「まったく、シュウネンにも困こまったものだねえ」

ユーノス：駄だ目めだろあんた！（一同笑）

チンエン：ここ、一いち応おう拳法の聖せい地ちなんだよな？　駄目なヤツしかいないぞ？

ＧＭ：「いちいちそんなことまで口出ししては、双そう方ほうのためにならんよ。ここは子供の保育所ではないんだ」

チンエン：ふむぅ、一理あるか。

ＧＭ：「心が挫くじければ、そのときはここを去ればよい。引き止めはしない。それはキミたちとて同じだよ」と、館長は食べ終えた皿に合がつ掌しようし、席を立ちます。シーン終しゆう了りようですね。

オトハ：厳しい場所じゃのう……。







◆Middle 07◆その技わざは、誰だれのため？




　大聖堂へといたる試練を翌よく朝あさに控ひかえ、オトハは眠ねむりにつくことにした。

　与あたえられた部屋は、質しつ素そだがひと晩ばん眠るには十分である。

　布団ふとんに入り、目を閉とじようとしたとき、オトハはその光景を見てしまう。




ＧＭ：それでは、次のシーン。お腹なかいっぱい食べたオトハが、用意してもらった部屋で寝ねようとしているところです。

オトハ：夜か。では、おやすみー。

ＧＭ：と、眠ろうとすると……外の方から、バシッ、バシッ！　と物音が聞こえます。

オトハ：むっ、曲くせ者ものか!?

ＧＭ：そう思って、窓まどから外を見ていると……シュウネンがチョウユウを一方的に殴なぐっているという光景を目にします。

オトハ：それはひどい！　さっそく助けに行くぞっ!!

ＧＭ：他ほかの人も登場可か能のうです。登場難なん易い度どは８です。

リン：様子を見て、登場することにします。

チンエン：とりあえず、ワタシもそうしよう。

オトハ：おい、何をしておるのじゃ！　シュウネンの手を取って止めるぞ。

ＧＭ：すると、シュウネンが「おやおや、何をするかとはこちらのセリフ。勘かん違ちがいはよしてください」と。ヘラヘラしながら言います。

オトハ：むっかー！　イラッときたのじゃ！

ＧＭ：「僕はチョウユウに付き合って、稽けい古こをつけているんですよ？」

オトハ：稽古？　わたしは見たぞ、一方的だったではないか。

ＧＭ：「チョウユウが上手うまく勘を掴めないからですよ。ショーリン館は実戦拳けん法ぽうを学ぶ場。泣き言は通用しません。お嬢じようさんは、帰ってダンスでも習った方がいいでしょう」

オトハ：むっかー！　ならば、わたしが相手になってやる！

ＧＭ：「おやおや、ケンカを売ってくるなんて乱らん暴ぼうなお嬢さんだ」

オトハ：おのれ、もう許ゆるせん！

ＧＭ：「ほう、どう許さないと？」

オトハ：………………。

ＧＭ：どうしました？

オトハ：まだ誰も来ませんね？　だーれも来てくれないんですよね!?（一同笑）

リン：わかりました、登場判定します（笑）。達成値14で登場です。

ユーノス：ボクもダイス目11で成功です。

チンエン：あ、ワタシは失敗（笑）。

オトハ：斬きりかかるぞー。誰も止めないならこのむかつくヤツ斬りますよー。

リン：では、脇わきから姫ひめ様さまの手をすっと押しとどめて……姫様、止やめなさい。

オトハ：リン、何故なぜ止める!?　……本当は止めてもらってありがとうだけど（笑）。

リン：……姫様、あたしたちはここでは部外者なのですよ。それに、あなたの刃やいばは、軽々しく人を斬るものではないはず。

オトハ：では、リンの言葉にハッとした表情になり、刀の柄つかから手を離はなそう。

ＧＭ：すると、シュウネンはリンに「君、なかなかいい筋すじをしているね。僕の次ぐらいに使えそうじゃないか」と自信満々で言います。

オトハ：くー！　いいのかリン、こんなこと言わせといて！

リン：（涼すずしい顔で）シュウネンさんも、こんな夜中に稽古をつけることもないでしょう。明日は本番なのに。

ＧＭ：「明日が本番だからこそ、やれることをやっておこうと思いましてね。なあ、チョウユウ」とシュウネンが言うと「う、うん……」と、怯おびえたようにチョウユウは言います。

オトハ：チョウユウ、こっちにくるのだ！

ＧＭ：「ぼ、僕は鈍にぶいから。け、拳法の稽古、一生懸命しなくちゃいけないんだな」

オトハ：チョウユウは悪くない！

ＧＭ：「やれやれ。君が不ふ甲が斐いないから僕が悪者扱いだよ」肩かたをすくめるシュウネン。

リン：さあ、今日はもうお開きにしましょう。

ＧＭ：「そうですね。明日は早い。ああ、疲つかれた、疲れた」と言いながら、シュウネンは帰っていきます。

ユーノス：大だい丈じよう夫ぶですか、チョウユウさん。

ＧＭ：「な、なんとか……」ところどころ怪け我がしてますが、軽い手当てで回かい復ふくしそうです。

オトハ：しかし、一方的に殴られておったな。

リン：反はん撃げきしない理由でも、あるんでしょうか？

ＧＭ：では、ここで難易度12の【感知】か【知力】で判定してください。

リン：（ダイスを振ふる）13、何とか成功です。

オトハ：わたしもやるぞ。せいっ！　……ああっ、10で失敗じゃ！

ユーノス：あ、ボクは13で成功です。

ＧＭ：なら、リンとユーノスにはわかりますが、チョウユウは返かえし技わざ……具体的には《ソウルバスター》を狙っているのですが、すんでのところで使用を躊ちゆう躇ちよしたように見えます。

リン：なるほど。……チョウユウさんは、どうして反撃しないのですか？

ＧＭ：「ど、どうしても、怖こわくなってしまうんだな」

リン：怖くなるというのは？

ＧＭ：「ぼ、僕は、痛いの嫌だし……みんなだって痛いの嫌きらいだと思うんだな」

ユーノス：なるほど、あなたは優やさしい方なんですね。

オトハ：優しいのか、弱いのか、微び妙みようなラインじゃの。

ＧＭ：「それに僕、返し技ぐらいしかできないから、館長からこれだけは覚えておけって言われたのに、ちゃんとできないんだな」

リン：《ソウルバスター》一いつ本ぽん槍やりですか（笑）。

ユーノス：それはそれで恐おそろしい（笑）。

リン：でも、打てないのであれば意味はありませんよ。……チョウユウさん、あなたはひとつ勘違いをしています。

ＧＭ：「どういうこと……なんだな？」

リン：あなたが《ソウルバスター》を打たないのは、真しん剣けんに挑いどんでくる相手に手て加か減げんをして、本気で戦おうとしていないということになるんですよ。

ＧＭ：「そ、そんなつもりは……」

リン：相手が真剣に挑んでいるのに、本気を出さないのは失礼に当たるでしょう。

オトハ：（こくこくと頷うなずく）勝負は、常つねに真剣でなければならぬ。

リン：姫様はいつも真剣ですよ。

オトハ：うむ！

リン：あまりに度が過すぎて、大変なことになることもありますけど（笑）。

オトハ：えー（笑）。

チンエン：度が過ぎるのは、リンも一いつ緒しよだがな。

リン：そこ、登場してないなら発言しない！（笑）

オトハ：それに、チョウユウに傷きずついてもらいたくないと思う者だっているのじゃ！　きっと、チョウユウの母上だって、そう思っているはずだぞ。

ＧＭ：「か、母さんが……」




　チョウユウは、故こ郷きようの母を想おもい出す───。

　身体からだが大きいだけで、何の取とり柄えもない自分を温かく見守ってくれたことを。

　強くなろうとショーリン館の門を叩たたく決意をしたとき、送り出してくれたことを。

　そんな母を、悲しませていたのだろうか？




オトハ：チョウユウ、自分を信じるのじゃ。

[image: ]

ユーノス：そうです。あなたは優しさと強さを兼かね備そなえている。あとは勇気、ただひとつ。

ＧＭ：「勇気……僕の名は、勇を超こえると書いて〝超ちよう勇ゆう〟なんだな！」

チンエン：清しん国こくの艦かん船せん名から取ったな？（←プレイヤーが軍艦マニア）

ＧＭ：はい、そのとおりです。

ユーノス：ならば、あなたは名は体たいを表わすがごとく、戦うのです。

ＧＭ：チョウユウは「そ、そうなんだな！」とニコッと微笑ほほえみます。

オトハ：うむ、もうチョウユウは大丈夫じゃ。




　立ち上がったチョウユウの目に宿る、勇気と自信の輝かがやき。

　世のため人のため、世直しを決意したオトハであるが、まず大事なのは人のためだと、あらためて思うのであった。




オトハ：では、わたしたちも明日に備えて寝ねるとしようかの。

リン：そうでございますね。

ＧＭ：「おやすみなんだな！　今日はありがとうなんだな！」と、チョウユウは何か吹ふっ切きれたような顔で自室に戻もどっていきます。というところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 08◆暗い影かげ




　皆が寝ね静しずまり、フクロウの鳴き声が木霊こだまする、ショーリン館───。

　闇やみの中で、うごめく者がひとり。

　その手には、鋭するどい刃は物ものが光っていた。




ＧＭ：そして、次はマスターシーンが。ショーリン館の皆みなが寝静まり、ただフクロウの鳴き声だけが響ひびいている。

オトハ：ホーホー。

チンエン：ホッホッー。

ＧＭ：明日の試練を受けるモンクたちの荷物がまとめて置いてあるんですが……そこに忍しのび寄よる人影があります。

オトハ：おお、怪あやしい。

リン：何をするんでしょうね。




　その人影は、ごそごそと荷物を漁あさる。

　すぐに目的の品を見つけ出したようだ。

　それは、一本のロープ。

　刃物を取り出すと、そのロープに切きり込こみを入れる。

　その切り込みは目立たないが、重さをかければすぐに切れるだろう。

　人影は、工作に成功したことを喜び、口元を歪ゆがめた。




リン：ロープに切り込みを入れている!?

オトハ：なんと！

ユーノス：「くくくっ、これで」みたいな。

ＧＭ：すると、「───何をしている！」という声が響く。

オトハ：おお、誰が駆かけつけたんじゃ？

ＧＭ：はっと振り返ると、そこにはしこたま焼売しゆーまいを食っていたハンカイが。

ユーノス：ハ、ハンカイが？

オトハ：ハンカイ？　ここでまさかの無口キャラ、ハンカイ!?

チンエン：こいつ、焼売を食って「美味うまい！」しか言ってないだろ（笑）。

ＧＭ：ハンカイは、工作をしていた人影に「……ほう、やはりお前だったか」と、渋しぶい声で話しかけます。

ユーノス：ハンカイ、そんな格かつ好こいいこと言うんですか？

リン：意外ですねー（笑）。




「ここ最近、お前の様子がおかしいとは思っていた───」

　ハンカイが、闇やみの中に潜ひそむ人影に言う。

　すでに、その正体について見み破やぶっているのだ。

「…………」

「俺おれは、館長の命を受けてお前を監かん視ししていた。ここしばらく、口を開かなかったのも、余計な情じよう報ほうを漏もらさぬため」




オトハ：そうだったんだ！

リン：ただのキャラ立てではなかったんですね。




「お前の狙ねらいは、試練に紛まぎれて大聖堂の秘宝を手に入れることだな？」

　闇の中にいる人影は、答えない。その沈ちん黙もくは、肯こう定ていも同じ。

　動かぬ証しよう拠こを押おさえられ、もう言いい逃のがれはできない。

　だが、人影は笑っていた。




ＧＭ：すると、その人影の形が、徐じよ々じよに変わっていくのですよ。

オトハ：えっ、人間じゃない!?

チンエン：……やっぱり、魔ま族ぞくか？

ＧＭ：ハンカイも異い変へんを感じ、身み構がまえるのですが……急に膝ひざをつき、苦しみ出します。

ユーノス：何があったんですか？　まだ、戦ってないですよ。

リン：魔族の技かなにかでしょうか？

ＧＭ：「くっ、こんなときに……!?」

一同：へっ？

ＧＭ：「焼売を、食い過ぎたか……!?」

オトハ：ハンカイ────!?（一同笑）

チンエン：食い過ぎかよっ!?

リン：もう、本当にここのモンクはこんなのばっかり……。

ＧＭ：そう。そしてその隙すきに、どしゅっ──!!




　闇の中に倒たおれるハンカイを、その影は笑っていた。







◆Middle 09◆試練に挑いどむ朝




　高地特有の、澄すんだ空気が冴さえわたる。

　大だい聖せい堂どうの試練に挑むため、オトハたちは日が昇のぼるとともに集まった。

　しかし、案内役のモンクのひとり……ハンカイの姿が見当たらない。




ＧＭ：そしてシーンは変わり、朝となりました。皆みなさんも出発の準じゆん備びを整え、山さん頂ちようにある大聖堂を目指す試練に挑むというところです。

オトハ：うむ。

ＧＭ：皆さんの他ほかにもチョウユウ、シュウネン、ジャクソンの姿があります。

オトハ：やはり、ひとり足りぬのか。

チンエン：おや、ハンカイはどうされましたか？

ＧＭ：モンクたちが顔を見合わせると、チョウユウが「それが、今朝からハンカイの姿が見当たらないんだな」と答えます。

オトハ：姿が見えないって、めっちゃ心配なのじゃ。

リン：プレイヤー的には、大体の事じ情じようはわかっているんですけどね（笑）。

ＧＭ：するとシュウネンが「まあ、大聖堂の試練の前ではよくある話です。真ま面じ目めなハンカイが逃にげ出だすのは意外でしたけどね」と、肩かたをすくめながら言います。

ユーノス：それは、今さらって感じもしますね。

オトハ：やはり、シュウネンは怪しい（笑）。

ＧＭ：実じつ際さい、待っていてもハンカイの姿は見当たらず、荷物もないことからショーリン館のモンクたちも逃げたものだと思っているようです。

チンエン：まあ、今いま頃ごろ冷たい土の中というやつでしょうなー。

ＧＭ：ジャクソンだけは、「まっ、ミーはユーノスさえいればいいからさぁぁぁ。ＦＯＯＯＵ！」と、朝からハイテンション（笑）。

ユーノス：もう解かい放ほうして～。

オトハ：ぐったりしておる（笑）。

ＧＭ：「まあ、刻こく限げんも迫せまっているから、我われ々われ三人で案内しますよ」とシュウネンがリーダーっぽくこの場をまとめ、出発となります。

オトハ：うーん、先を急ぐしかないか……。

リン：ハンカイさんは気になりますが……ここは先を急ぐしかありませんね。

オトハ：そうじゃな、兄上のためにも！

ＧＭ：では、三人が先せん導どうする形で、大聖堂がある山へと向かっていきます。




　ショーリン館は、山の中ちゆう腹ふくに建てられている。

　そこまで辿たどり着つくために登った石いし段だんも、気が遠くなるような長さであったが、大聖堂への道どう程ていにはそれ以上の困こん難なんが待ち受けているようだ。

　頂ちよう上じようへと続く山道は険けわしく、一歩足を踏ふみ外はずせば下界へと真まっ逆さかさまだ。




ＧＭ：と、険しい山道を進んでいると、その道を塞ふさぐように建つ房ぼうが見えてきます。

オトハ：房？

ＧＭ：僧そうが暮くらす建物の類たぐいのことです。すると、シュウネンが「見えてきたようですね。あれが三つの試練のうち、知力を試ためすという知力房です」と説明をしてくれます。

オトハ：ほう、あれが。そういえば、知力、体力、時の運を試されるのであったな。

ＧＭ：「知力房の門をくぐれは、試練が始まりますよ？　引き返すなら、今のうちです」

オトハ：ここまで来て引き返せるものかっ！　バーンと門を開けて入るぞ！

リン：あたしも姫ひめ様さまに続きます。

ＧＭ：オトハが知力房の門を開けると……目の前に長い回かい廊ろうが続いています。

オトハ：ほう、回廊か。

ＧＭ：そこには、真剣な表情で何かを考えている、修行者たちがいます。

オトハ：おや、先客か？

ＧＭ：そうです。この房を突破するべく試練に挑んでいる先輩たちですね。

リン：なんだか厳しそうな雰囲気ですねえ。

ＧＭ：そして、威い厳げんを保たもったモンクが現あらわれて言います。「よくぞ参った。ここは第一の試練、知力房である！」

リン：この人は、もしかして試験官ですか？

ＧＭ：そうです。「知力の試練を説明しよう。この回廊の先にふたつの扉とびらがある───」

オトハ：ほ、ほう。

ＧＭ：扉には、大きく○と×が描かかれています。

ユーノス：ぷっ!?

チンエン：おいおい、もしかして……！

ＧＭ：「ここで私わたしがこのエリンディル東方にちなんだ問題を読み上げる。お前たちは、○か×の扉から正せい解かいを選び、そこに向かってダッシュするのだ！」

チンエン：やっぱり○×クイズかよ!?（一同笑）

ユーノス：どんだけ大おお袈げ裟さなものかと思ったら……。

オトハ：ともかく、問題に正解すれば突とつ破ぱできるのじゃな？

ＧＭ：「うむ。回答は、ギルドでまとめて答えてもらう」

ユーノス：ああ、つまり回答は全員で相談してひとつに絞しぼれ、ということですか。

ＧＭ：「そのとおり。問題は全部で三問。間ま違ちがえたら、泥どろまみれになって【ＭＰ】を４Ｄ失うというペナルティを受ける！」

ユーノス：なんと！　恐おそろしい罰ばつゲームまで用意されているとは（笑）。

ＧＭ：相談する時間は、一問につき実際の時間で三〇秒。さてここで、特別ルール。

オトハ：特別ルール？

ＧＭ：問題は、絶ぜつ賛さん発売中のサプリメント『エリンディル東方ガイド』に掲けい載さいされた記き述じゆつに関するものから出されます。

オトハ：ま、まだ全部読んでない!?

ＧＭ：でも安心してください。オトハのプレイヤーである小島さんは、問題出題後三〇秒の間、『東方ガイド』を読むことができます。

オトハ：でも、三〇秒って短くないかな？

ユーノス：ははは、ご安心なさい。こっちには『東方ガイド』の製せい作さくに関かかわったふたりのデザイナーがいるのですよ。

オトハ：やった、それなら！




　リンのプレイヤー久保田悠羅くぼた・ゆうら、チンエンのプレイヤー菊きく池ちたけしは『アリアンロッド』のデザイナーであり、『エリンディル東方ガイド』のスタッフとして名を連ねているのだ。




チンエン：とは言っても、細かいとこまでは覚えてないぞ。

ＧＭ：なので、オトハ以外は難なん易い度ど15の【知力】判はん定ていに成功しないと解答権なしです。

一同：ぶっ!?

リン：ちなみに、あたしの【知力】は３。

ユーノス：ボクも【知力】３です。

チンエン：ワタシは【知力】なら10あるが……そんなに自信ないぞ？

ユーノス：これは、一番くわしい悠羅さんが答えられない（笑）。

ＧＭ：で、これが特別ルール。あっけなくクリアされたくはないですから。

オトハ：な、なるほどー。

ユーノス：しかし、なんでまた○×クイズなんですか。

ＧＭ：ははは、『東方ガイド』に関する問題を出すことで、読者の皆みなさまに内容の一部を紹しよう介かいするという意図もあるのですよ。

ユーノス：なるほど、そんな意図が。

リン：単にウルトラクイズをやりたかっただけに見えますが（笑）。

チンエン：さあ、ここでオトハさんに練習問題です。ジャジャン！

オトハ：うぇ!?　いきなり!?

チンエン：千代田区には三八の坂があるといいますが、上り坂と下り坂、多いのはどっち！

オトハ：ピンポーン！　はい、上り坂！

チンエン：あっちゃー（笑）。

オトハ：あっ、違ちがう、違うよ！　わかったよ、わたし！　上り坂も下り坂も一いつ緒しよ！

チンエン：……この問題、前に『ふぃあ通』（＊）でやったよね？

オトハ：あれ、そうでしたっけ？

チンエン：先行き不安だ（笑）。

ＧＭ：では、準備できましたね？　いきます！　第一問。デデン♪




第一問───

『東方ガイド』には、地じ獄ごく鍋なべと極ごく楽らく鍋というアイテムが掲載されています。このうち、チューシ専せん用ようのアイテムは地獄鍋である。○か×か？




ＧＭ：では、カウントダウン開始！（ストップウォッチを起動する）

ユーノス：オトハさん、まず『東方ガイド』を開くのです！

オトハ：えと、どこを開けば……？（おろおろ）

ユーノス：まずは索さく引いんで地獄鍋を探さがし、そのページを開くのです！

オトハ：そうかー！

ＧＭ：他の人は、解答権を得られるか判定してください。

リン：あ、クリティカル。こんなところで（笑）。

ユーノス：うおおお、判定失敗！　ボクは解答権なしです。

チンエン：（ダイスを振ふる）成功したけど……自信ないなー。

オトハ：（『東方ガイド』をめくりながら）ええと、じ、じ、じ、地獄鍋は52ページだから……あっ、あった！　……あれ？　違う、これ極楽鍋だ!?

ＧＭ：はーい、時間終しゆう了りよう！

オトハ：えー!?

ＧＭ：では、答えをどうぞ！

オトハ：同じページにあった極楽鍋は見つけたのにー。

リン：姫様、ここは○がお薦めですよ（笑）。

オトハ：では……○じゃ！　リンが言うんなら間違いない！

ＧＭ：決まりましたね？　では、正解に向かってみんなでダッシュ！

オトハ：よーし、○の扉にダッシュ！　○、当たれ～！

ＧＭ：では、みんなで○の扉にダッシュすると……そこに泥どろはありません！　正解!!

ユーノス：おおっ!!

オトハ：やった、正解じゃ！

リン：実は、極楽鍋は誰だれでも使えるアイテムです（笑）。

ユーノス：やはり、悠羅さんは知っていた（笑）。

ＧＭ：続いて第二問！　デデン♪

オトハ：第二問来た!?




第二問───

　ダイワ群ぐん島とう国の現タイクーンは、アオイ・カゲユキですが……彼かれは第一〇代タイクーンである。○か×か？




ＧＭ：───はい三〇秒経けい過か、終了でーす！　『東方ガイド』を閉とじてくださーい。

オトハ：ああああ、ちょうど載ってるページ開いたとこなのに～！

チンエン：ちなみに失敗（笑）。

リン：答えられませーん。

ユーノス：同じくです。

ＧＭ：おー、するとオトハさんだけですね、解答権があるのは。

オトハ：う～、プレッシャーじゃ……ここは思い切って×じゃ！

ＧＭ：……おっ、正解です！　アオイ・カゲユキは第八代タイクーンです！

オトハ：やった！

ＧＭ：では、続いて第三問！




第三問───

　セーリア大だい帝てい国こくでは有名な東西南北の名を冠かんした四つの拳けん法ぽうの源げん流りゆうが知られています。このうち、東の拳法は東天青せい龍りゆう拳けんである。○か×か？




オトハ：む～、×の方に走っていきます！

ＧＭ：……正解！　東の拳は東天王おう蛇じや拳です！

リン：すごい、全問正解でございますよ姫様！

オトハ：うーん、勘で答えたらわりと当たってしまった。

チンエン：……これって、時の運の試練じゃないのか？（笑）

ＧＭ：まあ、プレイヤーの運とＰＣの運は別ですので。では、次の試練に移うつりましょう。





（＊）『ふぃあ通』　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の情報の紹介やゲストを交えてのトークなどをお届けするウェブラジオ。









◆Middle 10◆第二の試練、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき




　第一の試練、知力房を突破したオトハたち。

　その先の山道を、頂上目指して進んでいく。

　すると、その行く手を塞ふさぐかのような断崖絶壁がそびえていた。




ＧＭ：では、次の試練です。知力房を抜ぬけて、三人のモンクたちとふたたび山道を進んでいくと……目の前にそびえる断崖絶壁に突つき当あたります。

オトハ：今度は、ロッククライミングかな？

ＧＭ：おお、そのとおりですよ。

オトハ：え、本当に!?

チンエン：○×クイズからいきなり難易度が上がってないか？

ＧＭ：断崖は三〇メートルほど。これを登り切ることが体力の試練です。

リン：それで、この崖がけを登るのはどういう判定になりますか？

ＧＭ：はい、崖を登る場合は【筋きん力りよく】の判定になります。難易度15の判定に成功しますと、移い動どう力の半分だけ、崖を登ることができます。

ユーノス：難易度15の【筋力】判定ですか。ボクとチンエンさんには厳きびしそうですね。

ＧＭ：判定に失敗すると移動できません。ファンブルした場合は、落下して10Ｄのダメージを受けてしまいます。

リン：結けつ構こう厳しいですね。これ、ロープを使ってもよろしいんですか？

ＧＭ：よいところに気づきましたね。先行してロープを上からかけることができれば、判定の難易度は12になります。さらに、先に登った人がメジャーアクションでロープを引ひっ張ぱり上あげると、さらにマイナス２され難易度10になります。

チンエン：ああ、それなら成功の目がある。

ユーノス：……これ、飛んじゃダメですかね？

ＧＭ：えっ？

ユーノス：ほら、ボクには翼つばさがありますし。

ＧＭ：……はっ、飛べる人は判定なしで通つう常じようの移動力で移動してＯＫです。

チンエン：おお、やはり持つべきものは天てん狗ぐの仲間！

ユーノス：天狗ではありません、ボクは天使！　大空を自由に舞まう天使ですから！

ＧＭ：ただ、断崖の一五メートルの場所には、三羽わの大きな鷹たかが旋せん回かいして封ふう鎖さしており、登ったら攻こう撃げきしてきそうです。

ユーノス：えーっ！

オトハ：鷹？　……あっ、ホーク!!　覚えてますよ、たんどーさん！　ホークックック！　ホーックックッですよね？　またギャグがあるんですか!?

ＧＭ：あるわけないでしょおぉぉぉっ!!（一同爆ばく笑しよう）

チンエン：うーむ、小島さんにこんな必ひつ殺さつ技わざがあったとは。

ユーノス：なんという〝ボケ殺し〟。恐ろしい……。




　声せい優ゆう小島めぐみのボケ殺し。まさに妖刀の切れ味。




リン：というか、鷹なんて出すから（笑）。

ＧＭ：シチュエーションにばっちりなエネミーだったんですよ！




　ちなみに、この鷹は『エネミーガイド』に掲載されているキングホークである。

　さらにエレメントサークル（＊）の効こう果かで、ダメージに＋１Ｄしてあるのだ。

[image: ]




チンエン：でも、一五メートル先ならワタシの魔ま法ほうで一いつ掃そうできそうですよ。

ＧＭ：倒たおしたら、セットアップで新たに登場するだけです。

チンエン：なんだと！

リン：相手にするだけ無む駄だらしいです。

ユーノス：それに、鷹のほうが行こう動どう値ちが高い可か能のう性せいがありますね。

ＧＭ：（ぼそっと）鷹だけに。

ユーノス：…………え？




　そのとき、プレイヤーの冷たい視し線せんがＧＭに突つき刺ささった。




ＧＭ：いや、その、なん……気にしないでくださいよ!?

オトハ：あっ、鷹だから高い！　今度はわかったのじゃ！（一同笑）

チンエン：そういうこと、言わなければいいのにな（←ぽんと肩かたに手を置く）。

ＧＭ：くっ……!?





（＊）エレメントサークル　指定した属性のキャラクターのダメージロールに＋１Ｄするトラップ。






▼第１ラウンド

ＧＭ：で、ではラウンド進行になります。セットアップは両方ともなし。

ユーノス：ではボクから。マイナーで《ウィング》（＊）を宣せん言げんし、とわー!!

ＧＭ：これでユーノスは鷹の群むれにエンゲージ！　三羽の鷹が、一いつ斉せいに攻撃してくる！

ユーノス：フフフ、来なさい。

ＧＭ：くえええええっ！




　三羽の鷹は鋭するどい爪つめを突き立て攻撃する！

　だが、《バタフライダンス》（＊）を持つユーノスは、その攻撃を完全に見切っていた───。




ＧＭ：ばっ、ばかな!?

ユーノス：フッ、キミたちの翼では、ボクを追うことはできないさ。ポロロ～ン♪

オトハ：ユーノスがいい気になっておる（笑）。





（＊）《ウィング》　翼によってマイナーアクションで飛行状態になるドゥアンの種族スキル。

（＊）《バタフライダンス》　回避判定に＋１Ｄするシーフのスキル。






▼第２ラウンド

ＧＭ：で、２ラウンド目のセットアップ。こちらはなし。

ユーノス：ボクの行動ですね？　このエンゲージは封鎖されていますから……フェイトを２点使って離り脱だつしましょう。

ＧＭ：では、こっちの三羽とユーノスの【行動値】で対決です。

ユーノス：ここは確かく実じつに。（ダイスを振る）よし、達成値は35！

ＧＭ：うおっ!?　それはクリティカルしないと無理か！（ダイスを振ふる）……駄だ目めです、三羽ともクリティカルせず！

ユーノス：ははは！　余よ裕ゆうでしたよ！

リン：次は鷹の行動ですね。

ＧＭ：ふうむ。このロープを垂たらしているヤツを止めれば落ちるはず。

ユーノス：えー！

ＧＭ：さっきは逃にがしたが、今度こそ!!




　離脱したユーノスに、三羽の鷹は追いすがる。

　今度こそ、その鋭い爪とくちばしでユーノスを仕し留とめようとするが───。




ユーノス：はははは！　ひょい、ひょい、ひょい！

ＧＭ：くっそー、三羽ともまた当たらず。我われながら、このダイス目がいやになる！

ユーノス：今のボクには神が宿っている！　これが神に愛された天使の能のう力りよく！

チンエン：おっ、余裕っぽいですね。ちょっと飯でも食べましょうかー。

ユーノス：いや、ちょっと待ってくださいよ！　早くしてください!?

ＧＭ：そんなユーノスを、憐あわれむように見る三羽の鷹（笑）。




　しかし、このラウンドでユーノスがロープを垂らすことに成功したおかげで、後続のオトハたちも鷹からの襲しゆう撃げきを最さい小しよう限げんに抑おさえ、３ラウンドで断崖を登り切ったのである。




リン：……ふう、これで全員登り切りましたね。

ＧＭ：で、皆さんが登り切った後、三人のモンクたちも登ってくるのですよ。

オトハ：ああ、チョウユウたちじゃな。

ＧＭ：ええ、チョウユウ、シュウネンもどうにか登ってくるのですが……最後のジャクソンが今登り終えようとする、そのとき───。

オトハ：えっ？　もしかして!?

ＧＭ：ロープにピリリと切れ目が走り、ぶちんと。

一同：ジャクソ────ン!?

ＧＭ：「ＨＯＡＡＡＡ！　ユーノースゥゥッ!?」と助けを求めながら落下してしまいます。

リン：ああ、ジャクソンさん……。

チンエン：ここにきて、ジャクソンが失しつ格かくか。

ユーノス：しかし、なんというか不自然な落ち方でしたねー。

チンエン：見ろ、ジャクソンのロープに、切きり込こみが入っている！

オトハ：なんということじゃ！

リン：……まさか、ユーノス、あなたが!?

オトハ：いくらしつこくても、そこまですることは……。

ユーノス：違ちがいますよ!?（一同笑）

チンエン：ん～、ワタシの推すい理りによると、動機があるのはあなただけなんですよ～！

オトハ：なんで古畑ふるはた・任三郎にんざぶろう風（笑）。

リン：たしかに、ジャクソンさんを一番嫌いやがっていたのはユーノスでしたね。

ユーノス：違います！　そうかもしれませんけど、違うんですよ！

チンエン：犯はん人にんはすぐにボロを出す。それまでお互たがいを監かん視ししながら頑がん張ばろう。

ユーノス：な、何故なぜボクに疑うたがいの目を向けるんですか！

リン：だって、この状じよう況きようですし。

ユーノス：いや！　ジャクソンさんにつきまとわれましたが……それとこれとは話が別ですよ！　このボクが未来ある若わか者ものの行くすえを奪うばうわけがないじゃないですか！

オトハ：心配いたすなユーノス。わたしは信じているよ。

ユーノス：おおっ！　もうオトハさんだけですよ、信じてくれてるのは……。

チンエン：なら、オトハさんは誰だれが怪あやしいと思っているのですかねー？

オトハ：一番憎にくたらしいので、シュウネンじゃ！

チンエン：単なる私し情じようじゃねえか！（一同笑）

ＧＭ：「な、何故僕ぼくがジャクソンを殺そうとするんですか？」

オトハ：うるさい、お前の態たい度どが気にくわないのじゃ！

リン：姫ひめ様さま、そこまでです！　びしっ！

オトハ：ふぎゃ!?

リン：証しよう拠こもなく人を疑ってはいけません。

オトハ：あっ。うーん、そっかー。ぐぬぬ、悔くやしいけど……そうなんだよね……。

リン：あなたは世直しをする方。感情だけで判断してはいけませんよ。

チンエン：おお、さすがはリン。見事だ。

ユーノス：そのわりにはボクを超ちよう疑うたがっていたような……。

リン：（焦あせったように）と、とにかく！　今は先を急ぎましょう！

オトハ：せっかくいい話だったのに（笑）。

ＧＭ：はっ、では数々の疑ぎ惑わくを残したまま、次のシーンへ移ります。







◆Middle 11◆第三の試練、開運仙せん人にんとの対決




　断だん崖がいを登り切ったオトハたち。

　その前にあるのは、第三の試練の場、運力房───。

　まるでお堂のような房の扉を開けると、白はく髪はつの老人が待っていた。




ＧＭ：それでは、次の試練です。断崖を登って進むとすぐに、「運力房」と看かん板ばんを掲かかげた新たな房が見えてきました。

オトハ：ほう、今度は一体どのような試練かのう。

チンエン：単に【幸運】判定をして終わり、というわけではないでしょうなー。

ＧＭ：房の様子ですが、さっきの知力房とは違い、こぢんまりとしたお堂みたいな建物です。で、なんとなーく陰いん気きな雰ふん囲い気きが漂ただよっています。

ユーノス：うーん、陰気なんですか。嫌いやな感じですね。

オトハ：ともかく、入るぞ？

ＧＭ：では、門がギギーッと開くと、先客の修行者たちが、「また、新しい生け贄が……」「この房の恐怖も知らないで」とか、ざわざわと声を潜めて話しています。

オトハ：なんだか、不穏な空気じゃのう……。

ＧＭ：部屋の奥には、白髪を伸のびるに任まかせた痩そう身しんの老人が腰こし掛かけています。

オトハ：ほう、老人が？

ＧＭ：痩やせこけたその姿は、まるで水とバナナだけで一週間過すごした後のクリストファー・ウォーケンのよう。

一同：クリストファー・ウォーケン!?

チンエン：なんでまたハリウッドスターなんだよ!?

ＧＭ：いや、わかりやすいかなと。だってアカデミー賞俳優ですし。

リン：わかりません。微び妙みようにわかりません（笑）。

ＧＭ：「フォッフォッフォッ、わしの名は開運仙人。時の運を試ためす者じゃ」

チンエン：開運仙人、とな？

オトハ：つまり、運を見み極きわめることができる仙人？

ＧＭ：「いかにも。運が開ける高こう額がくな多た宝ほう塔とうや印いん鑑かんなんかも売っておる」

チンエン：おい待て（笑）。

ＧＭ：「さて、わしと運試しじゃ」

チンエン：運試しで勝負とは？　ギャンブルでもやるのかね。

ＧＭ：「運試しといったら、昔からこれじゃよ───」と、ことり──と置いたのは、黒光りする一丁のリボルバー拳けん銃じゆう（一同爆笑）。

ユーノス：ちょっ!?　ちょっと待ってくださいよっ!?　え、リボルバー？

チンエン：おいてめえ何考えているっ!?

オトハ：……ひょっとして、ロシアンルーレット？

ＧＭ：「いかにも！」（一同大だい爆ばく笑しよう）




ロシアンルーレット

　リボルバー拳銃に一発だけ弾だん丸がんを入れ、自分の頭に銃じゆう口こうを向けて引金を引くゲーム。

　交こう互ごに引金を引き、弾たまが発はつ射しやされたら負け（というか死し亡ぼう）。

　何故、この遊ゆう戯ぎをロシアンルーレットというのかについては、諸しよ説せつある。




ユーノス：いや、ちょっとどうなっているんですかショーリン館っ!!

ＧＭ：ちなみに、アリアンロッドの世界では銃を使うには、魔ま導どう銃じゆうや錬金術といった特殊な技術が必要になりますが、このリボルバーは開運仙人がこの試練のためだけに用意した道具なので、皆さんにも使えます。

ユーノス：わざわざ、このためだけに作ったのですか？

ＧＭ：ええ、ですから武器としては使えません（笑）。

リン：な、なんというか……。

ＧＭ：「はははは、下手に長生きするとな、ただ生きるのに飽あきてくる。たまにこうしてスリルを味わいたくなるのよぉ～」と、開運仙人はギラギラした瞳ひとみで言います。

オトハ：お前ひとりでやれ───っ!!（一同笑）

ユーノス：オトハさんの言うとおりですよっ。あなたひとりでやりなさい！

ＧＭ：「それでは面おも白しろくなかろう？　それに、わしに運試しで勝たないかぎり、お前たちは大聖堂には行けぬ。くくく、しばらくの間、命をかけた遊戯に付き合ってもらうぞ？」

ユーノス：この老人、心のどこかが焼き切れてますよっ！（笑）




＊　＊　＊




ＧＭ：えー、では今回のルールを説明します。

オトハ：う、うん。

ＧＭ：ここに、六枚まいのトランプがあります。そのうち、一枚がエースです。

チンエン：つまり、エースが当たりってことだな。

ＧＭ：はい、エースが当たり。

オトハ：当たりを引くと……パキューンと？

ＧＭ：そのとおりです。この六枚のトランプを、開運仙人とＰＣたちとで交互に引いていき、エースを引いたら防ぼう御ぎよ力りよく無む視し、軽けい減げん不ふ可かの[image: ]点ダメージを受けます。

一同：[image: ]点!?

チンエン：いかん、一発で死ぬ!?

ＧＭ：先に言っておきますが、死亡ではなく戦闘不能になるだけですから。

チンエン：にしたって、やって良いことと悪いことがある（笑）。

リン：……これ、耐たえられるのってあたしだけ？

ＧＭ：リンは【ＨＰ】三桁ありますからねー。

ユーノス：……これ、みんなで引金を引いて回していくんですか？

ＧＭ：いえ、開運仙人とギルドとの対決になります。開運仙人が先にカードを引き、ＰＣは後こう攻こうになります。で、ＰＣは一回引金……カードを引くたびに交代となります。

ユーノス：ああ、なるほど。でも、それって開運仙人、分が悪いですね。

ＧＭ：で、開運仙人が倒たおれるかＰＣが全ぜん滅めつするまでやります。

リン：いや、でも生命の呪じゆ符ふがありますから。

オトハ：あっ、そうか！

ＧＭ：すると「そんな無ぶ粋すいなものがあってはスリルがないじゃろう？」と、開運仙人は生命の呪符預あずかり篭かごをそっと出します。

オトハ：えーっ。

ユーノス：わざわざ、そんなものまで（笑）。

ＧＭ：そして、今回はＰＣの【幸運】を試すために特別ルールが用意されています。

オトハ：今度はどんなルールじゃ？

ＧＭ：まず、引金を引き合う前に開運仙人とＰＣで【幸運】の対決を行ないます。で、対決に勝った方は、差分値によるボーナスを受けます。

オトハ：差分値？　ボーナス？

ＧＭ：差分値というのは、要は達成値の差です。たとえば開運仙人の達成値が10で、オトハの達成値が８だった場合、差分値２で開運仙人が勝利したことになります。

オトハ：あっ、なるほど。上回った分ということか。

ＧＭ：そのとおり。で、その勝負の効果を、次の表から選べます。

[image: ]

オトハ：……なるほど。うわ、ダメージ二倍とかある!?

ユーノス：これは、【幸運】の対決は重要ですよ！

ＧＭ：クリティカルは９以上の差分値をつけて勝ったことになります。で、ここがポイントなんですが、効果は差分値以下のものからひとつ自由に選べるんですよ。

リン：あ、選んでもいいんですね。

チンエン：ほほう、面白い。ギャンブル好きの血が騒さわぐ！

ＧＭ：「騒ぐかね？　騒ぐじゃろう？　カカカカカカッ！」

リン：どこが仙人ですか、あんた（笑）。

ＧＭ：「ちなみに、わしの【ＨＰ】は[image: ]点、【幸運】は８じゃ」

ユーノス：うおっ、【幸運】高い!?

ＧＭ：「ついでに《ギフト》も持っておるぞ」




《ギフト》

　シナリオ中一回、判定に＋２Ｄするヒューリンの種族スキル。




リン：だ、大だい丈じよう夫ぶです。こっちにはいざというときのフェイトがありますから！

ＧＭ：「フッ、ではそっちの引金を引く順番を決めるがよい」

オトハ：よ、よし。みんなで相談じゃ。




　相談の結果、リン→ユーノス→チンエン→オトハの順となる。




ＧＭ：では、まずはリンからですね。

リン：は、はいっ！

ＧＭ：では、引金を引く前に、【幸運】判定です！

リン：フェイトを１点使います！　……14！

ＧＭ：（ダイスを振ふる）おっ、こっちも14！

ユーノス：ということは……ドロー、効果なし！

ＧＭ：「では、始めるぞ、死の遊戯。くくく……」

リン：……ごくり。




　今、命をかけた死の遊戯が始まった───。

　静せい寂じやくと緊きん張ちようが、周囲を支し配はいする。

　込こめる弾丸は一発だけ。シリンダーを勢いきおいよく回す。

　弾丸が発射される確かく率りつは、六分の一……。




ＧＭ：では、先せん攻こうの開運仙人。カードを引きます！

リン：ごくっ！

ＧＭ：カードは───あっ、エース。




　パーン！　銃じゆう声せいとともに開運仙人は突っ伏した。




一同：いきなりか───────!!（大爆笑）

ユーノス：神だ！　ここに神がいるっ!!

チンエン：……お、おい。ひょっとして、もう試練クリアー？

ＧＭ：……おっ、おかしい!?　こんなはずではっ!?

オトハ：あははははっ、あはははははっ！

チンエン：あれだけ言って、いきなり死んだのか。

オトハ：す、すごい!?　たんどーさん、すごすぎですよっ!?

ＧＭ：（落ち着きを取とり戻もどし）……ここで《ガーディアン》（＊）を宣言します！

ユーノス：え？




「ふーっ、危あぶない、危ない。不発じゃったな」




一同：なに───────っ!!（大爆笑）

チンエン：危ない危ない、じゃねぇだろ今のっ!?

リン：明らかに発砲したのに……（笑）。

ＧＭ：ともかく、《ガーディアン》でダメージ０です！

リン：あーあ。でも、これで《ガーディアン》を切らせましたから。

ユーノス：あの、これはどうなるんです？

ＧＭ：もちろん、リンが一回引金引く番が残っていますから、切り直してあらためて引いてもらいます。開運仙人はノーダメージですから、結果的に。

リン：ああ、なるほど。結局あたしが引くんですね。

ＧＭ：というわけで、カードをシャッフルしました。さあ、どうぞ。

リン：では引きます！　───エース!?：




　パーン！　リンはその場に突っ伏した。




オトハ：リン───────!!（一同爆笑）

リン：ぱーん！　ばた、どくどくどくー（ばったり机つくえに突つっ伏ぷしている）。

チンエン：おい、これ込こめたのは一発だけなんだろうな本当に!?

ＧＭ：いやぁ、よく切ったんですけどねー。

オトハ：リンが死んじゃったー!?

リン：姫ひめ様さま、まだ死んでません。12点しか残ってないけど（笑）。

ユーノス：むしろ、生きてるリンさんが不思議ですよ（笑）。

ＧＭ：「くーっくっくっくっ！　楽しいのう、楽しいのう！」

チンエン：こいつ……（笑）。

ユーノス：次はボクです。このカード、よく切らせてもらいますよ？

ＧＭ：どうぞ、俺おれも一回カットします（笑）。というわけで、【幸運】判定。

ユーノス：ここで《アンプロンプチュ》（＊）を使います！

ＧＭ：「わしは《ギフト》を宣言じゃよ」

ユーノス：えっ、ちょっと！

ＧＭ：「勝ち逃にげなんてさせんからの」

ユーノス：というわけで、４Ｄ＋８で判定です。……これ、ガチ勝負か。

ＧＭ：そう、こっちも４Ｄ＋８！　おりゃ！　達成値18！

ユーノス：あらよっと。うぎゃー、低い!?

ＧＭ：「よし、わしの勝ちじゃ！」

ユーノス：フェイト１点使って振ふり直します。ポロロ～ン♪　……おっ、今度は23！

ＧＭ：……ということは、ユーノスが差分値５で勝利！

ユーノス：では、「自分が受けるダメージ半分」を選びましょう。

ＧＭ：「じゃあ、わしからじゃな」開運仙人は銃口を頭に向け、カタカタ震ふるえながら引金を引き───……よし、今度は数札！

ユーノス：ちっ、引きませんでしたか！

ＧＭ：「これで、確率は五分の一。若わかいの、次はそっちの番じゃ」

ユーノス：お、おおっ、いきましょう！　たあっ！　───……こっちも数札！

一同：おおおおおっ～。

ユーノス：ふー、何とか生き残りましたよ。

ＧＭ：では、ユーノスとチンエンが交代です。「さあて、次はどいつじゃ？」

チンエン：ご老体、実はオレもこのような遊戯は大好きでな。

ＧＭ：「キキキキ、気が合うのう！」

チンエン：さて、【幸運】を振ろうか。

ＧＭ：よし、行くぞ！

チンエン：ここでフェイトを１点使う。こっちは12！

ＧＭ：……うわっ、ファンブった──────!?

オトハ：すごい、たんどーさん本当にダイス目が悪いっ！（笑）

チンエン：よかったね、小島さん。仲間がいるよ？

オトハ：わーい！

ＧＭ：リプレイのときだけ！　リプレイのときだけですって！

チンエン：ところで、ファンブルしたら、そっちの達成値はどうなるんだ？

ＧＭ：えー、達成値０となります（笑）。

チンエン：おお、ということは差分値12か。何を選んでもいいんだな。

ＧＭ：開運仙人はたらーっと冷ひや汗あせを流しています（笑）。

チンエン：現げん在ざい四枚残っているから、ここで二枚引いてもらおうか！

ＧＭ：「くっ───！」びくびく！

チンエン：おいどうしたご老体？　手が震ふるえているぞ（笑）。

ＧＭ：「な、なんの。舐なめるでない」ふーっ……。とりゃあ！　……おしっ、数札！

オトハ：おっ。

ＧＭ：───もう一枚！　とりゃ！　……よしっ、数札だ！

一同：なに───!?（笑）

ＧＭ：「おっしゃあああっ!!　面おも白しろくなってきた！　面白くなってきたわぁ!!」

リン：仙人、大だい興こう奮ふんですね。

チンエン：……やるな、貴き様さま。

ＧＭ：「これで、おぬしが死ぬ確率は二分の一！」そう言って拳けん銃じゆうを渡わたします。

チンエン：面白い。料理とギャンブルに愛されたオレの運、見せてやる。




　確率は、二分の一───。

　チンエンは、銃口を頭に向け、引金に指をかける。




リン：ドキドキ、ドキドキ……。

ユーノス：ドキドキ、ポロロ～ン♪

ＧＭ：これは盛もり上あがる。

チンエン：いくぞ───!!




　そして引いたカードは───数札！　チンエン、驚きよう愕がくの発はつ砲ぽう回かい避ひ！




一同：おおおおおおおおおっ！

オトハ：すごーい！

ＧＭ：（ガタッと立ち上がり）……な、なんということ!?

チンエン：ご老体、これで弾丸が飛び出る確率は……一分の一！（一同笑）

ＧＭ：「───ぐっ!?」

チンエン：……フッ、確率[image: ]パーセントはスリル満点だろう？

ＧＭ：「いやっ、まだじゃよ！　まだ【幸運】判定が残っておる！」

ユーノス：あっ、オトハさんとの【幸運】勝負によっては向こうが生き残る目がある！

ＧＭ：そのとおり！




　差分値３以上で開運仙人が勝利した場合、生き残る目がある。

　差分値３～４でダメージ半分を選せん択たくすれば、開運仙人は生き残り、差分値５～６で仕切り直し、差分値９以上なら開運仙人はパスしてオトハが引金を引くことになる。




ＧＭ：チンエンはオトハと交代です。

オトハ：そうか。なら、フェイトを２点ほど使おう！

ＧＭ：では、勝負！　とわっ───。

オトハ：（ダイスを振る）うわっ、低い、こっちは11!?

ＧＭ：よし、こっちは13。勝った！

オトハ：ああああっ、負けたー！

ユーノス：落ち着いてオトハさん。差分値２では、ダメージ二倍しか選べません（笑）。

オトハ：そっか、ここでダメージ二倍を選んでも。

リン：ええ、開運仙人が先に引きますから……。

ＧＭ：「……やれやれ。これでやっと静かに眠ねむれる───」開運仙人は、悟さとりきった表ひよう情じようでリボルバーに手を伸ばし、そこでシーンは暗転───。

オトハ：ちょ、仙人!?（一同笑）




　ズキューン！　一発の銃声が響ひびいた。




ＧＭ：銃声が響き、気がつくと開運仙人が突っ伏しています。試練クリアーです。

オトハ：なんだかよくわからないうちに終わってしまった……（笑）。

ユーノス：いや、オトハさんに運があったということですよ、つまり。

チンエン：見ろよ、安らかな死に顔じゃないか。

ＧＭ：いや、戦せん闘とう不ふ能のうになっただけですから。

チンエン：あ、そういえばそうか（笑）。

ＧＭ：「い、行くがよい……」とかすかな声で言ってくれます（笑）。

ユーノス：では行きましょう、もうここには用はありません。

ＧＭ：ええ、あとはモンクたちが試練を受けるだけですから。シーン終しゆう了りようです。

オトハ：あー、面白かった……（笑）。





（＊）《ガーディアン》　シナリオ中に一回、ダメージを０にするサモナーのスキル。

（＊）《アンプロンプチュ》　１ラウンドに一回、あらゆる判定を呪歌判定で行なえるバードのスキル。









◆Middle 12◆大聖堂の怪かい異い




　知力、体力、時の運、三つの試練を乗のり越こえたオトハたち。

　山頂の大聖堂が、皆みなを優やさしく迎むかえてくれる。

　伝説の『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』まで、あとわずか──。




ＧＭ：では、皆さん試練を乗り越えて、山頂にある大聖堂に到とう着ちやくしました。建物自体は、そんなに大きくはないです。そこに、何名かの修しゆ行ぎよう者しやがいますが、こっちはモンクではなく、アコライトやセージの方々ですね。

ユーノス：ああ、ようやく聖地っぽくなってきましたね。

チンエン：今までのは、ありがたみは欠片かけらもなかったからな（笑）。

リン：まず、回かい復ふくさせて～。さっきのロシアンルーレットで瀕ひん死しのままです。

ＧＭ：わかりました。メインプロセス一回分ということで。




　というわけで、ＰＣたちはこれまでに消しよう耗もうした【ＨＰ】や【ＭＰ】の回復を行なう。

　その結果、リンの【ＨＰ】は61点まで回復した。




リン：なんとか、半分は回復できました。

ＧＭ：で、皆さんが回復し終わると、ひとりの修行者がやってきて「よく三つの試練を乗り越えてきましたね」と。

オトハ：いろいろ大変であった（笑）。

ＧＭ：するとシュウネンが「あなたたちが試練を突破できるとは思ってもいませんでしたよ」と感心して言います。

チンエン：お前、大した試練受けてないんじゃないか？

ＧＭ：描びよう写しやを省いただけで、彼らも同等の試練を受けてきましたから。

チンエン：そうだったのか。

オトハ：開運仙人、どんだけ自分を弾いたんだろう（笑）。

チンエン：深く考えないほうがよさそうだ。

ＧＭ：「では、我々は大聖堂の試練を乗り越えたという昇しよう段だんの印いん可かを受けるので、あなたたちは書庫に行くといいでしょう。そこに目当てのものがあるはずです」

ユーノス：『登龍極医書』のことですね。

オトハ：それがあれば、兄上も快復するはずじゃ。

ＧＭ：で、ここで、シュウネンがチョウユウに言葉をかけるんですよ。「チョウユウ、よく頑がん張ばったじゃないか。もしかしたら脱だつ落らくするかもしれないと思い、心を鬼おににして鍛きたえた甲か斐いがあったというものですよ」と。

チンエン：それ本当か？

オトハ：うーん、怪しいなぁ。

ＧＭ：「そんな、シュウネン。ありがとうなんだな」と、チョウユウも嬉うれしそうです。

オトハ：いまいち信じられん。

リン：まあ、仲直りしたならよかったではありませんか。

ＧＭ：「では、書庫はこちらになります」と、オトハたちは書庫に案内されます。




　書庫は、大聖堂の地下に造られていた。

　書しよ棚だなには、巻まき物ものや綴とじ本ほんが整然と保ほ管かんされており、貴き重ちような文ぶん献けんであることを思わせる。




ＧＭ：書庫には、たくさんの文献が保管されています。で、書庫を管理する学がく僧そうが案内してくれるようです。

ユーノス：蔵ぞう書しよ数はかなりのもののようですね。

リン：さすがセーリア。文化の国ですねえ。

ＧＭ：学僧が「はるばるダイワよりいらしたそうですが、どういった書物をお探しですか？」と聞いてきます。

オトハ：わたしたちは、『登龍極医書』を探しておるのだ。

ＧＭ：「……ほう、『登龍極医書』を。なるほど、よほどの難なん病びようにかかった方がいらっしゃるのですね」

オトハ：左様じゃ。

リン：『登龍極医書』なら、いかなる病も治す方法が書かれているとうかがいました。

ＧＭ：「はい、我がセーリアでもこれに勝る医術書はございません。

オトハ：それは期待できるのう。

ユーノス：で、どれが『登龍極医書』なのでしょうか？

ＧＭ：「こちらが『登龍極医書』です……」と、古めかしい書物を差し出してくれます。

オトハ：おお、これが……。

リン：では、丁てい重ちように受け取りましょう。

ユーノス：本そのものが治ち療りようの力を持っているとか、そういうのではないんですよね。

ＧＭ：そうですね。病びよう状じようと治療法が事細かに記述されている本です。

リン：まず、上様の病状に該がい当とうする記述はあるんでしょうか？

オトハ：さっそく調べてみようか。

ＧＭ：では、そこで調べようとしているところで、シュウネンとチョウユウの場面にシーンを移うつします。

オトハ：おっ、なにかイベントかな？




＊　＊　＊




　チョウユウとシュウネンのふたりは、三つの試練を乗り越えた印可を与あたえられる。

「僕が、試練を乗り越えられるなんて思わなかったんだな！」

　嬉しそうに言う、チョウユウ。

　入門以来、呑のみ込こみが悪く、技わざの修得も皆より遅おくれていた。

　だが、これで一人前として認みとめられることになる。

　喜びもまた、ひとしおであった。




　そんなチョウユウを、シュウネンは冷たい笑えみを浮うかべて眺ながめている。

　眼鏡の奥おくの瞳が、ギラリと妖しい光を発した。




ＧＭ：喜ぶチョウユウに対し、シュウネンは冷たい笑みを浮かべています。それに気づき「ど、どうしたんだな、シュウネン？　なんだか様子がおかしいんだな」と、シュウネンの冷たい視線に違い和わ感かんを覚えているチョウユウ。「……くくく、チョウユウ。ここまで残ってくれた礼を言うよ。お前ならいつでも僕が始末をつけられるからね！」

オトハ：やっぱり、シュウネンは悪いヤツであったか！

ユーノス：裏うらをかいたと見せかけて、実はそのまんまだったとは！




「まさかシュウネン、君は……」

「そうそう、この宝物庫のアイテムを使いこなせるのは、この僕───」

　危険を感じて構かまえを取るチョウユウに対し、ゆらりと歩を進めるシュウネン。

　双そう方ほうの距きよ離りは縮ちぢまり、そして───。




＊　＊　＊




ＧＭ：というところで、シーンは暗転。場面はオトハたちがいる書庫に戻もどります。

オトハ：おっ、ここで戻るのか？

ＧＭ：すると「ぎゃ────!!」という悲鳴が、大聖堂に響ひびき渡わたる!!

ユーノス：この悲鳴は……!?

オトハ：まずは戻ろう、チョウユウが心配じゃ!!

ＧＭ：では、皆さんが駆かけ出したところで、クライマックスとなります！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆恐きよう怖ふのタイガー必ひつ殺さつ拳けん




　突とつ如じよあがったけたたましい悲鳴───。

　書庫にいたオトハたちは、急いでその方向に向かう。

　そこには、構えたチョウユウと膝ひざをついたシュウネンの姿すがたがあった。




ＧＭ：では、悲鳴を聞きつけた皆さんが地下の書庫から戻って来たところから、クライマックスを始めます。戻ってみると、そこにはチョウユウと膝をついたシュウネンが。

オトハ：大だい丈じよう夫ぶか、チョウユウ!?　何があったのじゃ？

ＧＭ：まず、オトハたちが駆けつけてみると……そこには苦しげに胸むねを押おさえ、膝をついているシュウネンがいて、見事な構かまえで残心（＊）をしているチョウユウがいます。

オトハ：えっ？　じゃあ、チョウユウは技を放ったのか!?

ＧＭ：そうです、その構え───まさに《ソウルバスター》の構え!!

一同：《ソウルバスター》の構え!?

オトハ：じゃあ、さっきの悲鳴は……シュウネンのものかっ！

ＧＭ：ええ、そうです。

リン：でも、それはダメージを受けたということでは？

ＧＭ：もちろん、チョウユウも無む傷きずではありません。口元から、つつーっと血が伝います。

ユーノス：チョウユウさん！

オトハ：わたしも駆け寄るぞ！

ＧＭ：「来ちゃダメなんだな！」と、チョウユウは制せいしますが……ダメージが大きかったのか、がくっと膝をついてしまいます。

オトハ：チョウユウ、無理するでない！

ＧＭ：そして、シュウネンがうめくように「……まさか、チョウユウが僕ぼくの拳に《ソウルバスター》を返してくるとは……！　一体誰だれにその技を！」と言います。

ユーノス：シュウネンさん、どうやら油断したようですね。チョウユウさんは人知れず努力を続けてきたのですよ。

ＧＭ：「───なん、だと!?」

オトハ：そのとおりじゃ。今まで優やさしすぎたから打うてなかっただけじゃ！

ＧＭ：すると、チョウユウもニコリと微笑ほほえみ「僕、ちゃんと《ソウルバスター》を打てたんだな……みんなの、おかげなんだな。……ゴフッ!?」

オトハ：チョウユウッ!?

ＧＭ：すると、ここで一旦場面が切り替わって以下のシーンがカットインします。

ユーノス：ほう、シーンのカットインが？

ＧＭ：「チョウユウよ、ついに《ソウルバスター》を体得したか」と、くわっと目を開く館長のアップがカットインし───。

チンエン：いらねえよ、お前のアップは!?（一同爆ばく笑しよう）

ユーノス：館長、そんなキャラじゃなかったでしょう!!

オトハ：お、おかしい、いいシーンなはずなのに……（笑）。

ユーノス：で、シュウネンはどうなったのですか？

ＧＭ：シュウネンは、憎にくしみに満ちた視し線せんを皆みなさんに向け、眼鏡めがねを叩たたき割わります。

リン：知的キャラを捨すてた!?

ＧＭ：「こののろまに余よ計けいなことを教えたのは貴き様さまらか……」と憎々しげに呟つぶやきます。

リン：でも、チョウユウさんはのろまなんかではありません。優しすぎただけなのです。

オトハ：そもそも、お前はなんでこんなことをしたのだっ！

ＧＭ：「この大だい聖せい堂どうに眠ねむったお宝たからは、みんな俺おれのものだ……」

ユーノス：では、あなたが館長や仮か面めん料理人が言っていた、秘ひ宝ほうを狙ねらう者のひとりだったというわけですか。

ＧＭ：「そうよ！　優ゆう秀しゆうな者が優すぐれた物を使う、そこに何の間ま違ちがいがある！」

ユーノス：自分を優秀と評ひようするとは、思い上がりもはなはだしい！

リン：しかし、どうしてわざわざ試練を受けるなんて面めん倒どうなことを？

ＧＭ：「この大聖堂に入るには、試練を受けるしかないからな。特に、俺みたいな者はな」と言うと、シュウネンから立ち上がる気配が明らかに人間ではないものになっていきます。

オトハ：もしかして……魔ま族ぞく？

ＧＭ：「いかにも。貴様ら人間を超ちよう越えつした存在、すなわち魔族よ！」

チンエン：こんな小物っぽいのが魔族だったとは……（笑）。

ＧＭ：「言ってくれるな。こんな建物でも、生意気に魔族祓ばらいの結界はかなりのもんだ。だから、人間を装よそおい、手順を踏ふんで、モンクどもの〝許可〟を得ねば侵しん入にゆうできなかった……」

リン：ヴァンパイアは招かれなければ他人の家に入れないという伝説のようなものですね。

オトハ：やっぱりお前は悪いヤツだったな。最初からわかっていたぞ！

ＧＭ：（頭を掻かきつつ）「いやま、そうなんだけどさー。でも、それって勘かんでしょ？」

オトハ：（うろたえて）そ、それはそうだけど！

リン：認みとめるんですか（笑）。

ＧＭ：「それに、ジャクソンが転落したときは、身内のユーノスをリンと一いつ緒しよになってごくナチュラルに疑うたがったよね？」

ユーノス：はっ!?　たしかに！　ボクはやってないのに。

オトハ：（目を逸そらす）……き、気のせいじゃ。

一同：誤ご魔ま化かした───!!（一同爆笑）

リン：姫ひめ様さま、さすがにそれはちょっと……。

ユーノス：いやあ、ボクは傷きずつきましたよ、本当に（笑）。

ＧＭ：「くっーくっくっ、お前たちの結束など、俺の頭ず脳のうプレイをもってすればこのとおり。一いつ瞬しゆんにしてズタズタよー！」

チンエン：頭脳プレイとか、大おお袈げ裟さなもんじゃないだろ（一同笑）。

ＧＭ：「ふん！　当初の計画は狂くるったが、お前を倒せば元通り。何も問題なくここの宝ほう物もつをいただけるってわけだ！」

オトハ：そんなことはさせないのじゃ！

ＧＭ：「フッ、できるかな？」と、シュウネンは拳けん法ぽうの構えを取り、シュッシュッ！　と拳こぶしを繰くり出だすと……そのオーラが虎とらの形となり、ガオーッと実体化します。

ユーノス：本当に虎が出てくるんですか？

ＧＭ：ええ、それも群むれで。「───これぞ、タイガー必殺拳!!」（一同爆笑）

ユーノス：ええぇえぇぇぇー、これがぁっ!?

リン：そうだった……タイガー必殺拳の存そん在ざいをすっかり忘わすれていました（笑）。

チンエン：まさか、クライマックスで出てくるだけだとは思わなかった（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ、完全に油断したようですね。

リン：油断とか、そういう問題ではないです（笑）。





（＊）残心　武道で、技を決めた後も相手に意識を向けて構えていること。






▼第１ラウンド

ＧＭ：では敵てきを配置します。敵は、シュウネンと彼が出したオーラの虎……キネティックタイガー（以下、虎）というオリジナルのエネミー。これはモブで、三グループいます。

リン：なるほど、虎はモブなんですね。よし、《トルネードブラスト》（＊）が輝くぞ！

ＧＭ：敵は全員ひとつのエンゲージに存在します。ＰＣもひとつのエンゲージで、距きよ離りは一〇メートルとなります。

オトハ：……チョウユウは戦闘に参加するのか？

ＧＭ：いえ、彼は無力化しているので、戦闘には含ふくめません。というわけで、まずは【行こう動どう値ち】を申告してください。こちらはシュウネンが21、虎が16です。

リン：そうなると、先手は向こうですね。

ＧＭ：ちなみに、チョウユウが《ソウルバスター》を決めているので、シュウネンの【ＨＰ】はマイナス[image: ]点されています。

一同：おおっ！

オトハ：チョウユウが頑がん張ばってくれたのじゃ！

ＧＭ：そういうことです。では、【行動値】をまとめましょう。




・行動値

シュウネン　　　　21

ユーノス　　　　　19

リン　　　　　　　16

虎×３　　　　　　16

オトハ　　　　　　14

チンエン　　　　　14

[image: ]




ＧＭ：まず、シュウネンがセットアッププロセスでオリジナルエネミー特殊能力、《虎統率》を宣せん言げん。一いつ斉せいにオーラの虎が襲おそいかかってくる！

ユーノス：なんですか、それ？

ＧＭ：虎を統率する能力です。隠密状態の対象にも有効な《集団統率》（＊）だと思ってください。

ユーノス：それはまずい！《インタラプト》で打ち消し！　天使の歌が戦意を萎なえさせる！

ＧＭ：なんの、《インタラプト》でさらに打ち消し！　チョウユウが猛もう虎この咆ほう哮こうを上げ、ユーノスの歌声を打ち消します。

ユーノス：くっ、ですが打ち消しは切らせましたよ。

ＧＭ：では、あらためてキネティックタイガーたちの行動です。まず攻こう撃げき目標はオトハ！

オトハ：なんと！

ＧＭ：ガオー！　マイナーで移い動どうして攻撃！（ダイスを振ふる）命中は22です。

オトハ：（ダイスを振る）むー、14。さすがに回かい避ひできないのじゃ。

ＧＭ：ダメージいきます！　……がぶっと噛かみついて41点！

リン：《プロテクション》！　……15点軽けい減げんです。

オトハ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は15点あるから……11点くらったのじゃ。

ＧＭ：で、次。こいつは五メートル移動して、メジャーで隠おん密みつ状じよう態たいになります。

リン：……消えた!?

ＧＭ：もう一体も、同じく五メートル移動して、隠密状態。

ユーノス：なるほど。一匹ぴきが足止めして、二匹が次の準じゆん備びを整えるという連れん携けいですね。

ＧＭ：しかも、隠密状態なので、見つけるまで攻撃の対象にできません。

オトハ：あう。《トルネードブラスト》が使えないぃぃぃ。

ＧＭ：そう毎度毎度簡単に撃うたせやしません。そして、次のセットアッププロセスはあなたがたの番ですが……。

リン：どうしましょう？　虎にエンゲージされたので、《陣じん形けい》はもう意味がなくなってしまいました。

チンエン：今の状態だと、敵がいるせいで《陣形》では移動できないからな。

ユーノス：ならボクは、《クイックソング》（＊）から《エチュード》（＊）をみんなにかけましょう。といっても、効こう果かがあるのは魔ま法ほうで攻撃するチンエンだけですが。ラララ～♪　判はん定てい成功。

チンエン：これで、オレの魔法ダメージが＋25だな。

リン：では、あたしは《セイクリッドソング》（＊）を。発動判定は……あっ、ファンブルー!?

ＧＭ：ほっほう、それはありがたい！

リン：なんの、フェイトを１点使用して、振り直し……よし、今度は成功です。

チンエン：オレは精せい霊れいのサラダを《ファストイート》（＊）で食べよう。うおおっモグモグバリバリムシャムシャ！

オトハ：行動だけ見てると、戦う気があるように見えない（笑）。

チンエン：我らチューシにとっては、食事も立派な戦いよ！

ＧＭ：以上でセットアップは終わり、シュウネンの行動順か。まず、マイナーで《フルスイング》（＊）。ぐわっと腰こし溜だめに構え……《ソウルフィスト》でオトハを攻撃！

オトハ：えっ、こんなに離はなれておるのじゃぞ!?

ＧＭ：《ソウルフィスト》（＊）により、気合いの衝撃波を放つのです。出目は……クリティカル。

オトハ：ひぃぃっ！　回避……はダメじゃ！

ＧＭ：ぎゅるるるる～！　と気が渦うず巻まいて、83点の魔法ダメージ！

リン：それは危あぶない!?　《プロテクション》！　……15点軽減！

オトハ：【魔法防御力】は８点だから……60点も受けた!?

ＧＭ：「はっはっはっ！　弱い、弱いなぁ!!」

オトハ：うう、結けつ構こう効きいた……でも、殴なぐり返してやるのじゃ！

ユーノス：ボクは待機を宣言。

リン：あたしは、《セイクリッドダンス》（＊）。歌ったあとは踊おどるのですわ（笑）。

ＧＭ：次は、オトハとチンエンですね。

チンエン：では、オレからいこう。マイナーアクションで《フードファイト》（＊）。魔法の肉にく団だん子ごを食ってダメージに＋12。《アースブレット》（＊）でシュウネンを攻撃だ！　魔ま術じゆつ判定にフェイトを１点使い……29だ！

ＧＭ：29？　それはクリティカル以外は無理……くっ、ダイス目は３。命中です。

チンエン：はは～ん。ダイス目が悪すぎるとフェイトの使い甲斐がいもないなー（笑）。

ＧＭ：「……くっ、優秀な俺に向かって！」屈くつ辱じよくにプルプル震ふるえるシュウネン。

チンエン：優秀なら、このダメージに耐たえてもらおうか。《マジックフォージ》（＊）も宣言し……（ダイスを振る）〈地〉属ぞく性せい、[image: ]点の魔法ダメージだ！

ＧＭ：「ぐわああああああっ!?」石の礫つぶてがびゅんびゅん飛んできて、【魔法防御力】を引いて[image: ]点ダメージを受けました。

チンエン：ダメージを受けると、転てん倒とうの効果もあるぞ？

ＧＭ：さすがに、《バッドステータス無む効こう》を持っていますので。

チンエン：ほほう、さすがは優秀なシュウネン君。この程てい度どじゃ倒たおれんか。

ＧＭ：これは悔しい。「ええい、馬ば鹿かにするな！」と叫さけぶシュウネン。

ユーノス：ううむ、凄すさまじい威い力りよくですね。これがチューシの力、か。

チンエン：フッ。さぁ、次はオトハの番だ。

オトハ：この虎、10レベル以下だといいんだけど……ともあれ、エンゲージした虎に《トルネードブラスト》!!

ＧＭ：ちなみに、《トルネードブラスト》だと、戦闘不能と死亡を選べますが、どうします？

オトハ：ん～、この虎、生き物ではないようだから死亡を選ぼう。

ＧＭ：わかりました。では、オトハが《トルネードブラスト》を宣言すると、幻まぼろしの虎たちは次々に斬きり伏ふせられ、その身は塵ちり……そうですね、オトハの潔いさぎよい剣けん閃せんにより、桜の花びらになって崩くずれ去さります。

オトハ：おお、美しいな。

ＧＭ：そして、待機しているユーノス。

ユーノス：うーん、残りの虎に隠かくれられていて、どうしようもありませんね。

ＧＭ：さて、どうする？

ユーノス：よし、マイナーで《ウィング》で飛行状態となり、メジャーで、《ジョイフルジョイフル》をオトハさんに使っておきます。（ダイスを振る）発動は成功です。では、オトハさん。お願いしま～す。ポロロ～ン♪

オトハ：わかったのじゃ！　マイナーで、シュウネンのところまで移動。メジャーで《バッシュ》を宣言して、シュウネンを攻撃じゃ。とあぁーっ！　命中は……20！

ＧＭ：20だと、クリティカルで回避できるが……くっ、ダイス目は10で、回避は18。勢いきおいよく振り下ろしたオトハの刀を、シュウネンはかわすことができなかった！

オトハ：（ダイスを振る）えっと、諸々足して76点！

ＧＭ：くくく、こっちには30点の【物理防御力】があるぜー。

ユーノス：マジですか!?　結構硬かたいですよ！

ＧＭ：では、全員行動済でクリンナップ。特にないので１ラウンド終しゆう了りようです。





（＊）《トルネードブラスト》　キャラクターレベル＋１以下のモブを戦闘不能、あるいは死亡にすることができるサムライの自動取得スキル。

（＊）《集団統率》　セットアップに配下のモブを即座に行動させるエネミー特殊能力。

（＊）《クイックソング》　メジャーアクションのタイミングで使用する判定が呪歌のスキルを、セットアップのタイミングで使用できるバードのスキル。

（＊）《エチュード》　対象の魔法ダメージを上昇させるバードのスキル。

（＊）《セイクリッドソング》　カンナギのスキルのコストを減少させるカンナギのスキル。

（＊）《ファストイート》　セットアップで料理を使用するチューシのスキル。

（＊）《フルスイング》　マイナーアクションで武器の攻撃力を二倍にするウォーロードのスキル。

（＊）《ソウルフィスト》　エンゲージしていない対象にも白兵攻撃が行なえるモンクのスキル。

（＊）《セイクリッドダンス》　判定のダイスを＋１Ｄする。クリンナップに【ＭＰ】を５点消費し続けるかぎり持続する。カンナギのスキル。

（＊）《フードファイト》　料理を消費してメインプロセスのダメージを上昇させるチューシのスキル。

（＊）《アースブレット》　〈地〉属性の魔術による攻撃を行なうメイジのスキル。

（＊）《マジックフォージ》　魔法ダメージに＋キャラクターレベルＤするメイジの自動取得スキル。






▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアップから。シュウネン、《虎統率》を宣言。隠密状態させた二グループの虎に攻撃させます。

チンエン：ちっ、この虎は鬱うつ陶とうしいな！

ＧＭ：今、オトハにエンゲージしたら一いつ掃そうされるだけなので、後方のエンゲージを狙ねらおう。

ユーノス：ふふふ。さあ、こっちの準備はできていますよ？　カモンカモン！

ＧＭ：ユーノスを狙うか……（しばし考え）いや、それはない。チンエンを狙います。

チンエン：おい、こっちか！

ＧＭ：あなたの魔法攻撃は痛いですからね。率先して潰つぶします。

チンエン：仕方ない、来るがいい！

ＧＭ：ええ。ではいきます。マイナーで移動して《サプライザル》で攻撃！




《サプライザル》

　対象に武ぶ器き攻撃を行なうシーフのスキル。命中判定に＋１Ｄ、ダメージロールに＋［（ＳＬ）Ｄ］する。《サプライザル》は隠密状態のときのみ使し用よう可か能のう。

　虎は《サプライザル》５レベルを習得しており、ダメージに＋５Ｄできるのだ。




ＧＭ：ちなみに、虎は《シャドウストーク》があるので、移動しても隠密状態は解除されません。では、攻撃は……（ダイスを振る）あー、低い。19で命中です。

チンエン：ここはまず普ふ通つうに避よけよう。（ダイスを振る）げふっ、くらった。

ＧＭ：じゃあ、ダメージいきますよ？　とりゃー!!　……だ、駄目だ。低い。48点です。

リン：《プロテクション》！　おお、結構止めました、23点軽減。

オトハ：うわ、５Ｄでそれだけ止めるんだ！

チンエン：こっちの【物理防御力】が12点だから……13点ダメージか。まだまだ平気だな。

ＧＭ：なら、二体目もチンエンを狙おう。がおおっ！　命中は22！

チンエン：……ちっ、回避は失しつ敗ぱいだ。

ＧＭ：では、爪つめと牙きばでチンエンに襲おそいかかり、45点！

リン：《プロテクション》です！　……あら、またもいい目ですね。26点軽減です。

ＧＭ：うっそー!?　何故なぜだー！

チンエン：それだと【物理防御力】を引いて７点だけしかくらわない（笑）。

ＧＭ：くそー、なんてことだ。この虎の二連続猛攻で20点しか削れないなんて……。ともあれ、こちらのセットアップは終了です。

リン：姫ひめ様さま、ここで《限げん界かい突とつ破ぱ》が使えますよ。

オトハ：おお、そうじゃな。《限界突破》、使用じゃ！　ゆくぞ、みんな！




　オトハの凛りんとした掛かけ声ごえが、仲間の心を奮い立たせる。

〝烈れつ風ぷう！　世直し隊〟は、闘志に燃え上がった！




ＧＭ：なるほど。では、このラウンド中、皆みなさんの判定とダメージロールに＋６です。

リン：一気に畳たたみ掛けたいですねぇ。

ユーノス：ボクは《ファイトソング》で《インタラプト》を復ふつ活かつです！

リン：あたしは《コンポーズ》（＊）を使います。

チンエン：オレはなしだな。

オトハ：なら、ここでいよいよあれの出番！

リン：姫様、あれというと、やっぱりあれなんでございますね！

オトハ：そのとおり！　印いん籠ろうじゃ～!!

一同：印籠きた────────────!!

リン：ばばばーん！

オトハ：えーい、シュウネン！　この紋もん所どころが目に入らぬかー！　ぴかーっ！

一同：ぴかーっ？

ユーノス：一体、何の光なのか（笑）。

リン：きっと、タイクーン家のご威い光こうなんでしょう。




　オトハが懐ふところから取り出した、アオイの御紋入りの印籠。

　異国セーリアにおいても、その紋は気高く眩まばゆく輝かがやくのだった。




ＧＭ：すると、シュウネンは「うわっ、まぶしっ!?」と、印籠を恐おそれるかのように跪ひざまずいてしまいます。

オトハ：おおっ、効いた！　効いたのじゃ！

リン：さっ、姫様続きを！

オトハ：このお方かたをどなたと心得る！

ＧＭ：えっ、自分で言っちゃうんですか？

リン：姫様っ、それあたしが言わないと駄目ですからっ！（笑）

オトハ：あっ!?　そ、そうであった。では……このわたしをどなたと心得る～!!

一同：余計駄目だ───!!（爆笑）

リン：ひ、姫様……（笑）。

オトハ：わたしはタイクーンの妹であるぞー……って、自分で言うとなんか格かつ好こ悪わるい!?

ユーノス：今さら気づいたんですか？

チンエン：そりゃ、自じ慢まんに聞こえるからな（笑）。

ＧＭ：が、シュウネンに印籠を向けると……その姿は徐じよ々じよに変わっていきます。

オトハ：おおっ!?

ＧＭ：見る間に、シュウネンの姿は頭は虎、身体からだは人という魔族のそれに変わっていきます。

ユーノス：こいつ、虎の魔族だったのですか？

ＧＭ：臆おく病びような自じ尊そん心しんと尊そん大だいな羞しゆう恥ち心しんゆえに人から虎へと変わった魔族……すなわち人じん虎こ。

リン：……ああ、『山さん月げつ記き』！（笑）




　そのような名前の、古典的短編小説があるのです。




オトハ：それが、おぬしの本ほん性しようか！

ＧＭ：「くっ、よもや、この姿を暴あばかれるとはな!?」

オトハ：お前が見せたのではないのか？

リン：いえ、どうやら印籠の効果みたいですよ？

オトハ：印籠に、こんな効果が？　ダメージに＋２Ｄするだけだと思っていたのに。

ＧＭ：ははは、その辺はまた後に明らかになるでしょう。

チンエン：何かの伏ふく線せんか。まあ、そのことは後回しだ。まずはこいつを倒たおさないと。

ＧＭ：では、セットアップが終了してイニシアチブプロセス。

リン：はい、《コンポーズ》で【行動値】が＋11されて27のあたしからです。

ＧＭ：うおお、一気に速くなった！

リン：ふふふ、目にも留まらぬ速度で、この目の前にいる虎を屠ほふりましょう。

ＧＭ：おお、リンが虎殺しにチャレンジを（笑）。

リン：マイナーは《コールゴッド：タケフツ》（＊）で重じゆう圧あつを選択、メジャーは《ペネトレイトブロウ》で攻撃……あら、クリティカル♪

ＧＭ：げえっ、虎が!?　回避できません!?

リン：55点の防御点無む視しアンド重圧です。虎の首を抱かかえ、ごきゅっと（笑）。

ＧＭ：ぐおお……虎はまだ生きていますがかなりまずい。正体を現あらわしたシュウネンの番。

オトハ：おっ、くるかシュウネン！

ＧＭ：ここで、シュウネンは《ソウルフィスト》をリンが首を絞しめた虎にぶち当てます！

ユーノス：虎に!?

ＧＭ：パシーン、命中！　虎は避よけない。戦闘不能になり、そして自じ爆ばく。

一同：自爆!?

ＧＭ：はい、発動したので、虎とエンゲージしている人は、難なん易い度ど12の【幸運】判定を行なってください。成功すればダメージを受けません。

リン：（ダイスを振ふる）それなら22で成功です。虎の死体を、爆発寸前に遠方へと投げ捨てましょう。けひぃっ！（←気合いの声）

ＧＭ：うおっ、避けるとは……！

ユーノス：そうか。《限界突破》の効果か！




　このラウンドのセットアップで《限界突破》が宣言されている。

　その結果、ラウンド中はあらゆる判定に＋６点されるのだ。




ユーノス：となれば、ファンブルしなければオッケーという話ですよね。余よ裕ゆうで回避。

チンエン：フッ、オレもだ。




　───ドウッ!!

　オーラで生み出された虎の群れが炸さく裂れつするも……リンたちは無む傷きずであった。




チンエン：はっはっはっ、危ないところだったな。

ＧＭ：シュウネンは、忌いま々いましそうに舌打ちします。「……くっ、俺のタイガー必ひつ殺さつ拳けんが」

ユーノス：えっ、これがタイガー必殺拳なの!?

ＧＭ：ええ、文字通り虎を殺しているじゃないですか。必殺タイガー拳でないところに注目してください。

ユーノス：なんだその言葉遊びはっ!?（一同笑）

チンエン：てっきり、虎を出してオレたちを殺すのだと思っていたが（笑）。

ＧＭ：「そうとも。これこそがタイガー必殺拳の神しん髄ずいよ！」ちなみに、同じエンゲージにいたもう一体の虎は【幸運】判定に成功しております。

リン：でも、姫様が《トルネードブラスト》したときは発動しませんでしたよね？

ＧＭ：《トルネードブラスト》は死亡か戦闘不能を選択できます。オトハは、死亡を選択したので発動しませんでした。あくまでも、戦闘不能になったときに発動するので。

チンエン：つまり、オレたちが虎を攻撃して倒たおすと爆ばく発はつしてしまうのか。

ユーノス：うかつに攻撃はできないということですね。ボクは待機を宣言です。

チンエン：なら、オレはシュウネンに攻撃を集中しよう！　マイナーで《フードファイト》、メジャーで《アースブレット》だ。

ユーノス：おお、チンエンの周囲に材料が舞まった！

チンエン：このあん肝きもをくらえー。

オトハ：またあん肝じゃ（笑）。

チンエン：いくぞ、フェイトを１点使い、命中は31！

ＧＭ：ぐっ、その数字は……おお、クリティカルで回避！

チンエン：なんだと!?

ユーノス：フッ、ご安心なさいチンエンさん。ここには、ボクという天使がいるのですよ？

チンエン：おっ、なんとかできるのかユーノス。

ユーノス：お任まかせなさい。《カノン》を宣言！　ラララ～、振り直しなさい～♪

ＧＭ：「馬鹿な、勝手に身が踊おどり出してしまう!?」くそー、《カノン》があったかー。

ユーノス：（ダイスを振る）発動成功。ラララ～♪　所しよ詮せん、あなたは二流です～♪

ＧＭ：振り直しの結果、回避失敗。「おのれ、ジャクソンの仲間だと思って甘あまく見みたわ！」

ユーノス：違ちがいますよ!?（一同笑）

オトハ：仲良さそうだったものなー。

ユーノス：だから違います！

チンエン：避けられなかったのか。なら、95点の魔ま法ほうダメージ！

ＧＭ：くそ、結構くらってしまった……。

リン：さあ、次は姫様ですよ！

オトハ：うむ。ここは《レイジ》の使いどころじゃ！　マイナーで《レイジ》、メジャーで《バッシュ》（＊）！　いくぞ、シュウネン!!　フェイトを１点使って、たあっ！

一同：…………。

オトハ：出目は、６、６、２、５。クリティカルじゃ！

ＧＭ：うっそー!?

ユーノス：さすが、オトハさん！　伝説を残すお方だ！

ＧＭ：うおおおおおおぉっ、負けられるかー!!




　気合いを入れて振った、２Ｄ──その目は、６と６のクリティカル！

　渾こん身しんのオトハの一いち撃げきを、シュウネンは完全に読み切っていた！




一同：げぇぇぇぇっ！

オトハ：避けられたーっ!?

ＧＭ：しゃあああああああああっ！　もうダイス目が低いとは言わせねえっ!!

オトハ：ああああああっ、《レイジ》が～……ユーノス、《カノン》は!?

ユーノス：あれは一回使うと行動済みになっちゃうんですよ～。

オトハ：ああ～ん。

チンエン：くっ、ここでおとなしく倒されておけば良いものを！

ＧＭ：（嫌味ったらしい口調で）「ほら、僕って魔族じゃないですかぁ。人間風ふ情ぜいに負けるわけにはいかないじゃないですかぁ」

チンエン：くそ、こいつ（笑）。

リン：というわけで、《限界突破》と印いん籠ろうの効果が消えます。

ＧＭ：よっしゃー。クリンナップ終わって次のラウンドです。





（＊）《コンポーズ》　【行動値】を上昇させるカンナギのスキル。

（＊）《コールゴッド：タケフツ》　ダメージを与えた対象に指定したバッドステータスを与えるカンナギのスキル。

（＊）《バッシュ》　白兵攻撃のダメージを上昇させるウォーリアのスキル。






▼第３ラウンド
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ＧＭ：それではセットアップ。では、シュウネンが構えを取って「ていっ！」と拳こぶしを突つき出だすと、またオーラから虎とらが一グループ出現します。

ユーノス：また呼よぶのですか。厄やつ介かいな相手だ。

ＧＭ：これでシュウネンは終わり。

ユーノス：《ランナップ》（＊）でオトハさんのいるエンゲージに移動です。いざというときは、身を挺ていして守りますよ。

リン：あたしは《コンポーズ》を宣言。【行動値】27にアップ。

ＧＭ：他ほかはなし？　では、リンからですね。

リン：メジャーでこのエンゲージから離り脱だつ。シュウネンの二メートルほど手前に移動。

ＧＭ：では次はシュウネン。《フルスイング》を宣言し……オトハに《トリプルブロウ》（＊）！

オトハ：と、とりぷるっ!?　三回攻撃!?

リン：ひ、姫様がかなり危ないっ！

ユーノス：なんの！《トリプルブロウ》を《インタラプト》！　ボクの音楽がシュウネンのリズムを支し配はいする！

ＧＭ：「くっ。なにー!?」ぷしゅー、《フルスイング》は消えてしまった。

オトハ：おおっ。ユーノス、ありがとう！　助かったのじゃ！

ユーノス：……と、打ち消したのち待機。ふふふ、ボクは頼りになりますでしょう？（笑）

オトハ：うん、疑ってすまなかった。

ＧＭ：だがすぐに二グループの虎も動きますよ！　まずは、チンエンを狙ねらう！　マイナーで《バッドステータス付ふ与よ：転てん倒とう》し、攻撃！　……げっ、低い！

オトハ：これはひどい。１、１、３とは（笑）。

ＧＭ：命中は、15です……。

チンエン：フェイトを２点使って期き待たい値ちで避よけるとしよう。……おっ、15。ギリギリ回かい避ひ。

ＧＭ：くっ！

チンエン：フッ、甘あまいな。……と言いつつ、心しん臓ぞうバクバクだが。

リン：ギリギリでしたもんね。

ＧＭ：では、呼よばれたばかりの虎は、《バッドステータス付与：転倒》を宣言し、オトハを攻撃します。（ダイスを振る）命中は21！

オトハ：くう、避けられるか……せいっ！　あー、回避できない!?

ＧＭ：よし、当たり。ダメージいきます。35点！

リン：危ない姫様！　《プロテクション》で15点軽減！

オトハ：えーと、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は15点あるから、受けたのは５点だけじゃ！

ＧＭ：だがしかし、ダメージを受けたなら転倒です！

オトハ：あーっ！

ＧＭ：そして、チンエンの番です。

チンエン：では、オトハよ。君の《レイジ》を復活させてあげようではないか。

オトハ：おお、チンエン頼たのむ！

チンエン：この料理を食えー。メジャーで《ソウルフード》！　魂たましいのあん肝きも団だん子ごだ！

ユーノス：またあん肝!?（一同笑）




　チンエンの放ったあん肝団子は、オトハの口内へと吸い込まれていった。

　咀そ嚼しやく、広がる玄げん妙みような味わい。

　───それは、オトハの心に新たな怒りレイジをもたらした！




オトハ：もぐもぐもぐ！　たしかにあん肝団子いただいた！

チンエン：どうだ、あまりの味わいに《レイジ》が使えるような気がしてきただろう。

オトハ：なんじゃこの味はーっ！（笑）マイナーで立ち上がってシュウネンを《バッシュ》で殴なぐるのじゃ！（ダイスを振ふる）よし、21で命中したぞ。

ＧＭ：（ダイスを振る）さすがにもうクリティカルはしない。命中です。

オトハ：よし、《ボルテクスアタック》（＊）！　ダメージ＋10Ｄ！　これで22Ｄ！

ＧＭ：高いっ!?

オトハ：てーい！（ダイスを振る）……全部で93点じゃ！

ＧＭ：93点!?　だが、30点の【物理防御力】がある！　まだ倒れんぞぉぉぉっ！

オトハ：むっ、さすがにまだ生きておるな。

ユーノス：では、《エンカレッジ》（＊）をオトハさんに！　畳たたみ掛かけてください！

一同：よしきたー!!

オトハ：ありがとう、ユーノス！　まずは《レイジ》を宣言し、フェイト１点を使って《バッシュ》！　シュウネンを攻撃じゃ！　命中は30！

ＧＭ：くっそー、15なので回避はできないっ！

オトハ：では、行きます！　ダメージロールはフェイト３点を使って15Ｄ＋94じゃ！

ユーノス：さらに《ディスコード》（＊）も乗せましょう！

ＧＭ：げええっ!?




　今放つ一撃は、オトハ全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめた必殺の一撃───。

　力は山を抜ぬき、気は世を蓋おおわんとする。




オトハ：ダメージは[image: ]点───。

ＧＭ：（計算している）……なんの、まだまだ！

一同：なに[image: ]!?

ユーノス：なら、待機しているボクがオトハさんに《ジョイフルジョイフル》！　もう一発お願いしますよ、姫ひめ君ぎみ！

オトハ：よしきたぁぁぁ！（ガッツポーズ）

ＧＭ：ぐぐぐっ、これさえ耐たえられれば……。

オトハ：あ、でも、【ＭＰ】がすっからかん。

リン：大丈夫です、《祝福》がありますから。

オトハ：それで回かい復ふくしてフェイト１点消費。《スマッシュ》（＊）＋《バッシュ》！　命中は26！

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルせず！　命中です！

オトハ：たーっ！　68点！

ＧＭ：しかし、30点の防御力がある。まだまだ。

ユーノス：くー、硬かたい！　累るい積せきダメージは[image: ]点超こえているというのに！

ＧＭ：「愚おろかな！　貴様ら脆ぜい弱じやくな人間の常識が通用すると思うな!!」

リン：さすがは魔ま族ぞくといったところですか……。





（＊）《ランナップ》　セットアップで移動するシーフのスキル。

（＊）《トリプルブロウ》　対象に白兵攻撃を三回行なうモンクのスキル。

（＊）《ボルテクスアタック》　白兵攻撃に（ＣＬ）Ｄのダメージを追加するウォーリアの自動取得スキル。

（＊）《エンカレッジ》　対象にメインプロセスを行なわせるダンサーのスキル。

（＊）《ディスコード》　対象のダメージロールに（ＣＬ）Ｄのダメージを追加するバードの自動取得スキル。

（＊）《スマッシュ》　白兵攻撃のダメージに【筋力】を追加するウォーリアのスキル。






▼第４ラウンド
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ＧＭ：では、セットアップとなりました。シュウネンは、もう一体虎を出現させます。

ユーノス：またですか！

チンエン：この虎、案外うざいからな。

リン：あたしは《ゴッドスピード》（＊）で、姫様と自分とチンエンに、転倒のバッドステータス無効をかけます。

オトハ：他は、セットアップなしじゃ。

ＧＭ：では、シュウネンの行動。「今まで、よくもやってくれたものだ。今こそお見せしよう……奥おう義ぎ・タイガー滅めつ殺さつ拳けんっ!!」

チンエン：なにぃ!?

ユーノス：それはやっぱり、もしかして……。

ＧＭ：はい、すべての虎が一いつ斉せいに爆ばく発はつします！

リン：そんな、虎をみずから爆発させるなんてー！

ＧＭ：ちなみに、オトハとユーノスはこの自爆に二回巻まき込こまれます。

オトハ：【幸運】で12以上を二回、か……。

ＧＭ：まず一体、ボウッ!!

オトハ：まず、ひとつ。てりゃーっ！（ダイスを振る）やった！　12です！

リン：おー、避よけたー！

ユーノス：（ダイスを振る）こっちも14で成功です。

ＧＭ：なんの、まだもう一体がいる！

オトハ：（ダイスを振る）……あっ、10!?　避けられない!?

ユーノス：ボクは成功です！

ＧＭ：では、チンエンとエンゲージしている虎の自爆も処しよ理りしましょう。

チンエン：ならば、残りのフェイトを２点注つぎ込こもう。……はーっ！　クリティカル!!

ＧＭ：なんと！　しかし、オトハには58点の魔法ダメージです！

オトハ：ぎゃー、倒れるー!?

リン：姫様、《蘇そ生せい》を使ってください。全ぜん快かいしてからダメージです。

オトハ：……ほっ、それなら立っているのじゃ。

リン：そして、あたしもこれで全快。開運仙せん人にんに負わされた傷がようやく回復です。

ＧＭ：そう思うと、開運仙人はいい仕事しましたね（笑）。こちらの行動は終わり。

ユーノス：ラララ～♪　ボクは待機。

リン：ふう、あたしの番ですわね。マイナーでシュウネンのエンゲージに移動。そのふざけた鼻はな面づらに、《ペネトレイトブロウ》です。鼻骨を顔面より折り外して差し上げますわっ！

ＧＭ：それはマジに殺し技じゃないっすか……！　さすがは闇やみの武ぶ術じゆつ。

リン：せっかくですから、命中にフェイトを２点使いましょう。……あら、クリティカル♪

ユーノス：しかも、６が三つも……。

ＧＭ：……だ、駄目だ、かわせない!?

リン：顔面に貫ぬき手てを叩たたき込こみつつ……そしてそのまま陰いん惨さんな禁じ手が炸さく裂れつ！

ＧＭ：そんなエグい古こ武ぶ術じゆつの技を、笑え顔がおでやらないでください。

リン：魔族にこの技が効きくかは知りませんが、とにかく43点防御力無視です。

ＧＭ：「ぐぎゃるぅぅぅっ!?」と悲鳴を上げ、シュウネンは涙なみだ目めに。

チンエン：では、これで最後だ。《アースブレット》───クリティカル!!

ＧＭ：「げえええっ!?　どういうつもりだぁ！　そんなに俺が嫌きらいかー!!」

チンエン：ああ、オレはお前のことが嫌いだ───。

オトハ：よし、やってやれチンエン！

チンエン：《リゼントメント》（＊）を宣言し……ダメージは[image: ]点だ。

ＧＭ：ど、どうしろと……。




　そのとき、チンエンの魔法が発動した───。

　大地が裂さけ、無数の岩がん弾だんが人じん虎こと化したシュウネンを襲おそう。

「お、おのれ……!?」

　その背せ中なかに、鋭するどい爪つめを突つき立たてようとするも、次々と岩弾が降ふり注そそぐ。

　哀あわれ、シュウネンはあっという間に埋まい葬そうされてしまった。

[image: ]




チンエン：もう、ぴくりとも動かんな。

ＧＭ：チョウユウが与あたえた[image: ]点が残っていてもオーバーキルっすよ。

ユーノス：ひどい……（笑）。

オトハ：普ふ段だんよりも凄すさまじい光景じゃが……ともあれ、勝ったぞ！　これにて一件落着！





（＊）《ゴッドスピード》　指定したバッドステータスを無効にするカンナギのスキル。

（＊）《リゼントメント》　一シナリオに一回、魔法ダメージに＋【最大ＭＰ】するメイジのスキル。









ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆絆きずなの《ソウルバスター》




　人虎となったシュウネンは、その妄もう念ねんを抱いだきながら斃たおれた。

　大だい聖せい堂どうの秘ひ宝ほうは守られ、ふたたび静せい謐ひつを取とり戻もどした。

　まずは、恐おそれず技わざを放ったチョウユウを褒ほめねばなるまい。




ＧＭ：では、エンディングとなります。皆みなさんで人虎魔族シュウネンをブッちらばった直後の大聖堂です。

ユーノス：ブッちらばったって……まあ、たしかにフルボッコでしたが（笑）。

リン：下手に【ＨＰ】が高い相手だったので、タコ殴なぐりにするしかなかったんですよ。

ＧＭ：戦いが終わったのを知って、チョウユウも駆かけつけてきます。

オトハ：おお、チョウユウ。

ＧＭ：「シュウネンが宝ほう物もつを狙ねらっていた魔族だったなんて。信じられないんだな……」

リン：でも、ちゃんと打うつことができたんですね。《ソウルバスター》を。

ＧＭ：「打てたんだな！　これも、オトハさんとリンさんのおかげなんだな！」

リン：……いえ、こちらもあなたのおかげで勝つことができました。

チンエン：ああ、シュウネンは[image: ]点のダメージを受けていたんだったな。

ユーノス：まあ、盛せい大だいにオーバーキルしてしまいましたが（笑）。

ＧＭ：実は、チョウユウが《ソウルバスター》を打てなかった場合、虎とらがあと二体ほど増える予定だったんですけどねー。

ユーノス：あー、それはうざい戦せん闘とうになっていたかもしれませんね。

ＧＭ：今まで事じ態たいを見守っていた学がく僧そうたちも「いやー、どうなることかと思いましたよー」と、集まってきます。

チンエン：いたんかい！（笑）ていうか戦えよお前ら！

ＧＭ：「肉体労働は、下の者たちに任まかせてますので」

ユーノス：こ、こいつら……（笑）。

ＧＭ：「しかし、魔族がこの大聖堂に足を踏ふみ入いれるとは……」

オトハ：ああ、このシュウネンのことじゃな。

ユーノス：ああ見えて、魔族だったんですねー。

チンエン：意外でも何でもないけどな（笑）。

ＧＭ：「もしかしたら、何かの予兆なのかもしれません」

リン：予兆？

オトハ：リンの師し匠しようのおババ様さまも、そんなことを言っておったような。

チンエン：もしかして、何か心当たりがおありかな？

ＧＭ：「いえ、全然───」

チンエン：ないのかよ！

ＧＭ：彼かれらは、資し料りよう編へん纂さんや文ぶん献けんの保ほ管かんに努める学僧なので。

ユーノス：ああ、予言とかそんなサムシングはできないと（笑）。

チンエン：ほんと、ここはひどいところだ（笑）。

ＧＭ：で、そうするとですね。向こうの方から声が聞こえてくるんですよ。

リン：……声？

ＧＭ：だんだん近づいてきて「ＦＯＯＯＵ！　ＦＯＯＯＯＵ！」と。

一同：ジャクソンだ──────!!

オトハ：ジャクソン、生きておったのだな！

リン：よかったですねえ。

ユーノス：よくないですよ！　いや、よかったけど！

チンエン：どっちなんだ（笑）。

ユーノス：ともかく、この場を去りましょう！

ＧＭ：「ＦＯＯＯＵ！　ユーノスさぁぁぁん！」と、ジャクソンは嬉うれしげに手を振ふってやって来ます。

ユーノス：ボクは飛び立つ！　自由の大空へと！

オトハ：逃にげた（笑）。

ＧＭ：ともかく、これでチョウユウも試練を突とつ破ぱした一人前のモンクとして認みとめられ、オトハたちも目当ての『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』をゲットできました。

オトハ：よかった、よかった。これで、兄上も良くなろう。

リン：では、ショーリン館に戻もどるということで。

チンエン：まあ、ジャクソンとユニットを組むというユーノスは置いていこう。

ユーノス：組みませんから！

ＧＭ：では、ショーリン館に戻るところで、シーン終しゆう了りようです。




　三つの試練を乗のり越こえて、見事伝説の医い術じゆつ書を手にしたオトハ一行。

　ついでに、ひとりのモンクの成長も見み届とどけ、虎退たい治じ。

　空で、ユーノスが大きく弧こを描えがいた。

　皆みなでそれを見上げながら、大聖堂をあとにするのであった。







◆Ending 02◆さらば、拳けんの聖せい地ちショーリン館




　見事、伝説の『登龍極医書』を手にしたオトハ一行。

　大聖堂から戻ってみると、大おお勢ぜいのモンクたちが出で迎むかえに並ならんでいた。

　試練を乗り越えたオトハと、仲間であるチョウユウを祝福するためであった。




ＧＭ：では、大聖堂からショーリン館に戻ってきたところです。オトハたちが戻ってくると、大勢のモンクたちがチョウユウを出迎えるんですよ。

オトハ：おお、みんなが。

リン：ちゃんと、チョウユウさんには仲間がいたんですね。

ＧＭ：「すげえなチョウユウ、試練を乗り越えるなんて！」「やったな、チョウユウ！」と、みんなから手て荒あらい歓かん迎げいを受けて、チョウユウも嬉しそうです。

ユーノス：最初やって来たときは、ただの男子中学生の集しゆう団だんでしたが。

ＧＭ：すると、チョウユウの前に館長がやってきて「よくやった、見事だ」と激げき賞しようします。チョウユウもその言葉に感激し、喜びの涙なみだを流しています。

リン：今まで苦労した甲か斐いがありましたね、チョウユウさん。

オトハ：よきかな、よきかな。




　チョウユウが皆から褒ほめられるのが、我わがことのように嬉しい。

　それは彼が共に旅した仲間であり、オトハたちの言葉を信じて守ってくれたから。

　きっと、チョウユウはいいモンクになるだろう───。

　オトハは、確かく信しんするのであった。




リン：ところで、ハンカイさんはどうしたんでしょう？

ＧＭ：「……タイガー必殺拳、恐おそろしい技であった」と、現われたハンカイが言います。

ユーノス：えっ、ハンカイさんはタイガー必殺拳にやられちゃったのですか？

ＧＭ：「まさか、虎が爆ばく発はつするとは思わず」（一同笑）

チンエン：そりゃそうだわな。

ユーノス：普ふ通つう、殴なぐっちゃいますからねー。

ＧＭ：「ハンカイ、試練を受けられなくて残念なんだな」とチョウユウが慰なぐさめると「いや、そんなことより、お前が見事試練を突とつ破ぱしたことの方が嬉しい」と。

ユーノス：ああ、なんと麗うるわしい友ゆう情じようでしょう。

ＧＭ：そんな、いい話になったときに館長が皆さんの前にやってきて、「ほほう、無事『登龍極医書』を手に入れることができたみたいだねえ、キミたちぃ」と声をかけます。

ユーノス：いやまあ、おかげさまで。

オトハ：うむ、それについては礼を言う。

リン：それと、シュウネンさんですが……どうやら魔族が化けていたようです。

ＧＭ：「どうやら、大聖堂の宝物を狙っていたようだねえ」

オトハ：チョウユウが必死に《ソウルバスター》を放って止めたのじゃ！

ＧＭ：「チョウユウ、いいケンカができたじゃないかね！」と、館長は嬉しそうにチョウユウの肩かたを叩たたきます。

ユーノス：ケンカって……（笑）。

リン：路上での実戦を重じゆう視ししすぎですよね、ここ。

ユーノス：もう、なんか疲つかれました（笑）。

ＧＭ：「キミたちがいなければ、ひょっとしたら、他の宝物も『登龍極医書』も魔族の手に落ちていたかもしれん。いや、アリガトウ！」

オトハ：いやいや、それほどでも。

リン：そういえば『登龍極医書』に上様の病びよう状じようは載のっているんでしょうか？

オトハ：それじゃ。それが気になる。

ＧＭ：では、内ない容ようを確かく認にんすると……タイクーンの病状と同様のものが見つかります。

一同：おおっ！

ユーノス：さすが、『登龍極医書』。で、なんと書いてあるのですか？

ＧＭ：狐きつねの痣あざが浮うかび上あがり、昏こん々こんと眠ねむり続ける奇き病びようについて。これは魔族タマモの呪のろいである、と───。

オトハ：タマモ……？

ユーノス：これ、知っていていいんですか？

ＧＭ：では、情じよう報ほう収しゆう集しゆうの判はん定ていをしてみてください。

ユーノス：ああ、フェイト１点残っているんで使っちゃいましょう。

ＧＭ：では、【知力】でどうぞ。難なん易い度どは秘ひ密みつです。

ユーノス：（ダイスを振ふる）おお～、クリティカル！

ＧＭ：おお、ならば知っています。かつて、東方一帯に大きな混こん乱らんを起こした狐の魔族です。南方から渡わたってきて、セーリア、タルタル・ハン国、そしてダイワに渡ったという伝でん承しようを聞いたことがありました。

ユーノス：……九きゆう尾びの狐きつねというヤツですね。

リン：『アリアンロッド』だと、九尾狐は霊れい獣じゆう扱いですが。

ＧＭ：それが、瘴しよう気きによって邪じや悪あく化したものだと思ってください。

オトハ：九尾の狐って、聞いたことがある！

ＧＭ：まあ、日本の伝説にも白はく面めん金こん毛もう九尾の狐の話が残ってますから。簡かん単たんに言うと、美しい女じよ性せいに化けて権けん力りよく者しやをたぶらかし、いろいろ悪さをするという妖よう怪かいです。

ユーノス：それでダイワに渡った後、どうなったのですか？

ＧＭ：その後に関しては不明です。別のエピソードで判はん明めいするでしょう（笑）。

ユーノス：では、みんなにその話をしましょう。

オトハ：むう、その狐が兄上を呪のろっておると。

ＧＭ：そして、その呪いを解とくためには三種類の宝ほう石せきが必要であると記き述じゆつされています。

オトハ：三種類の宝石！

ＧＭ：ひとつ、金こん剛ごう眼がん。

チンエン：金剛眼……ダイヤモンドのことか？

ＧＭ：で、もうひとつが太陽石。最後のひとつが、知ち賢けん玉ぎよくです。

ユーノス：……という三つの宝石があれば、呪いが解とけるらしいです。

オトハ：金剛眼、太陽石、知賢玉、じゃな。必要な部分はメモして写しを取っておこう。

ＧＭ：で、そのうちのひとつ、太陽石は現セーリア大だい皇こう帝ていが所有しているとのこと。

オトハ：セーリアの大皇帝が？

ＧＭ：ええ、〝華か王おう帝てい〟リーファです。




〝華か王おう帝てい〟リーファ

　外見は一三歳さいほどの少女のようであるが、セーリア大だい帝てい国こくで最高の権けん力りよくを持つ大皇帝。セーリアの大皇帝は超ちよう人じん的てきな知ち恵え、技ぎ術じゆつを備そなえて発はつ掘くつされ、転生を繰くり返かえすという。

　リーファも先年先代大皇帝が崩ほう御ぎよした際さいに転生体として出しゆつ現げんした。

[image: ]




ユーノス：さすがに、この大帝国の皇帝陛へい下かに会うのは難むずかしいんじゃないですかね。

ＧＭ：ええ、難しいですね。その辺どうするかは、次回の話になります。

オトハ：なるほど。

リン：では、目的は果たしましたし、そろそろ。

オトハ：うむ！　そうしようか。

ＧＭ：では、下山していく一行を、チョウユウたちが見送ります。「さよならなんだな、オトハさん。困こまったことがあったら、いつでも力になるんだな！」

オトハ：ありがとう、チョウユウ。達者でな！

ＧＭ：そして、ジャクソンもおいおい泣きながらユーノスを引ひき止とめようと。

ユーノス：ボクは行きますから！　ここには残れませんから！（一同笑）

オトハ：仲良しさんじゃなー。

ＧＭ：その山門の上から、まるで皆さんを見守るかのような視し線せんを送る仮か面めん料理人が……。

チンエン：お前は何しに出てきたんだっ!?（一同爆ばく笑しよう）

オトハ：いたっ！　そういえばいた！　仮面料理人!?　あはっ、あはははははっ！

ユーノス：ああ、オトハさんが、思い出し笑いで死にそうに（笑）。

ＧＭ：ともかく、皆でショーリン館から下山したところでシナリオ終了でございます。

オトハ：うむっ───！




　拳けん法ぽうの聖地ショーリン館をあとにする、オトハたち一行───。

　並なみ居いる変人奇き人じんを押おしのけて、『登龍極医書』に辿たどり着ついた。

　タイクーンの呪いを解くのに必要なのは、三つの宝石。




　きっとまた、多くの困こん難なんが待っていよう。

　だがそれでも、意い気き揚よう々ようと歩み出すのであった。




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

第三話「激げき突とつ!!　おんみつ姫ひめvsタイガー必殺拳」

─完─
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◆Preplay 01◆食の大地




　とにもかくにも───。

　海を渡わたったオトハたちは、さっそくショーリン館での試練を乗のり越こえた。

　となれば、次のシナリオである。

　あらためて、東方の地図を開いて思うことがある。

　大陸は、広大だ。

　セーリア大だい帝てい国こくも広い。

　タルタル・ハン国はもっと広い。

　せっかく海を越えたのだから、そっちの方にも行ってみたい。

　そして、セーリアはチューシの本場。料理もいろいろあるらしい。

　となれば、テーマは食であろう。

　ふとそう思ったのがきっかけで、シナリオの方ほう向こう性せいは決まった。

　そして第四話の収録当日───。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室には小こ島じまめぐみ、菊きく池ちたけし、久保田悠羅くぼた・ゆうら、田中信二たなか・しんじの四人のプレイヤーが集まっていた。




ＧＭ：では、第四話の収しゆう録ろくを始めたいと思います。

小島：わーっ、ぱちぱちぱち～。

久保田：あの前回の大だい惨さん事じから、二週間……（笑）。

ＧＭ：何を言っているんですか、大惨事じゃないです。大だい団だん円えんですよ、大団円！

菊池：なんかもうロシアンルーレットとヘタレの仮か面めんしか覚えてないよ。

小島：ヘタレの仮面って（笑）。

田中：あの仮面料理人ですね。あいつ、どう絡からんでくるんだろう？

ＧＭ：はっはっは、今後の展開をお楽しみに。

久保田：それで、今回はどうなるの？

ＧＭ：今回は、タイクーンの呪のろいを解とくために必要な宝ほう石せき、太陽石のゲットを目指します。

久保田：ああ、なるほどね。セーリアの大だい皇こう帝ていが持っているんだっけ。

菊池：それだと手に入らないよなあ、普ふ通つう。

ＧＭ：その辺については、今から読み上げる今回予告をお聞きください。




●今回予告

　セーリア大帝国で四年に一度開かれる御ご前ぜん大料理大会。

　各地から料理武ぶ侠きようが集つどい、その腕うで前まえを競きそい合う。

　今回の優ゆう勝しよう者しやには、大皇帝が所しよ蔵ぞうする太陽石が与あたえられるという。

　だが、そこに忍しのび寄よる邪じや悪あくな気配。

　暗殺料理術継けい承しよう者しやテイエンにより、食材枯こ渇かつの危き機きが訪おとずれる！




　今、セーリア料理界は、食うか食われるかの修しゆ羅らの巷ちまたと化した！

　情なさけ無用の悪あく党とうどもに、地じ獄ごくの片かた道みち切きつ符ぷを用意しろ！




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

　第四話「悪あく魔まの天才料理人その名はテイエン!?　非ひ情じようの兄弟料理対決！」

　東方の神しん秘ぴがキミを待つ！




菊池：……またツッコミどころ満まん載さいの今回予告だな、おい！（笑）

小島：悪魔の天才料理人その名はテイエン……。

田中：テイエンって、チンエンの兄ですよね？

久保田：料理対決で負けて死んだんだよね。

ＧＭ：だったのですが、チンエンが仮面料理人との料理勝負に勝った結果、テイエンは生きているという情報がもたらされましたので。

菊池：死んでていいのに！（笑）

小島：そんな、せっかく生きていたっぽいのに。

菊池：生きていても〝悪魔の天才料理人〟だよ？　嬉うれしくもなんともねー（笑）。

田中：しかし、料理武侠とか料理しながら「アチョー!!」とか言いそうな今回予告だなぁ。

ＧＭ：実じつ際さい、そんなノリですよ。

田中：やっぱりそうなの!?

久保田：というか、世紀末救世主がやって来そうなノリでしょ（笑）。

ＧＭ：いや～、兄弟というと『北斗の拳』を意識せざるを得ませんよ、ええ。

小島：なるほど～、勉強になります！

田中：それはどうだろう？（笑）

菊池：……なあ、丹たん藤どうくん。時じ代だい劇げきはどこいったんだ？

ＧＭ：時代劇もやれる、そうでないのもやれる。それが東方のいいところですよ、ええ。

菊池：適当言うな（笑）。

ＧＭ：それでは、ハンドアウトの発表に移りましょう。




●ハンドアウト

ＧＭ：では、ハンドアウトを発表します。まずはオトハのハンドアウト。

小島：はいっ！




◆アオイ・オトハ用ハンドアウト

コネクション：ニャムカ　　　関係：庇ひ護ご

　ショーリン館で『登とう龍りゆう極ごく医い書しよ』を獲かく得とくし、兄カゲユキを蝕むしばむ病が魔族タマモの呪いであることが判はん明めいした。その呪いを解くためには、金こん剛ごう眼がん、太陽石、知ち賢けん玉ぎよくの三つの宝石が必要だ。

　セーリアの都に戻もどり宝石探たん索さくを始めたキミは、子こ豚ぶたを連れた少女を助けることとなった。

　彼かの女じよの名前はニャムカ。タルタル・ハン国からやってきたのだという。




小島（以下、オトハ）：ニャム……ニャムカ？

ＧＭ：はい、タルタル・ハン国といって、セーリアの北にある騎き馬ば民みん族ぞく系けいの国からやって来た少女です。地図でいうと、このでっかい大草原（地図を見せる）。

オトハ：はー、大きな国ですねー。

ＧＭ：領りよう土どは大きいですが、人口はセーリアの一割わりほどだそうで。まあ、遊牧生活を送っていますから、この広い領土を移い動どうしながら暮くらしています。

田中：遊牧っていうと羊とか連れてそうなんだけど……子豚なんだ（笑）。

オトハ：本当だ、ニャムカは豚飼かいの少女なんですね。

ＧＭ：タルタル・ハン国でも、放牧する家か畜ちくは羊や馬がメインですからね。豚は、あんまり放牧に向かないと言われていますから。

久保田：豚って基き本ほん的てきに農のう耕こう民みんの家畜だよね。放牧で育てることはあるらしいけど。

ＧＭ：なので、タルタル・ハン国でも珍めずらしい豚を育てていると思ってください。

オトハ：わかりましたー。

ＧＭ：続いて、リンのハンドアウトです。




◆リン用ハンドアウト

コネクション：おババ様　　　関係：保ほ護ご者しや

　タイクーンの呪いを解くため、故こ郷きようダイワを離はなれてセーリアでの探索を続けていたあなたのもとに、これまで面めん倒どうを見てくれたおババ様からの手紙が届とどいた。

　また、手紙とは別に、神しん殿でんには君宛あてに大量の荷物が届いているという。

　きっと、生活の役に立つ品に違ちがいない。一刻も早く、受け取りに行かねば！




久保田（以下、リン）：こ、このオープニングは……！

菊池：そのハンドアウト、全然危機感がないな（笑）。むしろ、心温まる話だ。

ＧＭ：たまにはこういうのもいいではありませんか。娘むすめを思う親心というか、孫を思う祖母心というか。

オトハ：田舎のおばあちゃんみたい（笑）。

田中：ああ、故郷の味が懐なつかしいことだろうと。

オトハ：せっせと夜なべして編んだセーターとかが入ってるのかなぁ。

リン：巫女みこ服の上からセーターは……（笑）。

ＧＭ：ともあれ、リンは、その荷物を受け取りに行くことが最初の目的ですのでよろしく。

リン：はーい。




◆チンエン用ハンドアウト

コネクション：テイエン　　　関係：兄

　死んだと伝えられた兄テイエンは、生きているという。

　キミにとって兄は、尊敬する存在であり、乗り越えるべき壁でもあった。

　そして、そのテイエンが、御前大料理大会に出場するという。

　噂で聞くテイエンは、かつての兄とは思えぬ所業を行なう悪の料理人となっていた。

　弟として、その真相を確かめねばなるまい。




オトハ：やっぱり生きてたー！

菊池（以下、チンエン）：しかも、今回予告から察するに、悪人になっているっぽいぞ。死んでおけばよいものを。

田中：ヒデェ弟だな！

チンエン：だって、ワタシのアイデンティティは、道行くヤツに「兄を殺したのはお前か!?」と因いん縁ねんをふっかけることだから……。

オトハ：なんというメチャクチャなアイデンティティ（笑）。

リン：でも、どうして悪人になったんでしょうね？

ＧＭ：そこはほら、昔から「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ」と言うじゃないですか。

チンエン：それは、そんな意味で使うんじゃないよね？

リン：普通は成長したときに言うもので、悪党になったときには言わない（笑）。

ＧＭ：気にしない気にしない。それに、今回は料理大会がテーマですから、チンエンが主役のようなものですよ。

チンエン：うむ、ならば本気を出すとしよう（笑）。

ＧＭ：では、次行きます。




◆ユーノス・ローリングスター用ハンドアウト

コネクション：カニミサイル　　　関係：強きよう敵てき

　セーリアの都フワンジンに戻り、次なる探索へと備そなえていたとき。ふと、街角で見覚えのある顔を見た。あれは、かつてクラン＝ベルで開かれた、新人王決定戦トーナメントで対戦したカニミサイルではないか？　そんな彼が、今は屋台で焼きそばを売っていた。

　一体、カニミサイルの身に何があったというのだろう？




田中（以下、ユーノス）：カ、カニミサイル……!?（一同笑）

チンエン：待て待て！　今回は『セブン＝フォートレス』（＊）のセッションじゃないよな？

リン：カニといったら菊池さんの『セブン＝フォートレス』ですよねー（笑）。

ＧＭ：ご心配なく。ちゃんと『アリアンロッド』ですから。

オトハ：ユーノスの知り合い？

ユーノス：いやあ、そんなヤツ知り合いにいたかなー？

ＧＭ：いましたよ。『レジェンド』三巻かんにタコハンマーと共に登場し、新人王トーナメントで戦ったネオ・ダイナストカバル南パリス支し部ぶの怪かい人じんです。

ユーノス：そういえば、そんなのがいた気がする！




カニミサイル

　かつて『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド③　貧びん乏ぼう姉妹の驚きよう愕がく』で、ユーノスが所属するギルド、〝コロローナ商会〟と戦ったネオ・ダイナストカバル南パリス支部所属のカニ型怪人。パートナーはタコハンマーであった。




ＧＭ：戦せん闘とうは、都合により端折はしよられましたけどね。

チンエン：関係が［強敵］なのに、端折ったんかい（笑）。

ＧＭ：〝とも〟と読んでも結けつ構こうです。

オトハ：ていうか、なんでカニミサイルが焼きそば売ってるんですか？

リン：地元密みつ着ちやく型がたの悪の秘ひ密みつ結社なので、収しゆう入にゆう源げんが屋台での売上げだったりするんです。

オトハ：ああ！　だから焼きそばを。なるほどー。

リン：そうなんですよ……って、何故なぜなるほどと納なつ得とくするのかわかりませんが（笑）。

ユーノス：ともかく、かつての強敵と思わぬ形で再さい会かいするんですね。

ＧＭ：はい、そういうことです。





（＊）セブン＝フォートレス　菊池たけしデザインによるファンタジーＴＲＰＧシリーズ。カニアーマーは、この作品を代表するアイテムである。






●キャラクターの成長＆報ほう告こく

　ハンドアウトの配布ののち、キャラクターの成長作業に入る。その結果は次のとおりだ。




▼アオイ・オトハ（11レベル）の場合

ＧＭ：それでは、オトハさんから成長を報告してもらいましょう。

オトハ：はい、11レベルになってウォーロードになりました。

ＧＭ：おお、おめでとうございます。

オトハ：上級クラスになって強くなりました。スキルは《ハイパーゲイン》と《アームズロジック：刀》を取りましたー。

ＧＭ：《ハイパーゲイン》は、パッシヴで武器攻撃のダメージに＋【筋力】するウォーロードのスキルですね。

オトハ：《アームズロジック：刀》は、刀の命中判はん定ていに＋ダイス１個こ。これで命中が４Ｄで振ふれますよ。

リン：命中判定が高いと、《ストライクバック》も成功しやすいですしね。

オトハ：あと【ＨＰ】が90点で、【ＭＰ】が51点です。フェイトは変わらず、９のまま。

ＧＭ：装そう備びの変へん更こうはありますか？

オトハ：装備の変更はなしで、前回のままです。




▼リン（11レベル）の場合

ＧＭ：では、リンの成長報告をお願いします。

リン：はーい。11レベルになりました。上級クラスなんですが、プリーストになろうかパラディンになろうか悩なやんだすえ、パラディンを選びました。

ＧＭ：ああ、前線での攻こう撃げき力りよく重じゆう視しですね。

リン：あくまでも、殴なぐることが前ぜん提ていです。【ＨＰ】が67点。《インテンション》を解かい放ほうすると＋50点で[image: ]点になります。【ＭＰ】74、フェイトが９点。《ワイドプロテクション》（＊）と《チャネリング》を取得しました。




《チャネリング》

　セットアッププロセスで《セイクリッドダンス》を使用できるカンナギのスキル。




リン：これで、より早く殴りにいけるようになりました。あとは生命の呪符を買っています。

ＧＭ：なるほど、わかりました。





（＊）《ワイドプロテクション》　一回のメインプロセスに対し、《プロテクション》を複数回使用できるようになるパラディンのスキル。






▼チンエン（11レベル）の場合

ＧＭ：それでは、チンエンの成長報告をお願いします。

チンエン：はいな。レベルが11になって、上級クラスのソーサラーになりました。【ＨＰ】は50、【ＭＰ】91。《ファミリア》を解放するとさらに【ＭＰ】＋[image: ]点という素す敵てき仕様。

オトハ：【ＭＰ】多いなー。

チンエン：フェイトを１点使って解放するんだけどね。現在、フェイトは８点ね。

ＧＭ：スキルは何を取りました？

チンエン：スキルは、マイナーアクションを二回使えるようになる《ランニングセット》と相手の【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】を０にする《クラッシュバリア》を取りました。

リン：そうか、《クラッシュバリア》かー。

ＧＭ：うおぉぉ、強つえぇー。さすが上級クラス！

チンエン：まあね。それと、装備なんだが……頭部の装備が被かぶり笠がさからオリハルコンの髪かみ飾かざりになった。あと、轟ごう炎えん豆どう腐ふと大だい精せい霊れいのサラダを買い足した。




▼ユーノス・ローリングスター（11レベル）の場合

ＧＭ：最後に、ユーノスの成長報告をお願いします。

ユーノス：はい。こちらもレベルが11になりました。【ＨＰ】が70、【ＭＰ】が77、フェイトが９。そして、上級クラスのスカウトにクラスチェンジしました。

ＧＭ：ついにユーノスがスカウトに。昔を知る者としては感かん慨がい深ぶかいですねー（笑）。

ユーノス：まさか、ここまで成長させるなんて思わなかった。そして、スカウトのスキル《インターフィアレンス》（＊）を覚えました。攻撃を撃うち落おとして止めることができます。

チンエン：ユーノス、命中判定高いっけ？

ユーノス：呪じゆ歌か判定で命中判定を行なえる《アンプロンプチュ》を持っているのです。そのためだけにわざわざ弓を買ったんですよ。ちなみに買った弓はバードキラー（＊）！（一同笑）

オトハ：バードキラー……背中に翼つばさを持つユーノスが使うには、なにやら不ふ吉きつな（笑）。

ユーノス：もうひとつは《ハードラック》！　自分の判定で振ったダイスの出目ひとつを６に変更できるんですよ。攻撃の妨ぼう害がいと支し援えんが中心で、狙ねらう価か値ちはないのに回かい避ひは高いという。

ＧＭ：ＧＭからすると、なんともいやらしいデータ構こう成せいだ（笑）。

ユーノス：さしずめ、幸運ハードラックと踊っダンスちまった天使というところですかね。

チンエン：何言ってるんだ、お前（笑）。





（＊）《インターフィアレンス》　対象の攻撃に対し、命中判定でリアクションを行なう。リアクションに成功すると、対象の攻撃は失敗となるスカウトのスキル。

（＊）バードキラー　鳥打ち用に開発された弓。飛行状態の対象に対し、ダメージに＋２Ｄする。
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●ギルドの成長とギルドスキルの選せん択たく

ＧＭ：それでは、今度はギルドの成長に移りましょうか。

リン：現在ギルドは７レベル。ギルドスキルが一個取れます。さて、何を取りましょうか。

オトハ：うーん、何がいいんだろう。

チンエン：《御ご免めん状じよう》とかどうだろう？

オトハ：どういうスキルですか？

チンエン：犯はん罪ざいを起こしても捕つかまらないというスキルだ（笑）。

オトハ：それはすごい！

リン：直接の戦せん闘とう力りよくが上がるわけじゃないのがちょっとつらいところですねぇ。５レベルのギルドスキルは、強いのがいろいろあるんですけど、どれを取るかは迷いますねえ。

チンエン：《疾風怒濤》とか《再行動》とか《力の泉》とかだな。たしかに、どれも強い。

オトハ：（『スキルガイド』を見ながら）ん～、じゃあ《再行動》がいいかな？




《再行動》

　シーンに登場しているキャラクターが全員行動済になったときに使用する。ギルドメンバーは全員未行動となる。シナリオ中一回使用できるギルドスキル。

　ＰＣが全員追加行動することになるので、かなり強力なのだ。




リン：でもねえ、これ５レベルだから、どれかスキルを置いていかないといけないのよ。

オトハ：そうなんですか？

リン：《再行動》を持っていくには１レベル分のスキルふたつか、３レベルの《高こう機き動どう部ぶ隊たい》を置いていくことに。

チンエン：……もしくは、《蘇そ生せい》と《祝福》、もしくは《情じよう報ほう網もう》と《緊きん急きゆう招しよう集しゆう》を置いていって、《再行動》と《高機動部隊》を両方持っていくという手もある。

リン：それを選択した場合、情報収集と回復が前回よりいくぶん落ちることになります。

ユーノス：そこは難むずかしい。

オトハ：うーん、なら、《高機動部隊》を置いていった方がいいかな？　わたしたち、今まで情報収集が重要なこと、多かったし。

ＧＭ：世直ししますから、悪人の情報を得るのは重要ですもんね（笑）。

リン：なら、その方向で。戦闘重視なら《高機動部隊》も十分アリなんですけどね。




　というわけで、持っていくギルドスキルは《蘇生》《陣じん形けい》《祝福》《限界突破》《再行動》《情報網》《緊急招集》となった。




ＧＭ：では、ギルドスキルも決まったのでオープニングを始めましょう。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆動き始めた闇やみ




　一いつ切さい光の差さぬ、真っ暗な闇の中。

　そこに、ぼうっと炎ほのおが燃もえる。ふわふわと浮うく火の玉が、その光景を照らしてゆく。

　ぬめる岩いわ肌はだと、鍾しよう乳にゆう石せきがつららのように垂たれ下さがる洞どう窟くつの中であった。




ＧＭ：では、オープニングを始めましょう。

オトハ：はいっ。

ＧＭ：最初は、マスターシーンからです。真っ暗な闇の中に、突とつ如じよぼうっと炎が灯り、薄うすい光がぬらぬらとした鍾乳洞を映うつし出だします。

リン：そこに、誰だれかいる？

ＧＭ：はい、何かの気配があります。さっき炎が灯りましたが……その炎が人ひと魂だまみたいに青白い光を放ち、宙ちゆうにゆらゆらと浮いています。

オトハ：うわ、こわっ。

ＧＭ：そして、そこから声がするんですよ。「おるか……？」と。

オトハ：人魂が、しゃべってる……？

リン：きっと、炎の中にぼやけた人の顔が浮かび上がっているんですね。

ＧＭ：そんな感じです。声は、女じよ性せいのもののように聞こえます。「来ておるか」とその声が洞窟に響ひびきます。

オトハ：おるかおるかおるか……。

ＧＭ：エコーありがとうございます（笑）。すると「はっ、ここに───」と、控ひかえて答える人ひと影かげが。

ユーノス：今度は何者だろう？

ＧＭ：すると、炎からの声は「……わらわの復ふつ活かつまで、もうじきじゃ」と言う。

チンエン：なんだ、このキャンペーンのボスみたいなの!?

リン：いや、きっとボスでしょう。というか、これでボスじゃなかったら、どうしてくれようって感じですよ（笑）。

ＧＭ：「わらわの復活ももうじき。そうすればダイワのタイクーンも意のままにできよう」

オトハ：兄上を操あやつるとな!?

リン：ああ、これが上様に取とり憑ついているタマモですよ、きっと。

ユーノス：でも、この声の主はダイワにいるの？　セーリアにいるの？

ＧＭ：その辺は、まだ不明ということで。声は控えている者にこう告げます。「……じゃが、ちと面倒な者どもがセーリアに渡っていてのう。まあ、大したことにならぬとは思うが、念には念を入れねばならぬ」




「はっ、わかりました。すべてはこのテイエンめにお任まかせを」

　そう答えて、顔を上げたのはエルダナーンの男だった。

　テイエン───それはチンエンの兄の名であった。




オトハ：……チンエンのお兄さん、悪い人だったとは。

チンエン：オレも知らなかった（笑）。

リン：弟も善ぜん人にんとは言い難がたいですよ？

チンエン：そんなことはない。日々美味うまい料理を出して幸せを振ふる舞まっているよ？

ユーノス：幸せ？（笑）

ＧＭ：テイエンと名乗った男は深々と頭を下げ、その場から消えます。そして、闇と静せい寂じやくが戻もどり、シーン終しゆう了りようとなります。







◆Opening 02◆チンエン、揺よう籃らんの夢ゆめ




　チンエンは、夢を見ていた───。

　煮にえたぎる溶よう岩がんで満たされた火口の中、わずかな足場に立って一心に鍋なべを振ふる。

　憧あこがれ、目標とした兄テイエンの指し導どうを受けていた頃ころの夢。




ＧＭ：では、チンエンのオープニングになります。ショーリン館からセーリアの都フワンジンに戻り、そこで宿を取ったところだと思ってください。

チンエン：ほう、どういうシーンだ？　特に指定がなければ、厨ちゆう房ぼうを借りて創そう作さく料理でも作っていようと思ったんだが？

ユーノス：今度は何を作るつもりだったんですか？

チンエン：やはりあん肝きもの餃子ぎよーざでも。

オトハ：またあん肝!?（一同笑）

ＧＭ：では、せっかくですから夢の中で料理をしてもらいましょうか。

チンエン：ああ、夢を見るシーンになるのか。

ＧＭ：ええ。宿に泊とまっているとき、チンエンは昔の夢を見ます。それはまだ、兄テイエンと共に修しゆ行ぎようをしていた頃の夢───。




　それは、過か去この夢。

　兄テイエンの厳きびしい指導の下もと、暗殺料理術の修業に励はげんでいた。

　そこは、赤熱する溶岩が沸ふつ騰とうする、火口の中。

　チンエンはわずかな足場に立ち、一いつ心しん不ふ乱らんに鍋を振ふっていた。




ＧＭ：若わかきチンエンは、溶岩の上で鍋を振っているのですよ。

オトハ：ああー、火山の火口かなんかで、棒ぼうが一本立ってる中で！

チンエン：ってこれ、料理じゃねーだろっ！（一同笑）

ＧＭ：「いいかチンエン！　足あし腰こしを安定させて鍋を振るんだ！」と、チンエンの様子を腕うで組ぐみしながら見守る兄テイエンの指導が入ります。

チンエン：ええいっ、やらねば死にそうだ。必死でやるよ！（笑）

ユーノス：凄すさまじい修行ですね。これが暗殺料理術……。

チンエン：ところで兄はどういう人物なんだ？

ＧＭ：年はそんなに離はなれていませんが、暗殺料理術の継けい承しよう者しやの中でも、最高の天才といわれるほどの腕うで前まえです。普ふ段だんは優やさしい兄ですが、料理のことになると厳しくなります。

チンエン：なるほど、料理の鬼おにというヤツだな。

ＧＭ：そして、チンエンが鍋を振っていると、突とつ如じよとして溶岩がぶしゃー！　と噴き上あがってきます。

チンエン：うぉっ、まずい！

ＧＭ：「火を恐おそれるな！」とテイエンの叱しつ咤たが飛びます。

チンエン：無茶言うなよ!?（一同笑）

リン：恐れないと、焼け死にますよね？

ＧＭ：（平然と）「熱を制せいしてこそ、セーリアのチューシだ！」

オトハ：すごい修行じゃ……！

チンエン：恐きよう怖ふをぐっとこらえ、鍋を振り続けよう。そして、溶岩の熱で料理にまんべんなく火が通っていくさまに感動している（笑）。

ＧＭ：「よし、鍋が赤熱している」

チンエン：兄よ、ワタシも赤熱しそうなんですが！（一同笑）

オトハ：鍋！　鍋溶とけないんですか、鍋!?

ユーノス：きっと、鍋の融ゆう点てんギリギリの温度を見切っているのでしょう。

ＧＭ：「美味い炒飯ちやーはんはそれでなくては作れん！」

チンエン：炒飯かよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

オトハ＆ユーノス：炒飯なんだ!?

リン：まあ、炒飯は基き本ほんと言いますし。

オトハ：な、何か秘ひ伝でんの料理とかじゃないんだ……（笑）。

ＧＭ：「炒飯は一いつ瞬しゆんの加か減げんでよくも悪くもなる。その一瞬を見み逃のがすな！」

チンエン：応おうとも！　この炒飯の一いち撃げきをもって兄者……あなたを超こえよう！

ユーノス：で、急にごごごごごっと噴ふん火かが始まるんですね（笑）。

ＧＭ：「むっ！　そろそろ噴火だ、飛ぶぞチンエン！」と、テイエンはジャンプします。

チンエン：そもそも、どうやって火口になんか入ったんだよ!?（一同笑）

ＧＭ：そりゃもう、足場とも思えぬような場所をぴょんぴょん跳とび回まわってでしょう。

ユーノス：じゃあ、噴ふき上がる火か山ざん弾だんか何かに乗って……。

ＧＭ：そうです。「はっー！　とう、とう、とうっ！」と岩場を跳ちよう躍やくします。

チンエン：ワタシも続こうっ！　はーっ！

オトハ：す、すごい……（笑）。

ＧＭ：「さあ、盛もりつけだ！」

チンエン：とあー！　最後に鍋からよく炒いためた炒飯を宙に放ほうり上げる！

ＧＭ：よく炒められた炒飯はパラパラ、その宙を舞まう姿すがたはまるで銀ぎん河がのごとく！

一同：銀河っ!?（笑）

オトハ：すごい、なんだかよくわからないけど……すごい！

ＧＭ：そして、皿の上に綺き麗れいに小山のように盛りつけられます。

一同：おおお～。

オトハ：にしても、炒飯って命がけじゃな！（笑）

リン：料理は命がけなんですよ。

ＧＭ：で、テイエンはその炒飯をひと口頬ほおばると「うん……また腕を上げたな、チンエン」と微笑ほほえみます。

チンエン：いやいや。ワタシなど、兄者に比くらべればまだまだですよ。

ユーノス：チンエンが謙けん虚きよだ……。

ＧＭ：そして「よいか、チンエン。我われ々われ暗殺料理術の後こう継けい者しやたるチューシが作るのは、ただの炒飯ではない。必殺炒飯だ───」

一同：必殺炒飯!?（爆笑）

ユーノス：どんな炒飯なんですか、それは!?

チンエン：きっと、あまりに美味すぎるという意味なんだろう（笑）。

ＧＭ：「そして、これには三つの材料が欠かせない」

チンエン：お、おお？　三つの材料ですか。

ＧＭ：「まずは、タルタル・ハン国で育てられるというタルタル豚を使った叉ちやー焼しゆー！」

チンエン：おお。叉焼。

ユーノス：なんですか、そのタルタル豚というのは？

ＧＭ：「遊牧生活にも耐たえ、広い大自然で育った貴き重ちような豚だ」

チンエン：なるほど。

ＧＭ：「そして、ダイワで丹たん誠せい込こめて作られた米」

チンエン：うん、まあ、それは認みとめよう。

オトハ：ダイワといったらお米、そんな気がする（笑）。

ＧＭ：「あとはまあ、お好みでエビかカニか」（一同笑）

オトハ：な、なんで急に適てき当とう……（笑）。

チンエン：今、大事なものは三つって言っただろう！　なんでお好みなんだよっ！（笑）

ＧＭ：「好みに合わせることは重要だろう！」

チンエン：それはそうだが……なんか奥義が適当だと、残念な気持ちになる。

リン：客あってこその料理！　……ってことなんでございましょうね。

ＧＭ：「大体、カニが駄だ目めというお客様もいるかもしれない」

チンエン：ああ、いるなあそういう人！

オトハ：でも、そういう人ってエビも駄目なんじゃ？

ＧＭ：ケースバイケースってことですよ。

リン：ともかく、山の食材と海の食材が一いつ緒しよになるってことは重要なのでは？

チンエン：山の幸、海の幸、そして天の幸。あ、人の幸か。

ＧＭ：「あっ、そうそう、それだ。山海の味が一体となることこそが重要なのだ」

チンエン：今思いついたようにしか見えねーぞ!!（一同笑）

リン：暗殺料理、ずいぶんいい加か減げんですね。

チンエン：……今、暗殺料理の存そん在ざい意い義ぎに疑ぎ問もんを持ちそうだ、兄者よ（笑）。

ＧＭ：「お前が疑問を持つなら……継承者たる私わたしはどうすればいいんだ！」

チンエン：しらねーよ!!（一同爆笑）

オトハ：まさか、弱音を吐はくなんて。

ユーノス：たしかに！　弟のチンエンさんはまだしも、テイエンさんは継承者。存在意義に疑問を持っても逃にげ出だすこともできないという！

チンエン：そういう問題じゃねーよ！（笑）

リン：でも、このヘタレっぷりは、仮面の……。

チンエン：言うな！　言いたいことはわかるが、今は言うなっ！（一同笑）

ＧＭ：「だが、なんと言っても料理には愛あい情じようがないとな！」

チンエン：愛情ですね兄者。大切にします。

ＧＭ：───とまあ、そんな夢を見た、というところで目が覚めます。

チンエン：どんな夢だよ！（笑）……ああ、三つの材料が大事なのね、わかったよ。

リン：なんとも素晴らしい夢ですね（笑）。




＊　＊　＊




ＧＭ：では、あらためて、朝───。

チンエン：朝か……。

ＧＭ：夢から覚めると、チンエンは寝しん台だいの上。窓まどから柔やわらかな日差しが差さし込こんできます。

チンエン：ふぅ、夢か……。

ＧＭ：そこは、世話になっている店の二階です。見ればそろそろ、あなたが厨房に立つべき時間。

チンエン：わかった。では、身み支じ度たくをして、さっさと厨房に向かおう。

ＧＭ：では、朝食をとるために入ってきた客たちの話が耳に入ってきます。「いやあ、そろそろだな。御ご前ぜん大料理大会！」

チンエン：ああ、ハンドアウトでもありましたねー。

ＧＭ：「今度の優勝者には、大皇帝陛へい下か秘ひ蔵ぞうの宝石が進しん呈ていされるらしいな」

チンエン：何っ!?

ユーノス：きっと太陽石のことですね。

リン：ええ、おそらく。

ＧＭ：「今日にでも宮殿前でお題が発表されるらしいぞ」

チンエン：では、それを聞いてはたと料理を止やめ、その客の背後に、ゆらりと立ちましょう。

ＧＭ：では、「ん？」と気配に気がついて振り返りますが。

チンエン：そいつの首根っこを掴つかみ……おい、話を聞かせてもらおう！

ＧＭ：「ひ、ひいっ、何すかっ、あんた！」

ユーノス：何でそんな高こう圧あつ的てきなんですか！（笑）

リン：チンエン、眼鏡めがね、眼鏡っ（笑）。

チンエン：あ、そうか、眼鏡掛かけてないときは弱いんだった。……あのー、すみません、ちょっとそのお話聞かせていただけませんかねえ？（一同笑）

オトハ：がらっと性せい格かくが変わったぞ（笑）。

ＧＭ：「いやー、今年の御前大料理大会のことなんだけど……」って、セーリア人なら大たい抵ていは知っているんですが、四年に一度の御前大料理大会がもうすぐ開かれるのですよ。

チンエン：なるほど。もうそんな時期か。

ＧＭ：「で、その話をしていたところで」

チンエン：ほうほう、今年はどういうことになりそうなんですか？

ＧＭ：「なんでも、暗殺料理術の使い手で、テイエンってヤツが参加するそうですよ」

オトハ：はっ、その名は!?

チンエン：はぁ～、そうなんですかぁ。……くわしく聞かせてもらいましょうか！　そういうと、そいつの肩かたを掴んで、ぎぎぎぎぎっ！　と。

リン：眼鏡してなくても、あんまり変わらない（笑）。

ＧＭ：「ひいっ、痛ぇ、こ、こいつ、一体……！」

チンエン：素す直なおに言った方がいいですよぉ？

ＧＭ：「くわしくも何も、そういう噂うわさでさぁ！」

リン：彼らは、何か知っているわけではなさそうですね。

ユーノス：普通に噂話をしていただけのようですから。

チンエン：その噂、一体どこで聞いたのでしょう？

ＧＭ：「御前大料理大会のお題が発表される宮きゆう殿でん前の広場で、そんな話が！」

チンエン：……つまり、情じよう報ほうはそれ以上はありませんね？

ＧＭ：「そ、そうです。オープニングで出てくる情報はこれだけでさぁ」（一同笑）

オトハ：なんというぶっちゃけ発言！（笑）

ユーノス：オープニングで明かされる情報は、もう打ち止めらしいですね。

チンエン：なるほど。ならば、その宮殿前広場に向かおうではないか！

ＧＭ：というところで、シーン終了です。







◆Opening 03◆前ぜん略りやく、おババ様




　ショーリン館から一路フワンジンに戻もどってきた、リン。

　そこで宿を取り、次なる探たん索さくに備えていた。

　その宿に、手紙が届とどけられた。




ＧＭ：では、次はリンのオープニングになります。場所は宿で、リンの部屋です。ちょうど、チンエンが下の厨ちゆう房ぼうで騒さわぎを起こしているところ。

リン：なにやら、厨房の方が騒がしいようですねえ。

オトハ：あはは。

リン：起き出して、いそいそと身支度をしましょう。

ＧＭ：すると、コンコンとノックがして「こちらに、リンさんという方はおられますか？」と尋たずねる声があります。

リン：はいはーい。

ＧＭ：戸を開けてみると宅たく配はい業ぎようの人がいて、「神しん殿でんからお手紙を預あずかってきました」と。

リン：手紙……誰だれからでしょう？

ＧＭ：差出人は、おババ様です。

リン：……それは、差出人の名に〝おババ〟と書いてあるんでしょうか？

ＧＭ：ええ、まあ。名前、特に決めてないもので。

リン：はあ、さっそく読んでみましょう。

ＧＭ：「リンへ。セーリアでの暮くらしはいかがですか？　そちらはお変わりありませんか」みたいな手紙が入っています。

リン：いやぁ、もう、大変で大変で……と、思わず手紙に語りかける（笑）。

ＧＭ：「異国暮らしは大変でしょう」

オトハ：おおー、いいおばあちゃん。

リン：向こうは大だい丈じよう夫ぶなんですかねえ？　大変なことになってるはずなんですけど……。

ＧＭ：「こっちは心配いらんから、そちらこそ気をつけなさい」

リン：さすがおババ様。まるで話しかけてくるような手紙の文面です（笑）。

ＧＭ：「お前のそういう細かいツッコミを入れるところが逆に心配です」

リン：おババ様、ちょっとうるさいです（一同笑）。

オトハ：それでそれで？

ＧＭ：「特に生水には気をつけてください」

オトハ：本当におばあちゃんだ！

リン：他ほかには、なんて書いてあるんですか？

ＧＭ：「それから、腰こしは冷やさないように」

リン：ああ、女性は冷やしちゃ駄目ですからねー（笑）。

ＧＭ：「そろそろ故郷の味が懐なつかしくなる頃ころと思います。神殿を通して、丹誠込めて作った米と古ふる漬づけを送りますので、どうかお食べください」

リン：まあ、ありがたい。……でも、おババ様は米を作っているんですか？

ＧＭ：兼けん業ぎようなんじゃないですかね。田舎いなかにはよくあることです。

リン：じゃあ、きっと米こめ俵だわらで送ってくれるんでしょう。

ＧＭ：で、荷物は神殿の転送装そう置ちを使って送ったんで、セーリアの神殿に取りに行けばいいことが書いてあります。

リン：ああ。なるほど。では、ありがたく受け取っておきましょう。

オトハ：神殿使えば、セーリアから荷物が送れるのか。なるほどー。

リン：他には？

ＧＭ：えっと「リンも年とし頃ごろなので、都会の男には気をつけなさい。男は、みんな狼おおかみだから！」みたいなこととか（笑）。

オトハ：心しん配ぱい性しようのおばあちゃんだ（笑）。

リン：ていうか、セーリアには変な人しかいません……。

オトハ：ジャクソンとか！（一同笑）

ＧＭ：ジャクソンはほら、ユーノス以外には超ちよう安あんパイじゃないですか（笑）。

リン：まあ、ジャクソンのことはどうでもいいです。で、他には？

ＧＭ：それだけですよ？

リン：えっ、本当にこれだけ!?

チンエン：なんだよこのシーン!?（一同爆笑）

オトハ：ちょっ、ちょっと！　ダイワのこととか、兄上のことは!?

ＧＭ：いえ、特に。

オトハ：書いてない!?　書いてなかとー!!　あれーっ!?（一同笑）

ユーノス：何故、九州弁？

オトハ：いやその、あまりのことに（笑）。

ＧＭ：ハンドアウトにあるとおり、リンに手紙と荷物が届くというだけの平和な開幕なので。

オトハ：本当にそれしか書いてないんですか？

ＧＭ：ええ、まあ。

オトハ：もしかして、おババ様は兄上のことがどうでもよいのか!?（一同笑）

ＧＭ：そんなことはないんですけどね。便りがないのはよい便り、ということで（笑）。

リン：とりあえず、おババ様に返事でも書いておきましょうか。

ＧＭ：では、返事を書いたところでシーン終しゆう了りようとします。







◆Opening 04◆強敵ともとの再会




　行ゆき交かう、人、人、人……フワンジンは活気溢あふれる街である。

　ユーノスは、その街の中を歩いていた。見れば、たくさんの屋台が並ならんでいる。

　その中で、香こうばしい焼きそばの匂においに誘さそわれるのだった。




ＧＭ：では、次のシーン。ユーノスのオープニングになります。

ユーノス：はいはい。

ＧＭ：今、ユーノスはフワンジンの街を歩いているところです。通りは雑ざつ多たで、人々も大おお勢ぜい行き交い、いろんな屋台も並んでいたりします。

ユーノス：ふわふわと浮ふ遊ゆうしながら移動してます。

ＧＭ：そうすると「焼きそば～、焼きそばはいらんかね～」という声が。

ユーノス：こ、このかぐわしい焼きそばの匂いは……！

ＧＭ：「新しん鮮せんな海の幸を使った海かい鮮せん焼きそばだよ～」

オトハ：じゅー（←ソースの焼ける音）。

ユーノス：香ばしいソースの匂いに惹ひかれ～、流れて♪

ＧＭ：きっと、エリンディル西方風なソースの香かおりですよ。

オトハ：んん!?　西方風……？

ユーノス：ほほう、この焼きそば批ひ評ひようの大家・ユーノスに食指を動かせるとは生意気な！（だみ声で）どぉれ！　親父おやじ！　食わせてもらおうかぁ！

チンエン：誰だよオマエ（笑）。

オトハ：キャラが変わってるのじゃ！

ＧＭ：ユーノスが屋台の暖簾のれんをくぐってみると、親父ではなくブロンドの巻まき毛げが特とく徴ちよう的てきな一二歳さいほどの少女がいます。

ユーノス：ほう。親父ではなく、女将おかみでしたか。意外ですね。

ＧＭ：まあ、フロイライン・セプターなんですけどね。




フロイライン・セプター

　地ち域いき密着型悪の秘密結社ダイナストカバル極東支部の支し部ぶ長ちよう。極ごく秘ひ任にん務むのために東方地域にいるらしいが、資し金きん獲得のために屋台運うん営えいに忙いそがしい。『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』に登場するＰＣのひとり、トラン・セプターを開発したドクトル・セプターの孫まご娘むすめである。
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ＧＭ：「焼きそば一パック一Ｇじゃー」

ユーノス：ほほう、なかなか可愛かわいらしいお嬢じようさんだ。だが批評の手は緩ゆるめんぞー。

ＧＭ：「き、厳しいのう、セーリアは……」と話していると、「はーい、できたてだよー」と焼きそばのパックを出してくれるのは───誰あろうカニミサイルです。

ＧＭ＆ユーノス：「「はっ！　お前はーっ!?」」（一同笑）

オトハ：きたー、カニミサイル！

ＧＭ：「お、お前はユーノス・ローリングスター！」

ユーノス：あなたには、見覚えがある。だが、くわしく覚えていない！（一同笑）

チンエン：ひどいなユーノス。〝強敵〟と書いて〝とも〟と呼よぶ仲だろ？

ユーノス：とは言われても、クライマックスで戦ったわけでもないですからねー。

ＧＭ：「ネオ・ダイナストカバル南パリス支部のカニミサイルだニ！」

ユーノス：そうでした。健けん闘とうを讃たたえ合った仲でしたね。別に、悪いことしたというわけでもありませんしね、あなた。

チンエン：それ以外は何もなかったっけ？

ＧＭ：特にはないっすよ（笑）。

チンエン：わざわざ前シリーズのキャラが出てきたと思ったら、それか（笑）。

リン：きっと、ここまで流れてくるのに紆う余よ曲きよく折せつのすごい物語があったんでしょうね。

ＧＭ：すると、カニミサイルはちょっとユーノスから目線を逸そらします。

ユーノス：どうしたのですか、カニミサイル？

ＧＭ：「わ、笑いたければ笑えばいいカニ！」

ユーノス：ほう、何を笑えと？

ＧＭ：「……貴き様さまに負けて以来、俺はさすらい、気づけばこうして屋台で焼きそばを売るまでに落ちぶれてしまったニ！」

ユーノス：なるほど、落ちぶれた姿を見せたくはないと。だが、しかし！　たとえそうであっても同どう情じようなどしない！　このユーノス、批評の手は緩めんぞ？（一同笑）

リン：まだ美食家気取りですね（笑）。

ＧＭ：きっとユーノスを睨にらみ返かえし、「食ってみるがいい。俺が身を削けずるようにして作った海鮮焼きそばを！」と雄お々おしく吼ほえるカニミサイル！

ユーノス：ははは！　いいだろう、食わせてもらおうではないかーっ。

ＧＭ：では、カニミサイルは足をぽきっと折って、鉄板の上にのっけます。

一同：本当に身を削ったーっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ユーノス：あ、足を……お前、今何をしたぁっ!?

ＧＭ：「いや、足をね。海鮮焼きそばの材料にね」

ユーノス：いいのかそれ!?

ＧＭ：「……いや、ほら、生えてくるし。カニだし」

チンエン：そういえば、カニの足はもげても生えてくるんだった（笑）。

ユーノス：ああー。貴様は大したヤツだ。その心意気だけは買ってやろう！

ＧＭ：「さあ、食ってもらおう。カニの身入りのソース焼きそばを！」

ユーノス：たしかに贅ぜい沢たくだ（笑）。では、ずるりと食べてみますよ。

ＧＭ：では、食してみると、カニの身はぷりぷりしていて、獲とりたてのタラバガニのよう。

リン：いやまあ確かに獲れたてですけど！

ユーノス：と、獲れたてのタラバガニをソースで炒いためる……この贅沢な台無し感は……なんという邪じや道どうな味だ！　だが、やめられないっ!?（一同笑）。

ＧＭ：「マヨネーズもあるカニ」

ユーノス：ぬうっ、ここでマヨネーズとは……わかっているな、貴様！

ＧＭ：にやりと笑い「カニサラダも作れるカニ」（一同笑）

オトハ：やるな、カニミサイル！（笑）

ユーノス：ともかく、これ美味うまいんですよね？

ＧＭ：ええ、普ふ通つうにカニの身として食えます。でも、焼きそばに入れるのはもったいないな～とは思いますが。

ユーノス：ふむ。なんだかよくわかりませんが……美味いのでしたらその美味おいしさを歌に乗せて語り、客引きを手伝ってあげましょう！

ＧＭ：すると「おい、俺にも海鮮焼きそばをくれ」「ちょっと自分の身をもいでて気持ち悪かったんだが、美味そうじゃないか！」と客も寄よってきます。

ユーノス：どうやら、大たい衆しゆうもキミの焼きそばの味を理り解かいしたようですね。

ＧＭ：「く……人の情けが身にしみるカニ」とカニミサイルは涙なみだを拭ふく（一同笑）。

ユーノス：フッ……我われ泣なき濡ぬれてカニとたはむる。

リン：石川啄たく木ぼくですね（笑）。

ＧＭ：「こ、これは涙じゃねえ。目にゴミが入っただけなんだからねっ」

オトハ：ツンデレじゃ！

チンエン：カニだけどなー（笑）。

ＧＭ：するとフロイライン・セプターも「ユーノスとやら、おかげで焼きそばが飛ぶように売れるのじゃ。感謝するぞ」と礼を言います。

ユーノス：ふふ、感謝など。芸げい術じゆつを世間に広める、それが天使であるボクの役目なのさ。

ＧＭ：「この焼きそばを芸術と言ってくれるやつがいたとは……」

ユーノス：では、懐かしい双ふた子ごとの冒険に思いを馳はせつつ、一曲。

ＧＭ：「そういえば、今いま頃ごろタコハンマーは何してるカニ～？」

チンエン：そこかよっ。

ユーノス：タコハンマー……あなたのタッグパートナーでしたね。

ＧＭ：「あいつとは、ちょっと袂たもとを分かっちまって……」

ユーノス：きっと、彼はどこかでタコ焼き焼いてますよ、どう考えても（一同笑）。

オトハ：でも、ちょっとせつない話じゃ。

ＧＭ：「まあ、なんだニ。せっかくだから一いつ杯ぱい」と、カップ酒を（笑）。

ユーノス：お、悪いですね～。




　まさか、こんなところで再会するとは───。

　安酒をくみ交わし、旧きゆう交こうを温めるユーノスとカニミサイルであった。




ＧＭ：「ああ、今日はそろそろ河岸かしを替かえようカニ」

ユーノス：おっ、これは長なが居いしましたね。

ＧＭ：───と、カニミサイルが屋台を引いて「それじゃあな」と去っていくところで、シーンは終わります。

チンエン＆ユーノス：何だよこのシーンっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：旧交を温めるいいシーンです、はい。







◆Opening 05◆豚ぶたを連れた少女




　セーリア大帝国は、世界に冠かんたる食の国である。

　その都フワンジンは、食の国にふさわしくさまざまな料理に出会える場所。

　オトハは、その中をるんるん気分で歩いているのだった。




ＧＭ：では次のシーン。次は、オトハのオープニングになります。

オトハ：……こ、今度はどんなシーン!?

ユーノス：オトハさんがシーン開始を警けい戒かいしている（笑）。

リン：米が送られてきたりカニと会ったり、そんなシーンが続きましたから（笑）。

ＧＭ：山から大都市フワンジンに戻もどってきて、街を歩いているところです。やっぱり、にぎやかだなあ。

オトハ：（マッハの速さで）饅頭まんじゆうじゃーっ!!

リン：ああ、さっそく……（笑）。

オトハ：今は、わたしひとりで歩いておるのだな？

ＧＭ：そうですね。宿に戻れば、チンエンやリンがいますけど。

リン：わたくしは手紙を書いております。

オトハ：じゃ、今のうちの饅頭じゃ！

ＧＭ：もちろん饅頭は売ってますよ。「はーい、饅頭だよー。饅頭いらんかねー」

リン：姫ひめ様さま、お小こ遣づかいは三〇〇円までです。

オトハ：さ、さんびゃくえん……これで何が買えるかのう。

ＧＭ：というか、そもそも〝円〟という単位があるわけでもなく（笑）。まぁ、Ｇゴールド以下の銀貨も流通してるでしょうから、それをお小遣いにもらったということで。

オトハ：わーい、ではさっそく買い物にいくのじゃ！

リン：何を買うんです？　よく考えて使うんですよ。

オトハ：もちろんじゃ。ええと、饅頭……いや、さっきと同じでは芸がない。たまには果物にしよう。きっと、美味しいものがあるに違いないのじゃ。

ＧＭ：では、ダイワでは珍しい南国の果実……バナナなんかどうでしょう。

オトハ：それじゃ！　おいバナナ売り、この有り金で買えるだけのバナナをくれ！




　いきなり全額使うオトハ。ダイワっ子は宵越しの銭を持たないようで。




ＧＭ：「まいどありー♪」

リン：ひ、人の忠告を全然聞いてない……（笑）。

オトハ：（上じよう機き嫌げんで）バナナおいひーのじゃー。

ＧＭ：では大量のバナナを食べながら歩いていると、何かが服の裾すそを引ひっ張ぱっていることに気づきます。

オトハ：お？　足元？

ＧＭ：で、視し線せんを下げると……くいくいと懸けん命めいに裾を引っ張っている小さな子豚が。

オトハ：子豚!?

ＧＭ：豚ですよ。ちょっと目つきが生意気そうですが。

オトハ：なんじゃ、お前バナナがほしいのか？　一番ちっちゃいのを一本やろう（笑）。

ＧＭ：そうすると「え～、これちっちゃくない？」みたいな顔をしつつも、もしゃもしゃ食べます。

オトハ：……何故なぜだか、言いたいことが伝わってくるような気がする豚じゃ（笑）。

ＧＭ：んで、バナナを食べ終わると子豚は、やっぱりオトハの足元に噛かみついてぐいぐい引っ張ります。

オトハ：なんじゃ、バナナを食べたいのではなかったのか？　では、引きずられるままについて行こう。

ＧＭ：すると、人々が行ゆき交かう中、見み慣なれない格かつ好こうの少女がフラフラと歩いています。

オトハ：……見慣れない格好？

ＧＭ：ええ、騎き馬ば民族風の衣い装しようを着た、一二歳くらいのちっちゃいヒューリンの少女です。目も虚うつろで、「み、水……」と言って、その場に倒たおれてしまいます。

オトハ：いかーん！　水だな？　よし、待っておれ！　ええと、水は水は……。

ＧＭ：まあ、その辺の店に頼たのめば、水の一杯ぱいくらい出してくれると思いますよ。

オトハ：おお、そうか！　じゃあ……ちょうどカニが引いている屋台を見つけよう！（笑）

ユーノス：ああ、カニの焼きそば屋。

ＧＭ：じゃ、ちょうど通りかかったカニと少女の屋台に声をかけると「水？　いいカニよ」と用意してもらいました。

オトハ：おおっ。じゃあ水だけ、水だけもらって。

ＧＭ：「できれば、焼きそばも買ってもらいたいんだけどなぁ」

オトハ：ダッシュ！　そこはダッシュで！（一同笑）

ＧＭ：逃にげた（笑）。

オトハ：だってもうお金ないし。ともかく、その子に水を飲ませてやるのじゃ。

ＧＭ：「あっ、ありがとうございます……」と少女は水をごくごくと飲み、ひと息つきました。どうやら、長旅をしてきたようですね。

オトハ：どこから来たのじゃ？

ＧＭ：「わたしは、北のタルタル・ハン国から来ました」

オトハ：タルタル・ハン国……？

ＧＭ：「あなたもこの国の人ではないようですが……」

オトハ：わたしはダイワという国から来たのじゃ。

ＧＭ：「わたしも異国から来ました。名前はニャムカといいます」

オトハ：ニャムカか。わたしはオトハという。

ＧＭ：「オトハさんですか。ありがとうございます、おかげで助かりました」と、ぺこりとお辞じ儀ぎをして礼を言います。すると、オトハを引っ張ってきた子豚がてこてこニャムカに近づいていって、「よう、助かったな」と言いたげな顔をします。

オトハ：ふう、よかったー。

ＧＭ：「ありがとう、ブーちゃん。この人を連れてきてくれたのね」

オトハ：ブーちゃん……おぬしの豚か？

ＧＭ：「はい」

オトハ：食用か？

ＧＭ：「い、一いち応おうは……」（一同笑）

リン：まあ、豚ですから（笑）。

ＧＭ：するとブーちゃんがびくっと不安そうな顔をして「……今、言ってはならねぇことを言ったな？」という顔をします。
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オトハ：何故か言いたいことがわかる！　不思議なものじゃ（笑）。

ＧＭ：ブーちゃんは、「二度とその話題を口にするな」という顔で睨みます（笑）。

オトハ：な、なんか威い圧あつ的てきなのじゃ（笑）。ところで、何故セーリアに？

ＧＭ：「実は、悪いヤツらに追われていて……」

オトハ：悪いヤツら？　それは聞きき捨ずてならん！

ユーノス：さすがはオトハさん。異国でも世直しの血が騒さわぐようですね。

オトハ：そいつらは、一体どういうヤツらなのじゃ。

ＧＭ：「それは……」とニャムカが言った途と端たん、「ひゃっはー!!」と奇き声せいが響きます。

一同：ひゃっはー!?

ＧＭ：鋲びようやトゲトゲをつけた革かわの服を着てモヒカン姿の十数人の連中が、武ぶ器きを振ふり回まわして人ひと混ごみを蹴け散ちらしながら現あらわれます。

オトハ：モヒカン？　なんでー!?

ユーノス：何故、セーリアにモヒカン……。

ＧＭ：（甲かん高だかい声で）「どこ行った、豚ー!!」（一同笑）

オトハ：豚を捜している？

ＧＭ：「あいつらは、この子を狙ねらってるんです！」

オトハ：ブーちゃんをか？

ＧＭ：そして、彼らはすぐにあなたたちに気づきます。「ふふっ、見つけたぜ、ニャムカ。俺たちテイエン親しん衛えい隊たいから逃にげられると思っているのか！」

オトハ：テイエン親衛隊!?（一同爆笑）

チンエン：もう本格的にダメっぽいな、ウチの兄貴（笑）。

オトハ：チンエンのお兄さんは、こんな悪いヤツらを従えていたのか……（笑）。

チンエン：悪いは悪いでも、頭の方だよまったく（笑）。

ＧＭ：「さあ、その豚を渡わたしてもらおうか」「こ、これは、ブーちゃんは貴重な種たね豚ぶたなんです。だから……！」とニャムカはブーちゃんをかばって背せ中なかに隠かくします。

オトハ：む、いかん！　間に割わって入るぞ。「お前たちには、渡せぬ！」

ＧＭ：「ああん？　何だこのチンチクリンは」

オトハ：チンチクリンじゃないわーっ！

ＧＭ：「ほう」

オトハ：ス、スレンダーな……。

ＧＭ：「スレンダー？」

オトハ：スレンダーな、ちょっと饅頭好きな……少女じゃ（笑）。

ＧＭ：「それ、ちょっと苦しくね？」

オトハ：く、苦しいのは重々承しよう知ちじゃ！（一同笑）

ＧＭ：「まあ、そりゃいいんだ。ともかく、痛いたい目にあわないうちに帰りな」

オトハ：むむっ。そっくりそのまま、その言葉返してやる！　しゃきん。

ＧＭ：「おっ、てめぇ刃は物ものを……」

オトハ：あ、しゃきんはまだじゃ！　ちきっ、くらいで！

ＧＭ：抜ぬくと捕まるしね（笑）。

リン：姫様、いろいろ学ばれましたね（笑）。

オトハ：そうそう！　だから、ちきっ！

ＧＭ：「ひっひっひ！　俺たち相手に刀ぁ抜く気でいやがるぜ！」「この嬢ちゃんやる気か！　ひゃっひゃっ、面おも白しれぇや！」「ひゃーっひゃっひゃ！」

ユーノス：な、何てうざい……。

オトハ：わたしを侮ぶ辱じよくするとは、許ゆるせぬ！

ＧＭ：「じゃあしばらく痛い目にあってもらうかな！　……兄貴ぃ！　兄貴ぃ！」

オトハ：あ、兄貴っ!?

ＧＭ：「へーっへっへ！　兄貴が出てきたらお終しまいだぜー」とモヒカンたちが言うと、骨ほね付つき肉をくっちゃくっちゃ食っている一ひと際きわ巨きよ大だいなモヒカンが前に出てきます。

オトハ：くそぉ、わたしはバナナがやっとだったのにぃ……！

ＧＭ：そんな恨うらみが!?（笑） じゃあ食いかけをぽんと投なげ捨すてて。

オトハ：あぁ～っ！　た、食べ物を粗そ末まつにするとは……ますますもって許せぬっ！

ＧＭ：「ああん？　どう許せねぇってんだ？」

オトハ：けっちょんけっちょんの、ぎったんぎったんにするのじゃ。

ＧＭ：「面白ぇ、やれるものならやってみな！」とチョップをかましてきます。

オトハ：ＧＭ、こいつはエキストラ？

ＧＭ：エキストラです。

オトハ：じゃ……とあーっ！　真しん剣けん白しら刃は取どり～!!

ＧＭ：はっ、真剣白刃取り!?　では、兄貴のチョップはオトハの白刃取りによって止められてしまいます。すると、周囲のモヒカンたちも「な、何っ!?　まるで刃物を両手で挟はさむようにして、兄貴の必殺チョップを止めた!?」と驚おどろきます。

オトハ：ごていねいな解かい説せつじゃな！（笑）

ＧＭ：「まさか、推すい定てい三〇〇キロといわれる兄貴のチョップをっ!?」

リン：それはさすがに言いい過すぎでしょう（笑）。

オトハ：んぐぐぐぐぐっ！　余よ裕ゆうじゃ。

ＧＭ：「な、何てヤツだ……」

オトハ：てぇーい！　ぽいっ！

ユーノス：おお、投げた！

ＧＭ：では、てーいと投なげ捨すてられた兄貴は、首からどすーんと落ちて気を失います。そうするとモヒカンたちも「あ、兄貴が負けたぁ～!?」と動どう揺ようします。

オトハ：次はどいつじゃあ～！　じりじりじり。

ＧＭ：「こ、ここはひとまず退たい散さんだぁー！」と撤てつ退たいしていきます。




　あれだけ威い勢せいよく荒あらし回まわっていたテイエン親衛隊を自じ称しようするモヒカンどもは、潮しおが引くように引き上げていった。




オトハ：ふうー、これでよし。

ＧＭ：「た、助かりました」とニャムカは礼を言います。

オトハ：怪け我がはなかったか？

ＧＭ：「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

オトハ：さっきのがニャムカを追っているという悪いヤツらじゃな？

ＧＭ：「はい」

オトハ：しかし、何故なぜ狙ねらわれることになったのだ？

ＧＭ：「……実は、このブーちゃんは立りつ派ぱな豚に育つと、タルタル豚といって、名品になる種類の豚なんです。あいつらは、それを独どく占せんしようとして……」

ユーノス：タルタル豚───それは同じ重さの金と取引をされるという（一同笑）。

チンエン：それは安いのか高いのか？

ＧＭ：まあ、そのくらい貴重な豚だと思ってください。

オトハ：なるほど、その豚のために命を狙われておるのか？

ＧＭ：「ええ……」

オトハ：よしわかった！　とりあえず、わたしと共に来るがよい！

ＧＭ：「いいんですか？」

オトハ：任まかせろ！　で、宿に向かいます！　途と中ちゆうカニミサイルのところに寄って、ありがとうって礼を言おう（笑）。

ＧＭ：「いやいや、どういたしまして。今度は焼きそば買ってほしいカニ～」

オトハ：こ、今度は買う！　今度は買うから！（笑）

ＧＭ：そうすると、ブーちゃんもあなたの胸むねに飛とび込こんできます。

オトハ：おっ！　可愛かわいいのう。ふふっ。

ＧＭ：こう、オトハの胸でふんぞり返りながら「フッ、抱だっこさせてやってもいいぜ」って顔をしています。

オトハ：な、何かこう、気になるところはあるが……まあいいか（笑）。

ＧＭ：では、ニャムカを連れて宿に向かったところで、次のシーンになります。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆大だい料りよう理り大会開かい催さい！




　フワンジン、宮きゆう殿でん前広場にチンエンはいる───。

　そこに集結したのは、大陸全土から駆かけつけた料理武ぶ侠きようたち。

　今、料理界でもっとも熱い期間が始まろうとしていた。




ＧＭ：ではミドルフェイズのシーンを始めましょう。最初のシーンプレイヤーはチンエンになります。誰だれでも登場可能で、登場難なん易い度どは８。

チンエン：ほーい。

ＧＭ：場所は、フワンジンの大だい皇こう帝ていが住まう宮殿前。大きな門が構かまえてあって、その前が式典が開けるように広場になっているんですよ。

チンエン：さて、さっそくやって来たが……集まっているのはどんな連中だ。

ＧＭ：そこには、セーリア各地からやって来た大おお勢ぜいのチューシやら、野次馬やらがずらーっと集まり、御ご前ぜん大料理大会で発表される料理のお題を、今か今かと待っている状じよう態たいです。

リン：では、せっかくですから登場しましょう。神しん殿でんに荷物を取りに行く途と中ちゆう、人だかりを見つけて気になったということで。チンエンがいるから、３Ｄで……18、成功です。

オトハ：リンが出たなら、わたしも！ （ダイスを振ふる）あっ、クリティカル。

ＧＭ：では、オトハとリンが登場ですね。ニャムカもオトハにくっついて登場します。

オトハ：ちょうど通りかかれた！

ユーノス：ボクはちょっと様子見です。

リン：では、通りすがりに……あ、チンエンさ～ん。

チンエン：おお、これはこれはリン。

リン：この人だかり、何事なんですの？

チンエン：これは、セーリアで四年に一度開かれるという御前大料理大会のお題が発表されるところでして。

ＧＭ：そうすると、料理一ひと筋すじに生きてきた料理武侠たちが続々と姿すがたを見せます。

一同：料理武侠!?（笑）

ＧＭ：まあ、チューシのことです。実に傾かぶいた格かつ好こうの個こ性せい的てきなチューシたちがずらりと。

チンエン：ほ、ほう。

ＧＭ：物知りの観客たちは、「げえええっ!?　あ、あいつは南の〝香こう辛しん料りようの爆ばく撃げき機き〟と言われた暴あばれチューシ!?」などと説明的なセリフを口にして盛り上がっています。

リン：香辛料の爆撃機って……（笑）。

オトハ：爆撃機ってなんじゃ～!?




「向こうはミリ単位で包丁を捌ける〝精せい密みつ機械〟と呼よばれた男！」

「おい、見ろよ！　〝炎えん熱ねつ処しよ刑けい人〟までいるぞ！」

「こりゃあすごいことになるぞ……」




ＧＭ：……と、いろいろなチューシが居る模様。

リン：妙みようなふたつ名を持った連中がいっぱい……。

オトハ：セーリアには、いろんな連中がおるのじゃな（笑）。

リン：チンエン、あなたはこの大会に参加するのですか？

チンエン：はい、そのつもりです。なんでも、今回の優ゆう勝しよう賞品は大皇帝所有の太陽石だとかで。

リン：なんですって!?

オトハ：チンエン！　その話本当か!?

チンエン：おや、これはオトハさん。おおっ!?　そちらはなかなかいい豚ぶたですね～。

ＧＭ：何故か、身の危き険けんを感じてブーちゃんはぷるぷる震ふるえます（笑）。

オトハ：これは、食材ではないのじゃ。

ＧＭ：すると「おい、なんでも暗殺料理術のテイエンが参加するって話だぜ！」という話が聞こえます。

オトハ：テイエン？

ＧＭ：「あいつ、死んだという噂うわさじゃあ……」ざわざわ、ざわざわ。

チンエン：（目を見開く）くわっ。

リン：テイエンというと、チンエンの……。

チンエン：……フッ、似にた名前もあったものです。

オトハ：うーん、チンエンの様子がどうもおかしいのじゃ。

リン：それはそれとして……そちらの女の子は？

オトハ：ニャムカといって、テイエン親しん衛えい隊たいという悪いヤツらから追われていたのじゃ。

ＧＭ：「よろしくお願いします、ニャムカです」

リン：でも、テイエン親衛隊って……。

チンエン：やはり、我わが兄とはいえこの手で葬ほうむらねばならぬか……。

ＧＭ：で、そんな話をしていると、門の上に役人が出てきて「皆みなの者、よく聞けーい！」とよく響ひびき渡わたる声で言います。

オトハ：おおー。

ＧＭ：「今回の御前大料理大会に見事優勝した者には、大皇帝陛へい下か秘ひ蔵ぞうの宝ほう石せき、太陽石が与あたえられる。我われこそはと思う者は、奮ふるって参加するように！」

オトハ：太陽石！　兄上を治すために必要な宝石のひとつ！

リン：さっそく、出てきましたね。

ＧＭ：「これより、御前大料理大会のお題を発表する───」と、でっかい垂たれ幕まくがばっさーっと広げられます。

チンエン：むっ、いよいよか！




「今回のお題は……炒飯ちやーはん!!」




ＧＭ：……〝炒飯〟と書かれた垂れ幕が、ばさーっ！

オトハ：だぁーん！

ＧＭ：チューシたちもざわざわと騒さわぎ始め「炒飯……だと!?」と動どう揺ようしています。

オトハ：チンエン、炒飯とはそんなに難むずかしいのか？

チンエン：シンプルな料理だけに、難しいですからねー。

オトハ：だがチンエン、兄上を救うためにはどうしても太陽石が必要なのじゃ！

チンエン：お任まかせあれ。こう見えて、炒飯は幼よう少しよう期きから叩たたき込こまれた得意料理！

オトハ：おおっ、なんと心強い！

ＧＭ：「なお、食材については各自調達。食材の入手、選せん択たくについての力量も考こう慮りよするものであーる！　チューシ諸しよ君くんは一週間後ここに集まりたし！」そう発表があると、チューシたちも一いつ斉せいに散って行きます。

リン：ああ、食材確かく保ほのために。

ユーノス：そ、そうか！　だからこその豚狩がりか……！（一同笑）

チンエン：炒飯に叉ちやー焼しゆーは必ひつ須す……この展てん開かいを予想してのことだったのか！

オトハ：これは、ブーちゃんが本当に狙ねらわれる……!?

チンエン：……オトハさん、ちょっとお話があります。

オトハ：お、なんじゃ？

チンエン：生きていくというのは、ものを食べること。そして、ものを食べるというのは、生命を奪うばうことでもあります。

オトハ：う……う、うむ？

チンエン：生命はまた生命を生み……飢うえぬためにまた生命を食べていかねばならない。

オトハ：何故なぜ、急にそんな話を？

チンエン：とりあえずその豚さんは危あぶない。この鍋なべの中に隠かくしましょう（一同爆ばく笑しよう）。

オトハ：な、鍋にっ!?

ＧＭ：するとブーちゃんは、びくぅっ!?　と怯おびえ「あいつやっちゃって、やっちゃって！」と、オトハの肩かたを叩たたきながら、チンエンを蹄ひづめで指差します（笑）。

オトハ：チンエン、ブーちゃんが怯えているぞ!?

チンエン：いえいえ。ワタシは隠かくれなさいと言っているのです。さっ、この土ど鍋なべの中に。

オトハ：何故だろう？　何故だかわからぬが渡わたしてはいけないような気がするっ！（笑）

リン：そ、そうですね……。

チンエン：見れば、それは貴き重ちようなタルタル豚……。成長すれば、さぞかし美味おいしい肉が。

ＧＭ：「成長する前ですから！　駄だ目めです、駄目ですからっ！」とニャムカが止めます。

ユーノス：そうですね。成長前ということでしたら食材には使えませんねー。

チンエン：でも、周りの人間にそれがわかるとも思えません。だから、ワタシの鍋の中に隠しておきましょうねえ～！（一同笑）

ＧＭ：びくうっ!?　ふたたび怯えるブーちゃん。

チンエン：この鍋に、は～や～く～っ（一同笑）。

オトハ：ブーちゃんは……まだあげられぬっ！

リン：まだ!?（笑）

ＧＭ：ブーちゃんはオトハを見上げ「ちょっと！　〝まだ〟ってどういうこと!?」と、蹄でばんばん叩きながら抗こう議ぎをしております（笑）。

ユーノス：仕方がない、ここで登場！ ……判はん定ていは成功！

チンエン：これはこれは。ユーノスさんじゃありませんか。

ユーノス：貴き様さまっ、平へい常じよう心しんを失っているな!?　そんな動どう揺ようした心ではまともな料理などできないはず！

チンエン：フッ、そうかな？　では、鍋の底から焼きそばを（一同笑）。

ユーノス：や、焼きそば!?　何故、ボクの好物を知っているっ。

ＧＭ：焼きそば、好物だったんすか（笑）。

チンエン：人を見れば、その者の好物がわかる。その心がわかってこそのチューシ！

リン：ええい、話が進みません。チンエン、落ち着きなさい！（手刀でツッコミ）

チンエン：ぐえっ！（笑）

ＧＭ：「あ、あのっ！　ブーちゃんは貴重な種たね豚ぶたなんです！」とニャムカも必死で食材にするのを止めようとします。

オトハ：心配いたすな。このわたしが食材にはさせぬ。

チンエン：ははは、この子豚がなくても我が暗殺料理術にかなうものはいません。

ＧＭ：───すると、後ろの方から「フッ、大きなことを言う」と声が。

一同：誰だれだ!?

ＧＭ：前回登場し、チンエンに敗れた男、仮か面めん料理人です───。

一同：来たぁーっ!!（爆笑）

オトハ：仮面料理人っ、仮面料理人じゃ！　……あはははははっ!!（爆笑して机つくえを叩く）

リン：やはり、名前を聞いただけで笑ってしまう（笑）。

ＧＭ：仮面料理人は、城じよう壁へきの上に立ち、腕うで組ぐみしながらあなたたちを見下ろしています。

チンエン：むっ、お前は仮面料理人……!?

ＧＭ：「……今度はヘタレって呼ばないんだな？」

チンエン：人がせっかくシリアスにしてんのにボケるんじゃねえ!!（一同笑）

オトハ：登場した途端、シーンが一気に面白くなったぞ（笑）。

ユーノス：まあ、ライバルかと思ったらあっさり負けたうえ、往おう生じよう際ぎわまで悪いという画期的なＮＰＣですからねえ。

リン：お久ひさしぶりですねえ、ショーリン館以来です。

ＧＭ：「お題は炒飯か。この御前大料理大会、荒あれそうだな」

オトハ：そなたも出るのか？

ＧＭ：「フッ、さてな」

オトハ：おや、出ないのか？

チンエン：無理でしょう、ヤツの腕前では（笑）。

ユーノス：いや、しかし得体の知れないところはありますよ。前回も、魔族が大聖堂の宝物を狙っていることを知っていましたし。

リン：それに、チンエンのお兄さん……テイエンが生きているという情報は本当だったみたいですしねえ。

チンエン：まあな。なんか知っているっぽいんだが……。

ＧＭ：とまあ、仮面料理人は「まっ、それはそれとして」と話を流し。

チンエン：流すのかよ。まあいいよ、もう（笑）。

ＧＭ：「炒飯はシンプルだが奥おく深ぶかい料理。チューシの腕がもっとも問われるお題だ」

チンエン：うんうん、そのとおりそのとおり。

リン：そんなに難しい料理なんですか、炒飯って？

チンエン：セーリアの歴史の中でも、その根こん源げんたる料理ですからねー。

ＧＭ：「そして、美味うまい炒飯を作るには三つの食材が必要だ！」

オトハ：三つの食材？

ＧＭ：「うむ。まずは、タルタル豚の叉焼」

チンエン：ぴくっ。

リン：炒飯を作るための三つの食材……残りのふたつは？

ＧＭ：「うむ、ふたつ目はダイワの米だ」

チンエン：ぴくぴくっ！

オトハ：なるほどな。我が国の米は最高じゃ！

ＧＭ：「あとは、お好みでエビかカニだ」

リン：ずいぶんアバウトな（笑）。

チンエン：ひとつ聞きたいことがある───。

ＧＭ：「ほう、なんだ？」

チンエン：……（眼鏡を掛かけ）その三つの食材、我が暗殺料理術の必殺炒飯のレシピだ。何故、貴様はそれを知っている？

ＧＭ：「……フッ、その質しつ問もんに答える義ぎ務むはなかろう」

チンエン：まさか、この仮面の男は……それはいくらなんでもいやすぎる！（一同笑）

ＧＭ：「な、何がいやだというのだ!?」

チンエン：だって、お前が兄者だったらいろいろ台無しだろう！

ユーノス：そりゃあ、まあ（笑）。

ＧＭ：「……貴様。そんな態たい度どだと、私わたしが仮面を脱ぬいだときに後こう悔かいするぞ？」（一同爆笑）

ユーノス：自分で言うなよ、そういうこと！（笑）

チンエン：じゃあ脱いでもらおうじゃねえか！

ＧＭ：「───今は、そのときではない」（一同爆笑）

チンエン：ならいつなんだっ!?

ユーノス：な、何を言っているんだ、こいつは……。

オトハ：（ゲラゲラ笑いながら）く、くるし……くるしいっ!?

リン：でも、タルタル豚にダイワの米、エビかカニの三つの食材が必要ってことですよね。

オトハ：……カニ、最近どこかで見たような気がするぞ（笑）。

ユーノス：ボクにも、びんびん心当たりがありますよ。

オトハ：うーん、どこかで……（笑）。

ユーノス：……はっ!?　まずいですよ皆みなさん！　早く市場を押おさえないと。テイエン親しん衛えい隊たいがカニを狩かり尽くしてしまうっ！

一同：なんだって───!?（笑）

ＧＭ：すると街から「ひゃっはー！」という声が（一同笑）。

ユーノス：いけない、もう始まってしまった!?

ＧＭ：「どうやら食材狩りが始まったようだな。さて、この状じよう況きようでどれだけ食材を押さえられるかな？」と仮面料理人はくくく、と笑います。

オトハ：い、急がねばっ！

ＧＭ：「ともあれ、せいぜい頑張るのだな」と言い残し、彼は退場します。

オトハ：なんじゃったんじゃろう……。

リン：まぁ、こんな変人の詮せん索さくよりも、今は食材のことを優先しましょう。

チンエン：ご安心を。三つの食材のうち、ひとつはすでにこの手にある！

リン：えっ、ど、どこに？（笑）

チンエン：ですから、オトハさんの胸に。

オトハ：こっ、これは駄目なのじゃ、これはっ！（さっとブーちゃんを隠しつつ）

チンエン：ですが、この豚ぶた肉にくひとつで太陽石が手に入り……ひいてはタイクーンのご容よう態だいが快復するのですよ？

ユーノス：ああああ～、そうですよねえ。

ＧＭ：ブーちゃんは潤うるんだ瞳ひとみでオトハを見つめ「裏うら切ぎらないよね？」と。

オトハ：ううーっ……ひ、人というのは情じようで生きるもの……！

ユーノス：可愛かわいい子豚～、悲し～そうな瞳で見ているよ～。べべ～んべべ～ん♪

リン：ああ、なんと悲しい旋律でしょう（笑）。

チンエン：人というのは業ごうの深い生き物でございますからね～。

オトハ：リン、何とかしてくれーっ！

リン：あらあら、仕方ありませんねえ。ぐわしっ！

チンエン：ぐえっ！

ユーノス：さすがはリンさん。物理的に黙だまらせるとは（笑）。

チンエン：お、おお……。しかし、他の食材……たとえば米はどういたしましょうか。

オトハ：うーん、米かあ。

リン：米ならついさっき、おババ様さまからの手紙が……と、米が届とどいたことを報ほう告こくします。

チンエン：すると、残るはカニ。誰だれかカニに知り合いはいないか？

ユーノス：いやあ、奇き遇ぐうだなあ。ボクはカニに友達がいるんですよー（一同笑）。

チンエン：そこだけ聞くと、どんなヤツだよって感じだな！

ＧＭ：今、カニに「ボクたち、友達だよね？」って語りかけるユーノスを想像しました（笑）。

チンエン：カニだけが友達、寂さびしいやつ……。

オトハ：ふむぅ。豚以外は、一応、調達できそうということかのう？

リン：そのようですね。

チンエン：その子豚ちゃんが無理なら仕方ない。せめて代わりの肉を探してくださいな。

オトハ：うむ！　では、まずは市場にでも行ってみるのじゃ！

ＧＭ：では、ここでシーンは終しゆう了りようですね。




　かくして、御前大料理大会の火蓋が切って落とされた───。

　セーリアの頂点に輝く炒飯を作るため、食材争奪戦が始まっている。

　暗殺料理術に伝わる必殺炒飯、見事作ることができるのか？







◆Middle 02◆食材を探さがせ！




　ついに始まった、御前大料理大会。

　その課題料理は、セーリア料理の基き本ほん中の基本と言われる炒飯。

　そのための食材を得ようと、フワンジンの市場にやってきたのだが───。




ＧＭ：とまあそんなわけで、皆さんでフワンジンの市場にやってきました。食の国セーリア、そしてその都フワンジンには、あらゆる食材が集まるわけですが……今は荒あらされ、ひゅるるるる～と寂さびしい風が吹ふいています。

オトハ：お、遅おそかったか……。

リン：それで、食材は？

ＧＭ：イナゴの群むれが通ったように、店頭には何もなく。「みんな持っていかれちまっただぁ～！」という悲ひ痛つうな店主の嘆なげきが響ひびいています。

オトハ：ひどい有り様じゃな……。

チンエン：一体、誰がこんなことを。

ＧＭ：「モヒカンとか変な鋲びようつけた、チンピラっぽい連中が……」

ユーノス：金も払はらわずに!?

ＧＭ：ええ、あるだけ持っていってしまいました。

チンエン：何か、倉庫に残っていないのか。

リン：もう、お米もないんですか？

ＧＭ：「ええ、米は何も」

リン：じゃあ、叉焼ちやーしゆーは？

ＧＭ：「豚はもう、何も残ってないです」

リン：じゃあ……お好みのエビかカニも。

ＧＭ：「エビカニなんて、もうそりゃ……」

オトハ：はあぁ～……。何も残っていないのか。

ＧＭ：ええ。「オキアミくらいなら……」

一同：オキアミ……（笑）。

リン：オキアミでも炒飯は作れるでしょうけど……。料理大会では厳しいでしょうね。

オトハ：どこか残ってそうなところはないか？

チンエン：もしくは入荷予定でも。

ＧＭ：「そんなあてなんてねぇよ、嵐あらしが去っていったあとみてぇだ……」

リン：終わった～……。

ＧＭ：そこらじゅうでチューシたちが「食材が揃そろわない」とがっくり落おち込こんでます。

オトハ：ああ、皆もか。




　嵐が過すぎ去さったあとのような市場。

　本来なら、山海の恵めぐみが溢あふれているはずである。

　だが、それがなにひとつ残っていない。

　食材がなければ、料理はできないのだ。




オトハ：いや、こうして落ち込んでばかりもいられぬ。心当たりの食材を探そう！

ユーノス：手近なところで、カニから行きますか。おーい、カニミサイル～。

ＧＭ：では、カニを探すための判定があります。街は広いですし、カニミサイルもひとところに留とどまっているわけではありませんから。

リン：なるほど、どこにカニミサイルがいるかは捜さがさないといけないんですね。

ユーノス：急ぎましょう。早くしないとテイエン親衛隊に狩かられてしまうっ！（笑）

オトハ：そうじゃな、ユーノスの友達だし！

チンエン：でも、その友達を食材にするんでしょ？

ユーノス：それはそれ、これはこれです。

チンエン：なるほど、ドライな関係だな（笑）。

ＧＭ：では、カニミサイルを捜すのは難なん易い度ど14の【知力】の判定で。

オトハ：頭を使うのは……苦手じゃ。

リン：みんな失敗するとどうなるんです？

ＧＭ：（肩をすくめて）カニミサイルがテイエン親衛隊によって炒飯の具にされるんじゃないですかね。

ユーノス：ぐっ！　さ、さらりとエグイことを。しかし、ボクの【知力】は３しかない。

チンエン：ワタシにお任せください。【知力】なら10もあります。

ＧＭ：実は、烈れつ風ぷう！　世直し隊で一番【知力】が高いのはチンエンですので。

リン：なにか納なつ得とくいきませんわ、その事実……（笑）。

チンエン：とりあえず振ふりますよー。えいっ！（ダイスを振る）フッ、クリティカル！

ＧＭ：おお、クリティカルした!?

オトハ：すごーい！

ユーノス：さすが、料理のこととなるとダイス目が冴さえますね。

ＧＭ：では、都の外れで焼きそばの屋台を引いている目もく撃げき情じよう報ほうを得ました。そちらに向かうとシーン終しゆう了りようとなります。

オトハ：では、さっそく向かうぞ！







◆Middle 03◆関かん節せつ技わざとカニの身と




　焼きそばを売るカニミサイルの屋台を捜し、フワンジンの街外れへとやってくる。

　この状況では、テイエン親衛隊に襲おそわれるかもしれないと、不安を抱いだくユーノス。

　そして捜すこと数分、一行はカニミサイルを見つけるのだった。




ＧＭ：では、フワンジンの街外れに向かうと、さっそく屋台を引いているカニミサイルを見つけます。全員登場とします。

ユーノス：よう友達。

ＧＭ：「おお、ユーノス。焼きそばのおかわりにでも来たカニ？」

ユーノス：まあ、そんなところです。フロイライン・セプターはいるの？

ＧＭ：もちろんいますよ。そろそろ店じまいというところですが。

リン：……あの、この変な方がお友達なんですか？

ＧＭ：上半身はカニ、下半身は人。そんな外見です。

オトハ：こやつが……友か。

ユーノス：そうです。かつて激げき闘とうを繰くり広ひろげた友。ボクのサーガでは端折はしよってますが。

チンエン：友達なら端折るなよ（笑）。

オトハ：……しかし、見れば見るほどカニじゃ。

チンエン：ふーむ、ぺたぺた、ぺたぺた（←カニミサイルに触さわる）。

ＧＭ：「な、何カニ？」

チンエン：たしかに大おおぶりなカニ。しかし大味に見えて、その味は……ばりっ（一同爆笑）。

一同：折ったっ!?

ＧＭ：「待てっ、いきなり足を折るとは失礼カニ、お前っ！」と、ばしっと取り返し（笑）。

オトハ：なんとぉ～！

チンエン：いいじゃありませんか。足なら八本ほどあるんだし。

ＧＭ：「こっちだって、身を削けずる思いで焼きそば作ってるカニ！」

リン：文字通り、これで焼きそば作ってますからね。

チンエン：わかった。一〇〇Ｇ出そう。ばりっ！（一同爆笑）

ＧＭ：「ぐわっ！　だから止やめるカニ!!」ばっ！　ばっ！　とまた取り返す。

チンエン：だがこの弾だん力りよく、なかなかよさそうなカニ炒飯ちやーはんができそうだ。

ＧＭ：たしかに、品はよさそうです。

ユーノス：カニミサイルさん。我われ々われはどうしても今度の御ご前ぜん大料理大会に優勝しなければならない。そのために、協力していただけませんか？

ＧＭ：「協力？　この俺おれにカニ？」

チンエン：わかりますか？　人というのは、業ごうの深い生き物なのです。

ＧＭ：「その業の深さは、カニゆえに知っている。人は、生きるためだけでなく、より美味うまいものを求めずにはいられない生き物カニ」

チンエン：そのとおりだ、カニよ。そして、お前はとてもよい食材になりそうだ。

ＧＭ：「そんなに俺の身がほしいなら、奪うばってみるがいいカニ！」

チンエン：おお、よく言った！　ばりっ！　ばりばりっ！（一同笑）

ＧＭ：「だからー、勝手に奪うな！　判定があるカニ」

チンエン：あるのかっ!?

ＧＭ：もちろん、ありますよ。

チンエン：そういえば、お前は一度ユーノスに負けてるそうだな。

ＧＭ：「だからこそ、リベンジする機会を待っていたカニ！」

ユーノス：えー、そういう話なんですか？

ＧＭ：「ユーノス！　俺はお前を倒たおさなければ、前に進めない身体からだになっちまったんだ！」

ユーノス：それはもともとでしょう。カニは横に進むものですから（一同爆笑）。

リン：たしかに（笑）。

チンエン：カニだからな。

ユーノス：というわけで、そういう星の下もとに生まれたと思って諦めなさい。

ＧＭ：「ひどい、カニミサイルになんてことを!?」落ち込んだカニミサイルを、フロイライン・セプターがかばいます。

ユーノス：カニミサイル。ボクとキミとは戦いを通じて友になったはず。

ＧＭ：「友だからこそ、戦いは避さけては通れぬもの！」くわっ。

オトハ：男同士の友ゆう情じようとは熱いのう。

ユーノス：しかし、戦えと言われても……ここで戦せん闘とうをするんですか？

ＧＭ：いえ、判定ですよ。「そんなに俺の身がほしければ、俺からもぎ取っていくがいい」判定で勝負です。【敏びん捷しよう】での対決となります。

ユーノス：【敏捷】かぁ……。

ＧＭ：で、カニミサイルの達成値との差が大きいほど、良りよう質しつの身が取れたこととなり、炒飯を作るのに有利になります。具体的には炒飯を作る判定の達成値に＋１～＋３です。

チンエン：クリティカルした場合は？

ＧＭ：その場合は、もちろん最大値の＋３となります。

チンエン：なるほどな。

リン：ちなみに、あたしは猫族アウリクで《アクロバットⅡ》まで取っていますから、【敏捷】は９で判定できますけど。

ＧＭ：なにーっ!?

ユーノス：じゃあ、ここはリンさんにお任せしちゃってもいいかな。

ＧＭ：「えっ？　ユーノスじゃないのかニ？」

ユーノス：フッ、こちらのリンさんは今のボクの仲間。キミとトーナメントで戦ったときだって、ボクは支し援えんしかしていませんよ？

ＧＭ：「うーむ、言われてみれば」

チンエン：いいのかよそれで！（一同笑）

ユーノス：しかし、往おう来らいでのミサイルの乱らん射しやはよくない。近くの川原にでも行って、そこで勝負をつけるというのはどうかな？

ＧＭ：では、「よし、じゃあそちらで勝負だ！　とうっ」

オトハ：ジャンプした!?

ユーノス：ボクたちも追いますよ？　とうっ！




　──と、ジャンプして移動した先は、人ひと気けのない川原。

　これなら、思う存ぞん分ぶん争えるというもの。




ＧＭ：びゅおおおお～。風が吹ふく中、川原で睨にらみ合あうカニとリン。

ユーノス：では、リンさん。思いっきりやっちゃってくださーい（一同笑）。

リン：ていうか、ユーノスのお友達じゃないんですか？

ユーノス：昨日の友は、今日の敵てきと言いますからねー。

リン：もうっ、しょうがないですねぇ。指をポキポキ鳴らしながら……それまで口にくわえていた葉っぱをペッと吐き捨てます。猫族アウリクが生まれついての捕食者プレデターだということを教えて差し上げますわ……。

オトハ：リン、頼たのんだぞ。

リン：そのカニ足、もらい受けます！

ＧＭ：「勝負！」では、【敏捷】で対決です。

リン：さっそくフェイトを使います（笑）。

ＧＭ：くっ（笑）。

リン：行きます！　えいっ！（ダイスを振る）あっ、クリティカル！

ＧＭ：なにっ!?　……こっちは13!?

リン：ケェェェェェッ！　と、怪け鳥ちよう音を発しつつ飛びかかります。

ＧＭ：「しまったーっ！　いつの間にーっ!?」

リン：右足を取りに行く……と見せかけてフェイントーっ！　左足っ！

ＧＭ：関節を極きめた!?

リン：極めたら折る！　ばきっ！（一同笑）

ＧＭ：うわっ恐こわっ!?　「ぐわぁぁぁぁぁっ！」

リン：さらに容よう赦しやなく、極めたら折る！　これぞ千年不敗の我が闇やみの武ぶ術じゆつ！　邪ジャッ！　けひぃっ！　ちぇあっ！




　ばきっ、ぼきっ、べきっ───。

　リンの容赦のない関節技によって、容赦なくカニミサイルの蟹足はもがれていった。

　げに恐おそろしきは、闇の武術である。




ＧＭ：「ま、負けた……」がっくりと膝ひざをつくカニミサイル。

リン：打撃などは華か拳けん繍しゆう腿たい（＊）！　格かく闘とう技ぎで真に恐ろしいのは逆手（＊）！

オトハ：リンの中の獣けものが目覚めた……！（笑）

ＧＭ：最高のカニの身が取れました。これで、炒飯を作る判定に＋３の修しゆう正せいがつきます。

オトハ：贅ぜい沢たくなカニ炒飯ができるのう（笑）。

ＧＭ：「くっ、やはり俺では勝てないのか……」落おち込こむカニミサイル。

チンエン：いや、さすがに相手が悪すぎだろう（笑）。

ユーノス：だがしかし、キミにいい報しらせがある！

ＧＭ：「いい報せだと？」

ユーノス：今、セーリアの食材は壊かい滅めつ状態にあります。つまり、屋台の稼かせぎ時ですよ！

オトハ：た、たしかに……！（笑）

ＧＭ：「それは本当か!?」

ユーノス：本当だ！　信じられないとは思うが本当です！

ＧＭ：「ありがとうユーノス！」

チンエン：むしろ、キミが外に出るとチューシたちに狙ねらわれないか。

ユーノス：フロイライン・セプターに守ってもらうとよいでしょう。

ＧＭ：「わかった、そういうことならあんまり正体を出さないようにするカニ」とカニミサイルはほっかむりをします。

チンエン：いや、意味ないだろそれ（笑）。

オトハ：カニがほっかむりしても……。

リン：さ、行きなさいカニミサイル（笑）。

ＧＭ：では、フロイライン・セプターと一いつ緒しよに屋台を引いて「さよーならー」とカニミサイルは夕日の中に去っていくのでありました。

一同：さようならー。

リン：足をありがとう～。カニの身をありがとう～。

チンエン：カニの肉を出すためだけに出てきたのか……（一同笑）。

オトハ：……しかし、本当に友達だったのか、ユーノス？

ユーノス：友達ねえ。友達といえば友達ですよ、ええ。

オトハ：なんか言い方が冷たいのじゃ（笑）。

ユーノス：まあ、面めん倒どうくさいヤツでして。

ＧＭ：ともかく、カニの身が＋３ほど揃そろいました。

一同：わ～、ぱちぱちぱち～。

オトハ：次は、ダイワの米か。

リン：神殿に行けば、おババ様から送ってもらった米がありますよ。

ＧＭ：現げん在ざい、荷物は神殿で局きよく留どめになってますから。

リン：いつから神殿は郵便局になったんですか！（笑）

チンエン：まあ、転送サービスあるからな。あれば便利そうだ（笑）。

オトハ：ともかく、そういうことならさっそく行ってみようではないか。

ＧＭ：では、神殿に向かう、ということでシーンを移うつしましょう。





（＊）華拳繍腿　見かけが派手なだけの技であるということ。

（＊）逆手　古武術における関節技のこと。









◆Middle 04◆Ｍｙ・舞まい・米まい




　リンは、フワンジンの神しん殿でんを訪おとずれた。

　ここに、おババ様の荷物が局留めされているという。

　さっそく、受付に問い合わせる。




ＧＭ：では、フワンジンにある神殿です。荷物は、この神殿が預あずかっている形になります。ちょうど、受付のカウンターの前にみんなでやって来てます。

オトハ：はいっ。

リン：すみませーん。荷物の受け取りに参りました～。

ＧＭ：そうすると、係のアコライトがやって来て対たい応おうします。「あ、はい。お荷物ですね。何か、ご身分を証しよう明めいできるものを」

リン：そしたら……証明できるものか。

ＧＭ：何か、送おくり状じようとかでいいんじゃないですか。

リン：そうですね。おババ様が送ってきた手紙を見せましょう。ここに、あたしの滞たい在ざい先さきと名前が書かれていますから。

ＧＭ：すると「はい、たしかに預かってますよ」と、係の人は奥おくへ行って大きな段ボール箱を持ってきます。

チンエン：段ボール箱？　ファンタジーなめんな（笑）。

ＧＭ：ポジトロンライフルまであるような世界で、何を今さら。

リン：どれくらい米が入ってるんでしょうね？　その場で開けましょう。

ＧＭ：すると、一〇キロ分ほどの米こめ袋ぶくろが目に入ります。

オトハ：おおー、結けつ構こう入っておるのう。

ＧＭ：また、手作りの漬つけ物ものの類たぐいや、ダイワの駄だ菓が子しなどが。

リン：ダイワのお漬物も入ってますよ～。駄菓子は姫ひめ様さまにあげます。

オトハ：わーい、じゃあニャムカとブーちゃんにも分けるのじゃ。

ＧＭ：「ありがとうございます～」とニャムカは黒くろ飴あめや麩ふ菓子をブーちゃんと分け合って美味おいしそうに食べています。

チンエン：しかし、米と漬物か～。

ＧＭ：それと、若い娘むすめが腰こしを冷やさぬようにと、赤い腹巻きも。

リン：心こころ遣づかいが染しみますねぇ。

ＧＭ：ちなみに、ダイワの米は調理の判定に＋２の効こう果かがあります。

チンエン：じゃあ、さっきのカニの身と合わせて＋５か。

リン：結構な修しゆう正せい値ちですね。

チンエン：試しに、この漬物を使ってみるとどうなるのかね？

オトハ：漬物を、炒飯ちやーはんに？

ＧＭ：はっ、その場合、漬物は１Ｄマイナス３Ｄの効果があります。

チンエン：なんじゃそりゃ!?

ＧＭ：たとえば、６が出たのちに３が出ると＋３の修正です。

チンエン：……だが、１が出たのちに18が出たら？

ＧＭ：その場合は、マイナス17の修正です。

オトハ：マイナス17!?

チンエン：おババ様の漬物、ギャンブルだな（笑）。

ユーノス：しかも、かなり分が悪い方ですよ。

チンエン：まあ、使うかどうかはあとで考えよう。

リン：ともかく、これでふたつ目の食材ゲットですね。

チンエン：よし、即そく座ざに三つ目を確かく保ほだ！　……ブーちゃん、お～い～で～！

オトハ：だからブーちゃんは駄だ目めじゃ───!!（一同笑）

リン：姫様、でしたらあたしがお預あずかりしておきましょう。

チンエン：まずい、リン相手だと近づいただけで関節を折られる（笑）。

リン：敵でもないのに折りませんっ。

オトハ：うむ。リンのところなら安全じゃ。

ＧＭ：では、リンの胸むねに飛とび込こんでいくと、ブーちゃんは「お、こっちの方がふかふかじゃん」と満足げな顔をします（一同笑）。

オトハ：何故なぜか言いたいことがわかるのじゃ！　な、ぜ、か、わかるのじゃ～！
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ＧＭ：「ああ、ブーちゃんは生まれてすぐ母親と別れたから」

リン：そんな設せつ定ていが（笑）。

ユーノス：だから、胸の大きな……こほん、母ぼ性せい的てきなリンさんに甘あまえるのですね。

チンエン：オトハさん、そんな失礼な豚ぶたは料理にするのが人のためだと思いませんか？

オトハ：ふと、心が揺ゆらぐオトハであった（笑）。

ユーノス：地じ雷らいを踏ふみ始めていますね、ブーちゃん。

ＧＭ：じゃあ、リンに甘えるようにすがります。

リン：せっかくなので、懐ふところに入れてあげます（笑）。

オトハ：……まあ、喜んでおるようだし、いいか。




　これで、暗殺料理術じゆつに伝わる必殺炒飯に必要な食材のうち、ふたつが揃そろった。

　問題は、最後のひとつ。タルタル豚であるが……。




リン：あとは？

一同：豚。

チンエン：成長促そく進しん剤ざいとかあれば……。

ユーノス：ないからそんなもん！（笑）

オトハ：豚かあ……。そうじゃ！　タルタル・ハン国に行けばよい！

チンエン：時間、ありますかね？

オトハ：ＧＭ、時間はありますよね？

ＧＭ：神殿の長距きよ離り転送サービスも駆く使しして、ギリギリ期き限げんの一週間というところです。

チンエン：なるほど、タルタル・ハン国に行けばいいのか。なら、豚の命は預けましょう。

オトハ：ニャムカ。そなたの部族は、タルタル豚を育てておるのだろ？　よければ、分けてもらえないだろうか？

ＧＭ：「そ、それが……」と、ニャムカは暗い顔になります。

オトハ：どうしたのじゃ？

ＧＭ：「お分けしたいのは山々なのですが、わたしの部族はテイエン親しん衛えい隊たいに襲しゆう撃げきされ、村の若わか者ものもタルタル豚も、みんなあいつらに捕つかまっているんです……！」

オトハ：なに───!?

ユーノス：なんて連中だ！　大会に勝つために、そこまでするとは。

チンエン：兄者、そこまで堕おちたか……。

リン：でも、どうして最初からタルタル豚が必要になるお題だってわかったんでしょう？

ＧＭ：実はサモナーのスキル、《クウェリィ》（＊）を使うとわかります（笑）。

リン：ああー、なるほど（笑）。

ＧＭ：それに豚ぶた肉にくは応おう用ようが利くので、先に押おさえておいた方がいいかなーって考えですね。

チンエン：押さえすぎだろ！（一同笑）

ユーノス：まあ、生産地根こそぎですからね。

オトハ：しかし、そんな悪いヤツがいると聞いては黙だまっておれん。ニャムカ、部族のところまで案内しておくれ。わたしたちがきっと悪者を成敗してくれよう！

ＧＭ：「で、でもあいつら強いし……危き険けんですよ」

オトハ：よいのじゃ。これも世直し！　悪を恐おそれてはおれぬ。

ＧＭ：「ありがとうございます～」

リン：タルタル・ハン国というと……ここから北に向かって国こつ境きようを越こえねばなりませんね。

オトハ：では、急いで出発の準じゆん備びを整えるのじゃ。いざ、タルタル・ハン国へ！

ＧＭ：というところで、シーン終しゆう了りようとなります。





（＊）《クウェリィ》　ＧＭに質問し、答えてもらうことができるサモナーのスキル。









◆Middle 05◆大草原の真ん中で




　見み渡わたすかぎりの大草原。ここは、タルタル・ハン国国境付近。

　風がそよぎ、草は波打ち、まるで緑の大おお海うな原ばら。

　オトハたちは、ニャムカの案内でタルタル豚を求めてやって来た。




ＧＭ：では、転送サービスを駆使し、国境付近にある防ぼう壁へきを越えて、みんなで大草原が広がるタルタル・ハン国へとやって来ました。

オトハ：わー、タルタル・ハン国だー！

ＧＭ：草原の乾かわいた風が、吹ふき抜ぬけていきます。ずーっと続く地平線も見えます。

リン：それで、ニャムカちゃんの部族は？

ＧＭ：はい、草原の向こうにテントがいくつか立っているのが見えます。ニャムカが指差して、「見えてきました、あそこがわたしの部族です」と言います。

ユーノス：ついに到とう着ちやくしましたね。

ＧＭ：「おじいちゃーん！　おばあちゃーん、帰ってきたよー！」とニャムカが声を掛けると、テントから老人たちが顔を出します。




　草原に並ならぶテントから現あらわれたのは、老人ばかり。それも、皆みな憔しよう悴すいしきった様子だ。

　それでも、ニャムカが無事帰き還かんしたことに顔を綻ほころばせている。

　見れば、放牧している家か畜ちくも痩やせ細ほそっているではないか。




ＧＭ：「おお、無事だったのかい」と言いながら、ニャムカをおばあちゃんやらおじいちゃんやらが出で迎むかえてくれます。ただ、集落に活気はありません。

リン：豚を連れて行かれたというのは本当のようですね。

オトハ：早くなんとかせねばなるまいな。

ＧＭ：で、ニャムカがオトハたちを紹しよう介かいし、事じ情じようを話すと「なにやらニャムカが助けてもらったそうで。ありがとうございます」と、七〇歳さいくらいの長老が何度も頭を下げます。

オトハ：いやいや、お気になさらず。

チンエン：ところで、あなたたちの部族ではタルタル豚を放牧していると聞きましたが。

ＧＭ：「それが……。今わしらの手元にいるのは、この種たね豚ぶたのブーちゃんだけですじゃ」

ユーノス：テイエン親衛隊が、一頭残らず持っていったというわけですか。

ＧＭ：「はい。豚はみんな連れ去られてしまいました。本来なら、部族のしきたりでタルタル豚の料理を出して歓かん待たいするのですが……」

オトハ：事情はわかっておる。悪いのは、テイエンじゃ。

チンエン：……これも、我わが兄の悪行か。

ＧＭ：それでも、老人たちはささやかな宴うたげを準備してくれます。馬ば乳にゆう酒しゆや乳にゆう製せい品ひんの食べ物が用意されます。

ユーノス：これはこれは。せっかくですからいただきましょう。

オトハ：しかし、さっきからおじいちゃんおばあちゃんばかり出てくるが……。

リン：そういえば、大人の方々が見えませんが。

ＧＭ：「みんな、テイエン親衛隊に連れて行かれ……」

オトハ：な、なんのために!?

ＧＭ：「タルタル豚の世話をさせているようです」

オトハ：この国にも、兵隊はいるのであろう？

ＧＭ：「もちろんです。この国では、男は兵へい役えきに就つき竜りゆうに乗って戦います。しかし、ここはセーリアからほど近い辺へん境きようゆえ、なかなかそういうわけにもいかず……」

リン：遊牧民は、基き本ほん自活自じ衛えいでございますからねえ。

オトハ：そうか。それで、どこに連れ去られておるのじゃ？

ＧＭ：すると長老はテントの窓まどから、「あの丘おかの上に、まがまがしい城しろが見えますじゃろう」と指差します。




　その指差した先に浮うかぶのは、鋭するどい岩山に囲まれた城であった。

　城からも攻こう城じよう戦に備そなえた突とつ起きがあり、牙きばを剥むく獣けもののような風ふ情ぜいである。

　おそらくは、廃はい棄きされた砦とりでを改かい築ちくしたものだろう。




ユーノス：あ、あれは……!?

ＧＭ：「あそこは〝豚の啼なく城〟と呼よばれておる───」

一同：豚の啼く城!?

チンエン：なんだそのネーミング!?（一同笑）

ＧＭ：「夜になると、悲しげに啼く豚の声が聞こえてくるのです。ブヒー、ブヒーと」

ユーノス：ああ。こうして耳を澄すますと、助けを求める豚の声が聞こえるような（笑）。

オトハ：ああ、ぶひーぶひー。

チンエン：しかし、豚にそこまでするとは。

ＧＭ：タルタル豚は、遊牧民が育てる珍めずらしいブランド豚なので。

リン：この部族も、豚を育てるタルタルでも珍しい部族なんでしょう。

チンエン：……わかった。もし豚と人を取り返したら、豚を一頭分けてはくれまいか？

ＧＭ：「それはもう。しかし、あいつらは恐おそろしく強いヤツらばかりで……」

オトハ：いかに強かろうと、悪党を見み逃のがすわけにはいかんのじゃ！　ニャムカ、おぬしの家族も取り戻してくるぞ！

ＧＭ：「ほ、本当？」とニャムカも嬉うれしそうです。

オトハ：うむ、武ぶ士しに二に言ごんはない！

ユーノス：さすがオトハさん。ならば、ボクの弾ひき語がたりでこの宴を盛もり上あげましょう！




　ユーノスがリュートを奏かなで、歌う。

　老人たちも、ニャムカも、声を揃そろえて歌った。

　世の中は、つらく悲しいことばかりではない。

　時には、嬉うれしいこともある。

　今は、それを忘わすれて歌うのだった。




ユーノス：……（曲を弾き終わったミュージシャン風に）みんなー、ありがとー！

オトハ：いいぞー、ユーノスー！

ＧＭ：と、宴で盛り上がっていると、ドドドドッ！　といういくつもの蹄ひづめが轟とどろく音と「ひゃっはー!!」という奇き声せいが響ひびいてきます。

一同：きたー!!（一同笑）

ユーノス：向こうから出てきやがりましたね。しかし、わかりやすい奇声だ（笑）。

オトハ：常つねに「ひゃっはー！」だからのう。

リン：ていうか、何しにきたんでしょう（笑）。

ＧＭ：「子こ豚ぶたがまだ残っているはずだー！」と叫さけび、土つち煙けむりを上げながら。

オトハ：えっ、わざわざブーちゃんを狙ねらってきたの!?

ＧＭ：ブーちゃんは、優ゆう秀しゆうなタルタル豚の血けつ統とうなんですよ。

オトハ：なるほどー。

ユーノス：しかし、ブーちゃんにかける執しゆう念ねんは、チンエンさんもかくやという連中だ。

チンエン：ワタシも食材には妥だ協きようをしないのだよ（笑）。

リン：外の様子を見てみますか？

ＧＭ：「ひゃっはー!!　豚はどこだぁー！」と結構な数のモヒカン集しゆう団だんが押おし寄よせています。具体的には、モブで五グループほど。ざっと見て一〇〇名程てい度どですね。

オトハ：うわあ。

ＧＭ：「お前たちが種豚を隠かくしていることはわかっているんだぜー！」

チンエン：オトハさん、任まかせましたよ。

オトハ：よし！　ヤツらの前に出て行くぞ！

ＧＭ：「ああん？　なんだぁ？」

オトハ：おぬしたちの乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきも、そこまでじゃ！

ＧＭ：「おお、まだこんなに働けそうなヤツがいるじゃねーか！」「こんな娘むすめがいるとはな」「こりゃ、酌しやくでもさせてやるか～！」

チンエン：……（眼鏡めがねを掛かけながら）お前たちに聞きたいことがある。

ＧＭ：「聞きたいことだと？」

チンエン：テイエンという男の素す性じようを聞かせてもらおう。

ＧＭ：「ほほう。お前、テイエン様の名を知っているのか？　テイエン様こそ、新世代が生み出した天才料理人よ！」という話をします。

チンエン：では、豚と米と海産物を独どく占せんしたのも、その男の命令か？

ＧＭ：「いかにも！　テイエン様は此こ度たびの御ご前ぜん大料理大会に優ゆう勝しようすることでセーリア料理界に君くん臨りんし、すべてを支し配はいするのだ～！」

リン：この人たちは、何を言っているんでしょう？（笑）

ユーノス：大会で優勝してセーリア料理界に君臨するまではいいんですが……そこからすべてを支配するという発想にいたるまでには、飛ひ躍やくがあると思うんですけど？

ＧＭ：「うるせえ！　俺おれたちは難むずかしいことはよくわからねえんだよ！」（一同爆ばく笑しよう）

チンエン：馬ば鹿かだろうお前ら！（笑）

リン：きっと、何も教えられていないのでは？

チンエン：まあ、そうだろうな～。頭よさそうじゃないもんな～。

オトハ：本当に下したっ端ぱなんじゃな。

チンエン：なら、お前に用はない。痛いたい目にあわないうちに、ここから去るがいい。

ＧＭ：「な～に言ってやがる。この数相手に勝てるつもりか」

チンエン：ほう、やる気か？　だったら束になってかかってくるがいい。ここにおわすオトハ様がお相手するぞ。

オトハ：ちょーっ!?（一同笑）

ＧＭ：「えー？　もっと肉付きがいい方が好みなんだけどなー」

オトハ：きーっ!!　どいつもこいつもー！

ＧＭ：「まあいいか、とりあえず捕つかまえるぞ、ひゃっひゃー！」と、モヒカンどもが一いつ斉せいに襲おそいかかってきます。

オトハ：ふん！《トルネードブラスト》───!!




　一斉に襲いかかってくる、モヒカンの男ども。

　だが、オトハは怯ひるむことなく、白はく刃じんを翻ひるがえす。

　きん、きんっ！　小気味よく鋼はがねの音が鳴ること、数度───。

　一いつ瞬しゆん、時が止まったかのように静せい寂じやくが訪おとずれる。

　そして次の瞬間には、一〇〇からいたテイエン親衛隊はバタバタと地に伏ふせるのだった。




オトハ：ちゃきん、きんきんきーんっ！

ＧＭ：すると、一〇〇人くらいいた連中が、あっという間に倒たおれていきます。

オトハ：フッ、安心せい。峰みね打うちじゃ。

ＧＭ：「す、すごい……」と、ニャムカは驚きよう愕がくします。

チンエン：よし、峰打ちで気を失っているヤツを締しめ上あげよう。

オトハ：その辺の意い識しきのあるやつを捕まえて。

ＧＭ：すると「ああっ、やめてぇっ」と、びくびく怯おびえているモヒカンがひとりいます。

オトハ：おい、テイエンのアジトまで案内いたせ。

ＧＭ：「そ、そんなことをしたら俺がテイエン様にっ、殺されるー！」

オトハ：うるさい、ごすっ！

ＧＭ：「ぐへぇっ!?　わ、わかりました、すべてやらせてもらいます！　すべてあなた様のおっしゃるとおりに、へへー」

リン：ずいぶんしおらしい（笑）。

ユーノス：こいつに案内させればいいんじゃないですかね？

オトハ：そうじゃな、そして夜明けとともに出発じゃ！

ＧＭ：では、こんなところでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 06◆いざ征ゆくは、豚ぶたの啼なく城しろ




　草原の朝は早い。日の出とともに、オトハは目を覚ました。

　朝あさ靄もやの中、キリリとした空気に身を引ひき締しめる。

　いざ、豚の啼く城へ。




ＧＭ：では、いよいよ朝となりました。草原の朝は、地平線から太陽が昇のぼってきてとても美しいです。

オトハ：うむ。珍しくガバッと跳はね起おきて、急いで身み支じ度たくをするぞ。

リン：本当に珍しい（笑）。

オトハ：うむ、悪党を退治せんと、ここの人たちに豚肉料理を作ってもらえんからのう。

リン：結局食べ物ですかっ。……とはいえ、急がないと大会に間に合わないのも事実。

ユーノス：じゃ。ボクも起き出してきますよ。

ＧＭ：すると、昨日捕つかまえたモヒカンが「姐あねさん、ここにお履はき物ものをご用意させていただきました」と、すすっと草ぞう履りを出してくれます。

オトハ：うむ、ありがたい。

ＧＭ：履はいてみると、ほんのり温かいという。

ユーノス：きっ、貴き様さまっ！　姫ひめ様さまの草ぞう履りを尻しりに敷しいていたなっ!?（一同笑）

ＧＭ：「滅めつ相そうもございません！　お寒いと思い、懐ふところで温めておりやした」

チンエン：秀ひで吉よしかよ（笑）。

リン：かわたなも、よくこんなネタに反応したなー（笑）。

オトハ：んー、なんかこやつに名前がほしいな。その方、名をなんと申す？

ＧＭ：「名ですか？　……では、ザグバとでも」

オトハ：ザグバか。いかにもザコっぽい名前じゃな。では、豚の啼く城まで案内いたせ。

ＧＭ：「へい、お任まかせを」そんな感じで案内してもらいます。




　朝あさ霧ぎりにまぎれ、豚の啼く城に向かうオトハ一行。

　モヒカンの案内により、豚の啼く城へとやってくる。

　城の中からは、ぶひー、ぶひーという悲しげな声が今も続いているではないか。




ＧＭ：というわけで、豚の啼く城付近までやって来ました。遠くから、ぶひー、ぶひーと豚の声が聞こえてきます。

オトハ：うーん、ただの大規模な養よう豚とん場じようのような（笑）。

ＧＭ：で、城の前には見み張はりが何人かいます。

オトハ：おいザグバ、何か裏うら道みちはないのか？

ＧＭ：「う、裏道っすか」

チンエン：正々堂々、正面から行けばいいとも思うが。

オトハ：いや。おんみつ姫ひめ的てきには、天てん井じよう裏うらとか、そういうところをこっそりいきたい！

リン：なるほど、姫様の個こ人じん的要望なんですね。

ＧＭ：「こっそりいけるルートとなると……ありますよ、これが！」

オトハ：おお！　でかした！

リン：この下したっ端ぱ、胡う散さん臭くさいんですけど（笑）。

オトハ：しかし、何故なぜだか他人には思えない気が。

リン：ああ、三下だから（一同笑）。




　三下キャラに自分を重ねる小島めぐみであった。




ＧＭ：では、ザグバが忍しのび込こむためのルートを教えてくれます。一いち応おう、門番に気づかれないように忍び込むのであれば、難なん易い度ど12の【敏びん捷しよう】判はん定ていを行なってもらいます。これは、忍び込む人全員に判定してもらい、ひとりでも失敗したら気づかれます。

チンエン：なるほど。なら、フェイトを使っておくか。

オトハ：わたしもフェイト１点使って、せーいっ！　……おっ！

一同：おおっ。

オトハ：クリティカルー!!

チンエン：おおー、すごい。

ＧＭ：オトハは、まったく気づかれることなく忍び込んだ。

オトハ：しゅった！

リン：姫様ー、待ってくださーい。あたしも忍び込みます。（ダイスを振ふる）よし、ダイス目は11、達たつ成せい値ちは20！

オトハ：おお、成功か。さすがはリン。

ユーノス：とりあえずボクも振ふりますねー。（ダイスを振る）成功！

チンエン：ワタシもフェイトを１点使って（ダイスを振る）……あ、ダイス目だけで成功していますよ。

ＧＭ：ザグバの案内もあって超ちよう余よ裕ゆうっすね。見張りをかわし、城の中に入っていきます。




　見張りの目につかないよう、モヒカンの案内で城じよう内ないへの潜せん入にゆうを果たす。

　そこで見たものは……。

　人が豚のために鞭むち打うたれ、豚にかしずく地じ獄ごくの養豚場だった。




ＧＭ：そして城内に入ると、「おらー、働けー！」と人々がモヒカンに鞭打たれ、豚を育てている巨きよ大だいな養豚場となっている光景を目にします。

ユーノス：城だろここっ!?（一同笑）

ＧＭ：「おらー、ちゃんとブラッシングしろー！　豚さんにストレスが溜たまっちゃうだろうがぁ！」と、モヒカンがびしびし鞭打ってます。

オトハ：なんという光景じゃ……。

ＧＭ：「タルタル豚を一いつ生しよう懸けん命めい育てて、スーパーゴールデンタルタル豚にするんだぁーっ」

チンエン：な、何……？　スーパーゴールデンタルタル豚!?

オトハ：ザグバ、そのスーパーなんちゃらタルタル豚というのはなんじゃ？

ＧＭ：「はっ、最高の環かん境きようで育てたタルタル豚の中でも、一〇〇〇頭に一頭の至し高こうの一頭だそうで。テイエン様は、その至高の一頭をもって御ご前ぜん大料理大会で名を轟とどろかすそうで」

チンエン：なるほど。そんな食材があったとは……。

オトハ：で、養豚場の中はどうなっておるのじゃ？　みんなを助ける方法を考えたいのだが。

ＧＭ：はっ、鞭を打っているモヒカンはモブ。働かされている人々は、鉄球をつけた足かせをつけられていて、脱だつ走そうしにくくなっています。

オトハ：豚の方は？

ＧＭ：豚は、大事に育てられていますから柵さくを開ければ逃にがすことは難むずかしくなさそうです。

リン：ともかく、人々を助けるためには足かせの鍵かぎを外さねばなりませんね。

オトハ：そうじゃな。どうするか？

ＧＭ：「へっへっへっ、オトハ様。足かせの鍵は監かん督とくが持ってますぜ。あっしがおびき出しますから、ぼかんとやっちゃってくださいよ」

オトハ：おお、おぬし役に立つではないか。

リン：……でも、信じていいのでしょうか？

オトハ：まあ、信じてやろうではないか。三下に悪いヤツはいないのじゃ。

チンエン：それは絶ぜつ対たいに違ちがうだろ！（一同笑）

ユーノス：むしろ、悪いヤツの下にいっぱいいると思います。

ＧＭ：シンパシーを感じているんですね（笑）。

オトハ：ともかく急ごう。テイエンに見つかるかもしれん。

ＧＭ：「ああ、それならご心配なく。テイエン様は戻もどってきませんよ……いや、あのテイエンの野や郎ろうはっ！」（一同笑）

ユーノス：すっかり寝ね返がえってますねー。

オトハ：今は留る守すか。チャンスじゃな。

ＧＭ：「じゃ、監督をこっちに連れてきます。やっちゃってくださいよ！」

オトハ：よし、任まかせたぞ。

ユーノス：いやいや、ちょっとくらい疑うたがいましょうよ（一同笑）。

ＧＭ：「信じてくださいよ！　心を入いれ替かえましたって！」

オトハ：こやつは草履を温めたから、信じてやろう。

ユーノス：おお、心が広い。王者の器うつわですよ。

チンエン：広いというか、底そこ抜ぬけというか……（笑）。

ＧＭ：では、ザグバが監督のところに行ってごにょごにょと耳打ちすると「お、そうか」って感じで連れてきます。気づいてませんから、不意を打てばあっという間に倒たおせます。

オトハ：おっ！　よーしっ、《トルネードブラスト》！




　オトハの剣けんがうなった。監督は、あっという間に倒れた。




オトハ：ちゃきーん！

ＧＭ：はい、監督は倒れました。鍵を奪うばえます。

リン：罠わなじゃなかった……。

ＧＭ：「へーっへっへ！　ざまあみやがれ！　この野郎、今までこのザグバ様のことをこき使いやがってよぉ！」とげしげし蹴けりを入れ（一同爆笑）。

チンエン：お前、そこはこっちを裏うら切ぎるところじゃないのか!?　画期的すぎるだろう!!

オトハ：やっぱり、いいヤツじゃな（笑）。

リン：いいヤツっていうか、単に姑こ息そくなだけなんじゃあ……（笑）。

ＧＭ：「さあ、今のうちなら！」

リン：……い、いやまあ、そこまでしていただいたんだったら、このまま捕つかまった人たちと豚たちを助けだしましょう。

ユーノス：なんだか、ここまでやってくれても、どうしても信用できない（笑）。

ＧＭ：「何でですかぁ～！　心は入れ替えましたってぇ！」と、目をうるうると。

オトハ：わたしは信じる！　信じるぞ！

ＧＭ：では、監かん視し員いんが「な、なんだお前らは!?」と叫さけぶんですが、ザグバが後ろから殴なぐり倒し、「こっちは押おさえました、今のうちでさー！」と（一同笑）。

リン：もう、誰だれよりも役に立っちゃって（笑）。

オトハ：じゃあ、鍵をもらって、助けよう！

ＧＭ：部族の者は大おお勢ぜいいますから、手分けをして鍵を外していくことになりますかね。「あ、ありがとうございます！　まさか助けに来てもらえるなんて」みたいな感じです。

オトハ：部族の者は、これで全員か？

ＧＭ：「ええ。全員ここで働かされていました。豚も全部です」

オトハ：よし。それでは、今のうちに逃にげるぞ！

ＧＭ：と思うと、そこにカッと照明が向けられ───。

オトハ：な、なにっ!?

ＧＭ：養豚場を見下ろすように、テイエン親しん衛えい隊たいがずらーっと取り囲んでいます。あなたがたが皆みなの鍵を外しているうちにやって来たようです。手には釘バットを構かまえ───。

一同：釘バット!?

チンエン：まあ、モヒカンといったら釘バットだよな！（笑）

ユーノス：それはわからなくもないが、偏へん見けんというものだ！

ＧＭ：じゃ、火か炎えん放ほう射しや器きのヤツもいます。

ユーノス：まあ、それならいいですけど。

リン：何故、それで納得するんですか？（笑）

ＧＭ：まあ、ここではあくまでも釘バットがメインです、ええ。

オトハ：おい、ザグバ！

ＧＭ：すると、「へっー、へっへっへ！」と上の方にザグバが（一同大だい爆ばく笑しよう）。

チンエン：お前！　ここにきて裏切るのかよ!?

リン：タイミング、遅おそすぎ！

ＧＭ：「かかったな！　お前たちが鍵を外している隙すきに、ボスを呼よびに行ったのさぁ！」

一同：なんだってー!!

オトハ：三下だと思って、信じたわたしが馬ば鹿かであった……。

リン：だから、三下は信じてはいけないと言ったでしょう姫ひめ様さま。

ＧＭ：「悪ぃな！　俺おれはこうやって生きてきたのよぉ！」

オトハ：おのれぇぇぇ。

ＧＭ：「へっへっへっ、ボスに逆さからう反はん逆ぎやく者しやどもをおびき出しましたぜ！」と振ふり返かえると、ゆらりと現あらわれた人ひと影かげが「よくやった、ご苦労」と言いつつ、ぶしゃーっと処しよ刑けいします。

一同：し、死んだーっ!?（一同笑）

ＧＭ：「ぎゃーっ！　俺はあなたの右みぎ腕うでだったはずーっ！」「私わたしの右腕はここにある。お前のように品性下げ劣れつな部下などいらぬ」などの会話が。

ユーノス：何故なぜ、そうお約束な発言しかしないんだ、お前は！

リン：ていうか、右腕ですらないし。単なる下っ端だったのに（笑）。

ＧＭ：「ふん、くだらぬヤツめが」

オトハ：おい、そいつは仲間ではなかったのか？

ＧＭ：「私に仲間などおらぬ。いるのは部下だけだ。そう、このテイエンにはな───」

チンエン：テイエンだと!?

ＧＭ：チンエンには、その顔に見覚えがあります。見み紛まがうことなく兄テイエンです。




　テイエンとチンエン───。

　暗殺料理術を伝でん承しようする一門に生まれた兄弟が、ここに再さい会かいした。

　一門は没ぼつ落らくし、弟は、兄は死んだと伝えられていた。

　だが、その兄は生きていた。

　非ひ道どうを働き、セーリア料理界に君くん臨りんしようとする悪あく魔まの料理人となって。




チンエン：本当に、我わが兄なのか……？

ＧＭ：ただ、ちょっと目の下に黒い隈くまがあって、目がつり上がってて、明らかに人相が悪くなってますけどね。

チンエン：ちょっ!?　偽にせ者ものだろそれっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：さぁどうでしょう。少なくとも、今はまだ断言はできませんね！

チンエン：ううう、ワタシが料理人として追い求めた兄が、豚ぶたを独どく占せんして大会に優ゆう勝しようすることを企たくらむとは！　……ちっちぇえ、あまりにもちっちぇえ!?（爆笑）

ＧＭ：そしてテイエンは誇ほこらしげに言う。「ようこそ、私の養よう豚とん場じようへ！」

チンエン：てめえは料理人だろ!!　なんで養豚業者に転職してるんだよっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「厨ちゆう房ぼうで調理するだけではなく、食材である豚まで管理する。これが、これからの時代の料理人の在り方となるのだ」

チンエン：ま、まあ、一理あるが……。

オトハ：仮か面めん料理人といい、チンエンに絡からむ人は、本当、どこか、どこか……！（笑）

リン：抜ぬけてるっていうか、ネジが緩ゆるんでるっていうか。

ＧＭ：「ふと見てみれば、懐なつかしい顔があるな……なぁ、チンエン」

チンエン：認みとめたくはないが……生きていたのか兄者!?

ＧＭ：「死んだというのは、世を欺あざむくためよ。私は、暗殺料理術という優すぐれた技わざを持ちながら、こそこそと歴史の陰に隠かくれて生きる生き方がいやになったのだ」

チンエン：それで、自由に生きるというのか？

ＧＭ：「いかにも！　この私が暗殺料理術をもってセーリア料理界……いや、東方全土を支し配はいするのだぁ！」

チンエン：ここで、眼鏡めがねを掛かけて本気モードだ。変わったな、兄者……。

ＧＭ：「そうとも。変わったかもしれんなあ」

ユーノス：おお、兄弟の深き宿しゆく業ごう！　新曲のネタのためにメモっておこう（一同笑）。

チンエン：兄者よ、何故そのように変わってしまったのだ。

ＧＭ：「悪だよ、悪───」

チンエン：なんだと!?

ＧＭ：「チンエン、悪はいいぞ！」

チンエン：おい、そのセリフはもはや偽者確かく定ていだろ！

ユーノス：……まあ、それはプレイヤーだからこそそう思うわけで、ＰＣとしては本物だと信じてしまうんですよねえ。

チンエン：くそー（笑）。

ＧＭ：「どうだ、お前も我がもとに来ないか？　悪はいいぞ、自由がある！　力ですべてを奪うばう権けん利りがある！」

オトハ：うわぁ。

チンエン：……そこまで堕おちたか、兄者よ。

ＧＭ：「貴様も、正せい義ぎというくだらぬ考えに囚とらわれているから、食材を手に入れられないのだ。悪に染そまれば、このような最高の食材も思うがまま！」

チンエン：料理はすべて世の中のために。師し父ふからそう教わったはず！

ＧＭ：「世の中のため？　ちがーうっ!!　料理とは、みずからの才さい能のうで人の味覚を支配し、世を支配するためにあるのだぁー!!」




　あの優やさしくも厳きびしい兄は、もういない。

　そこにいるのは、外げ道どうの道へと堕ちた悪魔の料理人であった。




ユーノス：もはや、聞く耳持たぬといった感じですね。

チンエン：そうだな。暗殺料理術をこれ以上悪用はさせん。この拳こぶしにかけて……じゃなかった、この鍋なべと箸はしにかけて……兄者、貴様を倒たおす!!

オトハ：おお、チンエンが格かつ好こいい!!

チンエン：オレは、いつでも格好いいのだ（笑）。

ＧＭ：「フン、私の暗殺料理術をお前に振ふるうまでもない」と言うと、後ろからでっぷりと太ったハゲの巨きよ漢かんが出しゆつ現げんします。「テイエン様、ここはこのハードにお任せを、ブヒヒ！」
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チンエン：おい、ハート様が出てきたぞ!?（笑）

ＧＭ：いえいえ、ハード様ですって。ハード（笑）。「では任せたぞ、ハード」と言って、テイエンはこの場から去ろうとします。

チンエン：おのれ、逃げるか！

ＧＭ：「フッ、この豚の啼なく城によって、私は一〇〇〇頭に一頭現あらわれるというスーパーゴールデンタルタル豚の豚肉を手に入れた」

チンエン：なんだと……!?

ユーノス：本当に育てていたとは（笑）。

ＧＭ：「あとは、この叉ちやー焼しゆーを使った炒飯ちやーはんを仕上げ、大だい皇こう帝ていに食わせるだけ。あまりの美味うまさに、私の言うことなら何でも聞くようになる。お前たちと遊んでいる暇ひまなどないのだ！」

チンエン：なるほど、それが貴様の言う食による支配か。くだらんな！

ＧＭ：「ふん、貴様もいずれひれ伏ふすことになる」と、チンエンに背を向けると、眼がん前ぜんにハードの巨きよ体たいがでんっ、と落ちてきます。「ブヒヒ！　あなたたちの相手はこのわたくし！」

チンエン：……豚ぶたは豚小屋に帰れっ！（一同爆笑）

ＧＭ：「何ぃぃぃっ!?　このわたくしを豚扱いだとおぉぉぉっ!?」ハード様、大だい激げき怒ど。

オトハ：さすがに怒おこったようじゃな。

チンエン：ということで、戦せん闘とうか。

ＧＭ：はっ、そういうことになります。ハード様に続いて、テイエン親衛隊の連中も続々とハードに従い、戦う構えを見せています。では、戦闘に移うつりましょう。




▼第１ラウンド

ＧＭ：さて、これから戦闘となります。

オトハ：その前に、捕まった人たちと豚は脱だつ出しゆつできたのか？

ＧＭ：はい、なので戦闘に巻まき込こまれません。ただ、ここであなたたちが負けることになれば、それこそ豚ごと処しよ分ぶんされるかもしれませんが。

オトハ：それはいやじゃ！　そうはさせん！

ＧＭ：では、敵てきを配置しましょう。敵は、テイエン親衛隊のモブが六グループ、ハードです。これが、ひとつのエンゲージになっていて、ＰＣからは一〇メートルの距きよ離りにいます。

リン：結けつ構こうな数ですこと。モブばかりですが。

オトハ：モブならば、わたしの出番！

ＧＭ：では、セットアップとなりますので【行動値】の申告をお願いします。こちらは、ハードが16、テイエン親衛隊が11です。

一同：はやっ!?

ＧＭ：いつもの《高機動部隊》がないから、こっちが先手を取れそうですね。

オトハ：わたしは10じゃ。

チンエン：オレも10だ。

ユーノス：こちらは13。

リン：あたしは12です。




・行動値

ハード　　　　　　　　　　16

ユーノス　　　　　　　　　13

リン　　　　　　　　　　　12

テイエン親衛隊×６　　　　11

オトハ　　　　　　　　　　10

チンエン　　　　　　　　　10
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ＧＭ：では、ハード様のセットアップ。《集しゆう団だん統とう率そつ》を使用「皆みなさん、いきなさぁい！」と言うと「ひゃっはー！」と、六隊のテイエン親衛隊が一いつ斉せいに襲おそいかかってきます。

オトハ：来たか！

ＧＭ：まずは一隊目、マイナーアクションで移い動どうしてユーノスを攻こう撃げきしよう。

ユーノス：珍めずらしい、何故ボクを？

リン：きっと、このモブはユーノスくらいしかダメージを与あたえられないと判はん断だんしたのでは？

ユーノス：なるほど、そうか（笑）。しかし、ボクに攻撃が当たりますかね！

ＧＭ：そのときは、目標変へん更こうですよ。《バッシュ》２レベルを宣せん言げん、釘バットで殴なぐってきます。（ダイスを振る）……うぅ、達成値が低い！　16。

ユーノス：ははは、ボクの回かい避ひは11＋３Ｄなのさ。（ダイスを振る）ダイス目13で24！　はははー、こっちこっちー！

ＧＭ：さすが天使、うざいぐらいに避よける。やはり目標を変えよう、二隊目は目標をチンエンに変更、同じく《バッシュ》で攻撃！（ダイスを振る）今度は19で命中！

チンエン：たしかに、オレはその攻撃を避けられん……回避失敗だ。

ＧＭ：当たりましたか、ダメージいきます。（ダイスを振る）37点です。

リン：なら《プロテクション》！（ダイスを振る）……17点軽けい減げん！

チンエン：じゃあ、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を抜けて10点ダメージだ。

ＧＭ：よし、チンエンを狙ねらうのはいける！　もう一隊もチンエンを狙います。……釘バットを振ふり回まわし、命中は20！

チンエン：（ダイスを振る）……くっ、回避できない!?

ＧＭ：ダメージは37点、さっきと同じ！

リン：《プロテクション》！　……あ、今度は高い、23点軽減！

チンエン：なら４点抜けてきた。

ＧＭ：ならば、四隊目も同じくチンエンを攻撃！　命中は15！

チンエン：集中攻撃か！　ダイス目で10以上が出れば……くわ、駄目だ、回避失敗！

ＧＭ：ダメージは36点。

リン：《プロテクション》！　高い、23点軽減です。

チンエン：……３点抜けか。じわじわ削けずられていくな。

ユーノス：狡こう猾かつな、こちら側の料理人を潰つぶそうという考えですね！

ＧＭ：「ブーッヒッヒ！　そのとおり、チューシを潰してしまえば、もうテイエン様の優勝を阻はばむことはできないでしょう」

リン：知恵の回らなさそうな中ボスのわりに、ちゃんと考えてますね（笑）。

ＧＭ：だって、ユーノス避けるんだもん！　次、五隊目……うわ、命中10と低い!?

チンエン：それなら５以上で！（ダイスを振る）げー、４で失敗！（笑）

ＧＭ：……えー、ダメージは22点（笑）。

オトハ：うわ、ひっく！

リン：あっ、あたしの《プロテクション》は13点軽減。

チンエン：それなら弾はじいた。カーン！

ユーノス：さすが、丹たん藤どうくんはダイス目の悪さには定てい評ひようがある（笑）。

ＧＭ：だが、この攻撃で！　最後の六隊目！（ダイスを振る）……18で命中。

チンエン：……回避は15、さすがに避けられん。

ＧＭ：……うおおー、また低い!?　25点。

リン：《プロテクション》で24点軽減。

チンエン：ならこっちにきたのは１点だけか。弾いたな。

ＧＭ：これで、テイエン親衛隊の波は状じよう攻撃は終わり。まあ、減へらしたことは減らした。

チンエン：たしかに、【ＨＰ】を半分近く削られた。

ＧＭ：これでハードのセットアップは終わり。次ユーノスのセットアップ。

ユーノス：《クイックソング》《エチュード》で、魔ま法ほうの攻撃力を上げておきましょう。……よし、発動。魔法ダメージが25上がります。

リン：《チャネリング》《セイクリッドダンス》を使っておきます。……判定成功。

チンエン：料理を使おうかとも思ったが、なくても大だい丈じよう夫ぶそうだ。

オトハ：わたしもなし。

ＧＭ：で、セットアップ終わり。ハードの行動ですね。まずはマイナーでＰＣのエンゲージに移動し、《ペネトレイトブロウ》でオトハを攻撃。防ぼう御ぎよ力りよく無む視しの一いち撃げきですよ！

オトハ：おっ、今度はわたしか。こいっ！

ＧＭ：おりゃ！（ダイスを振る）達成値は24！　巨大な手のひらで、押し潰すような張はり手てをかましてきます！

オトハ：……ん～、なら《スタイル：シンエイ》を使って《ストライクバック》！

ＧＭ：うおっ!?　反はん撃げきしてきた！

オトハ：（ダイスを振る）命中判定でリアクションして……達成値30！

ＧＭ：……ぐっ！　ハードの張り手をすり抜けるようにかわすと同時に、オトハの刃やいばはその太い胴どうを薙ないだ!!　反撃成功で、ダメージをどうぞ！

オトハ：ゆくぞ。せいっ！　（ダイスを振る）57点じゃ！

ＧＭ：「いたぁー!?」しかし、こっちの【物理防御力】は20点ある！　さらにオリジナルエネミー特とく殊しゆ能のう力りよく《脂し肪ぼうの身体からだ》を宣言！

オトハ：ど、どうなるのじゃ!?

ＧＭ：これは、《ソウルバスター》と同時に宣言し、こっちの【物理防御力】を０とするというものです。

オトハ：なに───!?

ＧＭ：というわけで、本来37点になるところを57点にして撥はね返かえし！　ぶよよんと脂肪がオトハを撥ね飛ばし、ダメージを与あたえます。「どうですか、わたくしのファンタスティックな身体は～！　ほほほっ！」とハードは腹はらを揺ゆすって笑います。

ユーノス：まさか《ソウルバスター》一発狙いのエネミー特殊能力を用意しているとは。

オトハ：反撃の反撃を受けてしまった……。結構痛いたい。

ユーノス：ボクではどうすることもできません、待機です。

リン：その仇かたきはあたしが。それではいきます！《コールゴッド：タケフツ》で重じゆう圧あつを選択し、メジャーで《ペネトレイトブロウ》を。

ＧＭ：おおっ、防御力無視の攻撃が!?

リン：どのような体形であろうとも、鍛きたえられない急所があることを教えて差し上げますわ！　というわけで、顎あごの付け根に掌しよう底てい！

ＧＭ：顎関節は人体でも複ふく雑ざつな構こう造ぞうの部分！　ここを打つのは、とても危き険けんですよ!?

リン：命中は20。リアクションにはマイナス１Ｄのペナルティです。

ＧＭ：そ、それはリアクションはもう無理！

リン：というわけで、30点がそのまま抜けて、バッドステータス重圧を与えます。

ＧＭ：「ぎゃああああっ、いで～!?」顎を破は壊かいされ、のたうつハード！

リン：クフフッ、顎のかみ合わせは一度破壊されると完治は難しく、満足に食事もできなくなります。ダイエットには、ちょうどよろしいでしょう。

ユーノス：リンさんの人体破壊講こう座ざ（笑）。

オトハ：怖こわぁ……。

ＧＭ：さて、次はオトハとチンエンです。

オトハ：なら、雑ざ魚こ一いつ掃そうじゃ！《トルネードブラスト》!!




　道に外れたテイエン親衛隊に、オトハは正義の一刀をもって挑いどむ！

　銀光一いつ閃せん、真一文字に薙なぐと同時に、雑魚どもはバタバタと地に伏ふせる。




オトハ：くらえい、裁さばきの剣！

ＧＭ：ばたばたばた～と倒たおれていく、雑魚ども。これで、六グループ全ぜん滅めつ！

チンエン：続いてオレだ。ハードよ、その贅ぜい肉にくを除じよ去きよしてやろう。まず、マイナーアクションで《クラッシュバリア》だ。これで【魔法防御力】０で贅肉を飛ばし（笑）。

ＧＭ：「ああ～、わたくしの贅肉の鎧よろいが～！」

チンエン：《アースブレット》を直ちよく接せつ叩たたき込こむ！　命中は26！

ＧＭ：（ダイスを振る）うわー、達成値20で回避できない!?

チンエン：ダメージは〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージ56点、ついでに転てん倒とうだ！

ＧＭ：これでハードは重圧と転倒となります。その巨体は、地面を転げ回っています。

ユーノス：では、待機していたボク。《ジョイフルジョイフル》でオトハさんを再さい行こう動どう！

オトハ：よし、《スマッシュ》＋《バッシュ》！　命中は25！

ＧＭ：転倒のペナルティくらってるのでもう回避できません、ダメージをどうぞ。

オトハ：よーし！　たあああっ！　……ダメージは82！

ＧＭ：うぐっ!?　だ、だがまだまだっ！

オトハ：さすがにしぶといのう。まだ戦うか。

ＧＭ：もちろん。では、クリンナップが終わってラウンド終しゆう了りよう。




▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、セットアップ。ハード様は《二回行動》（＊）を持っているが……重圧くらっているので使えない（笑）。

ユーノス：おお、リンさんの殺し技わざが効きいている（笑）。

チンエン：闇やみの武ぶ術じゆつ、恐おそるべし。

ユーノス：範はん囲い攻撃があるかもしれないので、《ランナップ》でエンゲージから離り脱だつ～。

リン：あたしは《コンポーズ》を宣言、【行動値】＋11します。

ＧＭ：うおー、この状じよう態たいで先手を取られるのは嫌いやだっ！

オトハ：こっちのセットアップは以上じゃ！

ＧＭ：では、一気に最速になったリンさん。

リン：ならば、《ペネトレイトブロウ》だけ。転倒しているハード様に、踵かかとを踏ふみ落とします。ていっ！　……あら、クリティカル♪

ＧＭ：よ、避よけられない!?「げぼはぁっ!?」

リン：ダメージは、29点が防御無視でいきます。

ＧＭ：腹を踏み抜ぬかれ、苦しみのたうつハード様。

チンエン：リンのスタイルは、本当に容よう赦しやがないな（笑）。

ＧＭ：では、こっちの番。……うーん、マイナーで重圧を解かい除じよ。転倒したまま、オトハを攻撃です！　こっちも防御無視の《ペネトレイトブロウ》！　……達成値は17！

ユーノス：させませんよ。《インターフィアレンス》＋《アンプロンプチュ》でその攻撃を撃うち落おとして差し上げましょう。（ダイスを振る）……フッ、19で迎げい撃げき成功！

ＧＭ：うっ、攻撃が止められた!?

ユーノス：ボクの歌によって、キミの心は止まる───。

一同：心がっ!?（笑）

チンエン：《インターフィアレンス》は射しや撃げき武ぶ器きで攻こう撃げきを迎撃するスキルだったと思うが。

ユーノス：そこは演えん出しゆつの範囲ということで。さあ、想おもい出しなさい。この子守歌で。

ＧＭ：「ご、ごめんママ！　僕ぼくいい子にするから泣かないで！」ハードは、幼おさない子こ供どもに戻もどり、攻撃を止やめてしまいます。

チンエン：恐ろしい歌だな。どこが天使だ（笑）。

ユーノス：ふふふ、奥底に眠るトラウマを幻覚としてみせるのです。そして華麗に待機。

オトハ：じゃあ、今度はわたし！　そこに《スマッシュ》＋《バッシュ》27で命中！

ＧＭ：……回かい避ひできません！

オトハ：（ダイスを振る）あ、さっきより高い。84！




　ハードの贅肉をもってしても、鋭するどく研とぎ澄すまされた刃を止めることはできなかった。

　閃ひらめく銀光は一直線に振ふり下おろされ、桁けたのはずれた巨体であろうとも見事に両りよう断だんする。

「み、見事と、褒ほめて差し上げましょう……」

　敵ながら天晴れと、ハードは言う。だが、それは何かを企たくらむ笑えみとともにであった。




ＧＭ：20点止めるが……それ以上は耐たえられませんでした！

オトハ：よし、倒した！

ＧＭ：「ブ、ヒヒ……！　た、たしかに、わたくしの負けです。で、ですが……」

オトハ：むっ、まだ何かする気か？

ＧＭ：「ですが、このまま死にはしません───」と、こう自じ爆ばく用の爆ばく弾だんを取り出して。

オトハ：ええー!?　みんな早く、早く逃げるのじゃ！

チンエン：ええい、往おう生じよう際ぎわの悪いヤツめ！

リン：ともかく、皆みなさんを避ひ難なんさせましょう！




　連れ去られていた部族の人々と、飼し育いくされていたタルタル豚ぶたとで脱出する。

　その直後、爆弾は轟ごう音おんを上げて爆発し、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが城を包んでいった。

　テイエンの悪の園───豚の啼く城は、その悪あく夢むを浄じよう化かするように燃もえ落ちていった。




ＧＭ：では、脱出の判定に成功した皆さんの前では、豚の啼く城が燃え落ちている……。

オトハ：しばらく、燃える城を眺ながめていよう。

ＧＭ：豚たちも、何か感かん慨がい深ぶかそうな目で見ているように見えます。

リン：ああ、ぶひぶひと。

ユーノス：まあ、ともかく助かりましたね。

オトハ：まずはひと息、といったとこじゃな。

ＧＭ：そうしてほっとひと息ついたところで。ニャムカの部族の集落から、老人と子供たちがやってきます。城が燃えたのを見て、心配してやってきたようです。

オトハ：おお、みんな。安心いたせ、皆の家族も豚も無事じゃ～！

ＧＭ：そうすると、さらわれていた人たちは再会を喜び抱だき合あいます。豚たちも、心なしか喜んでいるようです。

オトハ：うんうん、よかったよかった。

ＧＭ：ニャムカがオトハのところに駆かけてきて「ありがとうございます。おかげで、お父さんとお母さんも無事でした！」と明るい声でお礼を述のべます。

オトハ：そうか、ご両親は無事であったか。よきかなよきかな。

リン：では、ここは一いち段だん落らくついたようですから、フワンジンに戻りましょう。

チンエン：そうだな。兄者……いや、テイエンを止めねばならん。

ユーノス：やはり、料理で決着をつける気ですね。

リン：あのテイエンに、勝つことができますか？

チンエン：腕うでは互ご角かく。食材の差が、勝負の結果に大きく影えい響きようを及およぼすかもしれん。

オトハ：なら、やはりタルタル豚が必要じゃな。

ＧＭ：では、その話を聞いたニャムカが部族の人々と話し、「皆さん、タルタル豚の肉、分けて差し上げられそうです！」と言います。

一同：おおっ！

オトハ：ありがとう、ニャムカ！

ＧＭ：「いえ、助けてもらったお礼です」と叉焼ちやーしゆーに使えそうなバラ肉を、でんと。

チンエン：もう豚肉が用意されているのか？

ＧＭ：テイエンの城から逃げるとき、いくつか精せい肉にくを持ち帰ってきたようです。

チンエン：ああ、そういうことか。では、肉にく質しつを見てみるか……。




　目の前にあるのは、タルタル豚のバラ肉ブロック。

　淡あわい桃もも色いろに、触れるとサラサラと溶とけ出しそうな純じゆん白ぱくの脂肪。

　望みうるかぎり、最高の品ひん質しつの豚肉である。




ＧＭ：見たところ、最高の品質です。というわけで、料理の判定に使用すると＋５！

チンエン：おお、結構なものじゃないか。

ユーノス：どうです？　テイエンに勝てそうですか？

チンエン：勝つ、勝つしかあるまい。

オトハ：では、フワンジンに戻もどろう！

リン：大会に間に合いそうでしょうか？

ＧＭ：何とかギリギリ、というところですね。で、ブーちゃんを抱だいたニャムカがやってきて「皆さん、わたしも一いつ緒しよについて行きます、応おう援えんさせてくださいっ！」とお願いをします。

オトハ：おお、それはありがたい！　ニャムカとブーちゃんの応援があれば、チンエンも心強かろう。

ユーノス：食材として狙ねらわれ続けたブーちゃんがチンエンを応援するでしょうか？（笑）

ＧＭ：まあ、タルタル豚は手に入りましたから、ブーちゃんもちょっと安心してますが。

チンエン：でも、子豚の肉も魅み力りよく的てきでねえぇぇっ!!

オトハ：だから駄だ目めじゃ～!?（一同笑）




　その後、オトハたちはポーションや《ヒール》等でＨＰ・ＭＰを回復させ、急ぎセーリア帝都フワンジンへと戻るのであった。





（＊）《二回行動》　セットアップで攻撃を行ない、行動済にならないエネミー特殊能力。









◆Middle 07◆激げき突とつ、兄と弟！




　オトハたちは、一路フワンジンへと戻る。

　いよいよ、御ご前ぜん大料理大会当日。

　宮殿前の広場には、大勢の観客を収しゆう容ようできる料理クッキング闘技場コロシアムが特とく設せつされていた。




ＧＭ：では次のシーン。草原に別れを告げて、ふたたびフワンジンに戻ってまいりました。全員登場となります。場所は、宮殿前。

オトハ：どんな様子じゃ？

ＧＭ：宮殿前の広場には、料理闘技場が特設されております。

一同：料理闘技場!?

チンエン：なんだそれは!?

ＧＭ：読んで字のごとく、数万人単位の観客を収容することができる観客席を備そなえ、大勢のチューシが同時に料理することができる厨ちゆう房ぼうが用意された闘技場です。ここが、御前大料理大会の会場となります。大だい皇こう帝てい専せん用ようの観かん覧らん席せきもあります。

チンエン：うーむ、さすがは我わがセーリア。こんなものまで用意できるとは……。

ＧＭ：その傍らには、アドバイザーとして尚膳太監もいます。

チンエン：ああ、あの人ちゃんと仕事をしているんだな（笑）。

ユーノス：闘技場というと懐なつかしいですねー。ボクは西方でのことを想い出します。

リン：ああ、ユーノスは前に闘技場で戦っていたそうですね。

ＧＭ：で、その料理闘技場からは、「わあぁぁぁぁっ!!」という割われんばかりの歓かん声せいが聞こえてきますよ。すでに、大勢の観客が入っているようです。

チンエン：うおっ、もう始まったか！

ＧＭ：試合時間はギリギリ、今会場に入ればまだ間に合います。

オトハ：こうしてはおれん！　ゆくぞ、チンエン！

チンエン：応ともさ！




　割れんばかりの大歓声が、料理闘技場へと足を踏ふみ入いれたチンエンたちを迎むかえる。

　だが、その広い会場で鍋なべを振ふるっているのは、テイエンのみ。

　他のチューシは十分な食材を用意できす、ただそれを眺ながめることしかできない。

　まさに、テイエンの独どく壇だん場じようであった。




ＧＭ：料理闘技場で料理しているのは、テイエンのみ。他のチューシは、テイエンが揃そろえた食材を指をくわえて見ていることしかできず、歯は噛がみをしている状態です。

チンエン：それはもう料理の腕関係ないだろう!!（笑）

ＧＭ：しかし、テイエンの雄ゆう壮そうかつ繊せん細さいな料理術に、ギャラリーは歓声を上げています。




「はははははははははっ！　この天才料理人テイエンに勝てる者などおらぬのだ！」

　勝利を確かく信しんし、高笑いを上げるテイエン。

　暗殺料理術と天才的な策さく謀ぼうがあれば、向かうところ敵てきなし。

　だが、そこに現われたのは、同門の弟、チンエンである。




チンエン：───待てーい！

ＧＭ：すると、ピタリと料理の手を止めてそちらに振り返るテイエン。「……ほう、まさか間に合うとは思わなかったぞ、我が弟よ！」

チンエン：フッ、料理も出さぬうちに逃にがしはしない！　貴様の炒飯ちゃーはんをここで超こえよう。

ＧＭ：「フッ、できるかな？　最強の食材を揃えたこの炒飯を！」睨にらみ合あう、兄弟。

リン：虎とらと龍りゆうが吼ほえ、ゴゴゴゴゴゴ……と（笑）。

ユーノス：いよいよ兄弟料理対決が！

チンエン：で、料理の対決になるのか？

ＧＭ：ええ、審しん判ぱん役やくはチンエンが間に合ったかどうかを審しん議ぎしていますが、観覧席の大皇帝リーファが「よい、続行せよ」と参戦を認みとめました。

チンエン：さすがは皇帝陛へい下か。わかっておられる。

ＧＭ：というわけで、いざ料理対決ということになります。

チンエン：どういう判定になるんだ？

ＧＭ：はっ、基き本ほん的てきには【器用】の対決で、食材の修しゆう正せい値ちをくわえることができます。

チンエン：今まで集めてきた、カニミサイルの身、ダイワの米、タルタル豚の肉か……。




・カニミサイルの身　　　　＋３

・ダイワの米　　　　　　　＋２

・タルタル豚の肉　　　　　＋５




チンエン：全部で、＋10の修正があるわけだな。

ＧＭ：ちなみに、スーパーゴールデンタルタル豚だけで＋10あります。

ユーノス：なんと！　他はこっちと同じ食材を集めていたとして……＋５の差がありますよ。

チンエン：フェイトを注つぎ込こめば、どうにかなるか……。

リン：一応、１Ｄマイナス３Ｄがつくおババ様さまの漬つけ物ものもありますよ（笑）。

チンエン：修正が水物過すぎる！　……あ、いや、待て。漬物って修正値出すときにフェイト使えるのか？

ＧＭ：（にやりと笑って）はい、使えますよ。

チンエン：よし、それだ！　これを振るときにフェイトを使おう！

リン：でも、そのまま判定に使った方がよくありませんか？

チンエン：いや、一度に使えるフェイトの限げん界かいは【幸運】まで。だから、漬物の修正値を出すのと、判定に使うのと両方に使った方がいい。

リン：なるほど、たしかにそれなら。

チンエン：では、ずいっと歩み出て予告ホームランのように観客にお玉を向けよう（笑）。

ユーノス：おおっ、それは盛もり上あがりますね！

ＧＭ：「むっ！　なんのつもりだ？」

チンエン：貴様に勝つ、それを予告しよう。

ＧＭ：会場は大盛り上がりです。なにせ、ようやくまともに戦える相手の登場ですからね。

オトハ：よしよし、会場の空気も変わった。

ＧＭ：しかし、テイエンは怯ひるまず言う。「ふん、この兄に勝つだと？　ふはははは！　馬ば鹿かも休み休み言え。───兄より優すぐれた弟などおらん！」

チンエン：そのセリフを言って勝った兄はおらん！（一同笑）

リン：ジャギとアミバのハイブリッドなようなものですからねー。

チンエン：たしかに、貴様の料理の腕は完かん璧ぺき。食材も一流だろう。だが、ひとつだけ足りない調味料がある。

ＧＭ：「……何？」

チンエン：「昔から言うだろう。───料理は愛あい情じようだと！」

一同：来た──────!!（笑）

ユーノス：出た、料理ものの定番ゼリフッ！

ＧＭ：「何を言うか！　料理とは、完成された技ぎ術じゆつによって生まれるもの！　愛情だの人の心だの……そんな目に見えないオカルトなものに頼たよりはしないのだぁ！」

ユーノス：すごい、人の心をオカルト扱あつかいとは……（笑）。

チンエン：こいつ、とことん負けるセリフを重ねるよな（笑）。

ＧＭ：「構かまえろチンエン！　この暗殺料理術秘ひ伝でんの必殺炒飯で貴様を葬ほうむってくれるっ！」

チンエン：いいだろう、はあっ！




　テイエンは、厨房の竈かまどに火を熾おこす。それは、命を吹ふき込こむ行こう為いに等しい。

　───包丁、鍋、食材各種。戦い料理のための道具が揃そろう。

　ここに、炒飯の頂ちよう点てんを極きわめる戦いが始まった！




ＧＭ：では、【器用】での対決となります。ちなみに、テイエンの【器用】は６、《シェフズハンド》でダイスが＋１個こされます。

チンエン：こっちの【器用】は４。判定にダイス＋１個がない。

ＧＭ：そして、最高級のエビの身で＋３、ダイワの米で＋２、スーパーゴールデンタルタル豚の身で＋10、合計＋15の修正をもっています。

チンエン：修正値の差は＋５……まあ、フェイトを注ぎ込んで互ご角かくというところか。

ＧＭ：会場からはニャムカとブーちゃんが、祈いのるようにして見守っています。

オトハ：チンエン、ニャムカもブーちゃんも応援しておる。頑がん張ばるのじゃ！

ＧＭ：そして、カニミサイルとフロイライン・セプターの姿すがたも。

ユーノス：おお、食材みずからが!?（一同笑）

ＧＭ：もう、向こうではテイエン親しん衛えい隊たいが火か炎えん放ほう射しや器きを使って「炒飯は火力だ～！」と、鍋を赤熱させてますよ？

ユーノス：火炎放射器で（笑）。なんと豪ごう快かいな。

チンエン：オレは炒飯を仕上げていくが……駄目だ、ヤツを超こえるためにはもうひと味が必要だ。───はっ!?　この漬物があれば。ぴきぴきーん！（インスピレーションの音）

ユーノス：きた──────!!　勝利のための意外な隠かくし味あじ！（笑）

チンエン：これだ！　では、フェイトを３点使って４Ｄマイナス３Ｄの修正値を。（ダイスを振る）まず、４Ｄが14、マイナス分が……よし、３Ｄ振って５！

リン：……ということは、＋９の効こう果か！

チンエン：おお、タルタル豚よりすげえぞ漬物！（一同笑）

リン：ああ、おババ様の愛がっ！

ＧＭ：こんな展てん開かいが……意外すぎる!?

チンエン：そして判定にフェイトを３点消費、とあっ！（ダイスを振る）よし、ダイス目は18で達成値22！　これに＋19の修正を合計し……41！

一同：おおお～!!（拍手）

チンエン：これで、必殺炒飯が完成した。もう、気力も体力も限界に近い。ふらつく足でコトン───と、審しん査さ員いん席に置くのが限界だ。燃えたよ……燃え尽きた……。

ユーノス：ですが見事ですよ、チンエンさん。漬物の乳にゆう酸さん由来の酸すっぱさが、炒飯の脂あぶら分ぶんをうまく中和して、えもいわれぬさわやかさを演出している!?

オトハ：これは、いけるのではないか？

ユーノス：そして凶きよう暴ぼうな火力を見事に制せい御ぎよした炒いため具合。やりますね、チンエンさん。

チンエン：では、テイエンの炒飯はどうなのだ？

ＧＭ：暗殺料理術秘伝の必殺炒飯をベースに、豪ごう華かな材料をふんだんに使った炒飯が完成しております。「フッ、そんなみすぼらしい炒飯を大皇帝陛下にお出しするのか」と鼻でせせら笑います。こっちの達成値は、結果発表ののちということで。

ユーノス：ああ、なるほど。両方を試食しないといけませんからね。

チンエン：ああ、それで構かまわん。

ＧＭ：というわけで、「調理終しゆう了りよう～！」とじゃ～んと銅ど鑼らが鳴り、観覧席にいる大皇帝───〝華か王おう帝てい〟リーファのもとに、炒飯が運ばれていきます。ちなみに、（イラストを見せつつ）こんな感じで外見は一二～三歳さいくらいの少女。

オトハ：わたしよりちょっと下か。まだ子供に見えるのにのう。

ＧＭ：「では、ご試食いただきたい。必殺スーパーゴールデン炒飯を！」と、まずテイエンの炒飯が出される。金きん箔ぱくも使っているのか、眩いばかりの輝かがやきを放っています。

オトハ：必殺スーパーゴールデン炒飯……。

ユーノス：金箔まで。相当に金をかけているようですよ。

チンエン：そういうのは味に自信がない証しよう拠こさ。おっと、オレの炒飯には大皇帝陛下が喜ぶように、旗が立っているぞ。

ユーノス：お子様ランチかよ（笑）。

チンエン：いいんだよ、あのくらいの子はこれで喜ぶんだよっ！

ＧＭ：では、大皇帝はいよいよ試食に入ります。まず、テイエンの必殺スーパーゴールデン炒飯をぱくっと食べ、「……ふむ」と感心するように頷うなずきます。

オトハ：食べたっ。

チンエン：うむ、これだけだと反はん応のうがわからん（笑）。

ＧＭ：そして今度はチンエンの漬物炒飯へ。「おっ、旗じゃ」と旗に気づき（笑）。

チンエン：よし、陛下の心を掴つかんだ！

ユーノス：そうなんですかねえ（笑）。

ＧＭ：そしてまた、ぱくっと食べ……くわっと目を見開きます。

一同：おおっ!?




　美しき大皇帝が口を開く。

「う、う、う……！」

　繊せん細さいな唇くちびるは震ふるえ、瞳ひとみには驚きよう愕がくの光が宿る。

　そして、振ふり絞しぼるようにして発せられた玉音は───。

「美味うまいぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ[image: ]」

　幼いとはいえ、大皇帝の御言葉である。

　その歓かん喜きの大だい音おん声じようは大地を震ふるわせ、四海を越こえ、セーリア全土を揺ゆるがした！




オトハ：す、すごい反応じゃ！

ユーノス：ミスター味っ子か、中華一番か！（笑）

ＧＭ：では、審判のときです───。

オトハ：ご、ごくり……。

ユーノス：大皇帝のリアクションを見るかぎり、チンエンさんに有利そうですよ。

リン：でも、まだまだ安心はできません。

ＧＭ：あの天変地異のごときリアクションをしたのち、大皇帝はしばし瞑めい目もく。そして、今勝者の炒飯にレンゲを掲げようとする。

オトハ：ど、どっちじゃ？

ユーノス：さあ、運命のとき！

ＧＭ：「こっちじゃ」大皇帝が掲げたレンゲは……チンエンの方！

オトハ：わー、やったー！　チンエンが勝ったのじゃー！
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ＧＭ：チンエンの勝利が決まると、観客席でウェーブがわぁー!!

チンエン：フッ、当然だ！

ユーノス：まあ、勝負は初めから見えてましたよ。食材を独どく占せんして正々堂々とした勝負をしない……そのこと自体が、テイエンの自信のなさを物語っていましたからね。

ＧＭ：ちなみに、こっちの達成値は31……ダイス目は３Ｄ振って12です。くそう！　クリティカル以外勝てないってどういうこと!?

リン：それだけ、おババ様の漬物の効果が（笑）。

チンエン：あれでブッチギリになったからな。

ＧＭ：で、人知れず見守っていた仮面料理人が「勝負あったな───」と、ひとり呟つぶやき。

オトハ：きたー!!（一同笑）

ユーノス：やっぱり見ていたんですね！

ＧＭ：そして、くるりと背せを向け……どっかに去っていく。

チンエン：何者なんだ……（笑）。

ユーノス：そもそも、なんのために出てきたのか。

ＧＭ：もちろん、今後の伏ふく線せんのためですよ、ええ。

チンエン：まあいいや。オレはあんな仮面より、テイエンを気にしていよう。

ＧＭ：すると、テイエンの顔が見る間に溶とけ出し……別人の顔に。

オトハ：ええー!?

ユーノス：つまり、魔法の力か何かで姿を偽いつわっていたということ？

ＧＭ：そのとおりです。「はあああっ～、俺の顔がぁぁぁっ!?」と慌あわてふためくテイエン、いや偽にせのテイエン───。

チンエン：まぁ、偽者とわかってはいたが……貴様、何なに故ゆえ、兄の名を騙かたった？

ＧＭ：「俺は、いかなる料理人の技でも簡かん単たんにコピーすることができる天才だった……」

ユーノス：なるほど、だからテイエンさんの技もコピーできたというわけですね。

ＧＭ：「だが、テイエンは天才である俺の才能を否ひ定ていしやがった！　何が食べる者への思いやりだ！　何が創そう意い工く夫ふうだ！　何が愛情だ！　料理は技術なんだよ！」

チンエン：それで、お前は兄の顔を盗ぬすんだというわけか。

ＧＭ：「そうとも！　俺はヤツの顔と技術を使ってチューシの頂点に立つことで、ヤツの主しゆ張ちように復ふく讐しゆうするつもりだった！　そのために、タマモ様からヤツの顔をいただいたのだ！」

オトハ：むっ……タマモじゃと!?

リン：それは上様に取とり憑ついている魔族の名！

ユーノス：なるほど、タマモの部下としてボクたちに派は遣けんされてきた、と。……マスターシーンでもやってましたが。

チンエン：ただ、兄の主張を覆くつがえすためだけに、魔ま族ぞくの力を借りたということか。

ＧＭ：「そうとも！　御ご前ぜん大料理大会で優勝し、チューシの頂点に立てば、料理は愛情だとぬかす主張を一いつ掃そうできる……それが、あと一歩というところで～！」

チンエン：なら、この炒飯ちやーはんを食ってみろ！

ＧＭ：偽テイエンは、奪うようにして炒飯を口に含ふくみます。すると、全身を震わせ、驚愕！「はあぁぁぁっ……こ、この味は!?」

チンエン：わかるか？　これは、みずからの身を削けずったカニの愛、大切に育てた豚への愛、異い国こくの地で旅する弟子への愛からできている！

一同：おおおおお～。

ＧＭ：観客席のカニミサイルも、ちょっとほっこりしてます（笑）。

ユーノス：愛っていうか、カニミサイルの場合は極きめて折ったんですが（笑）。

オトハ：なるほど、愛には勝てぬのだな。

チンエン：そのとおり。この世で最高の料理は、家庭の味だ。

リン：子を思う親の味には勝てませんものね。

オトハ：ともかく、これで優勝したわたしたちが太陽石をゲットじゃな。

リン：そうですね、これで上様の呪のろいも……。

ＧＭ：「認みとめぬ！　こんなこと認めぬ!?　……このままでは、タマモ様に顔向けできぬ！　貴様らに、太陽石を渡わたすわけにはいかんのだ！」

チンエン：こいつ、そういう理由で差し向けられたのか。

ユーノス：つまり、太陽石を渡したくないというタマモの利害と、御前大料理大会で優勝して料理界の頂点に立つという偽テイエンの利害が一いつ致ちしたと。

オトハ：なるほどな～、そういうことだったのか。

ＧＭ：「くそう、こうなる前に始末するべきだった！　というか……そもそも大料理大会に優勝するとかしち面めん倒どうくさいことをせず、最初から殺しにいっとくんだったー!!」

チンエン：先に気づけよ！（一同笑）

ユーノス：養よう豚とん場じようまで作っておいて、それはないでしょう！

リン：きっと、料理人の矜きよう持じが残ってたんじゃないですか？（笑）

ＧＭ：ですが、今それすらも崩くずれ去さり、ただ邪魔者を消そうとする殺人料理人に成り果てました。「こい、テイエン親衛隊よ！」と言うと、観客席からも「ひゃっはー！」と乗のり込こんできます。

ユーノス：こいつら、まだいたんですか！

オトハ：大皇帝は？

ＧＭ：大皇帝の観覧席は、騒そう動どうが始まった途と端たんシャッターが、しゃーっと下ります。

一同：ちょっ、逃にげたー!?（笑）

リン：まあ、この国の偉えらい人ですから。

オトハ：なるほど、セキュリティは万ばん全ぜんなんじゃな。

ＧＭ：そして、大勢のモヒカンたちがオトハたちをずらずらと囲み始めますよ。

オトハ：なら、ここでいつものをやってみるぞ！

ユーノス：ああ、御ご紋もんの印いん籠ろうですね！

オトハ：そのとおり！　ええーい、この紋所が目に入らぬかーっ！　ばーん！

ＧＭ：「そ、その印籠は───!?」

オトハ：我こそは、タイクーン、アオイ・カゲユキの妹、アオイ・オトハなるぞ！

ＧＭ：「な、なんと！」

オトハ：どうじゃ、まいったか。ふふん♪

ＧＭ：「……で？」

オトハ：……へ？

ＧＭ：「タイクーンの妹かー。びっくりだなー」（一同笑）

オトハ：あれ、反応薄うすいよ!?

リン：あー、姫ひめ様さま。ここはダイワではなくセーリアですから……。

ＧＭ：「俺たち、ダイワのタイクーンに頭下げないし。てか、そもそもよく知らないし」

オトハ：あーっ、そうかー!!（一同笑）

リン：タイクーンの権けん威いが通じるのは、ダイワだけでございますからねえ。

チンエン：この国の権威は、大皇帝だからなぁ。

オトハ：でも、前回のシュウネンには効きいておったようだぞ？

リン：あれは、権威にひれ伏ふしたのとは違ちがうようでしたが。

ＧＭ：その辺は、また後にということで。ともかく、こいつらは印籠にも怯ひるみません。

オトハ：ええーい！　こうなったら問答無用じゃ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：ちょっ……えええええ～っ!?　そっちが言っちゃうの!?

チンエン：おい、オレたちはいつから悪の側になったんだ!?（爆笑）

リン：姫様っ、違うでしょ！　いつものセリフ、いつものセリフ！

オトハ：そうだった！　……おぬしらの悪行三ざん昧まい、ずばっとまるっとお見通しだー！

リン：まあ、それでよいです。もう（笑）。

ＧＭ：せっかくですから、斬ざん奸かん状じようも叩たたきつけておくといいかもしれません。

オトハ：そうじゃな。「この者、不正料理人」と書いた斬奸状を投げつけるのじゃ。

ＧＭ：「ふん、ここで貴様を殺せば裁きなど恐おそるるに足らず！」と、偽テイエンは斬奸状をくるくると丸め捨すてます。

オトハ：おのれー、お約束がまったく効かん！

リン：ときどき印籠が効かない相手が出るのも、時代劇のお約束でございます。

オトハ：ああ、そういうときあるな！

ユーノス：御紋の印籠、１ラウンド中のみんなのダメージ＋２Ｄというデータですからね。

ＧＭ：では、偽テイエンはなにやら食材の前に立つと……「今こそ、タマモ様から授さずかった恐おそるべき料理の力、見せてやる！」と何か呪じゆ文もんを唱えます。

チンエン：むっ、なんかの魔法か！

ＧＭ：すると、野菜がドドドドド……と合体を始め、巨きよ人じんとなっていきます。「見たか、これぞ我が料理の秘ひ技ぎ……ベジタブルゴーレム！」




　タマネギ、人参、白菜、キャベツ、キュウリに大根───。

　料理闘技場に積み上げられた野菜の数々が、呪文とともに巨大な人型に組み上がっていく。

　これぞ、驚天動地の野菜巨像ベジタブルゴーレム!!

　偽テイエンは、その堂々たる姿を誇るように呵か々か大たい笑しょうする。




ＧＭ：「カカカカカカ！　見たか、これぞ我が料理の集大成よぉ！」

オトハ：これが、料理……。

チンエン：もう料理でもなんでもないだろう、これ！（一同笑）

ＧＭ：「この期におよんで何を今さら！」

ユーノス：自分でわかってるんじゃないですか！

チンエン：しかし、兄者の偽者とはいえ、このようなものまで用意するとは……。

リン：姫様、お気をつけを！

オトハ：任せよ、料理なら野菜を切るところまでなら得意じゃ！

リン：そこまでなんですか、やっぱり（笑）。

ＧＭ：では、クライマックスに移りましょう！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆料理クッキング闘技場コロシアムの決戦




　もはや、正体を現あらわした偽にせテイエンは破やぶれかぶれであった。

　このまま、優ゆう勝しようしたオトハたちに太陽石を渡わたすわけにはいかぬ。

　この場で亡なき者ものにしようと、一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。




ＧＭ：それでは、戦闘を開始したいと思います。料理闘技場にぞろぞろと現あらわれたテイエン親しん衛えい隊たい。ここでチンエンをはじめ、皆みなさんを抹まつ殺さつしようとしています。

チンエン：ええい、見苦しいあがきを。

オトハ：みんなまとめて成敗じゃ！　ええと、敵はどんな配置なのじゃ？

ＧＭ：皆さんは全員ひとつのエンゲージ。一〇メートル離はなれたところに、テイエン親衛隊のモブが二グループと、ベジタブルゴーレムが一体。

ユーノス：テイエン親衛隊ってことは、さっきと同じデータですか。

ＧＭ：いえ、違ちがいます。もうちょっとデータは上です。

ユーノス：なら、超ちよう親しん衛えい隊たいとでも呼よびましょう（笑）。

ＧＭ：そうですね、そうしましょう。そして、偽テイエンがＰＣから一五メートル先にいます。というわけで、セットアップに行きます。




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、【行動値】の申告。偽テイエンが22。ベジタブルゴーレムが15。テイエン超親衛隊が10となります。




・行動値

偽テイエン　　　　　　22

ベジタブルゴーレム　　15

ユーノス　　　　　　　13

リン　　　　　　　　　12

オトハ　　　　　　　　10

チンエン　　　　　　　10

テイエン超親衛隊×２　10
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ＧＭ：では、セットアップ。偽テイエンは、ここでオリジナルのエネミー特とく殊しゆ能のう力りよく《ドーピングエキス》を超親衛隊に使用します。「そら、お前たち。これを食え！」と、何かエキスのようなものをパシュッと飛ばすと「これだぜこれ！　効きいてきたー！」と《バーサーク》５レベル分のデータが二隊に与あたえられます。

オトハ：なんか食べて元気を出してるぞ!?

ユーノス：つまり、ダメージ＋15ってことですか？

ＧＭ：はい、そのうえでさらに《集しゆう団だん統とう率そつ》と同等の効こう果かを得ます。「ひゃっはーっ！　敵てきは丸焼きだ～！」と、マイナーでエンゲージを切り、火か炎えん攻こう撃げき発はつ射しや！

リン：その怒ど涛とうの効果……料理というよりは、危険な薬物か何かのような（笑）。

チンエン：（冷静に）いや、料理とは使い方次し第だいであのように危険なものにもなるのだ。

ＧＭ：そのとおりです！　さぁ、まず一隊目。エンゲージまるごと焼やき払はらいます。（ダイスを振ふる）命中の達成値は21。燃えろっ！

オトハ：ともかく回かい避ひじゃ！（ダイスを振る）うう～ん、16。回避できず！

リン：えい！（ダイスを振る）あたしも13で失敗です。

ユーノス：回避ー！　（ダイスを振る）駄だ目めだ、19。

チンエン：こっちも避よけきれなかった。

ＧＭ：ではダメージいきます。（ダイスを振る）いい目が出た！　59点の物理ダメージ！

リン：《ワイドプロテクション》で、全員に《プロテクション》かけます。まず、ユーノス……ごめんなさい、12点。次、チンエン、ごめんなさい、14点。

チンエン：謝あやまり続けだな！（笑）

ＧＭ：謝りながらの《プロテクション》。

リン：姫様～、【ＨＰ】大だい丈じよう夫ぶですか？

オトハ：実は、ミドルの戦闘で57点受けたままで危あぶないのじゃ。

リン：あっ、《レイジ》狙ねらいだから治さずにいたんでしたっけ！　わかりました。フェイト２点使います！　……28点軽けい減げん！

オトハ：それなら……うわっ!?　残り17点！

リン：フェイト使っておいてよかったです～……。

ＧＭ：ははは、それでも一気に減りましたねー（笑）。

オトハ：でも、《レイジ》するには最高じゃ！

リン：たしかに。最後は自分でーす。あっ、19点軽減。ありがとう、あたし（笑）。

ＧＭ：続いてもう一発火炎放射！　達成値19！

ユーノス：《インターフィアレンス》＋《アンプロンプチュ》！　その炎ほのお、消しましょう！　オトハさんを守るためにも、フェイトを１点使い（ダイスを振る）……うわ、十分すぎる目が出た（笑）。達成値31。はわわわわっ～と怪かい音おん波ぱを発し、相手の三さん半はん規き管かんをかく乱らん！

ＧＭ：「な、なんだこの歌声は」モヒカンは平へい衡こう感覚を失い、火炎放射器はあらぬ方向を焼やき払はらってしまう！

ユーノス：ふう、これでしのいだか。

ＧＭ：いや！　セットアップでゴーレムが《二回行動》を宣せん言げん！

ユーノス：……ならば、《インタラプト》！　翼つばさを広げて謎なぞの光を発して止めます！

ＧＭ：「うおっ、まぶしい!?」本当になんの光かわかりませんが、打ち消しました（笑）。

チンエン：怪音波と謎の光を発する天使……。

ユーノス：と、打ち消したあと、《クイックソング》＋《エチュード》でチンエンの魔ま法ほうダメージをアップ！　……発動成功。

リン：次、あたし。《コンポーズ》を宣言、発動成功。【行動値】＋11！

ＧＭ：これでリンが【行動値】最速に。オトハ、チンエンです。

オトハ：よし、印いん籠ろうを使うのじゃ！　このラウンド、みんなのダメージに＋２Ｄ！

ＧＭ：敵はひれ伏ふしませんが、その効果は有ゆう効こうです。ばばーん！

リン：姫様、好機でございます。他のギルドスキルもいっちゃいましょう。

オトハ：いっちゃうか！《限げん界かい突とつ破ぱ》と《陣じん形けい》を宣言。みんな移い動どうじゃ！




《陣形》でオトハとリンが前進し、前方のベジタブルゴーレムにエンゲージ。

　ユーノスとチンエンはエンゲージを分けることとなった。




ＧＭ：《陣形》の移動は終しゆう了りよう。次、チンエン。

チンエン：オレは《ファストイート》を宣言。精せい霊れいのサラダをむしゃむしゃと食べ、魔法ダメージが＋１Ｄ上がった。

ＧＭ：では、セットアップ終了。イニシアチブ。リンからとなります。

リン：はい、ベジタブルゴーレムを《ペネトレイトブロウ》で殴なぐります。えいやっ！（ダイスを振る）　《限界突破》の＋７を加え、命中28！

ＧＭ：それは、無理そう。（ダイスを振る）……やはり、無理でした。

リン：（ダイスを振る）39点直ちよく接せつダメージ。野菜など、物の数ではありませんっ！

ＧＭ：リンの貫手が野菜を貫つらぬく！　……では次、偽テイエン。マイナーで《フードアーマー》（＊）を宣言、さまざまな食材がまとわれ【物理防ぼう御ぎよ力りよく】、【魔法防御力】ともに21点プラス！

チンエン：結構高いな！　《フードアデプト》（＊）の効果もあるようだ。

ユーノス：なんか肩かたに栗くりのイガがあったり、ロース肉をまとったりするんですか。

ＧＭ：ええ、そんな感じですね。

チンエン：食べ物を防具に使うとは……。

ＧＭ：「フッ、食べるだけが食べ物の使い道ではない！」

ユーノス：いや、それはどうだろう！（一同笑）

ＧＭ：ともかく、偽テイエンのメジャーアクションです。オリジナルエネミー特殊能力《マーベラスチャーハン》を使用！

オトハ：まーべらすちゃーはんっ!?（笑）

チンエン：どういう効果だ、それは？

ＧＭ：二〇メートル以内の対象（選択）は偽テイエンと【精せい神しん】で対決を行ない、敗北すると、炒飯ちやーはん食べたさにエンゲージし、その炒飯を食ってしまいます。

オトハ：ただの炒飯なら、喜んで食べるぞ～。

リン：そんな親切な人なわけないでしょう（笑）。

ＧＭ：もちろんです。食ったら５Ｄの軽減不ふ可かのＨＰダメージ。

チンエン：なにっ!?

ＧＭ：しかも、ダメージを与あたえられたらバッドステータス毒を受けるうえ、毒のダメージは《ポイズンフード》（＊）５レベルで＋10強化されています。

チンエン：猛もう毒どく炒飯じゃねえか!?（爆ばく笑しよう）

ユーノス：毒のダメージは３点だから、クリンナップに【ＨＰ】を13点も持っていかれてしまう!?　なんてものを作ったんですか！

ＧＭ：「セーリアの料理は医い食しよく同どう源げんにして活かつ殺さつ自じ在ざい！　それこそが必殺炒飯の極ごく意いなのだ！　……さあ、たーんと召めし上あがれ！」

チンエン：食うかよそんなもん!?（一同笑）

ＧＭ：しかし、美味おいしそうな香かおりが漂ただよいます。では、【精神】の対決。こちらは……11!?　うわ、なにこれ低い!?

ユーノス：（ダイスを振る）お、ここで無意味にクリティカルー。ははっ、そのような不出来な炒飯など食いたくもありません！

リン：（ダイスを振る）こっちは21です。ちょっと、その炒飯はご遠えん慮りよします。

オトハ：わたしは21。いらん！

チンエン：こっちは17。同じく。

ＧＭ：な、なんてことだ!?　そうか、《限界突破》の＋７か！　「おのれ、せっかくの猛毒殺人炒飯を食わんというのか！　食べ物を粗末にするな！」

オトハ：おぬしが言うなっ！（笑）

ＧＭ：では、続いてベジタブルゴーレムの攻撃。対象はオトハ。《スマッシュ》を宣言し、タマネギぱーんち！（ダイスを振る）んー、微び妙みよう～。……命中は22。

オトハ：今、回避は＋７されて14。よし、フェイトを１点使おう。３Ｄで８以上ならいけるはず！（ダイスを振る）ほらっ、いけた！　26！

ＧＭ：ちっ、さすがに今は当たらないか。オトハがすっと避け、ベジタブルゴーレムの打ち下ろしたパンチは地面をうがちます！　次はそちら。

ユーノス：ボクは相変わらず待機。次はオトハさんですよ。

オトハ：ゆっくぞ～！　《レイジ》からの《バッシュ》！　痛みや空腹の怒りを力に変えて思いっきりブン殴って……命中達成値21！

ＧＭ：（ダイスを振る）くっ、ダメだった。

ユーノス：なら、《ディスコード》を宣言しますよ。

オトハ：ありがとうなのじゃ！　わたしのダメージは……[image: ]点。

ユーノス：さらに＋35点してください。

オトハ：というわけで、[image: ]点じゃ！

ＧＭ：それは……耐たえられない。




　野菜を積み上げて作られた巨きよ大だいゴーレムが、頭上から股また下したまで一いつ閃せんされる。

　するり……と、真ん中から綺き麗れいにスライドされていく。文字通り、真っぷたつであった。




ＧＭ：うおおおおっ、ベジタブルゴーレムが轟ごう沈ちんしてしまった!?

リン：《レイジ》を使って正せい解かいでしたね。

ＧＭ：くそう。では、オトハ終わり。チンエン。

チンエン：マイナーアクションで《ランニングセット》を宣言し、《フードファイト》で５レベルの料理を一個こ食う。これでダメージが＋21される。もう一個は《クラッシュバリア》を使って【魔法防御力】を０にする。

ＧＭ：なんてことだ！　せっかく＋21点足したのに。

チンエン：だからこそだよ。メジャーアクションで《アースブレット》だ。（ダイスを振る）ダイス目７、達成値30……３Ｄ振ふって７だから、高くはないな。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避できません。

チンエン：オレの放った岩塩が偽テイエンの頭を直ちよく撃げき。

一同：岩塩!?（笑）

ＧＭ：まあ、たしかにそれも石弾の一種ですが（笑）。

チンエン：諸もろ々もろの修しゆう正せいで54＋11Ｄのダメージか。（ダイスを振る）くらえ、[image: ]点だ！

ＧＭ：これが直抜ぬけ!?　せっかくの食材の鎧よろいが～。

チンエン：そして転てん倒とうだ。

ＧＭ：さすがに《バッドステータス無む効こう》は持たせてあるので、転倒はしません。

チンエン：ちいっ。だが、十分効いたはずだ。

ＧＭ：「く……！」たしかにこのダメージは痛いたい！

ユーノス：今ですオトハさん、《ジョイフルジョイフル》～。再さい行こう動どうですよ～。

オトハ：よし、マイナーで偽にせテイエンまで移動して、《バッシュ》！　命中は34じゃ。

ＧＭ：「く、くるなぁ!?　ひいい！」（ダイスを振る）回避は……失敗!?

オトハ：ならば《ボルテクスアタック》じゃ！　これで33＋24Ｄのダメージロール。せーい！　（ダイスを振る）んー、[image: ]点じゃ！

ＧＭ：【物理防御力】は元の10点と合わせて31点あります。抜けてくるのは80点かー。

オトハ：どうじゃ偽テイエン。おぬしが苦しめてきた人々の痛いたみを知れぃ！

ＧＭ：「黙だまれ！　我わが料理の礎いしずえになったことを誇ほこればいいのだ！」偽テイエンは《エンカレッジ》を宣言し、再行動！

オトハ：むっ、何をしてくるのじゃ！

ＧＭ：マイナーアクションでオリジナルエネミー特殊能力《フライングフライパン》を宣言、「今度はこっちの番、とわぁ！」とフライパンを飛ばし、それに飛び乗って飛行状じよう態たいに！

チンエン：おお、飛んだ！

ＧＭ：これでエンゲージから離り脱だつして一〇メートル移動、オトハに向かって《シャドウスフィア》をぶちかまします。

オトハ：《シャドウスフィア》？

リン：〈闇やみ〉属ぞく性せいのウィザードの魔法でございますよ。範はん囲い攻撃で、受けると重じゆう圧あつです。

オトハ：【ＨＰ】は１点しかないから危き険けんじゃ！

ＧＭ：「ふははは、闇やみに沈しずめえぇぇいっ！」（ダイスを振る）げっ、低い、15!?

オトハ：それならファンブルしないかぎり大だい丈じよう夫ぶじゃ。せいやーっ……20で回かい避ひ。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな!?　天才であるこの俺が!?」

リン：そして、全員行動済ですね？《再行動》ですよ、姫様！

オトハ：よーし、今がチャンス！《再行動》！

ＧＭ：げええええっ、ここで!?　ＰＣは全員未行動になります！

チンエン：……こいつ、何もいいところないまま終わるんじゃないか？（笑）

ＧＭ：ＧＭとしても、そんな気が（笑）。

リン：では、あたしからいきまーす。偽テイエンは一〇メートル下がったから……一五メートル先にいますね？　現げん在ざい、マイナーで二八メートルを一気に移動できます。

ＧＭ：ぎゅんっ！　リンは一いつ瞬しゆんで偽テイエンの前に。「え？」という顔の偽テイエン。

リン：ほほほ（笑）。《ペネトレイトブロウ》～。命中は23でございますね。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は17。避よけられない……なら、ここで《デリシャスガード》というオリジナルエネミー特殊能力を使用！

リン：あら？




　偽テイエンは、おもむろに食材を取り出し、完かん熟じゆくマンゴーを裏うらごしし、砂さ糖とうとふやかしたゼラチンを加え超ちよう高こう速そくで混まぜ合あわせる。それは、なんとも蠱こ惑わく的てきなスイーツであった。




ＧＭ：このエネミーを対象にした攻撃のダメージロールの直前に使用。二〇メートル以内の対象と【精神】で対決を行なう。勝利すると、対象はこのエネミーに対して他人をかばうという行動をする。シナリオ中一回使用可能。

リン：つまり、他人にかばわせる効果!?

ＧＭ：そのとおり。「さあ、この美味しい芒果布丁マンゴープリンを召し上がれ～」と、対象はオトハ！

オトハ：えっ、わたし？　これ判はん定ていに負けると偽テイエンかばっちゃうの!?

ＧＭ：そうです。オトハを狙ねらったのは、一番食い物に釣つられそうだから！（一同笑）

ユーノス：たしかに、ボクの書きかけのサーガにも食い物に釣られるシーンがある！

オトハ：そんなの書き直しじゃ～！（一同笑）

ＧＭ：では、偽テイエンの【精神】判定……げええっ、ダイス目４!?　達成値は８。




　あまりのことに、頭を抱かかえるＧＭ。




ＧＭ：すべてが……上手うまくいかないっ……！（笑）

オトハ：はっは～ん、そんなプリンになど釣られぬのじゃよ～。えいっ（ダイスを振ふる）。




　ダイス目は１のゾロ目。

　すなわち、ファンブル。




オトハ：なぜぇぇぇぇぇっ！（一同爆笑）

一同：釣られた──────!?

チンエン：爆ばく釣られじゃないですかオトハさん！

ＧＭ：おいしいっ！　このダイス目はおいしすぎるっ!?（爆笑）ありがとうオトハ、ありがとう小島さん！　なんという天の配はい剤ざいか！　神はいた！　マジＧＯＤ！

オトハ：あれ？　じゃあわたしは……。

ＧＭ：「ほら、スイーツをどうぞ～」という偽テイエンの策さくにまんまと引っかかり、猫ねこまっしぐらな勢いきおいで喜んでリンの攻撃に当たりにいきます（笑）。

オトハ：わーいスイーツなのじゃ～って馬鹿すぎ───!!（爆笑）

ユーノス：どんだけ腹はらペコキャラなんですか、オトハさん！（笑）

オトハ：わたしはこんな馬鹿じゃなーい！

ＧＭ：しかし、ダイス目とはそういうもの。これで、リンの攻撃はオトハへ。

リン：振り直し振り直し！　フェイトで振り直しですよ、姫様っ！

オトハ：そうじゃな、振り直しじゃ！（ダイスを振る）うわ、１と３!?

チンエン：あぶねーな、おい！（一同笑）

オトハ：スイーツにまっしぐらに向かった気がしたけど、気のせいだったのじゃ（笑）。

リン：姫様、よくぞ耐えられました（笑）。では、心置きなく偽テイエンを殴ります！

ＧＭ：では、ダメージをどうぞ。

リン：（ダイスを振る）……38点ダメージ、防御力無効！　水月に叩たたき込こみます！

ＧＭ：「うぐほぅ!?　お、おのれ、もう少しだったのに……」

ユーノス：それでは《エンカレッジ》をオトハさんに！　これでさらに再行動！

ＧＭ：ではオトハのメインプロセスです。

オトハ：よし、マイナーで逃にげた偽テイエンを追っかける！　さっきはよくも！

ＧＭ：「黙だまって誘さそいに乗っておれば、スイーツを食べられたものを！」

オトハ：食べたらリンの攻撃をくらって死んじゃうところだったのじゃ！《バッシュ》で偽テイエンを攻撃！　……んんー、今度はクリティカルなのじゃ!!

ＧＭ：おわ、マジっすか!?（ダイスを振る）クリティカルしません、回避できず。

オトハ：（ダイスを振る）……ダメージは91点じゃ！

ＧＭ：【物理防御力】31点がありますから……60点抜けてきます。まだ大だい丈じよう夫ぶ。

ユーノス：そして、ボクの行動。マイナーアクションで《ウィング》で飛行状態に。そしてメジャーはテイエン超親衛隊にエンゲージして、足止めしましょう。

リン：たしかに、そいつらは攻こう撃げき力りよく意外に高いですからね。

ＧＭ：ユーノスの行動終わり。オトハとチンエン。

チンエン：では、オレからいっておこう。マイナーで距きよ離りを詰つめて《アースブレット》！　命中は30。岩塩の弾だん雨うをくらうがいい！

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられない。だが、今度は【魔法防御力】が有効だ。

チンエン：そうか。その食材の鎧よろいは《リゼントメント》でぶち抜ぬこう。

ＧＭ：げっ!?

チンエン：（ダイスを振る）74＋91で……[image: ]点だ。どうだ、お前の心に響ひびくだろう。これが〝料理の心〟というものだ！

ユーノス：どこがだよ！（一同笑）

ＧＭ：「こ、これが心だと……」しかし、偽テイエンには響ひびきまくり動どう揺ようしています。

チンエン：まだ立つのか。さすがだな。

リン：で、姫様です。

オトハ：ならば《スマッシュ》＋《バッシュ》！　命中は38！

ＧＭ：クリティカルしないかぎりは……駄目だ、避けられない!?

オトハ：てーい！　89点！

ＧＭ：58点抜け……ま、まだなんとか。

リン：これで、行動は終わり。

ＧＭ：ど、どうにか怒ど涛とうの１ラウンドを耐たえきったか。そしてクリンナップ。これで印いん籠ろうと《限界突破》の効果が消えます。





（＊）《フードアーマー》　【物理防御力】、【魔法防御力】を高めるチューシのスキル。

（＊）《フードアデプト》　使用した食材のレベルに＋［ＳＬ＋１］して効果を算出するチューシのスキル。

（＊）《ポイズンフード》　バッドステータス毒の効果を強化するチューシのスキル。






▼第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それではセットアップ。《ドーピングエキス》はシナリオ中一回だからもう使えない……。特になし！

ユーノス：《ファイトソング》で《インタラプト》を復ふつ活かつ。

リン：姫様、《祝福》を切ってくださいまし。【ＭＰ】が尽つきそうでございます。

オトハ：うむ、《祝福》承しよう認にん。【ＭＰ】全快じゃ。

リン：そしてあたしは《コンポーズ》。【行動値】に＋11です。

チンエン：こっちはセットアップで《ファストイート》。轟ごう炎えん豆どう腐ふを料理して食おう。実は【ＨＰ】ギリギリだったんだ。即そく席せき麻婆まーぼ豆腐で、24点回かい復ふくだ。

オトハ：わたしはなしじゃ。

ＧＭ：では、セットアップ終了。イニシアチブプロセスとなって、リンの行動です。

リン：《ペネトレイトブロウ》。もうボディを集中攻撃。ばすばす！（ダイスを振る）命中は14。クラッチクロウがあるので回避のダイスマイナス１個をお忘わすれにならないよう。

ＧＭ：もう回避できません。

リン：ダメージいきまーす。（ダイスを振る）29点が防御力無む視しで叩たたき込こまれます。

ＧＭ：くそう、本当にサンドバッグだ。だが、耐えに耐え、ようやくこっちの手番だ！

チンエン：フッ、お前はもう死んでいる（笑）。

ＧＭ：「何を言うか！　俺にはまだこの炒飯がある！」と《マーベラスチャーハン》を宣言。どんなにボロボロになろうが炒飯を作り続ける！（一同笑）

チンエン：そこは見上げた根こん性じようだが（笑）。

ユーノス：そんな危険な炒飯はいけません。《インタラプト》です。

ＧＭ：「どうして邪魔をするんだー！」こっちも《インタラプト》！　で、全員に炒飯をご馳ち走そうします。さあ、【精神】で対決ですよ！

ユーノス：あなたはどうしても炒飯を食べさせたいようですね。でも、遠慮します！

ＧＭ：「いや、お前たちは食いたくなるんだ！」（ダイスを振る）……ぐわ、ダイス目３!?

リン：何がしたいんですか、あなたは……（笑）。

オトハ：本当にダイス目が悪い（笑）。

ＧＭ：えー、【精神】の達成値は８です。




　もちろん、そんな低い目では対決に負けるＰＣなどおらず……。

《マーベラスチャーハン》は完全に失敗に終わった。




オトハ：全員達成値は８以上じゃ。

ＧＭ：「どうして俺の炒飯を食ってくれないんだぁっ!!」と泣きが入る偽テイエン。

チンエン：食ったら死ぬんだよ!?（一同笑）

ＧＭ：「……炒飯できたよ～。ねえ、美味おいしいよ？　食べてみてよ～。ひと口でいいからさぁ～……」と、ボロボロになりながら盛もりつけた皿を出し（笑）。

リン：あ、哀あわれな……。

ユーノス：もう見てらんない（笑）。

チンエン：何な故ぜ誰だれにも食べてもらえないのか……その答えを教えてやろう。

ＧＭ：「な、なに……？」

チンエン：お前の料理は、人を征せいし、人を支し配はいしようとするために作られたもの。だが、真の料理は人に喜びを与あたえるもの。人に喜んでもらいたいという心こそ───愛あい情じようだ！

ＧＭ：「そ、そうだったのか───!!」（一同笑）




　食す人の笑え顔がお、健康、喜びを願う心こそ、愛情。

　どうやったら美味しくなるか、どうやったら健すこやかな生活を送れるか。

　そのために、料理人は創そう意い工く夫ふうし、美味しくなるように努力する。

　だからこそ、先人はこの言葉を残した。料理は愛情である、と───。

[image: ]




ユーノス：……というか、今さら気づいたのですか（笑）。ボクは待機します。

リン：姫様、もう楽にさせてあげましょう（笑）。

オトハ：では、《スマッシュ》＋《バッシュ》で介かい錯しやくじゃ。まず４Ｄで振って（ダイスを振る）あっ、６が三つ！（一同爆笑）

リン：ここで、ダイス三つのクリティカル!!

ＧＭ：えー、回避ですが失敗です。それでは、偽テイエンはその場に正せい座ざをし───。

一同：正座!?

ユーノス：回避失敗の演えん出しゆつが観念しての正座……新しい！

リン：いや、新しいですけど（笑）。

ＧＭ：「さぁ、やるがいい！　料理に敗れた料理人など、もはや生きてはおれん！　ていうか結局、どれひとつとして食べてもらえなかったし！」

リン：まぁ、殺人料理ですからねぇ……。

オトハ：ふむ！　己おのれの過あやまちに気づいたことは天あつ晴ぱれじゃ！

ＧＭ：「え？　じゃあ、見み逃のがしていただけるんで……」

オトハ：ダメ。思い切りブン殴るから反省せよ（笑）。刃を返して、峰みねを振り下ろすのじゃ。フェイトを３点使ってダメージロールは18Ｄ……うむ、86点！




　もはや、正気を保たもってはおれない偽テイエン。

　その悪の心を討うつ、裁さばきの一刀。

　一度死んだ気になって生まれ変わり、正道に立ち返ることを切に祈いのる。

　これもまた、世直しなり。




ＧＭ：えー、偽テイエンのダメージは累るい計けい[image: ]点を超えました。さすがに倒たおれます。

リン：姫様、お見事！

オトハ：ちゃきーん！　刀を収おさめよう。

ＧＭ：「誰も、俺の炒飯を食わない。これが、答えか……」と呟つぶやき、どさっと倒れる。なんてことだ、ボスのくせしてまったくダメージを与あたえていないとは……（笑）。

リン：……やる気はありましたが、ダイス運が追いついてきませんでしたねぇ。

ユーノス：そういえば、テイエン超親衛隊は？

ＧＭ：「ボ、ボスが負けた～!?　ひゃーっ、お助け～！」と逃にげていきます。まあ、あとはセーリアの官かん吏りが何とかしてくれるでしょう。

チンエン：しかし、本物の兄者はどうなったのだろうな？

ＧＭ：ああ、ではそのことについて偽テイエンが話してくれます。「お、お前の兄、テイエン殿どのは、タマモ様の復活を阻そ止ししようと……」

オトハ：タマモとは誰なのだ？

ＧＭ：「それは、この世に恐おそろしい災さい厄やくをもたらす、者……テイエンは、タマモ様が送った刺し客かく、仮か面めん料理人に挑いどみ……うっ」と言って気を失います。

チンエン：仮面料理人!?　やっぱりあいつが兄の仇かたきなのかよ……（一同笑）。

ユーノス：しかし、我われ々われに味方するような、そうでないような言動ばっかりでしたが。

オトハ：というか、面おも白しろ発言しかしてなかったし（笑）。

チンエン：もう悪い予感しかしないな、あいつの仮面の下（笑）。

ＧＭ：では、偽テイエンと逃げ出した雑魚ざこどもを捕つかまえて、あらためて料理大会の優ゆう勝しよう者しや、チンエンの名を讃たたえます。

チンエン：そうだった、料理で勝ったんだったな。

ＧＭ：で、観かん覧らん席せきのシャッターもしゅぱっと開き、大だい皇こう帝ていも姿すがたを見せます。

一同：戻もどってきた!?

オトハ：大皇帝は、偽テイエンの炒飯を食べても平気なのか？

チンエン：それは、オレの炒飯を食ったことで浄じよう化かされたのだよ（笑）。

オトハ：なるほど、そうであったのか。では、これにて一いつ件けん落着じゃ！




　かくして、御ご前ぜん大料理大会の騒そう動どうは幕まくを閉とじる───。

　悪の炒飯は愛情の炒飯に敗れ、セーリア料理界にもまた平へい穏おんが戻るであろう。

　海を越こえてもおんみつ姫ひめは、やっぱり悪を見み逃のがせぬ。

　ふたつの国を股またに掛かけ、快かい刀とう乱らん麻まの世直し剣けん。こうして一件落着と相成った。




　途と中ちゆう、スイーツの色いろ香かに釣られたのは、ご愛あい敬きよう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆大皇帝とおんみつ姫




　かくして、ひとつの悪は滅ほろびた。

　漬つけ物もの炒飯により、見事優勝を果たしたチンエンは大皇帝直々に栄えい誉よを授さずかる。

　そして表ひよう彰しようの場にて、太陽石を授かるのだ。




ＧＭ：では、戦い終えて、料理闘技場。全員登場となります。優勝したチンエンに対して表彰式が行なわれます。

一同：ちゃーんちゃーんちゃちゃーんちゃーん♪（←表彰の音楽）

ＧＭ：目の前には大皇帝が一段高い玉ぎよく座ざに鎮ちん座ざし、チンエンはその御ご前ぜんに控ひかえています。大皇帝は、「実に美味なる炒飯であった」と、ひと言。

チンエン：光栄にございまする。

ＧＭ：「あと、旗は嬉うれしかった」（笑）

リン：ああ、炒飯に立てたお子様ランチ風の旗が。

オトハ：ちゃんと評ひよう価かされたのじゃな（笑）。

チンエン：（深々とお辞儀をして）ご政せい務むに励はげまれる陛へい下かのご心労を少しでもお慰なぐさめできれば、この喜びに勝まさるものはございません。

ＧＭ：「役目大たい儀ぎ。まさに料理は愛情じゃな」

チンエン：ははーっ。

ＧＭ：「厨師チューシチンエン。その功こう績せきを讃え、朕ちんより太陽石を授けるものである！」

チンエン：はっ、ありがたき幸せにございます。うやうやしく受け取ろう。

ＧＭ：「実は、これには謂いわれがあってな。そこなタイクーンの妹君も聞くがよい」

オトハ：うっ、ばれた!?

リン：だって、印籠出して名乗りましたし（笑）。

オトハ：そ、そうであった（笑）。

ＧＭ：「かつて、このセーリアにはタマモという魔族が乱らんを起こし、大きな災わざわいをもたらしたことがあった……」

オトハ：大きな災い……それはいかなるものでしょう？

ＧＭ：「英えい雄ゆうと呼よばれる有力者の側そばに美び姫きとして寄より添そい、時の大皇帝への反はん逆ぎやくを企くわだて、大乱を招いたのじゃ。帝はタマモを滅ほろぼすべく太陽石を用意したのだが、それを察したタマモはダイワの地へと逃のがれたという」

オトハ：やはり、我わが国くにへ。

ＧＭ：「ダイワに逃れたあとも災いをもたらそうとしたが、封ふうじられたとも聞く。しかし、どうやら魂たましいは滅ほろびておらず、虎こ視し眈たん々たんと復活の機会をうかがっておったようじゃな」

ユーノス：そんな由来のある石を、大会で大おお盤ばん振ぶる舞まいしてもよろしいので？

オトハ：まあ、そういえば。

ＧＭ：「太陽石を求める者は、タマモを滅ほろぼそうと志こころざす者に他ほかならぬ。時がいたり、朕の前に現あらわれるという卦けが出たのじゃ」

ユーノス：なるほど、志こころざしを持った者に与えるためだったのですか。

ＧＭ：「タマモの刺し客かくも送られてきたようじゃが、これで狙いもはっきりした」

オトハ：ならば、わたしも兄上が呪のろわれてセーリアに渡わたったことを話そう。このままでは、兄上の命も危ないのです。

ＧＭ：「そうであったか。ともすると、タマモの復活はこの東方全体を巻まき込こんだ大きな災いとなるやもしれん」




　途と方ほうもない話である。

　事は、ダイワ一国だけでは収おさまらぬ。

　このセーリア、タルタル・ハン国にも大おお勢ぜいの人が暮くらしているのを見た。

　そんな人々が災いに苦しみ、乱に巻き込まれるのは見たくない。

　オトハは、そのために世直しを志したのだから───。




オトハ：タマモの力とは、そこまでのものなのですか。

ＧＭ：「うむ。美男美女に化けて権けん力りよく者しやを堕だ落らくさせ、国を滅ぼすほどのもの。霊れい力りよくも強く、肉体が滅びてもその魂を完全に滅ぼすのは容よう易いではないという。ゆえに、ダイワでは、金こん剛ごう眼がんと知ち賢けん玉ぎよくのふたつの宝ほう石せきをもって封ふうじたと聞いておる」

リン：残りの宝石は、やっぱりダイワにあるようですね。

オトハ：であるな。

ＧＭ：「その太陽石は、タマモを滅ぼすほどの力を与えてくれよう」

オトハ：ありがとうございます、大皇帝陛下。

ＧＭ：「厨師チューシチンエン。我が国とダイワ、ひいては東方世界のためにも、これからもオトハ殿どのをしっかと支ささえるのじゃ」

チンエン：ははー、元よりそのつもりでございます。

ＧＭ：では、オトハたちは太陽石を授さずかり、大皇帝の前から下がることになります。次のシーンに移うつります。







◆Ending 02◆さらば大陸の風よ




　タイクーンを呪のろう者の正体もわかり、それを倒たおすための宝石もひとつ手に入れた。

　となれば、一刻も早くダイワに戻もどるのがオトハの使命。

　さまざまな出会いがあった大陸を離はなれるのは寂さびしいが、急がねばならぬのだ。




ＧＭ：それでは、次のシーン。フワンジンを離れ、ダイワに戻るために出発するというシーンになりますね。基き本ほん的てきに全員登場です。シナリオに登場したＮＰＣと別れを演出することになりますね。

オトハ：あっ、そうか。ニャムカとブーちゃん！

ＧＭ：それ以外にも、旅立つ前にいろんな人たちと会ったり、準じゆん備びを整えたりですね。

リン：次は、ダイワで石探さがしですね。あとふたつの石はどこにあるんでしょう？

オトハ：まだダイワに残っていればよいのだがのう。

ユーノス：きっとなんとかなりますよ、ええ。

オトハ：ユーノスは気楽じゃな（笑）。

ユーノス：なんせ、途方もない金きん額がくの借金を抱かかえても、なんとかなってしまう例を知っていますからね（笑）。

リン：では、あたしはおババ様のために適てき当とうなおみやげを買っていきましょう。実は、今回の勝利におババ様が結けつ構こう貢こう献けんしていますので（笑）。

チンエン：米と漬つけ物ものだな。

ＧＭ：すると、街中でユーノスの前にカニミサイルがやってきます。

ユーノス：カニミサイルが!?（一同笑）

ＧＭ：「観客席から、大料理大会見させてもらったカニ。俺の足の身を使って優勝してくれて、嬉うれしいカニ」

ユーノス：カニミサイル、キミの身は大皇帝にも評ひよう判ばんでした。

ＧＭ：「もう、俺の手の届とどかないところに行っちまったみたいカニ」

ユーノス：……それは、もともと路線が違ちがっているだけだと思うのですが（笑）。

リン：もうユーノスは上級クラスですしね。

ＧＭ：「俺たちは、人から愛される悪の秘ひ密みつ結社として細々とやっていくカニ」

ユーノス：達者に暮らしていってください。いつか、ボクのプロデュースしたサーガを読むことになるでしょうから。

ＧＭ：「楽しみにするカニ」と、フロイライン・セプターと一いつ緒しよに屋台を引いていきます。

ユーノス：行ってしまった……。

ＧＭ：そして、チンエンのところには尚しよう膳ぜん太たい監かんが現あらわれ……。

チンエン：ああ、ワタシの上司ですね。大陸を去る前に、挨あい拶さつしなければなりませんな。

ＧＭ：「チンエン、大きな使命を得たようだな」

チンエン：はっ、ワタシはこれよりずっとオトハ殿と共に災いをもたらすという魔族タマモを追うことになります。そしてまた、タマモを追うことこそ兄の仇かたきに迫せまる道。

ＧＭ：「そうか。では、使命を果たすことを祈いのっておる」

チンエン：はいはい～、お任せあれ。

ＧＭ：とまあ、それぞれフワンジンを旅立つ準備を整え、皆みなで出発しようというとき、ブーちゃんを抱だいたニャムカが見送りに来ます。

オトハ：おお、ニャムカ。見送りに来てくれたのか！

ＧＭ：「はい、オトハさんには本当にお世話になりましたから」

オトハ：世話になったのは、こっちじゃ。おかげで、チンエンもよい炒飯を作れた。

チンエン：そうですねー。

ＧＭ：ブーちゃんも「ぶ[image: ][image: ][image: ]」と鳴いて見送ってくれます。

チンエン：ブーちゃん、三年後に迎むかえに来ますよー（一同笑）。

ＧＭ：「ぶぎぃ!?」またすっかり怯おびえてしまうブーちゃんであった。

オトハ：チンエン、まだ言っておったのか。

ＧＭ：きっと、ブーちゃんには死期が近づくと明るく輝く星が見えてしまうのです（笑）。

リン：ああ、空にぽっかり死兆星（笑）。

ユーノス：チンエンさんはブーちゃんが好きですねえ。そんなに愛さなくてもいいのに。

チンエン：うん、大好きです。彼かれは世界一の食材になれる（笑）。

ＧＭ：では、ダイワへと帰るためにフワンジンを出発します。さらば、大陸の空よって感じですかね。まあ、船に乗るにはもうしばらくかかるんですが。

オトハ：では、いざ、ダイワへ！　最後までニャムカに手を振って───。




　兄の呪のろいを解とくために、海を渡ったオトハ一行。

　その原げん因いんを突つき止とめ太陽石も手に入れて、意い気き揚よう々ようとダイワへ戻る。

　オトハの小さな背せ中なかを、そっと大陸の風が押おしていた。




　エリンディル東方のその裏うらに、大きな影かげが蠢うごめいている。

　そっと覗のぞいて見てみれば、悪と善ぜんとの綱渡り。あんた、この世をどう思う？




　遠い異い国こくの空の下、おんみつ姫は今日も征ゆく。

　髪かみに簪かんざし、口に紅べに差し、腰こしの帯には刀差し。この世の悪に、とどめ刺さす───。







◆Ending 03◆妖しき予兆




　ダイワ、タイクーンの居城にて───。

　タイクーンは重篤となって以来、死んだように眠り続けている。

　その傍らで、静かにつき添うのはタマ姫。であった。




ＧＭ：では、シーンはダイワのタイクーンのお城へと移ります。その寢所で、ずっと眠り続けるタイクーン、アオイ・カゲユキ。

オトハ：兄上、オトハがすぐに参りますからね！

ＧＭ：その傍らでは、タマ姫が静かにその眠りを見守っています。近習や医師を下がらせているため、ふたりっきりですね。で、そのとき───。




　そのときは何の前まえ触ぶれもなく、訪おとずれた───。

　閉とじられていたカゲユキの瞼まぶたが、ぎんっ！　と見開かれた。




一同：タイクーンが目覚めた!?

チンエン：しかも、これ絶ぜつ対たいよくない兆候だぞ！

ＧＭ：それに気づいたタマ姫が「お目覚めでございますね、上様」と愛いとおしむように微笑ほほえみ……むくりと起き上がったカゲユキに頬ほおを寄よせます。「これから上様のお望みどおり、ダイワの世直しが始まるのでございます」と囁ささやきます。

リン：ああ、これはやはり……。

オトハ：あにうえ[image: ]!?




　タイクーン、アオイ・カゲユキの不気味な目覚め。

　そして、妖しく微笑むタマ姫。

　それは、かつてセーリアとダイワに災いをもたらしたというタマモの呪いなのか。

　はたまた、それとも───。

　嗚呼ああ、オトハ姫。

　ダイワへと戻るあなたの前に、いかなる艱かん難なん辛しん苦くが待ち受けようか。

　風雲、急を告げ……次巻へ！




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』

第四話「悪あく魔まの天才料理人その名はテイエン!?　非ひ情じようの兄弟料理対決！」

─完─







あとがき




『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』第二巻かんをお届とどけすることができました。

　第一巻では、サムライとニンジャの国、ダイワを舞ぶ台たいとしたお話でしたが、今回オトハたち〝烈れつ風ぷう！　世直し隊〟は、海を渡わたって大陸へとやってきました。

　そこには、東方随ずい一いちの文明を誇ほこる、セーリア大だい帝てい国こくがあります。

　騎き馬ば民族が暮くらす草原の国、タルタル・ハン国があります。

　独どく特とくの文化、異い国こくの人々の暮くらし、見るものすべてが珍めずらしく映うつるでしょう。




　やっぱり、旅っていいなって思いませんか？




　私わたしはいいと思います。

　まあ、忙いそがしいんで、いいなぁと思うだけで終わる毎日ですが。

　でもまあ、ＴＲＰＧならわりとお手軽に旅ができるわけで、皆みなさんも仲間を集め、『東方ガイド』を片かた手てに、東方の名所を巡めぐってみるのも一いつ興きようでしょう。

　今回のリプレイが、旅の仕方の参考になれば幸いです。

　さて、一方でＰＣのひとり、チンエンにとってセーリアは故こ国こく。

　しばらくぶりの帰国で、そこには過か去この因いん縁ねんが待ち受けています。

　どういう因縁かは、本ほん編ぺんをお読みになった方ならおわかりでしょう。

　あとがきから読まれる方もいらっしゃいますので、ここでは秘ひ密みつとさせていただきます。

　勘かんのよい方ならすぐに気づくかもしれません。ていうか目次を見るとすぐわかります。




　今回舞台となったふたつの国には、モデルがあります。

　セーリア大帝国は昔の中国。タルタル・ハン国はモンゴル帝国をモデルとしています。

　そっくりそのままではありませんが、どちらも歴史的になじみ深い国々です。

　実じつ際さい、シナリオ作成とＧＭをしてみて思ったのですが、このふたつの国はとてもイメージしやすく、シーンの演出にも困りませんでした。

　中国とモンゴルにくわしくなくても、きっと大だい丈じよう夫ぶですよ。

　正せい確かくな知ち識しきがなくても、なんとなくイメージするだけでいいのですから。

「こんな感じ？」っていうイメージを膨ふくらませば、それで十分遊べます。




　では、そろそろ本編について語っていきましょう。

　ここから先は、ネタバレとさせていただきます。まだお読みでない方はご注意を。




●第三話

　まず、シナリオのタイトルがアレな第三話です。

　このタイトルについては、本編でも語っていますが『タイガー暗あん殺さつ拳けん』というゲームブック、そして香ほん港こん映えい画が『少しよう林りん寺じvs忍にん者じや』からいただきました。ふたつとも、古い作品なので入手は困こん難なんかと思いますが、興きよう味みがありましたら是ぜ非ひ探さがしてみてください。

　で、第三話ですが、有名な嵩すう山ざん少林寺をモチーフとしたショーリン館での試練突とつ破ぱという内ない容ようです。実は『少林寺三十六房ぼう』という香港映画を参考にしました（最近、〝２〟があることを知りました）。いやまあ、この映画には、あんなＮＰＣは登場しないのですが。

　試練を突破して頂ちよう上じようを目指す、というシナリオはわりとオーソドックスなものです。それだけではドラマの要よう素そが薄うすいので、共に試練に参加するチョウユウを助けるというギミックを用意しました。また、いろんなＮＰＣを出したので大変盛もり上あがりました。




●第四話

　第四話は、料理対決をテーマにしたシナリオです。

　実は、過去に別のゲームでラーメン対決を描えがいたシナリオを発表したことがありまして、そのノウハウを生かし、今度は炒飯ちやーはんで対決してもらうことにしました。

　料理をテーマにしたシナリオの場合、まずは材料集めを行なうことになります。

　そのうちのひとつをタルタル・ハン国の特産品にすればＰＣたちも向かうので、この国を皆さんにも紹しよう介かいできるだろうと思い、タルタル豚ぶたという特とく殊しゆな豚を設せつ定ていしました。

　このタルタル豚のブーちゃんですが、敵てきよりチンエンから狙ねらわれた気がしてなりません。まあ、最悪ブーちゃんを叉焼ちやーしゆーにした場合の展てん開かいも用意はしていましたが、そうならなくて本当によかったです。もちろん、本気で材料にするつもりは……なかったと思いますが。




　さて、今後の『アリアンロッド』の展開ですが、七月には第二版の『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』とそのリプレイ『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』、そして小説の『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ　私は断じて裏目らない！』が発売。八月には『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』が予定されています。




　この怒涛の展開に、『ブレイド』も負けていられないところ。

　オトハたち〝烈風！　世直し隊〟は、一路ダイワへと引き返します。

　目覚めたタイクーンの運命は？　そして仮か面めん料理人の正体とは？

　それでは、次回第三巻でお会いしましょう。




二〇一一年五月　丹藤武敏たんどう・たけとし
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